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述
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憂
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。
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入
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踏
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収
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こ
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化
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部
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の
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榔
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泊
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金
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目
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千
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る
案
は
採
択
さ
れ
た
。

各
地
辿
句
大
会
案
内
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地
元
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台
工
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室
長
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川
盟
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叶
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件
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劇
判
輩
、

ひ
さ
し
の
生
い
立
ち
が
紹
介
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五
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ら
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台
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光
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。
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古
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仙
台
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菓
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粋
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熱
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叫
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。
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酔
山
記
)



第
三
十
回
国
民
文
化
祭

・
か
ご
し
ま
2
0
1
5

「
暮
ら
し
と
共
生

・
生
活
文
化
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

文
芸
祭
「
連
句
」
大
会

国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
2
0
1
5
で
の
辿
勾
大
会
の
閉
山
肌
が
決

ま
っ
た
時
、
鹿
児
山
県
の
尖
質
辿
何
人
口
は
零
、
辿
句
は
鹿
児
品
に

お
い
て
未
知
の
物
で
、
ま
さ
し
く
容
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
平

成
二
十
六
年
三
月
二
十
九
日
、

日
本
連
句
協
会
か
ら
和
田
忠
勝
型
事

長
等
の
ご
参
加
を
阪
き
、
第
一
回
「
鹿
児
向
辿
句
を
楽
し
む
会
」
が

聞
か
れ
、

鹿
児
向
で
の
辿
句
が
注
戸
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
月

一
回
の
述
句
の
勉
強
会
が
続
き
ま
し
た
が
参
加
者
は
伸
び
悩
み
、
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
六
年
十

一
月
十
七
日
、

悶
文
祭
プ
レ
辿
何
大
会
が
「
よ

か
セ
ン
タ
ー
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
間
十
七
名
の
参
加
者
に
よ
る
座

は
九
山
。
昨
名
は
西
郷
院
品
川
を
は
じ
め
と
す
る
雌
児
砧
山
身
の
維
新

の
兆
傑
の
名
前
を
使
い
、
半
歌
仙
を
巻
き
、
本
大
会
へ
の
地
な
ら
し

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
か
ら
の
参
加
者
が
少
な
く
本
大
会

へ
の
準
備
に
不
安
を
践
し
ま
し
た
。
ま
た

鹿
児
山
県
出
身
の
備
湖

拒
叫
靴
氏
主
牢
の

「
た
も
ん
せ
盤
」
に
よ
る
「
連
句
の
集
い
」
が
地
元

で
三
回
開
催
さ
れ
、
力
強
い
ご
支
援
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
に
入
り
、
悶
文
祭
を
開
催
す
る
に
は
ま
ず
組
織
づ

く
り
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
辿
句
大
会
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
会
長
以
下
事
務
局
長
、
実
行
委
日
を
閉
山
き
、
日
本
辿
句

協
会
の
協
力
の
下
、
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
民
文
化
祭

へ
の
鹿
児
品
仰
の
対
応
も
具
体
化
し
、
私
述
も
募
集
袈
制
引
を
発
送
し

応
募
作
品
を
待
つ
事
に
一
な
り
ま
し
た
。
作
品
は
半
歌
仙
形
式
で
す
。

私
達
の
辺
川
情
的
資
金
は
募
昨
収
入
だ
け
な
の
で
、

何
巻
集
ま
る
か
気
を

も
む
何
日
で
し
た
が
、

締
切
り
の
五
月
末
に
は
応
非
数
は
上
向
き
、

締
切
り
を
六
月
1
H
に
延
ば
す
耶
で
、
最
終
的
に
六
百
七
」
l

巻
の
ご
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応
募
を
加
き
ま
し
た
。
私
達
も
二
十
七
巻
を
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
、

遠
路
を
当
地
ま
で
出
向
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
協
会
的
方
々
に
、

問
い
返
し
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
当
初
よ
り
逝
世
資
金
に
つ
い
て
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

鹿
児
品
県
の
補
助
は
会
場
提
供
の
み
で
す
。
加
え
て
郎
送
料
、
宅
配

使
、
消
山
日
税
の
他
J
げ
の
恕
条
件
が

E
な
り
、

支
出
が
例
年
よ
り
か

な
り

mえ
る
と
予
想
さ
れ
た
の
で
す
。
支
出
を
抑
え
る
に
は
印
刷
代

と
送
料
を
い
か
に
抑
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
幸
い
実
行
委

員
会
の
前
回
限
会
長
の
尽
力
に
よ
り
、
即
杭
の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
剖



り
付
け
や
表
紙
デ
ザ
イ

ン
を
実
行
委
只
会
で
行
う
こ
と
で
、
破
格
的

他
段
で
引
き
受
け
て
頂
け
る
印
刷
所
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

鹿
児
川
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
制
助
金
交
付
を
受
け
る
事

に
な
り
資
金
の
見
通
し
が
た
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
述
句
大
会
の
募
集

聖
項
、
参
加
案
内
も
会
員
の
方
に
は
日
本
述
句
協
会
ム
広
報
に
同
封
し

て
引
き
、
他
の
送
付
物
は
主
配
染
者
二
社
と
交
渉
し
て
、
最
も
安
い

メ
ー
ル
便
を
契
約
す
る
こ
と
で
経
費
の
節
減
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
八
月
ニ
イ
三
日
に
行
わ
れ
た
選
者
会
議
で
、
臼
判
前

11:1 

氏

梅
村
光
明
氏
、

利
回
忠
勝
氏

小
池
正
博
氏
、
式
問
恭
子
氏
、

に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

文
部
科
学
大
阪
口
他
、
入
社
、
人

」
l

九
巻
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
選
者
の
お
一
人
の
式

出
恭
子
氏
は
、
す
で
に
選
考
期
間
中
、
病
と
闘
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
暑
い
最
中
の
大
変
な
帯
告
を
全
う
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
選
者

会
議
に
も
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
出
府
さ
れ
て
お
り
、
大
会
終
了
後
に

ご
逝
去
さ
れ
る
と
は
思
い
も
し
な
い
こ
と
で
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
術

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
会
に
向
け
て
の
大
き
な
刊
業
の
一
つ
が
、
入
選
刊
品
集
の
発
行

で
す
。
編
集
作
業
の
中
で
、

メ
ー
ル
添
付
原
稿
や
ワ
ー
プ
ロ
世
上
げ

の
原
稿
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
谷
羽
で
し
た
が
、
手
引
き
の
原
稿
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
屯
子
辞
科
品
』
使
い
、
馴
れ
な
い
歴
史
的
か
な
使
い
に
苦
労

し
な
が
ら
、

数
人
の
実
行
委
日
が
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

版
制
の
校
正
は
梅
村
光
明
訓
仕
事
に
お
刷
い
し
ま
し
た
が
、
誤
柏
が

多
く
予
想
外
に
大
き
な
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
入
選
作
品
集
を
参
考
に
編
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
大
品
紬

の
写
真
を
使
っ
た
表
紙
も
好
削
で
、

労
苦
が
報
わ
れ
た
思
い
で
す
。

平
成
ニ
イ
七
年
十

一
月
十
四
日
、
朝
五
時
，
川
に
震
度
凶
の
地
伎
に

遭
迎
、

大
き
な
揺
れ
に
桜
向
の
峨
火
か
と
驚
い
た
方
も
お
ら
れ
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
後
は
何
事
も
な
く
、
予
定
通
り
吟
行
会
へ
と
山
発

10ー

し
ま
し
た
。

知
覧
コ

l
ス
に
は
八
十
名

桜
品
コ

l
ス
に
は
十
九
品
、

の
、
合
計
九
十
九
名
が
幸
加
し
ま
し
た
。
桜
山
は
互
に
は
巨
大
附
火

が
目
前
と
の
H
U
報
が
出
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り

ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
文
附
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る
生

怖
の
天
候
の
た
め
桜
山
町
安
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
商
戦
争

の
戦
没
者
を
肥
る
市
洲
墓
地
を
見
学
し
た
後
フ
ェ
リ
ー
で
桜
ぬ
へ
波

り
、
林
英
美
子
文
学
叫
、

楢
山
吉
で
組
没
し
た
甲
r

有
村
溶
岩
展
望
所
、

抑
制
担
の
山
加
を
見
学
し
、
桜
山
の
附
火
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
桜
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
世
界
最
大
の
桜
山
大
艇
を
見
ま
し
た
が
、
こ
の
大
恨

は
者
物
、
出
物
に
す
れ
ば
極
め
て
美
味
で
あ
る
こ
と
は
地
元
の
人
々



る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
知
覧
コ

l
ス
は
雨
に
断
れ
て
風
情

を
増
し
た
武
家
屋
敷
沿
い
に
宇
き
、
各
家
で
工
去
を
凝
ら
し
た
庭
作

り
に
見
と
れ
ま
し
た
。
脱
児
島
は
日
本
第
三
位
の
お
茶
の
生
産
地
で
、

中
で
も
知
覚
茶
が
有
名
で
あ
り
、
参
加
者
も

一
服
の
接
待
を
受
け
ま

し
た
。
次
に
訪
れ
た
特
攻
平
和
会
飢
で
は
何
度
訪
れ
て
も
涙
を
誘
わ

れ
る
少
年
兵
の
迫
性
に
戦
争
の
空
し
き
、

残
加
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
帰
途
、

担
双
践
を
訪
れ
、
鹿
児
島
名
物
芋
焼
酎
の
種
々
の

銘
柄
を
試
飲
し
、
冷
凍
庫
で
も
凍
ら
な
い
凶
十
度
の
焼
酎
の
の
ど
越

し
に
驚
い
た
り
、
参
加
の
方
々
も
楽
し
ま
れ
た
ご
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
同
日
午
後

一
時
か
ら
は
、
大
会
会
場
で
日
本
連
句
協
会
の

支
援
、
指
導
に
よ
る
ワ
l
ク
ン
ヨ
ヅ
プ
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

紋
来

場
者
と
共
に
古川
校
生
、
初
心
者
の
実
行
委
員
も
参
加
し
、

半
歌
仙
且

び
笠
部
辿
句
に
よ
る
歌
仙
を
実
作
し
て
灯
、
つ
こ
と
で
、
地
元
の
方
々

に
連
句
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

同
日
午
後
七
時
か
ら
は
、
鹿
児
品
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
-
一
階
太

防
の
聞
で
交
流
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
前

m政
会
長
に
よ
る
開
催
県

挨
拶
、
日
本
連
句
協
会
臼
判
跡
児
会
長
の
来
賓
挨
拶
と
続
き
、
和
田

忠
勝
理
事
長
の
乾
杯
で
、
参
加
者
百
四
十
四
名
に
よ
る
祝
宴
が
始
ま

り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
ン

ヨ
ン
で
は
鹿
児
砧
を
代
表
す
る
薩
摩
琵
琶

と
奄
美
の

M
唄
を
皆
株
に
ご
披
臨
し
ま
し
た
。
最
初
に
隆
雄
武
士
の

時
み
で
あ
っ
た
院
修
琵
琶
と
小
型
の
尺
八
に
似
た
天
吹
の
泌
奏
が
行

わ
れ
、
天
吹
の
温
か
く
も
潜
ん
だ
出
音
の
酔
引
き
に

一
同
聞
き
惚
れ
ま

し
た
。
次
に
奄
美
民
謡
の
日
間
唄
が
蛇
皮
線
と
太
鼓
の
伴
奏
で
唄
わ
れ
、

お
祝
い
の
歌
で
あ
る
六
割
で
は
参
加
者
も
巻
き
込
ん
で
の
踊
り
の
輪

が
大
き
く
広
が
り
、

一
同
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
愛
知
県
連
句
協
会
的
方
々
、

さ
ら
に
次
々
回
の
開
催
地
で
あ
る
奈
良
県
連
句
協
会
の
方
々
の
ご
紹

介
と
ご
挨
拶
を
頂
き
、
お
聞
き
と
な
り
ま
し
た
。

型
十
五
日
は
快
的
で
、

南
国
ら
し
い
日
差
し
の
中
、

午
前
十
時
か

1 1 

ら
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
三
階
武
道
場
に
お
い
て
、
辿
句
大
会
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
、
辿
句
大
会
参
加
者
数
は
百
二
十
名
程
度
と
見
積

も
ら
れ
、
会
場
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
応
募
数
か
ら
百
八
十

名
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
県
の
担
当
者
と
交
渉
し
て
利
用
面
積
を

広
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
実
際
に
は
百
六
十

一
名
の
参
加
が
あ
り
、
大

会
の
実
施
に
は
何
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
内
で
の
飲
食

を
認
め
な
い
と
の
方
針
も
、
述
句
大
会
の
特
殊
性
を
説
明
し
て
、
昼

食
を
と
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

日
日
南
海
雄
実
行
委
員
の
開
会
宣
言
の
後
、
前
回
全
長
の
挨
妙
に



就
き
、

文
化
庁
の
山
村
市
町
市
氏
、
日
本
述
句
協
会
の
臼
村
助
児
会
一
位

に
よ
る
来
賓
挨
拶
を
続
て
、

文
部
判
学
大
阿
世
等
の
衣
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
炉
、。
ア
ト
ラ
ク
シ
ヨ

μ
の
お
は
ら
節
と
お
は
ら
嗣
り
を
快
み
、

引
き
続
き
選
者
紹
介
、

和
問
也
勝
現
前
中
門院
の
総
帯
、

雌
川
出
品
山
長
賞

喝
の
晶
表
彰
が
行
わ
れ
、

受
口
者
代
表
的
石
川
英
氏
の
湖
畔
を
も
っ

て
十

一
時
す
ぎ
に
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

実
科
会
で
は
三
十
仰
を
設
け
、

町
名
に
は
特
産
で
あ
る
焼
酎
の
銘

柄
を

mい
ま
し
た
。
各
昨
附
闘
に
巻
き
上
げ
る
中
、

五
巻
町
代
去
披

摘
の
佳
、

閉
会
式
に
移
り
、

山
胤
児
山
川
辿
句
協
会
五
郎
九
山
下
剛
会
長

の
扶
拶
に
鋭
き
、
前
川
会
長
か
ら
次
期
間
似
地
の
霊
知
山
辿
句
協
会

杉
山
静
子
会
長
へ
、

日
本
辿
句
協
会
艇
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
杉

山
会
長
か
ら
、
来
年
の
名
古
屋
で
の
士
会
へ
の
多
数
の
幸
加
を
お
待

ち
す
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
こ
れ
を
以
っ
て
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

当
初
は
問
題
山
献
で
ど
う
な
る
か
と
思
わ
れ
た
鹿
児
品
で
の
述
句

士
会
は
、
関
係
品
品
の
ご
助
力
と
ご
協
力
に
よ
り
、
州
市
中
附
悩
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
に
梅
村
光
明
理
事
に
は
旬

H
の
迎
句
の
指

唱
の
み
一
な
ら
ず
、

大
会
車
備
に
も
助

U
や
多
大
な
ご
協
力
を

mき
ま

ーしれ~
。
ニ
こ
に
昭
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(
山
配
児
品
川
山
述
句
協
会
副
会
長

五
郎
丸
山
子
)

実作会 (鹿児島アり ナ)
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評

論つ
ね
ま
ろ
そ
う
じ
ゅ

恒
丸
と
双
樹
の
両
吟
歌
仙

1専

キt

恒
丸
と
双
樹
は

一
茶
の
知
友
で
あ
る
。
文
化
文
政
則
は
胡
訴
の
側

軌
則
と
い
わ
れ
る
時
代
だ
が
、

一
茶
以
外
の
俳
人
は
現
在
あ
ま
り
甘

目
さ
れ
て
い
な
い
。

当
時

一
茶
以
上
に
指
瀞
古
と
し
て
飲

し
か
し
、

侍
さ
れ
、
下
総
か
ら
常
陸
に
か
け
て
絶
大
企
支
持
を
得
て
い
た
の
が

今
泉
恒
丸
で
あ
り
、

一
茶
ら
を
庇
殺
し
た
の
が
秋
元
祖
樹
で

恒
メL

み
の
つ
ト
~
。

平
成
こ
す
七
年
十

一
月、

私
は
現
樹
が
旧
政
し
て
い
た

話

砲
丸
、
双
樹
、

の
即
本
を
初
め
て
拝

杭
』
(文
化
元
年

見
し
た
。
本
稿
で
は
、
恒
丸
と
双
樹
の
交
流
に
つ
い
て
若
干
言
且
し
、

一
茶
器
)

『俳
諦
平
前
』

双
樹
の
両
昨
歌
仙
二
巻
を
ご

に
所
収
さ
れ
る
恒
丸
、

紹
介
し
た
い
。

、

恒
丸
と
双
樹
の
交
流

干上 今
謀長
官l 恒
明3:tL 
AEb( 
村与
(右
郁術
品川
県
問
中;)

7J1 
拡
町
) 

は
宝
怒
元
年

(
一
七
五
一
)

生
ま
れ
。

の
給
人

{知
行
を
与

のえ
ちら
に れ

玄1た

IffiI't家

斎、防
相}

中
ナd 
結
成
L 
た。

で
あ

っ
た
。
俳
献
は
地
元
町

一

、

克
政
九
年

(
一
七
九
ヒ
)
、
会

出
柳
津
円
蹴
寺
で
山
同
時
選
の
講
義
を
し
た
あ
と
、

江
戸一
、
甲
斐
、
尾

張
、
大
坂
、

長
崎
な
ど
の
品
地
を
巡
る
旅
を
し
た
。

安
芸

!.r: 

)¥ 

O 

頃

711 
拡
村
σ〉
婦
人
自
主a
も
と
立

。〉

ち
σ〉
;f、ふ:!t
月ゴ布l

と
駆
け
瑞
ち
し
て
江
戸
に
山
る
。
二
人
は

h
い
に
糸
胞
を
持
ち
な
が

ら
も
三
事
駒
の
駿
同
に
ま
た
が
り
、

間
に
紛
れ
て
出
奔
し
た
と
い
う
。

り

で
あ
る双
。 樹

l胞と
年の
は交
下流
総が
{lr-確
原?認
(さ
干れ
1E る
県の
高ト は
Jr~ 
ili 
{b 
}j;( 

茶

そ
の
翌
年
く
ら
い
か

に
甘
み
、

下
総
、
出
陣
の
川
人
た
ち
か
ら
絶
大
な
支
持
を
伴
た
。
文
化
七
年
(
一

八一

O
)
L
1
1
H
I
 

T
-
J
l
u
l
 
佐
聞
に
て
役
す
る
。
卒
年
六
十
歳
。

秋
元
双
樹

(三
左
衛
川
)

二

七
五
七
)

は
宝
府
七
年

生
ま
れ
。

下
総
流
山

(千
葉
県
流
山
市
)

家
は
味
酬
、
酒
、

の
人
で
、

強
制1

味
的
の
制
問
造
元
。
俳
話
は
は
じ
め
江
戸
の
多
少
山
崎
枇
瓜
に

守
ん
だ
と

ぃ、っ
。
一
茶
の
庇
説
者
と
し
て
知
ら
れ
、

h-制
刊
コ

t
t
T

(
一
八
O
一一=

13 -



以
降

一
茶
は
流
山
に
百
三
十
六
泊
し
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
双
樹
宅
で
あ
っ
た
ろ
う
。
双
樹
は
文
化
元
年

二

八
O
凶
)
十

月

一
茶
の
引
越
祝
い
に
家
財
道
具
を
贈
り
、

江
戸
の
一
茶
宅
に
街

泊
し
た
こ
と
も
あ
る
。
文
化
年
間
に
お
け
る
恒
丸
と
班
樹
は
師
弟
関

係
に
あ
り
、

双
樹
は
恒
丸
正
恨
の
月
並
に
複
数
回
投
句
し
て
い
る
。

手
。
れ
ん
、

恒
丸
の
迫
詩
集
(『王
世
集
」
)
に
も
双
樹
の
旬
が
み
え
る
。
現

樹
は
文
化
九
年

(
一
八

二
一)
十
月
二
」I
七
日
没
、
五
十
六
成
。

『俳
諦
草
杭
』
の
歌
仙
が
巻
か
れ
た
文
化
元
年

(
一
八
O
四)、

恒
丸
は
五
十
凶
歳
、

双
閣
は
凶
十
八
歳
、

一
茶
は
四
十
三
歳
で
、
ち

ょ
う
ど
六
歳
ず
つ
雌
れ
て
い
た
。
双
樹
の
句
は
、

今
日
確
認
で
き
る

文
『 化
43t坤j
粛よ以
月?昨
~ti 0) 
抜f恒
草I1L
』 閃

係
俳
叫

全
て
人

集
L 
て

る

(
文
化
一一一年

恒
丸
編
)

は
、
恒
丸
が
毎
月

丁
摺
で
発
行
し
た
月
並
を
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本品
川H
は

「ヒ
印
」
、
「
ム
ハ
印
叩
」

の
作
品
の
み
拘
純
す
る
が
、

抜
非
で
あ
る
か

り
月
援
の

一
枚
岡
山
に
載
っ
て
い
た
は
ず
の

「
力
印
」
の
句
が
省
か
れ

て
い
る
。
恒
丸
没
後
、
恒
丸
の
月
革
を
継
承
し
て
背
野
太
矧

(下
総

小
南
の
人
)
が
出
版
し
た

『し
き
な
み
』

(
文
化
八
年
刊
)
に
は

「七

印
」
五
句
、

「六
印
」

「五
印
」

七
十

一
句
が
収
録
さ
れ

H
-
日、

E

J
l
引

て
い
る
。
評
価
は
点
印
が
多
い
方
が
刊
く
、

現
代
胤
に
言
い
換
え
れ

1;1:' 

「ヒ
印
」
は
需
逸
、

「六
印
」
は
人
選
、

「五
印
」
は
予
選
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『葛
斎
月
並
抜
品
』
は
、
文
化
三
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
六

ヶ
月
分
を
収
録
し
て
い
る
が
、
双
樹
は
八
月
の

「七
印
」
と
し
て
次

の
句
が
選
ば
れ
て
い
る

(
八
月
の
七
印
は
三
旬
、
六
印
は
二
十
句
)。

か
ず
し
を
も
か
た
り
て
た
も
れ
枠
思
立

流
山

双
樹

「か
が
し
」
は

「誰
々
」
の
立
の
人
称
代
名
問
。

「梓
思
女
」
は

U
4
の
弦
を
は
じ
い
て
死
位
、
生
錠
を
呼
び
出
し
て
口
寄
せ
を
す
る

民
間
連
立
の
こ
と
で
あ
る
。

14 

ま
た
、
十
-
一
月
の

「六
印
」
と
し
て
次
の
句
が
あ
る

(十
二
月
の

七
印
は

一
旬、

" や
ど
は
く六
ち 1'[1
拡は
』二十
年ブL
のイTJ
行?コ
街ぇ
lrt 

現
樹

双
樹
は
六
ヶ
月
の
恒
丸
発
行
月
並
の
う
ち
、
八
月
と
十
ご
月
に
の

み
採
録
さ
れ
、
他
の
月
に
は
拘
紋
が
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
決
し
て

少
な
く
は
な
い
。
な
ぜ
一
な
ら
先
述
し
た
通
り
、

『芯
斎
月
並
抜
ヰ
』

は

「五
印
」
の
句
(
七
十
句
前
後
)
が
省
略
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る。
恒
丸
が
主
催
し
た
月
並
に
は
、

毎
月
ど
れ
だ
け
の
句
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
化
則
に
恒
丸
が
双
樹
に
宛
て
た
世
間
に



{ま

1
1
5
3%3 

「
こ
た
び
は
巡
来
も
多
く
句
負
七
百

4
御
胤
l
一候
。」

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、

月
並
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
句
が
じ
百
句
も
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

抑
制
帆
句
、
「
五
印
」

の
句
を
古
め
る
と
恒

つ
ま
り
、

丸
処{?の
郁ぺも
日ifと
jEIに
はは
成ffE
英ぴ月

ノ1
百
句
前
後
の
句
が
js 
ま
っ

て
し、

た
の
で
あ
る。

辺
広
と
と
も
に
日
戸
三
大
家
と
称
さ
れ
る
俳

人
だ
が
、

彼
が
文
化
四
年

に
発
行
し
た
月
並
へ
の
総

(
一
八
O
八
)

投
句
数
は
、
六
月
が
百
二
十
余
句
、

L
I
f
-

-i、
]、

由

F
カ
在
イ
Y
令

十

一
月
が

百
余
句
で
あ
る
。
恒
丸
の
葛
斎
月
並
は
、

何
と
そ
の
約
八
怖
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
凶
み
に
双
樹
は
巣
兆
の
月
革
に
は

一
回
も
投
句
を
碓

認
で
き
な
い
。
巣
兆
の
編
著
『玉
の
春
』
(
文
化
六
年
)
、
『仙
都
紀
行
」

(jX化
八
年
)

に
は
双
樹
の
句
が
入
集
す
る
の
で
、
双
樹
は
川
人
と

し
て
で
は
な
く

一
俳
家
と
し
て
の
扱
い
を
巣
兆
か
ら
畳
け
て
い
る
。

一
茶
も
文
化
て

二
年
頃
、
一一
肘
総
地
方
を
テ
リ
ト
リ
ー
に
し
た
「

一

茶
悶
月
並
」
(
一
枚
摺
)
を
発
行
し
て
い
る
。
現
在
確
認
で
き
る
六

種
類
の
月
並
(
凶
、

E
、
六
、
七
、
九
、
十
月
分
)
の
九
月
に
の
み
、

現
樹
の
次
の
句
が
入
集
す
る
。

か
つ
し
か
や
夜
寒
の
門
の
芋
大
根

下
フ
サ
流
山

双
樹

市
沖
の
総
本
花
雌
が
六
磁
類
全
て
に
入
接
し
て
い
る
の
と
比
較
す

る
と

一
茶
、
政
樹
の
閃
係
は
や
は
り
俳
友
で
あ
る
。

「一

茶
閏
月

並
」
の
相
秘
句
は
凶
月
が
一
一
十
七
句
、

五
月
が
二
十
二
旬、

一、
l
f

」
ノ
ド

r
カ

ノ1
11) 

t
月
が
二
十
一
句
、

十
月
が
二
十
二
句

九
月
が
四
十
八
旬
、

で
、
最
も
掲
載
句
の
多
か
っ
た
九
月
に
双
樹
の
句
が
あ
る
。
総
投
句

数
は
不
明
だ
が
、
恒
丸
、
山
本
兆
よ
り
も
世
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、

「
一
茶
闘
月
蛇
」
は
軌
道
に
兼
ら
ず
、

一
、
二
年
で
断
念

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
代
の
著
名
な
職
業
俳
人
で
あ
る
県
兆

や

一
茶
と
比
較
し
て
も
、
指
導
者
と
し
て
の
憤
丸
の
人
気
は
際
立
つ

て
い
る
。

目iの
太ち
ff314こ
が恒
い丸
るの
。 !'J

" を

l時
継
草
し
た
514 
力
者

1 
総

市
町

f5 

そ
の
太
知
で
も

『葛
苅
月
並
抜
率
』
(
六
ヶ
月

分
)
に
拘
載
さ
れ
た
の
は
半
分
の
三
回
だ
け
で
あ
る

(
八
月
の
六
印
、

九
月
の
ヒ
印
、

」
l

月
の
六
印
)
。
同
容

へ
の
現
樹
刊
品
拘
載
は
二
回

だ
が
、
こ
れ
は
八
百
句
と
い
う
投
句
数
を
考
服
す
れ
ば
優
秀
な
方
で
、

丁
梢
の
月
並
で
は
、

「
目
印
」
に
相
級
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
何
回
か

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『凡
品
斎
月
蛇
抜
粋
』
に
は
一
茶
の
句
も
あ
る

7うξ

一
茶
は
月
並
投
句
者
と
し
て
で
は
な
く
、
宗
匠
怖
の
俳
友
と
し

て
登
場
す
る
。
恒
丸
が
十
二
歳
年
下
の

一
茶
を
向
く
評
価
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
恒
九
や

一
茶
が
宗
匠
と
し
て
活
動
で

き
た
の
は
、
現
樹
や
成
美
ら
風
流
を
僻
す
る
庇
波
者
が
あ
れ
ば
こ
そ



で
あ
る
。
双
樹
が
没
し
た
時
に

一
茶
が
詠
ん
だ
追
悼
歌
は
よ
く
知
り

れ
て
い
る
。

折
々
の
な
む
あ
み
だ
仏
き
、
知
り
て

米
を
ね
だ
り
し
む
ら
告
か
な

14 

「米
を
ね
だ
り
し
む
ら
拒
」
は
、

一
茶
や
恒
丸
ら
、
双
樹
の
世
話

に
な
っ
た
人
々
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

『春
開
ハ
』

(文
化
六
年

恒
丸
編
)

は
恒
丸
門
人
の
句
を
収
め
た

一
仙
だ
が
、
次
の
双
術
作
品
が
み
え
る
。

妹
が
り
は
千
山
と
山
叩
せ
附
か
ハ
づ

iJt[ 
Ii.I 

班
樹

『し
き
な
み
』
(
文
化
八
年

丸
没
後
に
太
却
が
月
並
を
引
き
継
い
で
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
恒

太
知
編
)
は
先
述
し
た
通
り
、
恒

丸
町
来
翰
か
ら
拾
い
出
し
た
一
句
に
、

梅
が
か
や
戒
に
も
な
ら
ぬ
古
羽
織

iit 
111 

世
樹

が
あ
る
。
双
樹
と
太
節
は
恒
丸
の
兄
弟
弟
子
で
あ
り
、
本
合
で
双
樹

は
『 太
玉E知
世fに
集批
』 点

を

号
て
は

な

。

(
文
化
九
年

太
知
編
)

は
恒
丸
の
=一
回
忌
追
品
川
h

集

で
、
当
扶
双
山
聞
の
句
も
入
保
す
る
。

防
去
に
旅
寝
く
さ
し
ゃ
干
莱

H

現
樹

陽
炎
は
春
季
で
干
架
け
は
冬
季
だ
が
、
中
七
の
「旅
寝
く
さ
し
ゃ
」

は
恒
丸
の
而
山
路
を
偲
ん
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

恒
丸
、
双
樹
、

一
茶
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
一
不
す
歌
仙
が
あ
る
。

文
化
三
年

(
一
八
O
六
)
四
月
、

一
茶
と
現
樹
が
巻
い
た
辿
句
を
途

中
か
ら
恒
丸
と
双
樹
で
次
制
す
る
歌
仙
で
あ
る
(『
一
茶
全
集
』
所
収
)。

発
句

夏

附
古
山
一川
信
般
の
桜
映
に
け
り

高ι

脇
句

変

ま
き
の
卯
月
に
か
、
る
部
制

双
樹

(中
略
)

ナマ
折
立

司長

品
川
の
う
ら
や
ま
し
さ
に
髪
き
り
て

.，，" A、

句
iヨ

川
出
が
た
ち
て
も
騒
ぐ
尚
人

16ー

恒
丸

純

句
目

火
と
ほ
し
て
問
屋
は
互
に
抑
移
る

樹

夏

一
茶
は
な
ぜ
か
双
樹
と
の
付
け
合
い
を
中
途
半
端
に
や
め
て
い
る
。

発
句
で

「閃
古
品
」
を
詠
み
な
が
ら
、

名
残
表
折
主
に

「鷲
」
を
詠

む
の
J
D
、
現
代
連
句
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

;;-、

だ
が
、

の
続
き
を
恒
丸
と
班
樹
の
二
人
で
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
の
歌
仙
は

三
者
が
一』
い
に
気
心
が
知
れ
た
仲
だ
か
ら
こ
そ
満
足
し
た
と
い
え
る
。

文
化
六
年
・

恒
丸
宅
で
巻
い
た

一
茶
、

(
一
八
O
九
)
二
月
八
日
、

恒
丸
、
兄
広
三
時
で
も
、

「
一
茶
古
郷
へ
急
ぐ
こ
と
あ
り
て
や
み
由
」

と
添
告
さ
れ
て
途
中
で
打
ち
切
ら
れ
た
付
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ



の
後

一
茶
は
、
信
州
に
急
い
だ
都
子
も
な
く
、

国
川
、
布
川
を
巡
っ

て
江
戸
に
戻
っ
て
い
る
。
恒
丸
と
双
樹
は

一
茶
の
神
出
鬼
没
な
と
こ

ろ
を
よ
く
理
解
し
つ

つ
、
親
し
く
交
流
し
た
よ
う
で
あ
る
。

、

『俳
諮
草
稿
』
に
つ
い
て

『俳
批
問
中
杭
』
は
、
現
在
流
山
市
立
問
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

合
計
六
巻
の
歌
仙
を
収
録
す
る
稲
本
で
、

双
樹

恒
丸
の
阿
吟
歌
仙

巻

双
樹
の
岡
崎
歌
仙
二
巻
、
双
樹
の
独
吟
歌
仙

一
巻、

:24 
"、、

双
樹

湘
君
の
岡
崎
歌
仙

一
巻
を
収
め
る
。
昭
和
-b
十
四
年
、

双
樹

忌
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
小
冊
子

『双
樹
忌
①
」

の
歌
仙
六
巻
は
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

『行
指
俳
人
恒
丸
と
索
月
』
(矢

羽
勝
幸
、

二
村
博
共
編
著

平
成
二
」l
凶
年

歴
史
春
秋
社
)
に
は
、

恒
丸
の
歌
仙
二
十
九
巷
を
収
録
し
た
が
、
当
時
は
原
本
の
所
在
が
わ

か
ら
ず
、

『双
樹
忌

ω」
の
翻
刻
を
引
用
し
た
。
今
回

『冊
諦
却
杭
』

の
山
本
を
拝
見
し
て
判
明
し
た
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

A

『俳
諦
草
稿
』
巻
頭
の
恒
丸
、
双
樹
両
昨
歌
仙
ニ
巷
は
双
樹
で

は
な
く
恒
丸
の
自
臨
時
で
あ
る
こ
と
。

B
一
茶
、
現
樹
歌
仙
以
外
の

『現
樹
忌
①
」

の
翻
刻
に
は
誤
読
が

多
く
あ
っ
た
こ
と
。

C
一
茶
、
双
樹
に
よ
る
「
利
根
川
は
」
両
時
歌
仙
の
名
残
り
の
袈

月
の
座

「
宵
の
月
秋
ハ
初
ば
ん
錨
な
り
て

茶
」
は

一
茶
の

自
舗
で
あ
る
こ
と
。

C
に
附
し
て
は

一
茶
双
樹
記
念
館
、

流
山
市
立
博
物
館
が
既
に
把

握
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
が
、

『
一
茶
全
集
」
第
五
巷
に
は
「
『俳
諦

平
杭
』

恒
丸
と

一
茶
の
筆
跡
が
古
ま

双
樹
由
経
」
と
あ
る
だ
け
で
、

れ
て
い
る
事
実
に
言
及
し
て
い
な
い
。
A
の
新
発
見
は
、

化
政
期
俳

出
に
お
け
る
恒
丸
の
存
在
感
を
再
確
認
す
る
上
で
宥
過
で
き
な
い
。

B
は

一
茶
以
外
的
化
政
則
俳
人
た
ち
の
作
品
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
現

17 

状
を
物
語
る
が
、

次
容
に
お
い
て
恒
丸、

双
樹
の
歌
仙
を
読
み
味
わ

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

一
石
を
投
じ
た
い
。

、

恒
丸
、

双
樹
の
両
吟
歌
仙
鑑
賞

『俳
新
草
稿
』
(
恒
丸
、
双
樹、

一
茶
筆
)

の
歌
仙
六
巻
の
う
ち
、

恒
丸
、
班
樹
に
よ
る
巻
頭
の
両
昨
枇
仙
二
巻
を
翻
刻
、
鑑
抗
す
る
。

表
記
は
器
本
的
に
原
文
の
通
り
と
し
た
が
、

便
宜
的
に
以
下
の
凡
例

の
も
と
経
理
を
し
た
。

品
川
仙
川
山
川

一
ー、
キ
叫O

E
A
l
-
-

(1
)、

(2) 
の
番
号
を
付
し
た
。

各
句
の
上
部
に
は
名
称
(
発
句
、
脇
句
等
)
、
季
(
春
、
夏
、
雑



見
守
)
を
付
し
た
。

カ
タ
カ
ナ
の
ふ
り
が
な
は
原
本
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

ひ
ら

が
な
の
ふ
り
が
な
は
適
宜
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

鑑
賞
は
、
表
六
句
、
製
十
二
句
(
ウ
)
、
名
残
の
表

(
ナ
オ
)
、
名

残
の
喪
(
ナ
ウ
)
に
四
分
割
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。

1 

事
和
甲
子

地【!文
馬燥?化
のも元
時代新年
に L -
椛も春
こ の こ
l;rぞ月
る春望
、 の歌

雨 官11

発
句

'{'j 

IUff 
且

樹

脇

句

春

恒
丸

第

若手

蝶

huの
い
〈
ら
も
遊
ぶ
A

品
す
ぎ
て

ふ

豆
腐
き
ら
ひ
も
年
は
附
け
行

々

四
句
目

軒E

樹

月
の
座

f主

ノ、
~ 

Jll 
小 宿
jムは
に 膝
かの
、 も
ると
傘てか
の ら
~月

成
り

IJi 
端

秋

~L 

発
句
は
-uγ
主
の
双
樹
が
詠
ん
で
い
る
。

「他
嫁
」
は
素
焼
き
の
妙

り
鍋
の
こ
と
で
、
新
ロ
聞
の
鍋
で
容
を
も
て
な
そ
う
と
す
る
主
人
の
怠

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
恒
丸
の
脇
は
発
句
に
軽
妙
に
寄
り
添
っ
て

い
る
。
こ
の
歌
仙
は

『伊
措
草
稿
』
巻
頭
取
仙
で
あ
る
が
、
恒
丸
と

双
樹
は
「
客
発
句
、
平
主
脇
」

の
風
習
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
お

そ
ら
く
こ
の
時
出
で
両
者
は
旧
知
の
関
係
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第

三
は
の
ど
か
に
場
面
を
転
じ
、
四
句
目
に
は
人
物
を
配
し
た
。
「

)1] 

宿
」
は
屋
形
山
川
な
ど
を
貸
す
施
設
の
こ
と
だ
が
、

こ
こ
で
は
屋
形
舟

そ
の
も
の
を
詠
ん
で
い
る
。
屋
根
が
低
い
か
ら
膝
元
か
ら
月
に
照
ら

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
月
の
座
、
折
端
も
そ
れ
ぞ
れ
趣
が
あ
り
、
折
り

目
正
し
い
表
六
句
で
あ
る
。

ゥ折
立

句
目

句
目

四
何
回

五
句
目

月
の
座

七
句
目

八
句
目

九
句
目

十
句
目

花
の
座

折
端

秋

ほ
と
け
彬
る
屑
を
さ
ら
へ
ば
虫
の
飛

メL

朝t

組あ
ilH 

が万
身拾
をし
うも
ツ 果
せは
のく
貝ゃ
に L
腎き
ひ
〕

し

樹

雑

;/L 

調b

楢
の窓
葉く
にり
け i閉
さ で
はIff
か耶
くを
るミ
、た

燃ず
'..J .t 匂

~L 樹

18ー

夏夏

主11
気ヶ議
出き
すひ
小た
鍋り
をき
かミ
けだ
し れ
鍛の
冶 月
カf
♂4 

謁ミ

、 樹

割t官自

砦
に 海
負が
て MA
トと
日て
斗訓
もレ
さ錨
L を
をつ
紫~ < 
ひ

樹 :lL 

雑審

わ
ら
び
肥
た
る
日
町
、

三
月

;/L 

春

ゃ
う
/
¥
と
華
に
仰
向
く
小
宰
相

樹

1手

一一
崩
に
聞
く
う
く
ひ
す
の
舌

丸

援
十
二
句
の
三
句
目
か
ら
五
句
目
は
恋
句
の
波
り
で
あ
る
。
「

つ

っ
せ
の
貝
」
は
盗
に
な
っ
た
貝
殻
の
こ
と
。
恋
に
縁
の
な
か
っ
た
聾



の
女
性
を
配
し
て
恋
呼
ぴ
の
何
と
し
た
。
四
句
目
の

「
摩
耶
」
は
釈

迦
の
生
母
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
摩
耶
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
神

戸
市
雄
区
に
あ
る
摩
耶
山
は
椋
山
ヒ

O
三
メ
ー
ト
ル
。
弘
法
大
剛
が

師
陣
耶
夫
人
政
を
肥
っ
た
と
い
う
伝
泳
が
あ
る
。
窓
か
ら
摩
耶
山
を
眺

め
る
列
立
が
想
像
さ
れ
る
。
五
旬
目
は
後
朝
の
二
人
を
目
幣
し
た
ほ

と
と
ぎ
す
が
気
恥
ず
か
し
く
隠
れ
る
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
。
巧
み
な

恋
離
れ
の
何
で
あ
る
。

月
の
定
座
は
七
何
回
だ
が
、

五
句
自
の
時
出
を
受
け
、

』ニ
リ
ヨ
ニ

フ
4
l
』

夏
の
月
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
五
月
五
日
の
正
午
頃
に
降
る
悶
を
「誕

降
る
」
と
い
っ
た
。

花
の
定
座
で
双
樹
が
詠
ん
だ

「小
宰
相
」
は、

平
通
践
の
美
人
t
p
AI

法
勝
奇

(室
町
時
代
ま
で
平
安
京
の
車
に
あ
っ
た
寺
)

に
花
見
に
行

っ
た
際
、

通
盛
が
小
宰
相
に

一
目
惚
れ
し
、

三
年
に
わ
た
り
求
鮪
す

る
。
先
婦
仲
は
良
く
、

屋
品
の
合
戦
で
戦
死
し
た
通
路
の
後
を
追
い

小
宰
相
は
入
水
し
た
(
『平
家
物
一耐
』
巷
九
)。
こ
の
句
か
ら
は
双
樹

の
教
誌
の
高
さ
が
窺
え
る
。

五
句
目
に
絡
を
示
す
「
時
日
」
を
出
し
な
が
ら
、
同
じ
折
の
折
端

に

「う
ぐ
ひ
す
」
を
配
す
る
の
は
疑
問
だ
が
、
当
時
は
気
に
し
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ナォ
庁

L
f
f
 

句
1'1 

句

" 
四
句
目

五
何
回

六
何
回

七
勾
目

八
句
目

弘
司

3

j
4
1
 

」
l

句
目

月
の
座

1J1 
主t

制t

我
臼
に
術
ら
せ
給
へ
祈
の
神

丸

"-

汐
の
さ
す
た
び
冬
に
成
り
ゆ
く

樹

制f

影
も
セ
ぬ
か

σ
み
を
人
に
押
隠
し

丸

制;

jijl 
JI fdt速
ものき
のひち
かつぎ
ぷかり
せ、を
てり蝦
主iI た 災
生;fるに
捕どね く
るぶら

。フのく
木 む

樹I

剖b

1L 

雑

制I

剖自

制
似
さ
へ
あ
れ
ば
聞
界
は
杖
の
先

、

剖t

す
ま
も
よ
し
野
も
命
也
け
り

1L 

1手

1111 
3Y2ぐ出
のつ L
企りて
を/ミ
分¥て
たと は
る臨主又
袖荒l 寝
のつ る
月 ぷた

すび
ら
2; 

， 樹

19ー

糸、

1L 

f;k 秋

先
し
パ
ら
く
は
人
の
架
苅
ル

樹

名
残
の
去
四
句
目
か
ら
六
句
目
ま
で
の
恋
句
の
波
り
は
絶
妙
で
あ

品
。
凹
句
目
は、

三
人
の
仲
を
蝦
夷
ほ
ど
は
泣
い
契
り
で
は
あ
る
ま

い
と
い
う
恋
呼
び
の
短
句
で
あ
る
。
五
句
闘
は
、

「合
歓
の
花
」
で

あ
れ
ば
夏
季
だ
が
、

「ね
ぷ
の
木
」
で
あ
る
か
ら
雑
の
旬
。
合
歓
の

花
は
長
い
ま
つ
げ
を
連
想
さ
せ
、

翌
朝
の
物
憂
げ
な
面
持
ち
の
美
立

を
初
得
と
さ
せ
る
。
駆
け
落
ち
経
験
の
あ
る
恒
丸
の
恋
句
に
は
必
型

以
上
に
正
目
し
て
し
ま
う
が
、
こ
の
句
な
ど
は
恒
丸
の
面
目
蹴
如
と



も
い
え
よ
う
。
六
句
自
の

「組」

は
h
A

、
季
だ
が
、

こ
こ
で
は
観
桜
人

り
し
て
い
る
人
に
梢
物
を
か
ぶ
せ
て
生
け
捕
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

場
而
設
定
で
あ
る
か
ら
、

維
の
句
と
判
断
し
た
。
而
白
い
恋
離
れ
で

あ
る
。

九
句
目
の
春
季
「
た
び
ら
山
富
(
悲
の
淡
当
)
」
の
次
に
、
弘
、
平
の
「
拙
」

が
付
く
と
い
う
点
は
式
目
に
反
す
る
が
、
旬
を
と
う
に
過
さ
た
班
を

煮
つ
ぶ
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
月
の
座
は
、
牛
防
人
た
ち

の
生
活
を
写
実
的
に
映
し
出
し
て
い
る
。

+今
折
立

此
術
は
尾
花
が
も
と
の
下
雫

樹

秋

句，1 

粕
前
な
ん
ど
お
く
る
担
縁
寺

丸

雑

句
[1 

雑

樹

春す
の 411iり
夜牌Z鉢
はもに
札12うな
干た る
のず こl
穴雪l~ ま
もに で
賠 くは
L- i1見
がゆ U
りくた

り

花
の
出
掛

Zト

九

五
何
回

春

、

挙
句

春

あ
さ
り
の
殻
の
た
ま
る
川
ベ
た

樹

名
残
袈
三
句
自
の
巴
は
解
説
不
能
部
分
で
あ
る
。
文
字
の
体
を
成

し
て
お
ら
ず
貼
り
紙
が
剥
が
れ
た
跡
が
あ
る
の
で
誤
記
で
あ
ろ
う
。

ク
ラ
イ
マ
y 

「ク
fffス
牌Zと
」も
はし、
叶， ー

ヨ ん

H寺る
l;j: iE 
打 の
性 座
のを
あ
る
も
の
カミ
流
干T
L 
て

こ
こ
で
は
一
旬
引
き

上
げ
て
い
る
。

、
こ
。

lvf 

一
ひ
ね
り
加
わ
っ
た
花
の
短
句
で
あ
る
。

巻
頭

一
巻
は
、
概
ね
式
目
に
則
し
た
正
統
的
な
付
合
で
あ
る
。
二

や
恋
句
の
波
り
な
ど
、
作
品
と
し
て

花
三
月
(
花
の
座
と
月
の
座
)

の
賀
も
な
か
な
か
な
も
の
で
、
味
わ
い
の
あ
る

一
巻
で
あ
る
。
恒
丸

と
班
樹
の
執
述
し
た
力
訟
が
発
御
さ
れ
て
い
る
。

(2) 
如
月
十
七
日
歌
仙

発
句

向

m
守
に
し
て
世
ぱ
判
官
川
崎
に
け
り

恒
1l 

イ長

脇
句

事

は
燈り苅
心合公
Efうの英
らな わ
ぬきけ
盟 JC十る
と llJt;j:i' 
ても袋
も車 の
な血lは
し吹 L

て

現
品I

20ー

fri、
"， 

f手

丸

四
句
目

雑

樹

月
の
陸

相k

1l 

牛
飼
が
月
の
影
淑
む
あ
さ
ら
引
や

lli 
端

館
も
貨
の
入
る
桧
原
松
ば
ら

樹

秋

二
巻
目
は
恒
丸
が
発
句
を
担
当
し
て
お
り
、

「
容
発
旬
、
亭
王
脇
」

に
則
っ
て
い
る
。
恒
丸
が
双
樹
を
た
び
た
び
訪
問
し
て
い
た
こ
と
を

匂
わ
せ
る
発
句
で
あ
る
。

(文
化
元
年
の
恒
丸
は
、

こ
の
時
期

も
と

女
を
伴
っ
て
駆
け
務
ち
を
し
た

一
、
二
年
後
で
、
江
戸
辺
り
を
転
々

と
し
て
い
た
)

の
担
樹
の
庇
護
は
、

恒
丸
に
と
っ
て
物
心
と
も
に
心

強
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
脇
句
は
、
客
人
を
歓
迎
す
る
思
い
を
悦



ま
し
い
浦
公
英
に
仮
託
し
て
い
る
。
経
妙
な
第
=
一
、
盟
人
の
生
活
を

「牛
飼

踏
ま
え
て
詠
ん
だ
凶
何
回
を
受
け
、
月
の
庄
は
、

(
牛
車
の

牛
を
引
く
者
)
」
が
、
月
協
の
映
る
「
あ
き
ら
引
(
浅
い
引
戸
)
」
の
水

を
掬
う
総
子
を
詠
ん
だ
。
折
端
の

「桧
胤
松
ば
ら
」
は
絵
原
湖
削

(縞

川
県
耶
麻
郡
化
塩
原
村
)
の
松
林
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
表
」ハ
旬
の

長
句
は
全
て
恒
丸
が
詠
ん
で
い
る
が
、

ゥ
折
立

句
目

句
目

四
句
目

五
句
目

六
句
目

ヒ
句
目

月
の
座

九
句
目

」
l

旬
目

花
の
座

折
司自

月
の
庄
が
出
色
で
あ
る
。

秋

秋
12tの
のく
EREれ
を 手
ほ 児
どに
く若
菜せ
刀た

る
赤
裳ι

耕11

:JL 樹

雑雑

屋
根
ふ
か
ぬ
日
と
て
あ
し
た
を
戻
る
也

樹

雑

砂
に
出
る
、
恋
も
あ
る
か
に

吋

樹 :JL 

夏夏

嵯
峨置
の の
戸 あ
はと
どか
こく
を母ι

i肘家〈
ての
も片
花 開
“， 
"(::; 

、 丸

11< 11< 

石工
仰日鋭
人か
にけ
かる
わ鍋
りを
し月
噂に
なす
りか

L 
て

:JL 樹

雑雑

大
相l芥
路け
やぷ
華り
のの
木む
のせ
1111 る
にほ
政ど
建主来
てる

メL 樹

{; 司手

純
子
の
中
に
は
ね
る
若
鮎

樹

裏
十
三
句
の
折
立
は
双
樹
の
長
句
で
あ
る
。

「手
児
(
少
女
こ
に

世
せ
た
赤
い

「袋
裾
(
衣
服
の
す
そ
こ
が
夕
日
に
映
え
る
。
良
川
(
千

柴
山
相
市
川
市
)

の
手
児
奈

(美
し
い
虫
娘
)

の
存
在
を
匂
わ
せ
て
い

る
か
。
ニ
句
目
の

「
鮒
」
は
夏
季
だ
が
、

「滋
の
蛸
」
と
あ
る
の
で

夏
季
に
と
ら
わ
れ
ず
、
雑
の
句
と
考
え
て
お
き
た
い
。

四
句
目
か
ら
六
何
回
は
、

報
わ
れ
辛
い
思
い
を
柿
唱
し
た
恋
句
の

波
り
で
あ
る
。

「砂
に
諮
る
、
恋
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
主
徴
的
で
、

「な
ま
中

の
ば
さ
ら
剛
扇

(
生
半
可
)

(
派
手
な
団
一M
ご
と
い
う
表

現
が
野
葬
っ
た
い
女
を
想
起
さ
せ
る
。

七
句
目
は
本
来
月
の
定
座
だ
が
、
前
句
が
夏
季
(
量
)
な
の
で
、
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秋
季
(
花
止
し
)
を
は
さ
み
、
月
を

一
句
引
き
下
げ
て
対
応
し
て
い
る
。

九
句
目
は
石
仏
が
人
に
な

っ
た
と
い
う
噂
c

『お
ら
が
審
』

は

次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
十
日
間
食
事
を
与
え
ず
苦
し
め
た
子
を
継

母
が

「
こ
の
ご
飯
を
あ
の
石
地
肢
が
食
べ
た
な
ら
お
前
に
も
や
ろ

ぅ
。」

と
見
せ
び
ら
か
し
た
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
飢
え

す
が
る
子
ど
も
を
救
う
た
め
、
立
川
村

(奈
良
県
)

の
石
地
蔵
は
お

椀
の
飯
を
む
し
ヤ
む
し
ゃ
と
食
べ
た
。
そ
れ
以
来
継
母
は
反
省
し
て

自
分
が
産
ん
だ
子
と
分
け
隔
て
な
く
育
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「人
格
者
H
石
仏
」
と
い
う
共
通
認
識
が
当
時
広
く
反
透
し
て

い
た



ょ
う
で
あ
る
。

花
の
山
由
は
、
旅
情
肢
か
な
大
和
尚

(
Ad

良
、
京
都
を
結
ぶ
)
に
新

築
の
蹴
が
立
つ
と
い
う
新
鮮
な
対
色
を
取
り
合
わ
せ

fz

:
折
立

句
目

句
目

四
句
目

五
句
目

六
句
目

七
句
目

八
句
目

月
の
座

十
句
目

十

一
句
目

111 
端

1， 
ホ
低
き
般
も
ミ
ひ
た
す
頃
と
な
り

樹

雑

塩
r:l j; ~昔
をな
あど
ら拝
沿む
に鎌
入 14
れの
て宮
手
を
た

き

樹 1L 

雑仏、

ア桶
t告の
ぷ氷
茶2り
木tを
がの
もぞ
と く
の而
叫影
随
明1

樹 丸

雑雑

弥
肋
ぽ
さ
つ
の
械
が
吹
ツ
ぱ
げ

丸

雑

出
産~ ru. 
を の
帆 11[(
Lこり
し こ
てけ
む た
かる
ふ岩
嶋の
111 は

な

、

雑

樹

品

務
敵3変
も揃
うの
た 椀
ずの
晶中
瓜迄
< H 
さ夜
れき
るし

メL

仏、

樹

夏

せ
ミ
殻
の
落
て
戸
な
き
阜
の
雨

丸

割自

日
の
目
立
が
旅
で
似
を
耐
ム

樹

「鎌
足
の
宮
」

名
残
表
二
句
自
の

は
藤
郎
比
古
神
社

(石
川
県
七

尾
市
)
の
別
名
だ
が
、

地
む
を
配
っ
て
い
た
と
い
う
伝
棋
は
附
か
な
い
。

四
句
目
か
ら
六
旬
日
は
恋
句
で
あ
る
。
五
句
目
の

「
茶
木
」
は
宰

話
に
は
な
ら
な
い
が
、

「茶
の
花
」
は
弘
、
季
。

「
常
時
世
帯
」
は
新
年

の
季
開
で
、
正
月
十
四
日
ν'品
陛
鹿
山
神
宮
町
祭
礼
で
行
わ
れ
た
紡
姉

を
占
、
つ
神
事
。
意
中
の
人
の
名
を
郁
に
告
い
て
神
前
に
供
え
、

判1

主

が
そ
れ
を
結
び
合
わ
せ
て
占
つ
子
、。
叫し円、

脱
ぬ
の
刊
と
も
い
う
。

こ
こ
で
は
、
新
年
の
判
事
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

「
い
つ
恋
が
成
就

す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
思
い
を
詠
ん
で
い
る
の
で
雑
の
恋
句
と

判
断
し
た
。
六
句
目
は
衆
生
を
救
済
す
る
弥
勅
菩
躍
の
椋
が
吹
き
飛

ん
で
し
ま
う
と
い
う
突
飛
な
恋
離
れ
で
あ
る
。
八
句
目
は
最
上
川
山
川

明
町

一
郎

「
五
間
三
尺
の
ご
ざ
帆
を
上
げ
て
下
す
間
聞
の
大
地
」
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

月
の
座
で
は

「
諸
表
錨
」
の
鈍
に
映
る
月
を
詠
ん
だ
。
誇
変
織
は

冬
季
。
十
何
回
の

「
糸
瓜
」
は
秋
季
だ
が
、

「
糸
瓜
く
さ
れ
る
」
で

冬
季
と
考
え
ら
れ
る
。

ナ今
折
合
一

手
拭
を
折
懸
短
に
引
は
さ
ミ

樹

雑

句
1'1 

弘、

1L 

俗
的
先
に
と
ま
る
し
ら
白

三
句
目

神
飢
の
安
跡
に
味
附
も
焚
セ
っ
、

樹

雑

四
句
日

雑

む
す
ん
で
見
て
は
捻
る
純
切
レ

1L 

花
の
雌

樹

イ4

敷
物
も
な
き
街
巾
せ
花
雌
り

- 22 -



挙
句

あ
さ
っ
き
洗
ふ
戸
恨
の
川
な
ミ

1， 

)L 

名
残
の
議
折
立
の
「
折
懸
垣
」
は
竹
、
柴
な
ど
を
曲
げ
て
地
面
に

挿
し
て
作
っ
た
垣
で
あ
る
。
そ
こ
に
手
拭
い
を
引
は
さ
む
と
こ
ろ
に

ゐ
-
J
A7

0

俳
味
が
あ
る
。
挙
句
の

「浅
葱
」
は
都
季
、
楽
味
に
他
わ
れ
る
背
葱

で
あ
る
。
利
般
川
の
波
が
新
鮮
な
浅
草
を
洗
い
流
す
と
い
う
爽
や
か

な
緒
的
〈
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
歌
仙
二
巻
の
鑑
賞
は
少
々
式
目
に
こ
だ
わ

っ
た
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
折
場
者
と
し
て
の
恒
丸
が
形
式
に
厳
絡

な
人
で
あ
っ
た
点
を
考
雌
し
た
た
め
で
も
あ
る
。恒
丸
は
官
業
村
(現

稲
品
県
田
村
市
常
葉
町
)
の
弟
子
が
地
元
の
子
松
神
判
縁
起
碑
建
立

を
企
て
、
棋
士
で
は
な
く
ひ
ら
が
な
で
碑
文
を
刻
も
う
と
し
た
際
、E

 

世
間
で
「
後
四
に
笑
の
植
を
残
す
や
う
な
る
も
の
也
。」「
常

盤

一

村
の
恥
は
閉
村

一
榔
の
は
ぢ
な
り
。

一
郡
の
恥
は
奥

一
国
の
恥
の
や

う
な
る
も
の
に
帳
ま
ま
」
と
形
式
か
ら
外
れ
た
手
法
を
厳
し
く
批
判

し
て
い
る
。
恒
丸
は
辞
を
て
ら
う
こ
と
よ
り
も
、
形
式
を
踏
ま
え
た

上
で
内
容
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
正
統
派
の
道
を

口
く
恒
丸
の
指
導
に
、

当
時
多
く
の
人
々
が
心
酔
し
て
い
た
。
双
樹

は
そ
の
中
で
も
太
節
(
化
政
期
の
一
大
ア
ン
ソ
ロ
ジ

1

『俳
諦
発
句

組
披
』
編
者
)
と
一一
川
を
蛇
べ
る
ほ
ど
の
布
カ
な
恒
丸
門
人
だ

っ
た
の

で
あ
る
。

(
官
品
目
大
学
助
教
)

- 23ー



エ
ッ
セ
イ大

岡
信
八
十
五
の
賀
の
巻
、

あ
る
い
は
主
題
と
変
奏

去
年
の
春
、
歌
仙
組

『
一
泊
の
宇
市
-

述
衆
は
歌
人
の
間
野
弘
彦

(乙
三
)
さ
ん
、
評
論
家
の
一一
一
浦
雄
士
さ

ん
と
私
で
あ
る
。
ど
ん
な
歌
仙
な
の
か
?

く
の
が
早
い
。
全
ヒ
歌
仙
の
最
詰
の

長
谷
川

橋

(仰
い
潮
社
)
を
出
し
た
。

さ
っ
そ
く
児
て
い
た
だ

「楼
閣
」
を
ど
う
ぞ
。

楼
前

l 

楼
閣
の

手
ぷ
り
す
干
し
く
排
ふ

お
と
め

乙

古
極
ま
れ
り

キ
似
の
亥

枇
士

歌
、
っ
た
ひ

し、
官、 h づ
虜iこ
σ〉 σ〉
列国

の

槌

ふ
る
さ
と
き
し
て

24ー

む
わ
た
る
な
り

乙

亡
き
友
を
似
ぷ
か

月
も彩

さ
し
て

雅

d
J
9
 

一一院
り
鰹
の
前
が

Iff 
物

相1



2 

朱
漆
の
儲

凹
を
す
ね
て

き
も

C
'

賢
官
の
う
な
じ
を
開
ら
す

山
ま
た
山
に

月
さ
や
か

乙

た
づ
ね
入
り

乙

信
ず
る
と
こ
ろ
は

桃

梨

市

川

硝

の

一
点
突
破
全
而
展
開

雅

府
糊
の
時
間

雅

飯合
に初
む陣1!
すの
必;

厳
か
に

恋
の
う
た

III 

札;:~. 

穴tは
を へ
111 る
て

t描

25 

大
春
画
展

熊
野
路
か
け
て

あ
は
れ

し
の
び
嶋
く
宵

乙

wm
ち
ゆ
く

乙

低
刀
の

縄
文
の

命
吸
ひ
た
る

神
々
は
死
な
ず

花
吹
割

雅

修
験
道

雅

平の
出jι土
えま1.た
じ
む

:tm 

+す'

矢
け
て
冷
ま
じ



3 

眠
る
聖
人

+担

法
王
の
官
使

焼
掠 け
と跡
姑いニ
ヵe
!肥z
1;1: 

A、

荒
野
に

乙

の
が
れ
い
で

乙

ムマ
は
昔
の

F
む

訓
ら
れ
し
情
憾
に

活
動
写
真

雅

秋
風
ぞ
吹
く

明主

木
漏
れ
日
の

そ
の
影
も

ful 

J~ .I: 
虫n ~ 裟t
の雄日ま
月に If
を ろ
見し
ての

t日

-26 -

光
う
つ
く
し

お
も
ひ
新
L

露
の
命
と
さ
と
る

初
め
て
の
キ
ス

乙

身
の
ほ
ど

乙

霊
も
柴
も

熱
心
に
限
る
児

距
離

小さあ
夜zら
l時ιli 
H11こ

そ

あ
は
れ

雅

い
ま
A
F
削
川
山
吋
?

現t

柏
駅
の
お
聞
を

ア
シ
ジ
の
丘
に

見
て
は
欲
し
が
る

植



4 

容
は
行
く
ら
し

+市

問
匂
ふ

驚
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
歌
仙
の
ふ
つ
う
の
組
み
方
を
や
め

ジ
ャ
カ
ル
タ
空
港

て

一
行
あ
け
、
分
か
ち
初
き
、
字
下
げ
を
施
L
Pも
そ
の
な
図
に

深
夜
悦

明t

私
が
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と

はつ
ー い
行て
あ は
け 三
の iili
有さ
』陸ん

1;1: q) 

iiij iR 
4司に
と鮮
のし
IRis ぃ

0 
(f) 

大
ノト

分
か
ち
位
き
と
字
下

お
は
る
の
文
に

し
み
じ
み
と
泣
く

げ
は
声
の
大
小
と
高
低
、

一
言
で
い
え
ば
人
間
の
呼
吸
を
写
し
と
ろ

乙

う
と
し
た
こ
と
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
発
句
の

「格
闘
の
」

か
す
て
ら
を

が
ニ
字
下
げ
て
あ
る
の
は
、
能
町
役
者
が
低
く
眠
い
だ
し
、
文
楽
の

ふ
は
り
ふ
は
り
と

太
夫
が
低
く
吃
り
だ
す
、
あ
の
気
配
を
山
し
た
か
っ
炉
、
。

切
り
分
け
て

擢

四
十
年
前
、
安
東
次
却
が
丸
谷
才
て
大
同
信
と
三
人
で
歌
仙
を

雛
に
香
ら
す

巻
き
は
じ
め
た
。
こ
の

「歌
仙
の
会
」
は
そ
の
後
、
安
東
さ
ん
が
他

濃
き
プ
ラ
ン
デ
イ

維

持
し
て
向
野
さ
ん
が
入
り
、
大
間
さ
ん
が
山
町
誕
の
身
と
な
っ
て
私
が

加
わ
り
、
丸
谷
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
三
浦
さ
ん
が
代
わ
っ
た
。
そ
の

谷
深
く

『歌
仙
』

『と
く

(
背
土
社
)
、

『浅
酌
歌
仙
」
(
集
英
社
)
、

成
果
は

散
り
ゆ
く
花
の

「す
ば
る
歌
仙
」
(
集
英
社
)
、

『歌
仙

と
く
歌
仙
」
(
文
恕
春
秋
)、

う
つ
つ
な
さ

乙

の
五
冊
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
歌
仙
に

の
愉
し
み
』
(
岩
波
新
世
)

も
辿
衆
の
鹿
肢
が
つ
い
て
い
て
、
こ
れ
が
な
か
な
か
説
ま
せ
る
の
だ

怒
酵
を
な
し
て

が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

座
談
が
な
け
れ
ば
歌
仙
は
わ
か
ら
な
い
と

27-



い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
が
惜
し
い
と
今
の
三
人
は
考
え
た
。
そ
の
結
果
、
お
見
せ
し

た
よ
う
な
組
み
方
が
生
ま
れ
た
の
だ
が
、
州
事
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。

歌
仙
に
は
約
束
事
が
山
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
れ
を

一
つ
一
つ
掘
り

起
こ
し
、

そ
れ
に
則
っ
て
歌
仙
を
強
い
て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
心
か

ら
敬
意
を
抱
く
の
だ
が
、
私
は
(
そ
し
て
間
野
さ
ん
と
三
浦
さ
ん
も
)

約
束
事
は
最
小
限
、

あ
と
は
自
由
な
興
に
任
せ
る
の
が
歌
仙
の
本
来

の
姿
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
出
品
パ
の
歌
仙
も
そ
う
で
は
な
か

っ
た
か
。

「歌
仙
の
会
」
は
月

一
度
、
赤
坂
の
三
平
と
い
う
丸
谷
、
大
問
申

か
り
の
諮
変
墜
に
集
ま
っ
て
半
歌
仙
を
巷
く
。

『
一
摘
の
宇
宙
』
Q) 

出
版
桂
、
歌
仙
ご
と
に
主
題
(
テ

I
マ
)
を
立
て
る
と
い
う
新
し
い

試
み
を
は
じ
め
れ
JE
ま
ず
乎
は
じ
め
に

「
山
き
村
監
ひ
の
栓

釈
沼
訟

を
憶
品
」
、
次
に
「
ク
リ
ム
ト
の
立
の
巷
」
、
そ
し
て
つ
い
先
ご
ろ
「大

阿
倍
八
十
五
の
自
の
巷
」
が
巷
き
上
が

っ
た
ば
か
り
だ
。
こ
ち
ら
は

ま
だ

「
楼
醐
」
の
よ
う
な
組
み
方
が
で
き
て
い
な
い
の
で
原
形
の
ま

ま
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

大
阿
倍
八
十
五
の
貨
の
巷

【初
表
】

訂
の
誌
の
海
や
ま
し
ろ
の
詐
の
山
士

申出

空
に
悼
さ
す
tmy
の
如
月

雅
士

少
年
の
う
た
草
耐
え
の
酉
に
と
よ
む

乙

雑
音
ば
か
り
戦
後
の
ラ
ヂ
オ

#~ 

月
而
に
氷
の
惑
昆
を
ど
り
仙
て

雅

時
き
わ
た
り
ゆ
く
色
必
の
戸

乙

-28ー

{初
裂
}

M
F
A

討
も
-
一
段
重
ね
の
秋
祭
り

4間

先
制
を
間
へ
ば
越
前
守

雅

肌
ぬ
ぎ
の
恋
の
さ
ば
き
も
つ
や
め
き
て

乙

起
脱
文
を
ぱ
泣
い
て
と
り
だ
す

槌

水
底
で
筒
吹
け
ば
魚
っ
と
動
き

雅

た
ま
し
ひ
冴
ゆ
る
忍
野
八
海

乙

柿
山
川
大
栄
町
月
き
ら
き
ら
と

111 

孤
り
耳
で
白
騰
を
酌
む

相

築
地
塀
く
づ
れ
て
残
る
祢
泊
居
敷

乙



パ
リ
の
目
、
水
に
妻
子
忘
る
る

111 

品7

い
つ
の
世
も
暴
れ
ん
坊
は
生

一
本

花
冷
、
え
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
削
る
プ
ッ
チ

l
ニ

潜
水
泳
法
首
出
せ
ば
森

雅

雅

帰
国
の
少
女
大
学
に
入
る

宮
沌
の
測
に
渦
巻
く
花
筏

乙

乙

{名
表
}

川
山
路
ら
か
に
詩
性
き
な
ぐ
る

Nl1 

東
白t風
子ず受
のけ
iikて
に 干
浜本
は松
にに
ぎ上
はが
ふる

凧

mt 

(
一
九
三

ご
、
富
士
山
の
館
、
静
岡l

乙

詩
人
大
阿
倍
は
昭
和
六
年

輝
く
果
実
古
き
写
真
に
君
が
ゐ
て

県
三
品
の
生
ま
れ
。

十
凶
故
の
少
年
だ
っ
た
。
三

I

寸
二

終
戦
の
年
、

相i

水
速
に
向
い
て
微
笑
む

一
瞬

政
で
新
聞
記
者
を
や
め
て
待
刊
と
批
評
の
生
活
に
入
る
が
、
退
職
後

雅

大
王宝
妃の
な 九
り 111，
しの
が昼
敵に
の析
糾たる

な
り

乙

し
ば
ら
く
二
人
の
子
ど
も
を
か
ね
子
夫
人
に
任
せ
て
パ
リ
で
暮
ら
し

た
。
夫
妻
と
も
愛
術
家
で
あ
り
、

現
在
、
日
士
山
の
山
羽
で
ロ
ン
ア

+担

ぬ
ば
た
ま
の
天
の
抑
除
出
迎
り
く
る

ン
ブ
ル
ー
と
い
う
世
植
の
姉
と
暮
ら
し
て
い
る
。

雅

め
ぐ
り
め
ぐ
れ
る
淡
品
願
人

乙

「
大
間
信
八
十
五
の
到
の
巻
」
に
は
大
同
さ
ん
の
こ
う
し
た
人
生

身
ご
も
り
て
ぬ
か
み
そ
蛮
も
悩
ま
し
き

権

の
断
片
や
ゆ
か
り
の
土
地
や
苦
世
が
変
奏
曲
の
よ
う
に
現
れ
て
は
消

秋
色
ふ
か
き
深
大
司
県

え
て
ゆ
く
。
と
き
に
は
ま
題
か
ら
大
い
に
脱
線
し
て
し
ま
う
こ
と
も

雅

り
ゃ
う
句
ゃ
う
と
貝
吹
き
な
ら
す
月
の
庭

あ
る
。
た
と
え
ば
初
裂
の
二
、
三
、
悶
句
目
。

乙

夜
擦
の
膝
に
背
き
自
の
猫

椛

{名
衷
}

先
祖
を
間
へ
ば
越
前
守

雅

見
く る
L 触
なる
だ 祇
航 め
をて
大?味
蛇:は
j)!ふ
λ、i5

歌
6つ
味

肌
ぬ
ぎ
の
恋
の
さ
ば
き
も
つ
や
め
さ
て

乙

雅

起
前
文
を
ば
凪
い
て
と
り
だ
す

千担

乙
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こ
こ
は
大
岡
家
の
先
祖
の
大
岡
越
前
守
か
ら
そ
れ
で
、
遠
山
の
企

さ
ん
の
「
肌
ぬ
ぎ
」
と
な
り
、
さ
ら
に
私
が
悪
ノ
リ
し
て
い
る
。
ま

た
名
衰
の
八
、
九
、
十
句
目
。

め
く
り
め
ぐ
れ
る
淡
ぬ
願
人

乙

身
ご
も
り
て
ぬ
か
み
そ
甜
も
悩
ま
し
き

椀

秋
色
ふ
か
き
深
大
寺
市
山

可能

こ
ち
ら
は
次
々
と
脱
線
す
る
列
車
を
三
浦
さ
ん
が
あ
ざ
や
か
に
線

路
へ
戻
し
て
い
る
。
か
つ
て
糊
布
の
深
大
寺
の
近
く
に
大
間
さ
ん
の

家
が
あ
っ
た
。

主
題
を
立
て
た
散
仙
三
告
を
巷
い
て
思
う
の
は
、
主
題
に
が
ん
じ

が
ら
め
に
さ
れ
た
の
で
は
窮
閥
、

逆
に
脱
線
ば
か
り
で
は
散
段
、

』ま

ど
よ
く
脱
線
す
る
の
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

「ほ
ど
よ
く
脱
線
」
な
ど
と
は
荘
、
き
終
え
て
か
ら
い
え
る
こ
と
で、

脱
線
し
て
い
る
最
中
は
訓
が
ど
う
や

っ
て
も
と
へ
戻
す
の
か
、
こ
こ

は

「自
由
な
興
」
に
官
せ
る
よ
り
打
つ
手
が
な
い
。

歌
仙
に
主
題
を
立
て
て
は
と
い
う
舗
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
、
無

茶
な
こ
と
を
と
問
い
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
歌
仙
は
句
と
句
の
別
が

命
で
あ
る
。

「
句
を
付
け
る
」
と
い
う
も
の
の
「
付
け
る
」
と
は
べ

タ
リ
と
「
貼
り
付
け
る
」
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
離
す
」
つ
ま
り

聞
を
あ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
聞
が
小
さ
す
ぎ
る
の
が

「付
き
す
ぎ
」、

大
き
す
き
て
付
け
す
じ
が
み
え
な
い
の
が
「
離
れ
す
さ
」
で
あ
る
。

は
っ
と
す
る
新
鮮
で
創
造
的
な
聞
が
求
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
「
付

き
す
ぎ
」
と
「
離
れ
す
ぎ
」
の
聞
の
ど
こ
か
に
き
っ
と
潜
ん
で
い
る
。

創
造
的
な
問
に
よ
っ
て
歌
仙
は
付
句
ご
と
に
新
し
い
天
地
が
開
け

る
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
発
句
で
主
題
を
立
て
、
脇
で
そ
の
主
題

を
受
け
た
と
し
て
も
、
第
三
で
は
主
題
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
し、

や
忘
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
次
々
に
句
を
付
け
て
ゆ

く
う
ち
脱
線
に
脱
線
を
重
ね
て
挙
句
の
川
市
て
に
は
見
も
知
ら
ぬ
場
所

に
出
て
し
ま
う
の
が
歌
仙
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
初
の
「
的
き
憂
ひ
の
巷

釈
巡
空
を
悩
ふ
」
を
荘
い

て
み
て
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
は

じ
め
た
。
音
楽
町
主
題
と
変
裂
の
よ
う
に
主
題
を
忘
れ
た
こ
ろ
に
主

題
の
而
泌
を
秘
め
た
変
裂
が
現
れ
る
。
歌
仙
と
は
辿
殺
で
織
り
な
す

音
楽
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
「
ほ
ど
よ
く
脱
線
」

す
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
ろ
う
。

そ
の
目
で
也
熊
の
歌
仙
を
振
り
返
れ
ば
、
明
ら
か
に
主
題
を
立
て

- 30ー



た
歌
仙
が
み
え
て
く
る
。
た
と
え
ば

『狼
挺
』
の
第

一
歌
仙

「鳶
の

羽
の
巻
」
。
こ
れ
は
芭
礁
が
古
池
の
句
を
詠
ん
で
強
風
に
刷
版
し
、

の
旅
を
終
え
て
新
風
を
打
ち
立
て
た
祝
儀
の
歌

『お
く
の
ほ
そ
道
』

仙
だ
っ
た
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ

『似
託
』
栓
之
五
(
歌
仙
の
部
)
σコ

巻
頭
に
据
え
た
の
だ
。
こ
の
巷
に
は
新
風
誕
生
を
祝
う
と
い
う
主
題

が
あ
り
、
そ
の
変
奏
が
次
々
に
挙
句
に
ま
で
み
ら
れ
る
。

同
じ
く

『獄
袈
』
最
後
の
第
五
歌
仙
「
梅
若
某
の
巷
」
。
こ
ち
ら

は
江
戸
へ
向
か
う
乙
州
へ
の
は
な
む
け
が
主
組
だ
っ
た
。
た
だ
こ
の

巷
は
芭
砲
が
中
座
し
た
た
め
に
主
題
と
変
奏
と
い
う
緊
張
が
保
た
れ

る
の
は
初
裂
の
半
ば
あ
た
り
ま
で
。
初
裂
の
三
句
目
、

u
h
 

ほ
っ
し
ん
の
初
に
こ
ゆ
る
鈴
雌
山

出
1(( 

こ
の
句
は
芭
曜
の
発
旬
、

梅
若
某
ま
り
こ
の
術
の
と
ろ
、
刊

芭
1(( 

こ
の
句
の
変
奏
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
自
に
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
L

か
L 

こ
の
歌
仙
、
芭
植
の
中
座
後
は
脱
級
し
た
ま
ま
二
度
と
も
と

に
は
戻
ら
な
か

っ
た
。

(
俳
人
)

- 31 



エ
ッ
セ
イ地

上

一
寸
で
の
遊
び

上
田

真
而
子

医
者
で
歌
人
の
上
凹
三
四
一
一は
、
そ
の
若
佐

『
こ
の
世
こ
の
生
』

で
、
西
行
の
生
主
方
を
地
上

一
ー寸
と
捉
え
て
い
る
。
即
ち
、

一山
行
は
、

あ
の
乱
世
の
な
か
で
死
を
見
据
え
た
上
で
花
月
に
憧
れ
、
地
上
か
ら

一I

可
浮
き
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
現
世
を
生
き
て
い
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
不
治
の
病
を
か
か
え
た
暫
者
自
身
の
深
い
読
み
か
ら

出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
や
た
ら
に
流
刑
で
き
る
表
現
、
考
え
方
で
な

い
こ
と
は
承
知
し
な
が
ら
も
、
こ
の
地
上

一
ー寸
の
生
き
方
と
い
う
こ

と
が
、
以
後
、
私
な
り
の
様
々
な
理
解
を
誘
い
出
す
き
っ
か
け
と
一
な

っ
た
。

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
組
川
の
干
ど
も
の
本
を
日
本
間
に
翻
訳

す
る
と
い
う
事
に
た
ず
さ
わ

っ
て
過
し
て
き
た
私
は
、

子
ど
も
の
本

大
好
き
と
い
う
人
の
様
々
な
グ
ル
ー
プ
に
接
す
る
機
会
が
屡
々
あ
っ

た
。
私
自
身
は
と
り
た
て
て
本
を
よ
く
読
ん
だ
子
ど
も
で
も
な
く
、

自
身
に
子
ど
も
が
な
い
の
で
、
も
し
翻
訳
と
い
う
こ
と
に
携
わ
ら
な

か
っ
た
な
ら
、
紫
通
り
し
て
過
し
て
き
た
に
追
い
な
い
。
翻
訳
を
始

め
た
の
も
、

間
然
の
機
会
に
成
る

一
惜
の
児
賞
品
川U
に
山
会
い、

嗣

む

う
ち
に
お
も
し
ろ
く
で
た
ま
ら
ず
、

試
が
付
い
た
ら
日
本
語
に
し
て

み
て
い
た
と
い
う
の
が
始
ま
り
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
き

っ
か
け
で
制

訳
と
い
う
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
に
目
覚
的
、
そ
の
後
お
も
し
ろ
い
と

J' 

私
が
川
也
、
つ
本
、
心
を
誌
か
れ
る
本
を
剛
惜
し
て
は
、

一
冊

一
冊
。
事
を

重
ね
て
き
た
。

そ
う
す
る
う
ち
に
、

子
ど
も
の
本
の
続
性
グ
ル
ー
プ
と
か
図
性
館

の
司
書
の
方
と
か
、
位
度
の
差
は
あ
れ
、

い
わ
ゆ
る
児
武
部
専
門
の

方
た
ち
に
接
す
る
機
会
が
ふ
え
て
い

っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
、
お
や
令

と
戸
惑
う
こ
と
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
私
が
訳
し
て

き
た
本
を
、

リ
ア
リ
ズ
ム
と
か
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
か
、
分
類
し
て

捉
え
て
い
る
方
が
多
か

っ
た
こ
と
だ
。
そ
し
て
、

「よ
叩
さ
ん
は
リ

ア
リ
ズ
ム
が
お
肝
き
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
本

も
訳
さ
れ
る
の
で
す
ね
」
と
篤
か
れ
る
。
私
は
一戸
惑

っ
た
。
前
半
築
、



障
害
児
を
扱
っ
た
も
の
と
か
、
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
と
か
、
現

実
の
問
題
を
捉
え
た
作
品
を
訳
す

一
方、

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
エ
ン
デ
の

『は
て
し
な
い
物
知
』
な
ど
想
像
力
で
三
次
元
の
現
実
を
超
え
た
物

語
も
訳
し
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
防
害
児
を
扱
っ
た
本
の
な
か
に
、
そ
の

子
が
「
ぼ
く
、
泣
く
へ
行
き
た
い
。
速
く
の
速
く
の
、

お
日
さ
ま
が

刊
ら
れ
る
悶
へ
行
き
た
い
ん
だ
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
す
る

と

「
こ
れ
、

リ
ア
リ
ズ
ム
の
本
の
な
か

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
す
ね
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
e

お
か
し
く
な
い
か
な
?
」
と

言
わ
れ
た
の
だ
。
私
は
頓
抗
と
し
た
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
か
な
り
極

端
な
例
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
分
類
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
と
、

起
り
縛
る
疑
問
か
も
し
れ
辛
い
。

エ
ン
デ
さ
ん
は
会
う
た
び
に
、
ま
た
講
演
な
ど
で
自
分
の
考
え
を

述
べ
る
た
び
に
、

「
い
ま
最
も
問
題
な
の
は
、

人
聞
の
生
活
か
ら
遊

び
と
い
う
こ
と
が
な
く
一
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
だ
」
と
去
っ
て
お
ら

1

・一
。

オ
ア

一
九
八
六
年
、
子
ど
も
の
本
の
国
際
会
議
で
あ
る

I
B
B
Y

【同
国
際
児
童
図
書
評
議
会
】
の
大
会
が
東
京
で
聞
か
れ
た
折
、

基
間/，j

講
日
出
者
と
し
て
来
日
し
た
エ
ン
テ
の
講
演
の
テ
l
マ
は
、

「
遊
び
の

大
切
さ
」
で
あ
っ
た
。

遊
び
、
ド
イ
ツ
詰
で
言
え
ば
ン
ユ
ピ

l
ル
。
エ
ン
デ
の
言
う
遊
び

と
は
、

大
人
が
、

こ
れ
は
遊
び
だ

時
間
が
余
っ
た
か
ら
遊
ぶ
と
か
、

か
ら
真
剣
に
し
な
く
て
も
い
い
、
な
ど
と
い
う
と
き
の

「遊
び
」
で

は
な
く
、
幼
い
子
ど
も
が
遊
ぶ
遊
び
、

つ
ま
り
、
そ
れ
が
す
べ
て
と

い
う
行
為
と
し
て
の
遊
び
で
あ
る
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
全
身
全
盤

で
遊
ぶ
遊
び
で
あ
る
。
結
晶
と
か
成
果
に
向
っ
て
行
う
行
為
で
は
な

く
、
行
為
そ
の
も
の
が
す
べ
て
と
い
う
行
為
で
あ
る
。

だ
か
ら
エ
ン
デ
は
、
今
の
世
の
中
で
最
も
憂
う
べ
き
は
、
質
よ
り

H

ぬ
と
い
う
考
え
方
だ
、
と
も
よ
く
言
っ
て
い
た
。
す
べ
て
が
結
巣
に

向
っ
て
突
き
進
む
。
成
果
だ
け
が
問
題
で
、
そ
の
過
程
は
凶
わ
れ
な

い
、
と
。
人
間
と
し
て
最
も
大
切
な
の
は
、
そ
の
過
程
な
の
に
、
と
。

連
句
の
世
界
に
、
こ
れ
も
私
は
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
入
っ
た
。

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
入
っ
た
。
座
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
教

わ
り
つ
つ
句
を
付
け
て
い
っ
た
。
難
し
く
て
困
る

一
方、

た
の
し
く

て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
懸
命
に
遊
ん
だ
。
こ
の
辺
り
で
悲
の
句
を
と

言
わ
れ
る
と
、

担
日
粋
な
自
分
を
忘
れ
て
真
剣
に
あ
れ
こ
れ
想
い
浮
か

べ
て
み
る
。
優
男
に
な
っ
た
り
、
遊
女
に
な
っ
た
り
、
劫
ね
て
み
た
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り
、
肘
鉄
砲
を
食
ら
わ
せ
て
み
た
り
ロ
出
堀
川
刑
の
お
も
し
ろ
さ
、
楽
し

さ
。
そ
し
て
、
恋
離
れ
に
は
時
郁
句
を
出
す
と
う
ま
く
い
く
こ
と
が

多
い
と
教
わ
る
と
、
政
治
や
社
会
情
勢
に
疎
い
自
分
を
鼓
舞
し
て
頭

の
中
で
ニ
ュ
ー
ス
を
探
す
。
前
句
が
う
ろ
覚
え
な
が
ら
古
典
を
踏
ま

え
て
い
る
ら
し
い
と
気
が
つ
く
と
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
も
う
す

っ
か
り
遠
ざ
か
っ
て
い
た
伊
勢
物
語
だ
の
源
氏
物
語
を
本
棚
か
ら
探

し
出
し
て
拾
い
読
み
し
て
み
る
。

述
句
は
付
け
と
転
じ
を
楽
し
む
も
の
で
、
そ
の
転
じ
方
は
様
々
で

あ
る
か
ら
、
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
連
句

一
巻
に

は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
、
森
雄
万
組
を
詠
む
の
が
よ
い
と

い
わ
れ
て
い
る

か
ら
、

日
明
の
自
分
の
狭
い
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
越
え
て

棉
々
な
こ
と
に
関
心
を
も
ち
、
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
自
分
の
品
目
鼎
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
て
は
良
い
付
け
句
が
で
き
な
い
の
だ
。
自
分
の
好
み
や
生

き
方
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
心
を
柔
軟
に
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
屯
車
に
乗
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
気
に
も

と
め
な
か
っ
た
車
内
の
中
吊
り
な
ど
を
読
ん
で
い
る
自
分
に
気
が
つ

い
た
。
自
分
の
生
き
て
き
た
限
ら
れ
た
世
界
を
超
え
て
、
別
の
、

広

い
世
持
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
と
き
に
は
そ

の
別
の
世
界
の
人
間
に
成
り
き
っ
て
句
を
案
じ
て
い
る
。
な
ん
と
も

愉
快
な
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
日
頃
の
自
分
の
現

突
の
世
界
か
ら
い
つ
の
ま
に
か
解
き
放
た
れ
て
、
少
し
浮
き
上
が

っ

て
、
自
由
に
遊
ん
で
い
る
の
だ
。

エ
ン
デ
は
遊
び
の
大
切
さ
を
い
う
と
き
、
ド
イ
ツ
語
の
シ
ュ
ピ

i

ル
と
い
う
言
葉
が
持
っ
て
い
る
、

「J
M

閉
じ
る
」
「
演
技
を
す
る
」
と

い
う
意
味
も
強
翻
し
て
い
た
。
子
ど
も
は
ま
ま
ご
と
遊
び
を
す
る
と

き
、
遊
び
に
没
頭
し
つ
つ
、
砂
の
お
団
子
を
実
際
に
食
べ
る
と
い
う

こ
と
は
し
な
い
。
そ
こ
に
減
技
と
い
う
心
の
余
裕
が
生
ま
れ
て
い
る

か
ら
だ
、
と
。

と
こ
ろ
が
現
在
は
子
ど
も
の
遊
び
か
ら
、
ま
ま
ご
と
の
よ
う
な
遊

ぴ

い
わ
ゆ
る

「
ご
っ

こ
遊
び
」
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ら
し
い
。

そ
う
い
え
ば
、
こ
の
頃
の
子
ど
も
が
、
私
た
ち
が
日
そ
う
し
て
遊
ん

だ
よ
う
に
、
ま
ま
ご
と
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
見
聞
き
し
た
こ
と
が

な
い
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、

昼
間
は
近
所
の
子
ど
も
迷
と
、
夜
は

家
で
ま
ま
ご
と
を
し
て
遊
ん
だ
。
位

一
枚
を

一
軒
の
ま
に
見
立
て
て
、

「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」
と
戸
を
聞
け
る
世
離
を
し
て
お
辞
儀
を
す
る
。
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中
に
い
る
妹
が
丘
に
手
を
つ
い
て
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
お

辞
儀
を
す
る
。
今
も
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
、
あ
る
と
き
近
所
の
到

の
子
と
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
た
と
き
の
こ
と
だ
。
私
が
病
人
で

棋
に
な
っ
て
い
る
と
、
そ
の
子
が
聴
診
詩
を
持
っ
た
つ
も
り
で
私
の

お
な
か
を
ト
ン
ト
ン
と
た
た
い
た
。
私
は
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な
妨

し
い
よ
う
一
な
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
、

本
川
妙
な
気
持
ち
が
し
た
。
あ
の

感
覚
を
今
に
覚
え
て
い
る
の
は
我
な
が
ら
お
か
し
い
な
と
思
う
こ
と

が
よ
く
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
遊
ぶ
こ
と
、
演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ま
り

は
現
実
の
自
分
の
枠
か
ら
解
き
放
た
れ
、

い
わ
ゆ
る
事
尖
だ
け
の
三

次
元
の
世
界
か
ら
少
し
浮
き
上
が
っ
て
い
る
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

上
回
三
四
-
一
が
言
う
の
は
、
西
行
は
出
家
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当

時
の
あ
の
修
維
の
世
界
か
ら
逃
れ
て
行
い
澄
ま
し
た
の
で
は
な
く
、

た
だ
少
し
、

ほ
ん
の

一
サ
ほ
ど
距
離
を
お
い
て
、
余
裕
を
持
っ
て
生

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
花
や
月
の
め
で
た
き
は
そ
れ
そ

の
も
の
と
し
て
愛
で
る

一
方
、
現
世
の
現
実
を
肌
で
感
じ
岐
く
こ
と

が
で
き
た
。
と
い
う
か
、
嘆
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
花
月
の
美

し
さ
を
人
間
の
笑
感
と
し
て
語
い
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
少
し
、
上
田
三
四
二
の
表
現
で
言
え
ば
、
ほ
ん
の

一

寸
と
い
う
の
が
実
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
ど

も
の
本
大
川
町
き
と
い
う
人
で
、
と
り
わ
け
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
好
き
と

云
う
人
が
よ
く
い
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
は
嫌
い
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
大

好
き
と
い
う
人
。
む
ろ
ん
人
聞
の
タ
イ
プ
、
肝
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
な

の
は
当
扶
だ
が
、
こ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
好
き
と
い
う
人
の
な
か
に
、

品
の
切
れ
た
風
船
の
よ
う
に
、
う
っ
と
り
と
夢
を
見
つ
づ
け
て
い
る

人
に
出
会
う
こ
と
が
と
き
ど
き
あ
っ
た
。
こ
れ
も
困
っ
た
こ
と
で
、

そ
れ
で
は
現
実
の
世
界
に
し
っ
か
り
足
を
据
え
て
生
き
る
の
が
む
ず

か
し
く
な
り
、
結
果
と
し
て
現
笑
か
ら
の
逃
避
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
リ
ア
リ
ズ
ム
と
か
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
と
か
、
便
宜
上

一
応

の
一分
類
が
必
裂
な
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

人
間
の
こ
の
凹

の
こ
と
は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
分
類
し
て
し
ま
え
る
も
の
で
は
な
い
。

人
の
心
的
中
に
ま
で
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
事
実
だ
け
の
=
一次

元
の
こ
と
で
も
、
見
ょ
、
つ
に
よ
っ
て
、
感
じ
方
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
る
。
三
次
元
の
現
実
は
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
、
按
し
方
に
よ

っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
深
い
奥
行
き
を
持
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
奥

行
き
が
元
は
ど
こ
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
に
な
る
と
、
フ
ア
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ン
タ
ジ

i
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
か
ね
て

か
ら
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
は
現
実
の
奥
行
き
で
あ
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
現
実
も
そ
れ
を
心
で
見
た
場
合

そ
の
奥
行
き
が
見
え
、
そ
の
奥
行
き
は
人
様
々
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て

そ
の
蝶
々
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
世
界
を
お
も
し
ろ
く
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
も
し
ろ
く
と
言
え
は
語
弊
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
悲
喜
交
々
の
興
趣
。

上
間
三
四
二
は

『こ
の
世
こ
の
生
』

こ、つ品
川u
い

の
あ
と
が
き
で
、

て
い
る
。

「
凶
行
の
花
月
に
ょ
せ
る
悲
し
い
ば
か
り
に
美
し
い
歌
戸

は
、
殺
と
争
を
市
中
と
す
る
人
間
世
界
を

一
ー
可
下
に
蚊
き
つ
め
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ん
じ
っ
悲
し
い
の
で
あ
る
。
彼
の
歌
は
こ
う
言

っ
て
い
る
。

「一

寸
浮
き
た
ま
え
。
そ
の
た
め
に
こ
の
世
に
花
が
あ

り
、
月
が
あ
る
。
そ
し
て
人
間
が
み
な

一
司
浮
き
さ
え
す
れ
ば
、
殺

な
く
争
な
き
現
世
浄
土
が
出
現
す
る
の
だ
L

と
。」

少
し
距
雌
を
お
く
と
、

心
が
広
や
か
に
な
り
、

そ
し
て
そ
こ
か
ら

眺
め
れ
ば
、

事
実
だ
け
の
平
面
と
思
わ
れ
た
世
鼎
が
、

お
も
し
ろ
く

膨
ら
ん
で
い
る
。
立
体
に
な
っ
て
く
る
。
ち
ょ
っ
と
浮
き
上
が
る
こ

と
で
そ
れ
が
楽
し
め
る
。
大
ら
か
さ
、

自
由
。
詳
し
く
は
知
ら
な
い

が
、
辿
句
を
心
の
櫨
し
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

芭
熊
は
禅
の
修
業
を
し
た
そ
う
だ
が
、

こ
の
こ
と
は
そ
う
い
う
方

向
か
ら
も
説
明
が
つ
く
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
自
己
の
枠
を
越
え

て
自
由
に
な
る
と
い
う
、

大
げ
さ
に
言
え
ば
、

自
我
か
ら
の
脱
却
と

い
う
こ
と
が
、
連
句
と
い
う
遊
び
に
よ

っ
て
で
き
て
い
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
辿
旬
。
辿
句
と
い
、
っ
遊
び
。

い
わ
ゆ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
も

フ
7

ン
タ
ジ

1
も
ひ
っ
く
る
め
て
、
そ
し
て
、
真
剣
に
付
け
旬
を
案

じ
る
述
旬
。

エ
ン
デ
は
こ
う
も
一百っ

て
い
た
。
遊
び
は
、
と
き
に
真
剣
な
、
命

が
け
の
こ
と
に
も
な
る
、
と
。
打
家
と
し
て
の
第
一
竹

『ジ

ム

ボ

タ
ン
の
機
関
車
大
旅
行
』
を
昨
い
た
と
き
、
も
と
も
と
俳
優
に
な
ろ

う
と
し
て
勉
強
し
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
舞
台
に
立
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
エ

ン
デ
だ
が
、
そ
の
迫
に
飽
き
足
ら
ず
、

か
と

一一同
っ
て
何
を
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
。
そ
し
て
母
親
と
二
人
の

日
引
の
生
活
に
も
市
中
矢
く
よ
う
な
状
態
で
い
た
と
き
、

あ
る
同
家
の
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友
だ
ち
か
ら
誘
わ
れ
て
、

三
人
で
絵
本
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

て
ど
ん
な
お
は
な
し
に
し
ょ
、つ
か
な
と
思
案
す
る
う
ち
、
子
ど
も
の

と
き
に
遊
ん
だ
屯
気
機
関
車
が
浮
か
び
、

「
機
関
士
ル

l
カ
ス
の
住

ん
で
い
た
の
は
、
フ
ク
ラ
ム
国
と
い
う
名
前
の
、
と
て
も
小
さ
な
国

で
し
た
。」

と、

一
行
書
い
た
。
性
い
て
か
ら
次
を
考
え
た
。
そ
し

て
、
ま
た
、

そ
の
次
を
。
そ
う
し
て
絵
本
の
お
は
な
し
で
あ
る
こ
と

も
忘
れ
、

そ
れ
に
没
到
し
た
の
だ
。
ど
ん
な
お
は
な
し
に
し
ょ
う
か

と
い
う
こ
と
は
全
く
考
え
な
い
で
、
と
に
か
く
最
初
の

一
行
を
書
記
さ
、

そ
し
て
次
の

一
行
を
、
ま
た
次
を
。
ま
た
、
次
を
。

そ
う
し
て
楽
し
み
な
が
ら
書
き
逃
む
う
ち
に
何
ヶ
月
も
の
月
日
が

経
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
そ
の
機
関
車
が
あ
る
場

所
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
切
り
立

っ
た
症
の
て
っ
ベ
ん
で
、
両
側

は
奈
滞
の
替
問
。
と
こ
ろ
が
ど
う
お
は
な
し
を
続
け
れ
ば
そ
こ
を
切

り
抜
け
ら
れ
る
か
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
一
な
い
。
お
は
な
し
の
先
が

浮
か
ん
で
こ
な
い
。

エ
ン
デ
は
崖
か
ら
落
っ
こ
ち
そ
う
な
機
関
車
を

か
か
え
た
ま
ま
、
お
は
な
し
の
続
き
に
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
日
の
叶
枯
ら
し
に
も
悶
る
よ
う
な
状
態
で
、
で
あ
る
。
滞
っ
た
家

貨
の
催
促
が
く
る
。
そ
れ
で
も
エ
ン
デ
は
そ
の
お
は
な
し
の
世
界
に

没
到
し
て
、

話
の
続
き

考
え
に
考
え
続
け
た
。
そ
し
て
、

や
っ
と
、

が
浮
か
び
、

め
で
た
く
一
巻
の
物
加
が
で
き
あ
が
っ
た
。

と
こ
ろ
が
挫
名
の
エ
ン
デ
で
あ
る
。
絵
本
の
予
定
が
大
長
編
の
物

甜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
即
稿
を
か
か
え
て
出
版
社
を
ま
わ
り
つ
づ
け
、

十
番
目
に
訪
れ
た
ン
ユ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
あ
る
出
版
社
が
、
ゃ
っ

と
二
分
冊
に
す
る
と
い
う
長
刊
で
出
版
し
て
く
れ
た
。
ち
辛
み
に
こ

の
物
語
に
惚
れ
込
ん
で
出
版
を
ひ
き
う
け
た
の
は
立
開
制
長
で
あ
っ

式己。
そ
う
し
て
出
た
エ
ン
デ
の
第

一
作
は
子
供
た
ち
に
大
歓
声
を
も
っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
、

ド
イ
ツ
児
童
図
守
抗
を
獲
得
し
た
。
お
も
し
ろ

い
の
は
そ
の
受
賞
の
報
せ
が
朋
い
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

滞
っ
た
家
賃
の
催
促
を
ど
、
っ
き
り
ぬ
け
ょ
う
か
と
ベ

y
ド
に
寝
転
が

っ
て
思
案
し
て
い
た
と
き
、
電
話
が
仰
っ
た
。
受
賞
の
報
せ
だ
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
エ
ン
デ
は
、

開
口

一
帯
尋
ね
た
。

T
U
金
は
い
く
ら

で
す
か
?
」

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
何
か
で
読
み
、
ま
た
直
接
エ
ン
デ
さ
ん
か
ら

聞
き
も
し
た
話
で
、
ま
さ
に
命
が
け
の
遊
び
を
し
た
実
稀
で
あ
る
。

こ
れ
は

『は
て
し
な
い
物
問
』
の
と
き
も
同
じ
で
、

物
訴
が
ど
う
し

て
も
先
へ
進
ま
な
く
な
っ
た
。
そ
の
聞
に
二
刊
目
で
あ
の

『モ
モ
』

を
仰
け
き
有
名
な
児
意
文
学
刊
京
に
な
っ
て
い
た
エ
ン
デ
で
あ
る
。
次
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刊
を
予
告
し
て
い
た
出
版
社
は
大
い
に
困
っ
て
、
春
と
秋
に
出
す
新

刊
容
の
カ
タ
ロ
グ
で
続
け
て
四
度
、

お
詫
び
を
掲
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

出
版
が
予
告
よ
り
二
年
間
も
遅
れ
た
の
で

つ
ま
り
、

あ
る
。
私
も
待
っ
て
い
た
の
だ
が
、

や
っ
と
出
た
と
き
の
カ
タ
ロ
グ

の
宣
伝
文
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

「
開

3
E-n
y

ロ
~ 

巴
コ
伶
コ
a--nyo

口

E
n
z
E
d
Z
E
〈
O
ロ
玄
】
の

E
o一同
=aa」。
敢
え
て
日
本
部
に
す
れ
ば
、

「
や
っ
と
、

『終
り
の
な
い
物

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
エ
ン
デ

(
終
り
)
。フ

阻山
』
が
終
り
に
な
っ
た
!
」

そ
う
い
う
遊
び
。
余
暇
の
遊
び
で
は
な
く
、
そ
れ
が
す
べ
て
と
い

う
W
A
剣
な
遊
び
、
そ
れ
こ
そ
が
現
代
に
最
も
欠
け
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
効
事
を
向
的
、
民
よ
り
も
数
円
M
で
刑
る
こ
と
の
で

き
る
成
果
を
求
め
て
突
っ
走
っ
て
い
る
世
の
中
。

上
聞
三
四
二
は
、
西
行
は
地
上

一
司
で
生
き
て
い
た
と
云
う
。
出

草
し
て

一
応
は
裟
挫
の
世
界
と
縁
を
切
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
避
難
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
浮
き
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
花
月
を
愛
で
人
を
想
っ
て
時
歌
令
詠
む
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
述
句

に
結
び
つ
け
る
の
は
恐
れ
多
い
-
』
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
、

何
か
、
ど
こ
か
で
接
点
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

そ
の
接
占
、の
大
き
な

一

辿
句
が
言
葉
に
よ
る
遊
び
で
あ
る

ぞ〉

{ま

こ
と
。
巴
い
を
、
惣
い
を
、

官
業
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

芭
蕉
が
「
文
台
お
ろ
せ
ば
す
な
は
ち
反
古
」
と
百
い
つ
つ
巷
き
ょ
が

っ
た
歌
仙
に
再
三
手
を
入
れ
、
死
の
間
際
ま
で

一
旬
の
表
現
を
維
畝

し
て
い
た
と
い
う
事
実
。

こ
の
言
葉
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
も
心
を
山
泣
か
に
す
る
大
き
な

一
つ

の
聖
素
だ
と
思
う
。
子
と
も
の
本
を
訳
し
は
じ
め
た
一
九
七

O
年
頃
、

戦
前
の
教
育
で
有
っ
た
私
が
細
血
目
立
総
に
性
急
分
け
る
漢
字
に
編
集
者

か
ら
見
識
が
出
7
3
例
え
ば
、

「見
る
」。

こ
れ
を
私
は
「
限
る
」

「診

る
」
「
看
る
」
「
悦
る
」
な
ど
そ
の
場
の
文
脈
に
よ

っ
て
性
き
分
け
た

の
だ
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
現
在
こ
の
本
の
税
者
と
な
る
小
学
生
に

は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

「み
る
」
と
い
う
言
葉
に
状

況
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
漢
字
が
あ
る
と
い
、
つ
こ
と
な
ど
教
わ
っ

て
い
な
い
、
そ
も
そ
も
そ
れ
だ
け
の
漢
字
が
あ
る
と
い
う
こ
と
す
ら

教
わ

っ
て
い
な
い
、
と
。
戦
後
の
教
育
改
革
の

一
つ
で
あ
っ
た
漢
字

制
限
。
い
わ
ゆ
る
当
用
漢
字
な
る
も
の
を
制
定
し
、
子
ど
も
に
教
え

る
拠
ハ
イ
を
極
端
に
h
y
な
く
し
た
結
梨
で
あ
る
。
そ
の
怯
そ
れ
に
よ
る

酔
山
苦
が
雷
わ
れ
始
め
、

当
川
出
宇
も
次
第
に
州
、
え
て
き
て
、

現
在
は

か
な
り
の
宇
が
復
活
し
て
い
る
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、

こ
れ
も
考
え
さ
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せ
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

誰
か
ら
聞
い
た
話
一
な
の
か
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
あ
る
国
の
雷

繋
で
は
、
赤
と
い
う
色
町
表
現
が
実
に
た
く
さ
ん
あ
る
、
そ
れ
は
即

ち
赤
と
い
う
色
の
微
妙
な
逃
い
を
旨
い
分
け
て
い
て
、

そ
の
迎
い
を

識
別
す
る
こ
と
は
そ
の
言
集
を
使
わ
な
い
聞
の
人
間
に
は
で
き
な
い

と
い
う
の
だ
。

つ
ま
り
、
言
葉
が
あ
る
こ
と
で
、
色
の
識
別
の
能
力

が
勝
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
一
言
葉
が
い
か
に
大
切
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
徹
妙
な
こ
と
、
徹
妙
な
感
情
の
迎
い
を
吉一
い

分
け
る
、
世
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
思
い

が
、
大
げ
さ
に
云
え
ば
、

思
想
が
捜
せ
る
こ
と
に
な
る
。
品
泣
か
な
感

怖
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
述
句
を
す
る
こ
と
で
雷
誌
に
対
す
る
感
性
が
府
か
れ
、
そ

し
て
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
想
い
の
拡
が
り
と
な
り
、
深
さ
と

な
る
。
心
の
袋
の
深
き
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
連
句
だ
け
で
な

く
日
本
の
短
詩
型
の
文
芸
す
べ
て
に
一一宮
え
る
こ
と
だ
が
、

宮
い
た
い

こ
と
、
肱
み
た
い
こ
と
を
五
七
五
の
長
句
か
七
七
の
短
句
に
、

つ
ま

り
ご
く
短
く
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
想
い

の
何
が
核
心
で
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
う
表
現
す
れ
ば
い
い
か

が
問
題
と
な
る
。

想
い
が
説
縮
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら

し
た
が
っ
て
、

t
、
。

'h旬、
hvこ

う
述
べ
て
く
る
と
合
し
理
屈
っ
ぽ
く
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
災
際
に
は
、

思
い
つ
い
た
こ
と
を
五
七
五
、

あ
る
い
は

t
七
に

ま
と
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
到
の
中
は
、

メ
ロ
デ
ィ
を
追
う
よ
う
な
、

あ
る
い
は
リ
ズ
ム
を
た
の
し
む
よ
う
な
具
合
に
な
っ
て
、
あ
れ
こ
れ

考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
た
実
に
た
の
し
い
。

た
の
し
い
と
い
え
ば
、
述
句
で
の
た
の
し
み
の
大
き
な
も
の
は
、

人
と
の
交
わ
り
で
あ
る
。
付
け
を
案
じ
る
と
い
う
の
は
、

つ
ま
り
、

前
句
を
税
ん
で
そ
の
世
界
を
自
分
の
中
で
拡
げ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

な
撤
し
て
拡
げ
な
く
て
も
、
な
ん
の
前
提
も
な
し
に
前
句
を
自
分
な

り
に
紫
世
に
説
む
と
何
か
が
自
然
に
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
こ
か
ら
付
け
句
を
詠
む
。
す
る
と
、
そ
の
前
句
の
詠
み
手
に
は
型

い
も
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
発
展
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
見

立
て
替
え
で
、
結
川
市
的
に
転
じ
た
付
け
が
で
き
る
。
こ
う
し
て

一
句

一
句
が
転
が
っ
て
い
く
と
、
述
般
の

一
人
ひ
と
り
が
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た

一
巷
が
巻
き
上
が
る
。
人
と
の
交
わ
り
の
お
践
で
あ
る
。
ぅ

ま
く
転
じ
た
場
合
、
付
け
た
方
も
愉
快
だ
し
、
付
け
ら
れ
た
方
、

'つ

ま
り
前
句
を
詠
ん
だ
者
も
、
自
分
の
世
界
の
思
い
が
け
な
い
拡
が
り
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を
知
っ
て
う
れ
し
い
。

こ
の
こ
と
を
視
覚
的
に
し
て
み
る
と
、
前
句
の
意
味
す
る
こ
と
の

輸
と
、
そ
れ
に
付
け
た
改
の
句
の
意
味
す
る
こ
と
の
輸
が
、
ち
ょ
う

ど
オ
リ
ン
ピ
ァ
ク
の
輸
の
震
な
り
の
よ
う
に
な
っ
て
繋
が
っ
て
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
輸
は
独
自
の
色
を
持
ち
な
が
ら
、

な
か
よ
く
幣
が
り
、

そ
の
重
な
っ
た
部
分
に
新
し
い
色
が
、
内
容
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ

う
い
う
言
葉
の
持
つ
聖
紫
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
生
か
し
た
遊
び
、
そ
れ

が
連
句
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
そ
の
辿
句
を
始
め
た
お
際
で
、

八
十
路
も
半
ば
の
今
、

老
年
の
マ
イ
ナ
ス
而
も
忘
れ
て
い
つ
ま
で
も
遊
べ
る
毎
日
を
送
る
こ

と
が
で
き
て
、

こ
ん
な
あ
り
が
た
い
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

迎
句
の
お
践
で
人
と
の
繋
が
り
が
絶
え
る
こ
と
な
く
、
目
前
が
泣
か

に
一
な
り
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
と
い
う
も
の
に
も
よ
ち
よ

ち
な
が
ら
付
い
て
ゆ
け
る
、
少
な
く
と
も
付
い
て
い
こ
う
と
い
う
気

力
が
保
た
れ
る
の
は
、
災
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
見
剣
に
付

け
句
を
考
え
て
い
る
と
き
、
朋
せ
ず
し
て
、
地
上

一
司
の
遊
び
の
世

界
に
導
か
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
あ
り
が
た
く
、
縦
し
く
て

な
ら
な
い
。

つ
い
先
日
、

匂
い
の
花
が
す
み
、

或
る
座
で
歌
仙
を
巷
い
て
い
て
、

い
よ
い
よ
挙
句
と
な
っ
た
と
き
、
成
る
辿
衆
か
ら
「
ぼ
ん
や
り
坐
せ

ば
宮
も
て
ふ
て
ふ
」
と
い
う
句
が
出
た
。
私
は
、
あ
っ
と
思
つ
子、
。

そ
の
坊
の
雰
凶
気
か
ら
、
居
合
わ
せ
た
辿
衆
す
べ
て
が
そ
う
思
っ
た

の
が
感
じ
ら
れ
た
。
お
捌
は
迷
わ
ず
そ
の
句
を
治
定
し
た
。
自
分
も

蝶
々
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
句
を
詠
ん
だ
辿
衆
は
そ
れ
を

立
総
し
な
い
ま
ま
、

ほ
ろ
り
と
こ
の
句
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。
そ

う
い
う
こ
と
が
、
さ
ら
り
と
で
き
る
。
す
ら
り
と
む
え
る
。
こ
れ
こ

そ
辿
句
の
剛
山
醐
味
と
首
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

ぼ
ん
や
り
坐
せ
ば
苦
も
て
ふ
て
ふ

了

(
制
訳
家
日
本
迎
句
協
会
会
員
)
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固

顧平
成
二
十
七
年
の
連
句
界

和

り1
'l!.>.、

!日〉

lJl 

平
成
二
十
七
年
と
い
う
年
は
、
特
筆
す
べ
き
事
件
や
市
中
怖
が
な
い

年
で
あ
っ
た
。

国
も
世
間
も
平
和
と
い
え
ば
平
和
で
在
り
、

そ
れ
で

は
何
も
柾
か
っ
た
か
と
云
え
ば
、

政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
は
た
ま

た
相
会
的
に
も
沢
山
の
事
刊
や
ス
ト
ー
リ
ー
は
あ
る
も
の
の
、
連
句

を
楽
し
む
の
に
不
都
合
一
な
こ
と
は
賊
く
、

迎
句
の
材
料
に
事
欠
く
こ

と
も
般
か
つ
れ
JZ

そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
辿
句
界
は
、
前
年
辿
句
協
会
の
法
人
化
が

実
現
し
て
、
法
人
化
後
の
実
際
の
活
動
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
協

会
と
し
て
は
、
ま
ず
そ
の
内
部
組
織
の
明
確
化
活
性
化
を
第

一
目

標
と
し
て
取
り
組
み
を
開
始
し
た
が
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題
自
の
布

機
的
分
析
と
解
決
最
を
図
ら
ね
ば
成
ら
ず
、
な
か
な
か
短
時
間
で
の

抜
本
的
解
決
策
に
は
到
達
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
多
種
の
問
題

の
恨
源
的
基
礎
的
条
刊
で
あ
る
財
政
問
題
を
取
り
よ
げ
、

ニ
イ
年
も

拙
世
き
で
あ
っ
た
金
政
仙
上
げ
と
い
う
非
常
に
難
し
い
命
題
に
取
り

組
み
、
初
回
の
年
次
総
会
へ
の
計
上
に
迄
こ
ぎ
活
け
る
事
に
成
功
し

た
。
そ
の
成
果
を
使
っ
て
、
諸
活
動
の
杭
極
的
展
開
が
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
連
句
協
会
が
、
長
年
の
停
滞
か
ら
抜

け
出
し
、

す
べ
て
の
而
で
到
の
簡
か
ら
前
向
き
の
活
動
に
転
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、

ほ
ん
の
数
年
で
、
活
力
あ
る
集
団
に
転
身
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
次
年
度
か
ら

i

一
』
終
始

す
る
こ
と
無
く
、
実
行
可
能
な
具
体
的
政
策
を
推
進
し
て
い
け
る
訳

で
あ
る
。
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色
々
な
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
若

q
M

述
句
無
知
派
述
句
知
関
心
地
域
へ
の
取
り
組
み
、
協
会
員
の
捌
者

養
成

ウ
ェ
フ
人
口
へ
の
咋
び
か
け
帯
々
、

先
行
き
明
る
い
展
望
が

見
え
て
く
る
に
迎
い
な
い
。
二
十
七
年
度
も
各
連
句
会
へ
の
害
加
、

国
民
文
化
祭
へ
の
支
援
等
に
本
来
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
新
規
の
連

句
の
坊
の
開
発
等
様
々
な
努
力
の
積
み
重
ね
を
実
施
し
て
き
た
が
、

そ
の
延
長
線
上
に
辿
句
人
口
の
地
加
と
い
う
楽
し
み
を
期
待
し
た
い

も
の
で
あ
る
。



結
局
、
個
別
の
活
動
状
況
は
、
協
会
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
連
句

の
普
及
や
辿
句
文
芸
へ
の
興
院
に
寄
号
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
内
容
は
別
表
の
行
郁

一
覧
表
の
通
り
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
妃

録
と
出
版
附
係
の
資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
完
全
な
プ
ラ

イ
ベ

l
ト
な
も
の
と
、
行
事
の
方
で
紹
介
し
た
分
の
報
告
は
制
霊

L

た。O
「都
心
述
句
会
湘
雨
時
社
二
O
一
四
年
連
句
作
品
集
」
百
制
、

七
十
二
候
長
歌
行
を
古
む
全

二
二
九
巷

3

O
国
民
文
化
祭
あ
き
た
二
O
一
四

「述
旬
の
祭
典
。
大
会
刊
品
集
」

回
民
文
化
祭
の
配
録
と
当
目
的
品
二
八
巻
の
刊
品
。

O
「第

一二
回
全
国
高
校
生
付
け
句
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
」

万

七
千
九
百
三
十
旬
。
虫
岡
市
文
化
振
興
財
団
刊
。

O
「平
成
二
七
年
乙
来
年
成
旦
版
」
愛
知
県
桃
雅
会
刊
。
会
日

一
七

名
と
金
友
四
七
名
の
成
且
三
つ
物
を
収
録
。

O
「城
沼
」
第

一
閥
号

O
「花
音
」
第
ヒ
号
停

μ県
花
昔
辿
句
会
刊
。

O
「
さ
く
ら
草
辿
句
会
刊
品
集
第
九
号
」
さ
く
ら
草
辿
句
会
刊
。

館
林
辿
句
会
刊
。

O
「連
句
集
星
の
林
」
第
八
集

福
井
県
武
生
連
句
会
刊
。

O
「草
門
帖

六
」
東
京
“
平
門
会
刊
。

O
「
ロ
l
タ
ス

第

=
ニ
号
」
徳
島
県
辿
句
協
会
刊
。

O
「早
稲
の
骨

出
二
二
号
」
日
山
県
辿
句
協
会
刊
。

O
朝
日
新
聞
伊
勢
版

「
つ
け
句
に
T
R
Y
俳
時
入
門
」

一
周
年
経
過

並
び
に

「阿
需
句
撰
集
」
拠
出
。
伊
賀
述
句
会
指
導
。

O
連
句
通
信
「
俳
訪
離
陸
」
第

一
五
号

東
京
た
も
ん
せ
塾
刊
。

O
「
四
宮
辿
勾
金
作
品
集
十
二」

東
京
間
宮
述
句
会
刊
。

O
「甲
州
辿
句
を
楽
し
む
会
案
作
集
」
甲
州
連
句
音
楽
し
む
会
刊
。

(
山
梨
県
民
文
化
祭
協
質
耶
業
)

O
「第
九
回
目
減
県
辿
句
大
会
集
作
集
」
官
域
山
辿
句
協
会
刊
。

O
「ニ

O
一
五
夏
休
み
子
ど
も
迎
句
教
室
刊
品
集
」
酷
品
県
述
句
協

金
引l

O
野
田
述
句
会
会
報
「
あ
ぜ
り
あ
」
第

一一

号
刊
。

な
お
、

い
ち
い
ち
掲
載
し
な
か
っ
た
も
の
に
、
納
託
金

「姉
袈
通

侶
」
、
く
さ
く
き
「
く
さ
く
き
」、
桃
雅
会
「
桃
雅
懐
紙
」
、
稲
門
辿

句
会
「
西
北
の
胤
」
、
桝
続
「
附
続
」
、
お
た
く
さ
の
会
「
お
た
く
さ
」
、

依
口
述
句
会

「依
口
」、
等
々
月
刊
、
隔
月
刊
、
季
刊
、
年
刊
帯
の

機
関
誌
が
あ
る
。
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伺
人
の
出
版
物
は
大
小
多
々
あ
り
、
紹
介
は
例
年
控
え
て
い
る
が
、

江
戸
時
代
の
市
井
の
女
性
の
俳
諦
を
紹
介
し
た
会
員
別
所
真
紀
子
さ

ん
の
著
作
「
江
戸
お
ん
な
歳
時
記
」
は
、
第
六
七
回
読
売
文
学
貨
を

受
賞
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、

長
い
間
連
句
界
に
貢
献
さ
れ
た
重
鎮
の
計
報
に
触
れ
ざ

る
を
得
な
い
。

十
月
に
大
阪
の
岡
本
星
女
さ
ん
、
十
一
月
に
東
京
の

式
回
予
チ
さ
ん
が
相
次
い
で
逝
去
さ
れ
た
。
岡
本
さ
ん
は
夫
君
春
人

さ
ん
の
死
後
も
長
く
関
西
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
迎
句
暫
及
並
び
に

後
を
受
け
継
い
で
辿
句
界
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
中
で
あ
っ
た
。
し、

- 43 -

目
印
揚
に
尽
力
下
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
式
回
さ
ん
は
母
堂
利
子
さ
ん
の

ず
れ
も
其
に
惜
し
い
存
在
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ご
一県
相
を
お
祈

り
す
る
。

図



平成二十七年主要連句行事一覧表

1" 今， 行 IJ ~ Jti 行 '1' 

1/24 常任用!~J

2/1 会制i巡旬発行 (過抑202-:;') 2/11 述句を悲しむ会(j11i桐11

2/14 ~*会 (U .-1>:W今館)

3/22 日本辿句協会第一副総会合問

大会(f]本.'NJ'魁)

4/1 会報通~iJ発行{通!)却3号 ) <1/22 雄第務納正式俳禽及ぴ巡i'J~ (fu.戸}

四えひめ快口連句大会 (怯111) 

5 /16 常任期申告(港区 ~Uf;学問 七ン 5/' L、敬忌i童ijJ大会(fJ t~事以}

ター) "大山向先手'1神社正式俳誹及び述句会

(伊勢原}

6/1 会制li出旬発行 {過~):204 号) 6/14-15 !旋椛芭記念辿小j大台 (岳山手:松)

30 平成2711ュ I~i r連句年鑑J1tl行 21 花袋辿旬大会(館林)

28 'i'f時制忌迫善正式俳箭及ぴ迎合'J:告

(tjt31) 

7/4 J:lP.lJI会 (ABS) I /19 迎句7ェス P宗祖¥A<(/lIUニ)

8/1 会す促進iiJ発行(通!)却5q} 8/23 自主阜県連句協会田同年記念連句碑II-; :~

(*j);1.) 

30 協会千離山支部ili句会(diJlI)

9/5 常任 .r:R ~J~ 会(港区.1::J1i学iFlセン 9/6 自問務笠低俳締興行(持~111) 

ター) 9 世紐llL述旬連盟都19凹辿旬の口述句大

27 霊担1プレ国民文化祭{名古町) 会(.tí~II J)

10/1 会似通iiJ発fi(通n206む) 10/11 浪速の芭mfll{大阪}

12 111ftふるさと連句会(f}lf'O

17 茨岐県連句協会IOI.'dijo記念辿j，J大会

(水戸)

17 11唱l記念連句大会<ti:!ll)

29 さきたま述句大会 υIWI)

31 H09J雅先生迫持iE式俳MI興行

w:w:巨)

1l/7 理'1'会 ( i岳阻止IJプ"{:~~l七シター} 11/29 俳請時砕l忌連句大会 (l'子}

14-15 胤児島由民文化祭 (腿児向)

12/ I 会相t巡旬発令1(通!)2O干号}
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口
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連
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五
十
音
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後

継

ぎ

が

会

津

に

戻

り

子

守

柿

母

と

仰

ぎ

L

冬

の

月

蝕

石

蝿

で

焼

い

た

ピ

ッ

ザ

は

香

ば

し

く

長
期
ロ

I
ン

で

や

っ

と

手

に

入

れ

朝

ま

だ

き

能

の

騒

が

朗

々

と

阜

の

グ

ラ

ス

に

さ

く

ら

ん

ぽ

盛

り

」
出

風

に

快

気

枕

い

の

に

ぎ

や

か

さ

名

ス

ピ

ー

チ

は

三

分

で

良

き

透

き

通

る

肌

の

白

さ

の

際

立

ち

て

「
行
っ
て
き
ま
す
」
の
キ
ス
を
毎
朝

禁
煙
の
は
ず
が
た
ば
こ
の
に
お
い
す
る

勅

使

の

門

に

対

の

嵯

峨

菊

月

今

宵

祭

運

び

く

る

風

あ

り

て

出

時

間

す

る

制

縁

の

下

仏

側

の

耐

良

工

事

始

ま

り

し

頬

に

や

さ

し

く

容

の

ス

カ

ー

フ

日

本

酒

で

乾

杯

条

例

花

の

宴

過

ぎ

ゆ

く

刻

は

陽

炎

の

中

内川口

歌 津会

制l の
》A Zミ

後

継

ぎ

』

M現鈴大川川山波
本内村，I ' 崎 都

世光軽自雅擁春

昌 雅健審直光普昌雅雄容道枝一江子子水

付
廻
し

平
成

L
S

L
の

汽

笛

高

鳴

り

近

づ

き

て

苦

い

歴

史

を

秘

む

遺

産

あ

り

公

海

に

今

な

お

蹴

る

駆

逐

艦

国

会

論

股

な

が

な

が

と

せ

る

帰

省

子

は

新

聞

一
日

か

け

て

脱

む

キ

ュ

ウ

リ

と

ナ

ス

の

喝

を

並

べ

て

手

作

り

で

不

況

乗

り

切

る

若

き

事

パ

ー

ト

職

場

で

不

倫

せ

ま

ら

れ

気
が
つ
け
ば
八
十
路
と
な
り
し
背
の
丸
み

楽

し

く

す

ご

す

趣

味

の

毎

日

割

月

夜

文

化

セ

ン

タ

ー

改

装

し

目

黒

の

秋

万

飢

お

ろ

し

た

っ

ぷ

り

I
椋

刈

の

森

を

追

わ

れ

て

街

に

群

れ

駅

前

広

場

二

十

凶

時

間

タ
ク
シ
ー
を
待
つ
人
波
の
中
に

い
て

土

産

の

依

子

匂

う

う

ら

ら

か

花

の

雨

浴

び

つ

つ

神

馬

境

内

へ

彼

方

に

か

か

る

淡

き

初

虹

-er八
4
=一月
三
日
満
肥

(文
官
)

IH春普[白品雅l:It春[立光普晶雅主ftrrr春光普
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《徳
山
河
川
の
会
》

六
条
院

『三
日
月
の
降
り
』

品
三

日
月
の
降
り
て
涼
し
き
た
な
ご
こ
ろ

行

水

の

身

に

胤

く

色

文

夏
輔
の
儀
式
の
ご
と
く
解
か
れ
ゐ
て

衝

立

に

透

く

声

の

か

そ

け

く

附

で

は

尼

宮

な

れ

ど

H
H
十

の

唯

時

絵

の

椀

に

沈

む

白

弼

告
し

っ

と

り

と

雨

の

金

沢

裂

し

め

る

空

路

の

荘

を

寧

ふ

鉄

道

酔
へ
ば
泣
く
男
ハ
グ
し
て
あ
げ
ま
せ
う

人

恋

し

さ

を

誘

ふ

虫

の

音

宰

相

の

皮

惑

ひ

す

る

月

今

市

同
岨
味

絞

糊

の

味

の

い

ち

じ

く

主
楽
園
に
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
居
な
く
な
り

ホ

ン

ト

は

仲

の

思

い

鴛

対

猟

銃

を

月

下

に

磨

く

徒

悩

け

い

ま

は

独

り

で

掠

ゑ

る

初

灸

こ

こ

と

い

ふ

笑

ひ

の

茄

を

心

得

て

成

金

狙

ふ

税

務

署

f政

品
ジ
ャ
ズ
喫
茶
裂
が
目
利
き
の
コ
レ
ク
ン
ヨ
ン

ベ

ァ

ド

イ

ン

し

て

記

者

会

見

を

花
吹
雪
た
ま
し
ひ
た
ち
も
紛
れ
込
み

仙

の

子

ゆ

ゑ

の

美

し

き

肉

球

つ

か

の

間

を

南

に

か

か

る

腕

月

春

眠

と

い

ふ

甘

や

か

な

も

指
議
問

)j;j lfe 赤
本村以

信恒光イ言恒光信 :尤恒信光恒信光恒信光恒

子 子 明子子明子!則 子 子 明 子 子 IYI子子 191子

平
成
二
十
ヒ
均
九
月
二

1
九
日
満
国

信恒光 {11恒 光

。フ
(文
宵
)

子子 IVI子子明

[新
形
式

「I
ハ
条
院
」
に
つ
い
て
]

こ
の
形
式
は
淑
氏
物
“
川
に
山
て
く
る
光
源
氏
の
邸
宅
六
条
院
に
問
み

ま
す
。
光
泌
氏
が
造
泊
し
た
邸
宅
六
条
院
は
ゆ
か
り
の
女
性
た
ち
を
ひ

と
と
こ
ろ
に
集
め
て
住
ま
わ
せ
る
た
め
邸
内
を
附
季
の
町
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
に
季
節
に
合
っ
た
御
殿
と
雌
を
造
り
、
訴
の
町

(作
郎
)
は
紫
の
上

一見
の
町

(宜
邸
)
は
花
散
虫
、
秋
の
町

(秋
郎
)
は
秋
川
町
中
山
、
冬
一
の
町

(冬

邸
)
は
明
石
の
御
力
の
住
ま
い
と
し
て
お
り
そ
れ
を
各
巡
の
名
林
ー
と
し
ま

し
Fも
特
僚
と
し
て
は
、
瀬
氏
物
加
は
悲
の
物
防
な
の
で
各
速
に
恕
句
を
鍬

め
維
と
俗
を
織
り
込
ん
だ
恋
ぬ
械
に
彩
ら
れ
た
辿
句
を
川
怖
さ
山
す
形
式
で

す
。
ま
た
川
の
一
位
を
俗
辿
に
股
け
て
、
凹
季
そ
れ
ぞ
れ
の
川
の
裂
を
泳
み

作
分
に
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
fも

本
旬
数
は
二
十
四
句
(
ハ
句
×
山
連
)
。

本
一
花
四
月
(花
は
脊
季
の
み
。
内
川
は
お
述
に

-
っ
。
そ
れ
ぞ
れ
1
4
出
は
照
し
)

本
発
句
は
当
季
と
し
、
凹
添
削
行
と
す
る
。
当
季
が
立
な
ら
、
つ
ぎ
は
秋
冬

出刊
の
附
で
進
む
が
、
平
川
必
は
作
辿

一
季
と
す
る

(似
し
、
冬
季
に
新
a
q
を
付

け
る
こ
と
は
可
)
。

*
々
合
連
の
名
件
も
そ
れ
に
伴
い

「務
邸
」
、

「
宜
邸
」、

「
供
邸
」

「
冬
邸
」

の
迫
と
呼
品
。

*
器
供
は
三
句
か
ら
が
旬
ま
で
立
冬
新
句
は
ニ
句
か
ら
一二
hwま
で
。
恋
句
は

各
述
二
句
か
h

山
旬
ま
で
と
す
る
。
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《神
様
川
赤
の
ま
ま
の
会
》

E肱

秋

高

し

flll 

秋

高

少

年

の

日

の

志

白

く

透

き

た

る

中

天

の

月

ベ
ラ
ン
ダ
の
小
さ
き
餌
場
に
小
む
来
て

英

語

レ

ッ

ス

ン

弾

む

教

室

山

登

り

哉

は

言

は

ず

に

胸

を

張

り

手

作

弁

当

彩

り

も

よ

L

J
市

外

図

肝

胤

の

武

人

制

を

抱

き

冬

灯

す

る

御

簾

の

透

き

彬

結

界

を

越

え

し

抱

擁

い

の

ち

燃

ゆ

ア

フ

リ

カ

救

ふ

薬

発

見

大

切

に

汲

め

ば

尽

き

な

い

ホ

の

星

間

に

湧

き

出

る

蛍

追

ひ

か

け

曾

我

兄

弟

板

踏

み

鳴

ら

す

袴

能

き

り

き

り

縛

る

長

い

鉢

巻

鳩

が

豆

鉄

砲

食

う

た

顔

を

し

て

天
守
の
屋
根
に
堕
ち
る
ド
ロ

l
ン

子

ら

帰

途

に

タ

月

出

で

て

花

の

道

春

は

暮

れ

ゆ

き

重

い

寝

不

足

L 

服
部
秋
扇
捌

L
団

側

時

掘

る

故

郷

の

川

浅

く

な

り

単

線

レ

l

ル

対

向

車

待

ち

ポ
シ
ェ
ア
ト
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
持
ち
運
び

嘘

ま

た

一

つ

仰

る

冷

酒

新

事

は

料

理

も

上

手

あ

の

こ

と

も

こ

こ

ろ

残

し

て

鶴

は

朔

ぴ

去

り

幾

星

祁

古

利

の

廊

に

散

る

細

業

過

疎

の

村

に

も

つ

づ

く

左

義

長

版
画
彫
る
わ
だ
ば
ゴ
ッ
ホ
と
肱
い
て

気

温

両

日

に

服

鋭

く

も

ら

せ

月

今

宵

特

攻

器

地

の

資

料

館

べ

い

独

楽

競

ふ

友

の

呼

び

声

:
療

養

の

縁

に

ぶ

ら

り

と

糸

瓜

稲

れ

事

に

昧

は

ふ

コ

コ

ア

カ

ス

テ

ラ

新
聞
と
苦
を
積
み
込
み
フ
ェ
リ

ー
航
く

白

マ

ス

を

埋

め

パ

ズ

ル

完

成

花

舞

う

て

神

話

に

続

く

け

い。
の

宝

諸

抑

制

某

こ

そ

地

の

主

な

れ

M 

服
部
秋

一岡

本
ザ
品
子

付
山
午
蟹

山本
秀

夫

山

川

直

中古川
、
も
‘
ぇ

内
政
秀

穂

鴎

V
J
人

丘

女

向
湾
什

ハ

々

白

隠

淑

事
級
未
鬼

川判明欄
琢

梨

赤
以
南
天扇良1

 
・2夫布

川島

平
成
ニ
」1
ヒ
均
九
月
二」
l

八
日
目品

一
(
文
音
)

平
成
ニ
ト
ヒ
均
十

-
月

八

日

国
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《秋
凶
秋
田
県
辿
句
協
会
》

半
歌
仙

寒

稽

古』

児

の

声

に

威

勢

あ

り

け

り

寒

稽

古

穏

し

き

日

々

の

続

く

末

久

、

庭

困

の

松

の

枝

ぶ

り

見

事

に

て

肘
掛
け
掛
子
を
稲
ら
し
コ
ー
ヒ
ー

だ
ん
だ
ん
に
月
色
づ
き
て
深
み
ゆ
く

え

ん

ま

松

蝉

お

か

め

総

齢

ゥ
不

知

火

に

出

会

い

し

旅

に

思

い

馳

せ

ふ

る

里

納

税

届

く

名

産

成

就

な

き

一
葉

の

恋

わ

れ

も

又

心
が
燃
え
る
ロ
ン
グ
シ
ユ

l
ト
に

新

聞

は

斜

め

読

み

し

て

立

つ

厨

摩

天

楼

め

く

夏

の

上

海

懐

か

し

の

歌

口

ず

さ

み

端

居

月

失

言

多

き

国

会

中

継

病

院

の

窓

か

ら

望

む

山

の

影

欠

か

す

こ

と

一

な

き

夫

の

晩

酌

其
背
な
る
空
を
背
負
い
て
花
万
川
市

夢

は

川

市

て

な

く

揚

が

る

辿

凧

日
山
紀
子
捌

fI' 
稲荷山型

事官礼喜紀 tif礼
英 美
子千子子子 子 子

- 50ー

紀

子

宮

子

礼

子
紀

子

宮
美
子

宮

子

礼

子
紀

子
冨

子
L

C

 

キ

ヨ

紀

子

平
成
三
十
ヒ
年
六
月

ニ
ト
日
目

平
成
=
十
八
年
二
月
ニ
ト
四
日
出

(
於
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わ
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流
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《崎
五
あ
し
た
述
句
会
ー
そ
の
一

》

E仕

『も
の
思
う
と
き
」

制l

も

の

思

う

と

き

木

犀

の

香

の

一
線

あ

し

た

の

附

れ

を

約

す

月

光

絵

筆

取

り

美

術

の

秋

を

食

ら

ん

遊

ぶ

需

の

戸

の

賑

や

か

初

孫

に

Hn
日

浦

刀

を

新

び

さ

せ

て

責

務

脈

に

添

え

る

お

抹

茶

ゥ上

州

に

世

界

遺

産

の

製

来

場

受

付

娘

は

古

風

た

お

や

か

別

れ

際

そ

っ

と

渡

し

た

結

び

文

マ
ン
ユ
マ
ロ
の
唇
教
え
て
あ
げ
る

絵
師
町
立
の
札
か
ら
か
ら
と
ひ
び
き
あ
い

畑

に

背

菜

の

美

し

き

整

列

月

冴

ゆ

る

最

終

便

の

離

陸

し

て

股

炉

の

前

の

ま

ど

ろ

み

の

夢

い
ち
に
ち
を
終
え
て
甘
え
る
介
助
犬

生

き

に

く

き

世

の

隅

に

想

え

る

花

今

宵

上

野

浅

草

飛

鳥

山

原

節

子

亡

き

春

を

か

な

し

む

4
ブ
ラ
ン
コ
の
強
気
に
湖
を
と
び
越
せ
り

期

待

膨

ら

む

明

日

の

祭

出

し

役
所
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
届
け
ら
れ

自

宅

療

養

な

れ

ば

穏

や

か

ほ
ろ
ほ
ろ
と
砕
い
て
恋
し
さ
噌
す
ば
か
り

人

目

を

避

け

て

旅

の

湯

の

術

や
り
つ
く
し
サ
ッ
カ
ー
選
手
引
退
す

汗

も

一院

も

味

は

お

ん

な

じ

新

聞

に

ド

l
ム

の

写

其

原

爆

忌

戦

ぐ

と

も

な

く

裂

の

竹

林

制

限

世

官

洩

る

る

月

か

げ

光

町

に

虫

川

崎

く

聞

を

い

ざ

帰

り

な

む

L
秋
セ
ル
の

座

敷

設

を

見

た

よ

う

だ

金

塊

埋

め

し

古

文

書

の

地

図

民

暦

五

風

」l

雨

を

願

い

つ

つ

う

ら

ら

な

縁

に

針

を

持

つ

接

咲

き

満

ち

て

花

の

服

せ

る

小

宇

宙

パ

押

に

大

き

く

生

る

る

初

虹

白
根
順
子
捌

古 日 jp
閑 脇 111
純美芳

智
美芳 gl!~H 'A冨純美芳 典 mii甫fj:子子雄雄子

l
l
H
 

Jruo
月

後
総
胤
ハ

111 

持
l_ll 

主
義

執

平
成
二
十
ヒ
年
十
月
十
五
日
首

(
文
古
)

平
成
二
十
ヒ
ー
ト
二
月
三
十
一
日
出
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《

m
1
あ
し
た
辿
句
会
そ
の
こ
》

歌

『

の

酉』

fllr 

保

自

の

灯

隠

し

僻

し

三

の

国

襟

立

て

て

行

く

雑

踏

の

中

国

道

を

梢

切

る

階

段

海

あ

り

て

柱

の

俳

聞

か

け

か

え

て

み

る

月

天

心

身

の

丈

の

平

性

く

レ

タ

l

主

か

ら

の

荷

に

籾

の

ひ

と

粒

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
茸
栽
培
当
た
り
た
る

倍

々

と

な

る

ゲ

l

ム

人

口

惚

れ

惚

れ

と

男

盛

り

の

世

事

振

り

料

理

由

悦

の

押

し

掛

け

女

房

断
拾
離
の
出
来
か
ね
て
い
る
奥
山
由
政

鞍

同

寺

よ

り

走

り

恨

の

径

「
は
や
ぶ
さ

」

の
影
目
前
世
に
月
涼
し

マ

ニ

ア

同

士

で

話

す

山

小

屋

す
れ
違
う
歩
き
ス
マ
ホ
の
見
え
ぬ
先

普

な

と

思

立

政

方

は

ど

ち

ら

?

花

大

期

満

ち

く

る

花

の

息

遣

脊
を

ふ
わ

り

と

絹

の

し、

ス

カ

フ

Z
喝

の

子

の

生

ま

れ

牧

童

吸

う

煙

車

銘

酒

の

柿

を

白

い

浮

か

れ

て

リ
ニ
ア
カ

l
新
設
の
駅
い

つ
決
ま
る

次
世
代
テ
レ
ビ
見
に
来
ま
せ
ん
か

雷
原
を
ド
ラ

マ
の
よ
う
な
逃
避
行

何

処

と

も

な

く

消

ゆ

る

仏

、

蝶

濡
れ
そ
ぼ
つ
供
華
る
い
る
い
と
パ
リ
の
街

雌

所

ま

だ

あ

る

自

転

車

の

旅

飛
び
入
り
の
盟
の
お
焼
き
の
旨
き
こ
と

受

け

継

が

れ

た

る

仁

仙

の

斑

妖
し
げ
な
物
の
怪
月
を
よ
ぎ
り
ゆ
く

ミ
ス
テ
リ

ー
よ
り
秋
は
ロ
マ
ン
ス

ー
世
路
の
思
い
ひ
と
ひ
ら
ひ
と
ひ
ら
に

ひ
ね
も
す
捌
甘
く
川
の
せ
せ
ら
ぎ

全

員

が

挙

手

で

応

え

る

多

数

決

老

舗

の

時

計

刻

む

氷

き

日

駅

伝

の

擦

を

波

す

花

路

初

虹

の

丘

校

歌

山

か

日
尾
秀
凹
郎
捌

阿川崎
岳
山
郎

江
主
…耳

番

組
側
μ

み
よ
子

山崎
た
か
、
え

a
m敬

三

主
耳
目
子

山
川
他
美
子秀

司
じ
刈みた帥帆

m
時弘

山
山{
 

秀{爪みた

。コら

4仇

平
成
二
十
七
年
十

一
月
二
十
一一
日
目

(
dx
w
u
H
)
 

平
成
ニ
ト
ヒ
句
十
二
月
二
十
五
日
足

み京秀他澄敬み秀京他澄敬た
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《崎
王

あ
し
た
連
句
会
そ
の
三
》

1仏

『
添
水
鳴
り
」

11[1 

添

水

鳴

り

耳

そ

ば

立

て

る

六

歌

仙

月

の

光

の

遊

ぶ

草

叢

か
り
が
ね
の
列
ゆ
る
や
か
に
流
れ
厨
て

も

っ

こ

ゆ

さ

ゆ

さ

は

ず

む

品

唄

uw
し
げ
な
科
刷
出
あ
れ
こ
れ
容
を
待
ち

カ

y
ト

の

美

し

き

ギ

ヤ

マ

ン

の

肌

今欧

州

の

旅

に

出

会

い

し

旧

市

街

石
川
H

行

〈

二

頭

挽

き

崎

市

平

小
説
を
閉
じ
て
目
の
合
う
ワ
ン
ピ
ー
ス

夢

か

う

つ

つ

か

恋

は

う

つ

つ

で

尼

さ

ん

も

議

事

堂

前

に

座

り

込

み

畢

表

情

な

る

um
官

官

の

盾

池

町

而

鏡

と

な

り

し

月

の

冴

え

枯

磁

折

れ

て

と

が

る

さ

さ

く

れ

外
来
日
制
駆
除
に
村
山
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ

ラ

ン

プ

リ

取

る

記

録

映

倣

曲

川

市

消

げ

ば

僻

い

来

し

花

吹

笛

鱒

の

大

前

先

を

争

う

綾 一 容施十絞附ー艶 1-絞 II;'J¥枝子尊子美水

ー

前

明

の

朝

日

ま

ぶ

し

き

パ

ン

工

一一周

広

場

に

集

い

ラ

ジ

オ

体

操

中

年

の

井

戸

端

会

総

姦

し

く

慨

が

口

め

白

う

偽

装

マ

ン

ン

ヨ

ン

空

蝉

が

す

だ

れ

の

陰

に

う

ず

く

ま

り

は

ら

は

ら

は

ら

と

桐

の

散

る

庭

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
白
き
う
な
じ
の
乙
立
に
て

王

子

の

キ

ス

に

溶

け

る

智

樹

監

軒

の

N

G

の

山

て

断

り

直

し

合
雌
に
山
肌
る
ボ

l
ジ

ョ

レ

ヌ

ー

ボ

ー

瓦

の

死

を

悼

め

ば

月

に

か

か

る

拡

交

通

遺

児

の

赤

い

羽

根

受

け

3
杭

と

一

期

一

会

の

す

れ

辿

い

猟

川

見

限

り

目

桁

す

神

主

木
の
脅
で
蹴
上
げ
し
鞠
は
ど
こ
へ
や
ら

歴

史

自

づ

く

明

日

香

甘

樫

花

万

架

戦

無

き

世

を

言

祝

ぎ

て

天

立

の

衣

嬬

ら

す

春

風

執

波
部
料
水
捌

波
部
容

仏
阪
湾
附

川

絞一卜
H
4四" " 

平
成
二
十
七
年
十
日
六
日
百

平
成
二
十
ヒ
年
十

-
月
九
日
足

(
文
古
)
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《埼
玉
あ
し
た
迎
句
会
ー
そ
の
倒
}

歌

五王

様

木

官11

紅

木

描

ひ

と

日

の

絵

巻

捲

き

収

む

そ

ぞ

ろ

身

に

泌

む

尺

八

の

昔

兎

居

る

ス

ー

パ

ー

ム

l
ン

仰

ぐ

ら

ん

至

福

の

時

を

家

族

語

ら

う

角

張

り

て

小

さ

き

う

な

り

の

冷

蔵

肱

出

水

の

跡

を

印

す

蛇

防

今
ニュ

l
ト
リ
ノ
宇
宙
の
謎
に
迫
り
ゆ
く

連

山

崎

破

歩

を

監

ね

成

る

ス
テ

1
ン
ヨ
ン
ホ
テ
ル
の
パ

l
で
独
り
酒

再

会

す

る

は

神

の

い

た

ず

ら

今
こ

こ
に
秘
的

L
E
い
は
先
と
燃
え
て

耐
u

棚

札

み

て

蔵

官

山

刷

れ

る

開

拓

の

凍

土

に

月

の

民

き

影

指

ぶ

く

れ

の

児

を

同

車

し

て

家

の

味

母

の

味

で

す

オ

ム

ラ

イ

ス

扶

嵯

の

縁

に

う

た

た

由

粧

を

す

る

花

タ

ベ

ほ

の

か

に

灯

る

船

住

居

何

処

と

も

な

く

松

蝉

の

声

ナ

ォ

黄

砂

降

る

廟

の

深

く

に

孔

干

像

荊

気

快

維

の

使

り

う

れ

し

く

ひ
た
む
き
な
若
さ
ぶ
つ
か
る
オ
ー
ル
ス
タ
ー

腕

を

府

き

に

レ

ジ

エ

ン

ド

は

発

つ

故

郷

の

磯

の

香

か

お

る

心

太

史

跡

め

ぐ

り

は

草

茂

る

中

た
め
ら
い
っ
そ
っ
と
ま
さ
ぐ
る
彼
の
桁

共

に

死

の

う

と

言

い

し

ひ

と

こ

と

俊

舌

が

拡

黙

に

変

わ

る

波

の

帆

鎌

倉

彬

の

箪

笥

古

び

ず

過

疎

の

地

に

学

金

然

と

十

三

夜

な

び

く

で

に

笑

め

る

露

座

仏

Z
叉

手

網

に

丸

々

太

る

下

り

鮎

き

の

う

見

た

夢

旅

続

く

甚

大

老

の

問

中

の

遮

び

の

ゆ

っ

た

り

と

久

々

飾

る

雛

の

匂

や

か

う

っ

し

由

の

坂

い

く

つ

越

え

花

の

雲

上

気

し

て

お

陽

炎

の

街

次
山
利
子
捌

竹
本

く
い律季 手11徳哲品律い 幸 手11干})干也 こ康 子

イl 次
Jt. 111 
宰相l
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《官奈
川
あ
し
た
芭
蕉
記
念
館
述
句
会
》

十
八
般
順
候
式
首
月
花

『か
る
た
取
る
』

松
川
岬
附
奨
捌

u
iか
る
た
取
る
ぢ
ぢ
と
孫
ら
の
気
迫
か
な

髭

ぴ

ん

と

張

る

床

の

伊

勢

海

老

前

向

き

に

独

り

我

が

道

昔

く

ら

ん

い

つ

か

着

地

の

た

ん

ぽ

ぽ

の

紫

ホ
火
の
固

に

う

っ
す

ら

桜

る

春

の

銭

片

肌

脱

ぎ

て

丁

か

半

か

と

奈

務

ま

で

心

ゆ

さ

ぶ

る

男

ぷ

り

寄

せ

返

し

て

は

や

が

て

引

く

波

五

郎

丸

ポ

ー

ズ

を

真

似

る

修

聾

佃

戸

な

き

声

に

昏

る

る

夏

草

伝
は

ん

ざ

き

も

月

の

光

も

太

古

よ

り

砂

漠

さ

ま

よ

う

難

民

の

列

そ
ぞ
ろ
媒
こ
の
世
は
通
り
過
ぎ
る
だ
け

色

な

き

胤

に

す

す

る

時

限

当

り

た

い

当

る

と

怖

い

宝

く

じ

お

巡

り

さ

ん

の

関

守

の

交

帯

結
花

の

春

十

八

削

に

帥

を

偲

ぶ

位

斎

の

隅

に

杖

と

糸

、

相

盤
沈
附
美

波
郎
春
水

石
井
季
康

次
山
和
子

竹
本
い
〈
こ

印
刷
芳
雄

川
1
綾

子

公
約
澄
子春澄和悲し季澄綾刑

昨春
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《崎
も
あ
し
た
艇
の
繋
述
句
会
》

十
八
韻
順
候
式
雪
月
花

蕗

ue
市聞

の

非

や

摘

め

ば

地

の

戸

山

の

戸

本

防

長

ヘ

ホ

川

畑

む

川

窓
に
よ
り
パ
ァ

チ
ワ

I
ク
に
励
む
ら

ん

チ
ユ

ク
チ
ユ
ク
ピ

ー
と
燕
巣
立
ち
て

*
省

解

市

士

山

町

り

独

身

の

旅

お

さ

め

車

締

と

い

う

一

筋

の

霊

ふ
く
よ
か
な
胸
の
谷
間
で
映
り
っ
き

マ

イ

ナ

ス

金

利

進

む

政

局

接

待

の

鼎

板

塀

に

吸

い

込

ま

れ

救

世

制

音

に

日

書

の

秋

位
月

さ

や

か

波

に

た

わ

む

る

忘

れ

只

シ
フ
ォ
ン
ケ

ー
キ
の
香
る
オ
ー

プ
ン

計
報
受
け
立
ち
す
く
む

目
に
初

時
間

来

造

り

積

む

磁

の

鋲

も

り

世

界

へ

と

ア

ニ

メ

文

化

が

進

出

し

制

が

じ

ゃ

れ

つ

く

文

机

の

ベ

ン

J
北
町
昼
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
の
ゆ
る
や
か
に

在

天

小

凧

大

凧
舞

う

の

芽
江
森
京
香
捌

ヨ 尚
i事~
wた

か
た flr艶日京 町l律た w鈍 -'fiJit }~ え rt 子干骨

山肌硲
京

山
縦
断
剛

日
本
艶
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《埼
玉

あ
し
た
本
庄
迎
句
会
》

十
八
削
順
候
式
雪
月
花

「早

稲

の

飯

越
判
み
よ
子
捌

制

久

に

干

の

所

裂

は

一
に

早

稲

の

飯

窓

い

っ

ぱ

い

に

粧

い

し

崎

海

峡

を

大

志

抱

き

て

渡

る

ら

ん

航

路

悠

々

惜

し

む

短

H

am
幽

玄

の

絵

画

き

な

が

ら

雪

明

り

割

教

師

へ

と

託

す

霊

犬

チ
ャ
イ
ナ
服
彼
の
手
作
り
夜
品
川
ま
で
も

サ

ン

ロ

l
ラ

ン

を

凌

ぐ

勢

い

わ
い
わ
い
と
摘
う
う
か
ら
の
写
真
織
る

珍

し

き

ゃ

な

治

践

例

ど

う

ぞ

a
見

て

ご

ら

ん

擦

の

巣

燕

月

に

映

ゆ

盤

の

捌

き

に

笑

む

恵

比

野

さ

ま

遥

か

よ

り

仰

向

沌

女

滝

の

泊

泊

と

モ

ン

ゴ

ル

の

人

集

う

夏

場

所

和

太

鼓

と

戸

と

包

と

の

共

演

に

頂

点

極

む

羽

生

結

弦

よ

』

北

町

即

く

れ

な

い

の

風

あ

ま

き

風

設

虫

の

揺

れ

不

易

流

行

地
帯
み
よ
子子

竹
本
し、

く
艶純い 1111純 い品い品純み純 い品子こ

'" 純章式
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内
宇
陀
あ
し
ベ
俳
新
盤
》

半
歌
仙

『天

井

天

井

に

ホ

の

ゆ

ら

め

き

春

き

ざ

す

ー銅

の

祭

の

絵

本

側

く

児

大

志

あ

り

げ

ん

げ

畑

に

寝

転

ん

で

稲
荷
酒
添
へ
る
パ
ン
と
チ
ー
ズ
に

名

月

を

席

題

に

す

る

句

の

集

ひ

弱

冠

の

身

に

も

の

の

昔

の

澄

む

ゥ
腿
火
口
血
か
ら
洩
れ
る
姿
の
見
え
隠
れ

気

付

か

ぬ

ふ

り

の

臆

病

は

加

わ
が
こ
と
で
な
け
れ
ば
シ
ラ
ノ
餓
舌
に

心

中

沙

汰

も

基

は

別

別

品
川
走
路
外
れ
て
止
ま
る
エ
ア

l
パ
ス

日

向

影

淡

く

そ

よ

ぐ

ト

ネ

リ

コ

桂

浜

竜

馬

と

仰

ぐ

月

諒

L

浴

衣

が

似

合

ふ

う

ち

の

父

さ

ん

貼

り

紙

に

「

生

徒

募

る

」

と

守

道

塾

対

策

も

は

や

神

頼

み

な

り

花

吹

冨

催

眠

術

的

く

幻

に

笹

の

雛

の

や

か

ま

し

き

庭

企
城
比
晶
子
捌

金
械
比
昌
子

竹
山
美
代
子

臥
庄
小
奈
且
子

谷

川

仰

節

も
り
と
も
こ

竹
山
み
ど
り

美
代
子

山
田
出
子

東
縦
士
郎

ル
〕
札
制
》
苧
』節

柴
代
子

み
ど
り

比
呂
子

奈
且
子

士

郎

と
も
こ節
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{伊
質
伊
賀
連
句
会
ー
そ
の

-

い
が
ま
ち
の
座
》

歌

草

葉
』

車工

illi 

革

担

諜

館

に

献

句

の

額

掲

げ

翁

称

え

ん

虫

集

く

頃

後

の

月

う

た

た

寝

覚

め

て

澱

み

な

し

癒

や

し

系

な

る

べ

y
ト

ロ

ボ

y
ト

縁

涼

し

将

棋

の

柑

手

待

ち

か

ね

て

餓

趣

し

な

る

岡

目

八

目

4
H
王

の

銃

部

や

か

に

行

列

し

ゃ

ん

ご

と

の

な

き

君

の

妖

艶

覚
え
た
て
ジ
ユ
テ

1
ム
と
出
く
震
え
る
宇

定

刻

に

来

ぬ

ス

マ

ホ

メ

ロ

デ

ィ

ー

大
人
気
ジ
ム

シ
ル
バ
ー

の
社

交

場

に

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

の

話

題

騒

扶

C

T
の

結

果

は

あ

し

た

凍

て

の

月

大

根

干

し

て

櫛

を

洗

い

ぬ

く

の

一
の

忍

且

収

め

た

隠

し

部

屋

ス

ク

ラ

ム

を

組

む

監

の

知

り

部

特

産

町

野

菜

ふ

ん

だ

ん

花

の

下

遠

足

の

子

等

天

苛

見

上

げ

る

梅
聞
と
ほ
る
捌

慰
問
裕
子

梅
聞
と
ほ
る

傑
川
み
つ
、
ぇ

山
付
と
し
お

町
野
正
子

雌
仲
山
門
ん
悲
十

一悩川
和

幸

と
ほ
る

弘

子

雌
凶
典

子

克

幸
正

子

と
し
お

満

枝

と
ほ
る

し
円
ん
事
ザ

正

子

和

幸

すす
脱

船

湖

水

を

す

べ

り

骨

浅

〈

派

遣

会

刊

の

滞

い

日

当

制
学
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
を
引
き
受
け
る

技

術

は

速

く

通

訳

機

ま

で

紺

司

り

の

姉

に

遠

山

叫

の

抑

矩

健

割

つ

り

の

松

純

目

腿

し

北

回

路

さ

か

な

目

当

て

の

旅

の

客

ヒ

ァ

チ

コ

ッ

ク

は

金

髪

び

い
き

板

塀

に

相

合

傘

が

柿

か

れ

て

炎

へ

投

ず

手

紙

百

通

地

の

月

般

若

心

経

問

え

つ

つ

色

無

き

風

の

帆

き

波

る

伊

賀

Z
新

米

の

特

A

続

く

郷

笑

顔

M

R

J

の

飛

行

夢

乗

せ

乾

杯

の

官

制

酬

は

い

つ

も

長

老

に

熟

年

夫

婦

巡

る

回

廊

花

に

砕

浮

か

れ

俳

諾

賑

わ

い

ぬ

歌

よ

み

山

町

戸

も

山

ら

か

裕

子

と
し
お

典

子

と
ほ
る

克

幸
裕

子

満

枝
正

子

和

幸

克

幸

典

子

と
し
お

裕

子

和

幸
正

子

典

子

克

幸

と
ほ
る

平
成
二
十
七
均
九
月
二
十
三
日
首

平
成
二
十
七
年
十

一
月
十
七
日
尼

(
於
絵
手
紙
い
ろ
は
ア
ト
リ
エ
)
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《

M
V
釘
伊
賀
迎
句
会
そ
の
二

小
菊
の
座
》

歌

『

7c 

士
」

兵

仙

告

さ

夜

や

と

つ

と

つ

語

る

元

兵

士

軒

に

並

ん

で

折

れ

る

風

鈴

I
5

5
北

空

飛

ぶ

を

見

ん

と

し

て

あ

っ

と

い

う

附

の

特

急

電

車

月

今

宵

古

都

を

彩

る

だ

ら

り

暗

澄

め

る

水

官

途

切

れ

途

切

れ

に

松

茸

の

香

の

出

か

さ

を

神

棚

へ

出

場

の

郷

の

明

火

警

報

ツ
ー
リ
ン
グ
や
め
て
ラ
イ
プ
へ
誘
う
彼

草

食

う

虫

も

好

き

好

き

な

ん

て

子

宝

も

一

緒

に

森

の

教

会

へ

パ
カ
ラ
グ
ラ
ス
に
ボ
ル
ド

ー

ワ
イ
ン

主

逝

き

寄

り

添

う

犬

に

冴

ゆ

る

月

媒

き

通

路

に

名

剛

一

制

作
齢
合
わ
ず
虚
成
実
々
の
、
氷

川

町

さ

い

こ

ろ

遊

び

上

が

り

う

や

む

や

同

日

今

日

そ

よ

風

に

ま

で

花

吹

雷

入

学

生

早

や

校

歌

覚

え

て

at 

E
苛

去

の

畑

一
而

に

背

伸

び

す

る

{山

に

排

い

た

る

妖

怪

の

而

ハ
ロ
ウ
イ
ン
の
今
円
も
続
け
る
日
本
版

干

の

事

訓

ゅ

う

球

料

向

山

待
り
合
い
て
蚊
遣
火
将
棋
路
地
住
ま
い

手

抜

き

料

理

を

冷

奴

と

し

飼
い
納
は
身
に
合
う
服
を
着
せ
ら

れ

て

一

人

娘

の

お

四

図

書

り

渓

越

え

の

大

戸

告

白

返

事

さ

れ

揃

い

の

リ

ン

グ

贈

ら

れ

る

敵

目

m

誌

を

出

て

山

河

艶

う

訟

の

月

銀

に

抑

き

平

の

路

浮

く

:
1
5
は

世

坪

を

敵

に

そ

ぞ

ろ

媒

防

犯

カ

メ

ラ

い

た

る

と

こ

ろ

に

し

づ

し

づ

と

五

輪

会

場

地

均

し

ぬ

サ

ン

パ

の

リ

ズ

ム

近

つ

い

て

来

る

史

跡

な

る

花

の

古

木

を

司

る

且

山

入

学

母

子

へ

門

で

手

を

振

る

発
附
捌

山
村
と
し
お

叫

柴

附

悩
傑
虫
干

川
中
と
し
こ

提

附

h
代

ι
乙

H
'h

-4
a
 

と
し
お

英

附

品川

弘

子

と
し
子

と
し
お

柴

附

と
し
お

と
し
干

柴

附

虫

干

と
し
子

虫

干

平
成
ニ
1
七
年
七
月
二
十
ヒ
円
。

平
成
ご
十
ヒ

4
t
H二
十
六
日
児

Z

4

1
 

N
f
F

附
川

と
し
お

虫

干

と
し
干

と
し
お

孜

子

と
し
子

美

崎
県

子
英

明

と
し
子

川
、
ヱ
，

と
し
子

E

?

 

と
し
お

山
口
子

美

附
と
し
干

(
M

r

峠
邸
)

- 60ー



《仇
鉱
山
石
手
寺
連
句
会
》

歌

『ほ
ど
け
ゆ
く
』

1111 

ね
ぢ
れ
た
る
も
の
ほ
ど
け
ゆ
く
大
花
野

ま

白

き

雲

の

隠

す

繊

月

団

架

の

士

聞

の

問
へ

と

転

が

り

て

洗

加

物

を

び

っ

し

り

と

干

し

背

諜

木

菟

税

子

で

探

す

森

の

中

ひ
と
息
に
飲
む

レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ

J
辿
な
り
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
応
巡
り

胸

に

秘

め

た

る

行

き

蹴

り

の

恋

ず
る
ず
る
と
上
司
と
部
下
の
浮
気
沙
汰

某

製

部

の

古

牲

を

見

つ

け

て

ア
メ
リ
カ
は
世

鼎

警

察

と

は

言

え

ず

ホ

捕

し

さ

れ

て

酔

え

ぬ

安

酒

碍

月

に

肌

て

ら

さ

れ

L
マ

リ

ア

像

山

犬

の

持

つ

気

岡

山

あ

る

耳

悶

兇

ら

は

泳

波

訓

練

神

妙

に

ポ

ー

カ

ロ

イ

ド

の

苛

に

迅

和

感

新

幹

線

花

ま

た

花

を

愉

し

み

て

草

餅

の

鮒

つ

け

て

う

た

た

寝

松
引
洋
子
捌

Z
芝

背

む

甲

子

園

へ

の

夢

川

名

勝

の

地

で

霊

を

叫

ば

う

結

婚

の

ニ

文

字

に

と

ん

だ

部

し

穴

婆

の

元

へ

と

彼

は

身

支

度

前

吹

く

砂

に

紛

れ

て

き

れ

か

う

べ

定

斎

売

の

ま

た

も

空

咳

ピ
y
ケ
ル
が
パ
カ
と
岩
割
り
ア
メ
ジ
ス
ト

臨

時

ニ

ュ

ー

ス

を

申

し

上

げ

ま

す

£

嬰

な

も

の

を

隠

す

な

小

人

た

ち

ま

だ

一
行

も

瞥

け

ぬ

自

叙

伝

且

山

は

風

に

騒

ぎ

て

月

日

く

採

ら

れ

ぬ

ま

ま

に

士

る

瓢

節

L
札

所

寺

普

卯

普

女

庭

木

刈

り

附

話

の

か

し

ま

し

き

こ

と

千
円
の
呼
び
名
は
「
夏
目
」
か
ら

「
野
口
」

よ

け

て

通

れ

ぬ

塞

翁

が

馬

花

嫁

の

ヴ

ェ

ー

ル

に

遊

ぶ

春

の

風

桜

只

手

に

普

ふ

と

こ

し

へ ひ

松
品
川
刊

7E 洋 二 子女子

大
川
西

付

t
山
ゐ

天
野
珂

。

J下

車fl出
品カ出

梢と
四り子0Ci二 忠洋 二 洋 二

平
成
ニ
イ
ヒ創刊
」l
一
H

一
日
行

平
成
ニ
↓
ヒ
当
イ
二
月
十
七
日
出

依
本

山
崎
悦執

(
於
天
野
口
γ
)

カあ 二 あ rl:l西あak洋悦あ子相17U術商 1Uヵ
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《伊
東
伊
豆
芭
蕉
堂
連
句
会
ー
そ
の

一}

歌

初

詣

官hく'

初

箭

仰

神

木

十

尋

か

な

恵

方

の

空

に

描

く

惑

の

輪

琴

の

音

の

流

る

屋

般

の

う

ら

ら

け

L

白

磁

の

査

に

映

え

る

芽

柳

雛

飾

り

納

め

海

境

月

計

る

先

仰

と

の

び

は

柿

の

挨

拶

今
次

々

と

ノ

ー

ベ

ル

賞

に

歓

部

品

聞

く

服

ん

で

貼

っ

て

も

効

か

ぬ

恋

諜

回

覧

板

廻

す

つ

い

で

に

打

ち

明

け

る

理

系

女

の

水

器

不

意

に

ド

ァ

キ

リ

縁

側

に

位

か

れ

し

絵

筆

消

え

る

附

体

内

時

剖

樹

を

欲

し

が

る

満

月

に

天

城

連

山

浮

ぴ

立

つ

ふ

る

さ

と

の

川

遡

る

鮭

鵡

顕

に

赤

ん

べ

え

し

て

退

院

す

き
の
ふ
も
け
ふ
も
励
む
カ
ル
チ
ャ
ー

万

葉

の

小

径

地

ろ

に

花

耕

人

鍬

に

究

れ

い

つ

ぷ

衣く

男稔て美総て男 子つ 男水

:
産

土

の

神

に

浄

め

極

袋

優

駿

求

め

諮

る

山

統

交
付
前
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
に
詐
欺
の
手
が

ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ラ
グ
ビ
ー
の
フ
ァ
ン
の
目
当
て
は
五
郎
丸

疲

れ

す

っ

き

り

癒

す

柚

子

風

呂

「ち
ょ
っ
と
あ
な
た
指
輪
を
伺
処
に
忘
れ
た
の
」

向

性

婚

の

流

行

る

こ

の

ご

ろ

老
い
ら
く
の
、
つ
い
た
聞
も
気
に
な
ら
ず

干

支

「
狼

ダ

ル

マ

」

災

難

も

去

る

月

代

の

稜

線

写

す

凧

の

湖

は

ぐ

れ

は

ぐ

れ

て

前

務

の

術

:
松
茸
は
焼
い
て
離

さ
れ
て
炊
き
込
ま
れ

軽

減

税

率

申

く

へ

心

配

M
R
J
国

際

ジ

エ

ァ

ト

い

い

マ

ス

ク

ボ
l
ジ
ョ
レ
ヌ

l
ヴ
ォ

l
解
黙
と
な
り

懐

し

の

唄

も

と

び

だ

す

花

娃

頂

に

見

る

渇

町

ど

ら

か

材

不

σコ

石
渡
苛
ホ
捌

ド
れ
草
食

日
滞
次

川
中
て

谷
川
稔

け
相

H

て稔 柴 gJ稔て

の

:;l~ 平

成成

-1-十
ヒ七
.{Io年
十十

月月

十ト

[1 1'1 
事j己目

(jt 

w.: 

央ノ、
島

:9J 

て 監:9Jて訟 91立てて稔 9Jて tt!JJ て 稔 位男
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街

中

は

歳

末

セ

l
ル

熱

を

相

び

配

っ

た

韮

柑

子

等

の

歓

声

読
み
掛
け
の
本
伏
せ
た
ま
ま
卓
株
台
に

座

っ

た

ま

ま

で

テ

レ

ピ

体

操

稜

線

に

月

昇

る

頃

貰

い

風

呂

右

に

左

に

揺

れ

る

穂

t

J
肱

土

の

宮

に

現

わ

る

鹿

の

群

い
き
な
り
ぐ
っ
と
抱
き
し
め
ら
れ
る

若
き
と
き
あ
な
た
の
香
り
懐
か
し
く

銀

幕

の

処

女

つ

い

に

鬼

新

に

久

方

の

即

油

下

落

に

有

る

賛

否

J

A

X

A
あ

っ

ば

れ

軌

道

修

正

宿
月
の
許
ナ
イ
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ラ
ン

伝

統

工

芸

繋

ぐ

風

鈴

パ

ス

旅

行

集

合

時

間

ま

ま

な

ら

ず

人

混

み

を

分

け

宝

く

じ

買

う

返

事

性

く

封

世

に

花

の

切

手

貼

る

ま

ど

を

附

け

れ

ば

蝶

の

舞

込

む

《
伊
東
伊
豆
芭
蕉
堂
辿
句
会
ー
そ
の
こ
}

歌
仙
『
歳
末
セ

I
ル
』

目
指
叩
次
男

川
中
て
つ

日

稔

子閉
山て稔m円て稔男て稔H

Y
 

て稔男て稔

{
昂
滞
次
男
捌

平
成

-H却
餅

を

抑

い

て

ふ

る

ま

う

出

終

い

津

波

の

郷

に

鎮

魂

の

塚

縁

側

に

姉

寄

り

添

い

て

深

眠

り

制

計

銭

泥

棒

忍

び

足

し

て

ど
か
雪
で
と
な
り
近
所
も
述
く
一
な
り

寒

九

の

水

が

喉

を

潤

す

袈
貨
の
晩
さ
ん
会
の
美
酒
に
酔
、
つ

科

婚

ば

な

し

待

て

ぬ

半

年

老
い
ら
く
の
恋
も
め
ら
め
ら
燃
え
盛
り

ぎ

っ

く

り

腰

で

通

院

の

羽

目

月

婚

の

歪

む

旅

能

の

吹

き

ガ

ラ

ス

最

高

級

の

福

山

の

桃

Z
芸

術

祭

特

選

と

な

る

苦

学

生

洗

え

る

ス

マ

ホ

汚

れ

解

消

防
段
を
上
が

っ
た
も
の
の
は
て
な
ぜ
に

巣

か

ら

離

れ

て

裳

帯

降

る

畑

花

経

由

憾

の

料

理

持

ち

寄

り

て

見

は

る

か

す

山

霞

棚

引

く

一
十
ヒ
年
十

H 

}十
日
白
日(

於
伊
東
市
中
央
会
館
)

て稔男て稔男て稔 9J て稔男稔て男稔て ~J
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《
伊
純
労
雌
伊
勢
原
辿
句
会
ー
そ
の

一
》

歌

制l

『茶
掛
け
軸
』

初

夢

や

心

敬

仰

都

茶

掛

け

軸

雑

煮

で

祝

う

親

子

三

代

町
お
こ
し
歴
史

y
ア
l
も
加
わ
り
て

ス
マ
ホ
操
作
で
カ
メ
ラ
シ
ヤ
ヌ
タ
l

持

つ

ほ

ど

に

心

ほ

の

め

く

望

の

H

日

き

に

脚

立

り

篠

笛

を

吹

く

も

f

as
町

市

T
L
ら

が

ん

き

ん

，

4
ι弘、

今川

山

懸

巣

白

神

山

地

恨

の

森

ホ

品

川

ら

か

に

光

る

う

ろ

く

ず

だ
し
ぬ
け
に
婚
約
指
輪
差
し
出
さ
れ

パ
ァ
イ
チ
ど
う
し
似
を
な
め
合
う

ラ
ク
ダ
か
ら
落
ち
る
覚
悟
で
砂
漠
へ
と

品

の

誕

生

噴

煙

の

中

片

肌

を

脱

い

で

凶

郷

月

仰

ぎ

平

成

維

新

都

構

想

か

ら

お
早
う
と
戸
か
け
て
附
く
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

H
M

山
マ
ラ
ソ
ン
駅
一
を
ス
タ

ー

ト

南
米
の
パ
リ
染
め
上
げ
る
ジ
ヤ
カ
ラ
ン
ダ

但

を

恨

む

花

IT) 

句"臼

段

E
カ
ー
ニ
バ
ル
シ
シ

l
は
派
手
な
仮
而
に
て

浮

名

の

多

き

パ

ン

ド

ラ

の

精

油

々

の

文

を

探

し

て

鑑

定

に

ち

ん

ち

ん

が

あ

る

金

太

郎

総

友

が

来

て

ま

た

選

び

出

す

涼

み

台

ア
メ
リ
カ
人
が
チ
ェ
ス
の
チ
ャ
ン
プ
に

褒
め
ら
れ
て
仲
び
る
教
育
だ
け
じ
ゃ
な
い

寒

獄

波

る

m
円

の

信

号

境

界

の

見

え

ぬ

合

成

が

民

阻

む

宇

μ
山

の

渚

オ

ー

ロ

ラ

の

舛

地
球
か
ら
王
兎
は
徐
々
に
迫
ざ
か
り

車

窓

に

も

た

れ

沿

め

削

減

む

L
流

離

の

末

老

練

と

成

り

州

市

て

て

今
の
生
き
甲
斐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

境

内

で

ラ

ジ

オ

体

操

招

き

抑

除

世

界

の

街

で

平

和

訴

え

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
花
の
結
ぶ
海

川

叫

続

湘

の

水

尾

近
藤
烈
川
捌

江
雌
班日

ン
ヨ
内
J

4本前
川
町

成'i'

執品長
Ul ジ俗 骨 琳ホジ IVJ玲イ:IJ"I阿 美 44ジ 柴玲不(i

|出

長

く

平
成
二
十
七
今
一
川
二
十
区
日
首
吊

{
世
伊
勢
原
ン
テ
ィ
プ
ラ
ザ
)

ジ!日i玲イliI悶 美ジ美玲ジ長 {Ieジ明玲〈I4柴玲
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{
伊
勢
即
伊
勢
原
辿
句
会
ー
そ
の
ニ
》

歌

『耳
澄
ま
す
秋
』

官Ii

石

穿

つ

村

雨

に

耳

澄

ま

す

秋

泡

立

平

の

統

く

野

の

道

待

合

い

の

明

り

ほ

の

か

に

月

愛

で

て

政

の

向

窓

駆

け

る

小

ね

ず

み

古

文

書

の

う

る

わ

し

き

箪

読

下

し

ド

ッ

ト

柄

な

る

浴

衣

き

り

り

と

ゥ
若

大

将

付

け

回

し

て

る

背

大

将

フ

ォ

ー

ク

全

盛

流

行

る

長

髪

湯

上

り

の

君

の

腕

に

す

が

り

つ

き

今

度

逸

、

っ

日

を

せ

が

む

約

束

色

あ

せ

し

前

垂

れ

替

え

て

辻

地

政

箱

根

の

山

を

マ

グ

マ

窺

が

う

月

背

く

音

司

え

冴

え

と

救

助

ヘ

リ

サ

ァ

カ

l
ゴ

i
ル

逆

転

に

沸

く

染

五

郎

C

G

歌

舞

伎

夢

の

舞

百

寿

六

万

長

寿

大

国

盟

人

の

世

話

行

き

届

く

花

謹

細

く

晴

き

た

る

飲

の

拙

の

仔

附
)十

ち
え
こ捕|故 l財 雅 博

干
場
ひ
で
子
捌

P

ォ
倒

児

ら

の

列

去

り

ゆ

け

り

堪

蛙

創

刊

白

工

夫

を

生

か

す

折

紙

険

し

く

も

匠

の

心

求

め

つ

つ

ご

隠

周

凶

器

は

持

っ

た

述

発

夕

暮

れ

の

胤

ジ

グ

ザ

グ

に

海

の

家

お

ら

が

天

下

と

綿

雲

詑

飛

hm

皇

帝

の

慌

を

妃

が

独

り

占

め

「
か
ん
に
ん
ど
す
え
」
と
ま
た
も
い
な
さ
れ

一
瞬
で
周
く
メ

i
ル

で

さ

よ

な

ら

と

H
く

児

て

い

た

避

難

勧

告

月

光

る

者

備

厳

し

き

国

境

末

は

教

師

か

服

き

わ

や

か

I
ノ

ー

ベ

ル

賞

我

が

行

く

先

の

虫

時

前

肩

組

み

合

っ

て

品

る

さ

と

の

耽

町

お

こ

し

機

織

り

の

音

献

や

か

に

掃

き

市

め

た

る

社

淡

当

自

家

製

の

ワ

イ

ン

も

並

べ

花

の

笑

み

地

生

の

の

ぞ

く

蝶

成
階、γ
E込

永
似
士
口

t
b比一捌

大
投
開

T 
場

ひ
で
子 山山文

前
川
明
水

雅
訓

m
士
口ひ

機

器

ひ 1専制吉明雅 1車

指

を

々

雅 明

平
成
二
卜
ヒ

4
九
月
十
三
日
目

平
成
二
十
七
年
十
月
十
一
日
出

(
於
伊
勢
即
ン
テ
ィ
プ
ラ
ザ
)

ひ 古 柵|ひひ 也 市 | 博 雅I車ち雅
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《伊
勢
即
伊
勢
原
辿
句
会
ー
そ
の
三》

半
歌
仙

桃

の

花
』

凹

を

波

る

風

や

は

ら

か

し

桃

の

花

弘
明
鈍
い
っ
ぱ
い
に
釣
れ
し
初
鮒

絵

手

紙

を

習

ふ

教

室

の

ど

ら

か

に

駅

ま

で

十

分

探

す

ア

パ

ー

ト

芳

ば

し

き

カ

レ

ー

の

匂

ひ

月

今

宵

秋

場

所

の

頃

育

つ

新

弟

子

ゥ湖

に

尾

越

の

鴨

の

降

り

て

来

て

川
県
料
の

L

I

N

E
使

ひ

放

題

好
き
だ
よ
と
一
言
言
へ
ぬ
意
気
地
な
し

幾

年

経

て

も

忘

れ

持

品

恋

夏

帽

子

孫

の

数

ほ

ど

日

に

干

し

て

異

星

人

呼

ぶ

ナ

ス

カ

地

上

絵

雪

立

振

り

向

き

ざ

ま

に

月
を
浴
び

集

念

仏

の

越

さ

か

り

ゆ

く

吹
替
へ
の
ボ
ガ

l
ド
の
声
ぴ
っ
た
り
と

パ
イ
リ
ン
ガ
ル
が
上
手
い
落
語
r
家

評

判

の

観

光

也

事

花

便

り

大

き

較

に

叫

け

る

春

蝉

開
帆
崎
竜
哉
捌

祉
作

e
ン
ヨ
内

J

廊
崎
竜
哉

飯
川
せ
つ
子

大

山

博

山rJ比
e

ン博せ一ン官氾せ博ンtu 
bs -

〕ンせ」ス也

一66-

平
成
二
十
ヒ
均
三
月
八
日
首
尾(於

伊

勢
Mm
ン
テ
ィ
プ
ラ
ザ
)



悶

さ

や

緑

摘

み

を

り

民

家

館

群

れ

て

干

拓

跳

ね

る

飛

び

石

器
穴
を
出
て
マ
ン

ド
リ
ン
弾
く
な
ら
む

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
評
判
が
た
ち

投

面

の

ポ

ス

ト

を

照

ら

す

月

明

り

金

銀

穂

波

す

す

き

野

の

遊

ゥ柿
を
口
、
つ
カ
ー
キ
と
宮
っ
て
イ
タ
リ
ア
甜

見

知

ら

白

人

が

誘

う

ウ

イ

ン

ク

ろ
く
で
な
し
ど
う
せ
扮
っ
た
恋
じ
ゃ
も
の

刷

り

文

世

の

中

パ

カ

な

の

よ

返

そ

う

か

返

す

ま

い

か

の

免

許

訓

孫

の

た

め

に

と

貯

金

を

お

ろ

し

L

E

D

研

究

室

町

扇

風

機

後

架

の

容

に

月

と

厳

蚊

と

敦

盛

の

鼠

独

時

お

岬

相

官

山

で

祖

母

の

古

衣

洗

い

張

り

す

る

畳

淵

に

酔

い

つ

ぶ

れ

た

る

花

鑑

帥

の

羽

音

の

速

く

近

く

に

小
野
史

ujE作
之

i
JA 

鈴
木
す

依
雌
万

本
主
性

向
前
日
宏

円
山
辛

伊
藤
隆

史佳杭 l~' 紅宏紅 il， !監す拍子紅 91右盟ず子

平
成

十
ヒ
年
五
月
十
四
日
首
尾(

肝
千
那
市
若
伝
公
民
館
) 
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《市
川
市
川
俳
時
教
室
ー
そ
の
ニ》

.:fK 

紋

付

111J 

紋

付

の

え

ん

顔

せ

り

激

石

忌

楽

屋

入

り

し

て

炭

を

つ

ぐ

人

流

木

を

集

め

る

恕

の

輸

の

下

に

午

の

時

報

に

心

落

ち

つ

く

尖

搭

の

真

上

に

月

の

坦

々

と

マ
ロ
ニ
エ
の
突
が
落
ち
る
産
道
に

司市

羽

酒

を

日

込

む

防

気

な

立

迷

片

目

つ

ぶ

っ

て

せ

ま

る

品

戸

マ
ン
ン
ヨ
ン
の

一
室
町
、
つ
し
た
た

か
さ

着

古

し

な

ど

を

ゴ

ミ

袋

へ

と

鵠
ガ
ラ
の
ぶ
つ
ぶ
つ
ぶ
っ
と
煮
詰
ま
っ
て

使

っ

て

み

た

い

無

人

姉

除

機

バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
の
余
制
月
涼

L

と

う

す

み

蛸

蛤

梨

先

し

な

れ

り

か

つ

て

父

検

山

川

持

つ

材

木

屋

廿

誼

市

で

値

切

る

掛

軸

古
降

っ
て

花

隠

し

な

る

花

に
迎

い

こ

れ

桜

貝

ひ

い

ふ

う

み

い

〆¥

よ

ー
渋

滞

を

退

問

に

見

る

続

案

山

子

制

新

聞

に

投

稿

を

す

る

オ
オ
ク
ラ
の
ホ
テ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
名
凶
日
間

凡
初
め
し
ひ
と
の
刊
法
し
な
や
か

強

風

の

枯

パ

ン

パ

l
ス
在
舟
迎
え

世

帯

上

手

が

志

方

ま

い

り

を

追

の

駅

で

き

た

て

熱

い

焼

き

団

子

引

き

抜

か

れ

た

る

竹

中

の

数

リ
ユ

l
ス
か
リ
サ
イ
ク
ル
か
と
か
し
ま
し
く

昭
和
の
は
じ
め
リ
ヤ
カ
ー
を
山
凡
さ

献

米

の

快

杭

ま

る

る

月

配

る

直

会

脱

く

え

ん

ま

こ

お

ろ

ぎ

:
そ
ぞ
ろ
火
、
い
つ
も
と
同
じ
処
方
議

先

ず

は

安

心

汎

品

め

ぐ

り

刊
耕
一
挫
し
て
カ
ル
ス
卜
台
地
石
大
小

駆

け

る

少

年

羊

飼

い

め

き

花

器

り

水

琴

甜

に

耳

許

せ

て

し

ば

し

留

め

ん

佐

保

姉

の

縮

伊
藤
武
子
捌

本 li:
f~ I~I 

1ilil止
V 

31万 佐賀依害す若佐ず苔旦佳子右右 長 子

伊
肱
山
札
口
ハ

伊
藤
慶

佐
川
勝
万

鈴
木
す

'1三平
成成
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《約
鈍
背
座
》

歌

『大

あ
く
び
』

官"

前

佳

か

ら

名

人

刊

る

大

あ

く

び

片

ひ

じ

つ

い

た

袖

に

焼

け

付

げ

ひ
き
が
え
る
三
和
土
の
隅
に
自
ひ
そ
め

子

ど

も

の

日

に

は

集

う

判

明

政

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ま
ん
中
に
あ
る
協
の
務
り

月

に

し

よ

山

、

つ

明

日

の

而

桜

ト

リ

ァ

ク

を

狗

応

平

に

く

す

ぐ

ら

れ

門

火

に

航

れ

る

義

姉

の

悌

読
み
か
け
の
リ
ル
ケ
を
貸
し
て
あ
げ
よ
う
か

左

が

好

き

と

見

せ

る

横

顔

ベ
y
ド

で

も

す

ぐ

に

直

ら

ぬ

女

優

癖

整

形

の

美

が

ロ

ポ

ァ

ト

の

よ

う

紳

の

手

の

若

き

外

科

医

に

月

冴

え

て

母

を

持

た

せ

る

品

川

る

釘

辺

白

み

行

く

怖

政

を

破

る

牛

乳

民

戦

の

世

へ

は

臨

ま

ぬ

卵

を

ラ

ッ

パ

ー

の

デ

モ

の

先

に

は

花

昨

畑

打

ち

終

え

て

ち

ょ

っ

と

休

息

付
け
回
し

サォ
僻
流

の

ド

ラ

マ

に

は

ま

る

松

崎

健

望

国

鏡

に

新

し

い

υι

老

船

員

削

先

に

立

ち

て

胤

を

聴

く

利

怖

を

位

す

政

治

改

革

の
そ
の
そ
と
は
ん
ざ
き
砂
を
鍛
き
分
け
る

サ

イ

ダ

ー

に

浮

く

鋭

色

町

月

駄

草

子

屈

の

思

い

山

部

る

ク

ラ

ス

合

セ
フ
レ

五

人

は

ち

ょ

っ

と

多

す

ぎ

小

説

の

ネ

一

タ

に

現

実

受

け

入

れ

る

あ

え

か

な

桔

に

時

を

捧

げ

る

鶴

一

加

の

凶

五

本

咲

い

た

子

規

の

硲

述

励

金

の

相

子

相

自

Z
都

し

ホ

自

粛

に

川

町

る

荒

れ

男

子

バ
ー
チ
ャ
ル
求
的
マ
リ
オ
川
町
び
山
す

夕

食

は

コ

ン

ビ

ニ

弁

当

一
人

食

い

小

窓

を

過

ぎ

る

山

口

の

影

天

平

の

風

が

巡

ん

だ

花

吹

官

務
の
コ

l
ト

を

ハ

ン

ガ

ー

に

掛

け

11 
f m 111 志
郎滞イド川

主主 nt! Itl 川
e 
P 

呆I!十郎呆保龍 i止保 呆 1仕組来保世|止ー来保

wγ
叫
山町
一一
ー
す
レ
ト
】
伽
q
a
ハ
U
H
--
l
r
↑』nun

平
成
二
十
ヒ
均
十
月
一

一ト
凶
円
足

(
於
伯
市
明
茶
陪
「
ラ
イ
ラ
y
ク
」
及
び
文
官
)

来世 龍 保世呆保問呆I!十能保世朱叫:出世保
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《茨
城
茨
域
開
連
句
協
会
}

電k

『梅

咲

く

や
』

制l

梅

咲

く

や

い

つ

も

の

路

地

に

省

い

て

子

の

手

を

離

れ

ふ

わ

と

風

船

メ
ー
デ
ー
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
遠
ざ
か
り

パ
サ
ノ
チ
ワ

l
ク
の
や

っ
と

世
上
が
る

窓
聞
け
て
今
行
の
月
を
貨
で
る
い
ワ
ん

潮

の

香

り

の

山

円

や

か

に

こ

そ

今
駅
間
酬
に
少
女
ら
が
川
町
ぶ
赤
い
羽
般

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

l
ス
か
え
て
み
ま
し
た

述

命

の

出

会

い

は

い

つ

も

突

蛇

に

手

話

で

告

白

熱

く

静

か

に

寄

り

添

い

て

笑

ま

う

信

設

の

道

祖

神

儲

場

の

軒

に

下

が

る

官

笠

ひ

と

り

酌

む

冷

酒

こ

と

の

ほ

か

旨

し

予

後

は

良

府

涼

し

月

光

グ

文

京

は

皆

矢

逝

と

人

は

官

う

机

に

の

こ

る

薄

い

叫

市

計

き

ロ

ボ

ッ

ト

が

ゆ

っ

く

り

生

く

花

の

昼

万

国

の

旗

揺

れ

て

の

ど

や

か

大
山
と
し
子
捌

ナ

ォ

旅

先

で

出

会

う

不

思

議

は

盛

気

楼

大

州

出

船

が

漂

っ

て

い

る

気
が
つ
け
ば
明
え
つ
づ
け
た
る
避
鮒
民

即

効

と

い

う

処

方

範

な

く

湯
た
ん
ぽ
を
抱
い
て
秘
て
い
る
独
り
者

胸

に

す

る

り

と

雪

の

欠

片

が

め

く

る

め

く

恋

の

カ

ク

テ

ル

茜

色

山

陰

に

あ

る

古

い

コ

テ

l
ジ

焼

き

立

て

の

パ

ン

に

朝

か

ら

行

列

が

好

き

な

政

訴

く

ち

ず

さ

み

つ

つ

液

n川

町

岡

田

町

H
に

秋

気

澄

む

郷

は

そ

ろ

そ

ろ

炉

火

欲

し

き

頃

:
芸

術

祭

又

古

竹

口
川
税
み
解
き
ぬ

太

極

拳

で

若

さ

保

た

ん

候

補

者

の

名

前

述

阿

の

街

古

車

無

念

舵

想

の

般

若

心

経

花

咲

い

て

ひ

と

日

華

や

ぐ

一
旦
塚

山

間

る

鴨

ら

は

風

に

吹

か

れ

て

と
し
子

依

子
提
茄
子

と
し
干

依

子
提
茄
子

と
し
子

依

子
美
茄
子

と
し
子

依

子
奨
茄
子

と
し
干

依

子
美
茄
子

と
し
子

美
茄
子

依

子

大
山
と
し
干

峨

依

子

快
本
美
茄
子

と
し
子

依

子
柴
山
子

と
し
子

依

子
柴
茄
子

と
し
子

依

子
英
茄
子

と
し
子

依

子
柴
茄
子

と
し
干

，
、
二

1

1

 

{

ニ

柴
茄
子

平
成
二
」l
七
均

二
月
一
日
目

平
成
二
十
ヒ
均
十
二
月
一
日
時

(
文
背
)
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《
き
い
た
ま
彩
出
世
》

2
盟

銀

会

舞

台

に

生

者

死

者

が

舞

う

森

深

く

し

て

限

る

洲

長
老
の
陣
取
っ
て
い
る
樹
下
の
椅
子

毎

朝

通

う

ラ

ジ

オ

体

操

脂
先
に
ラ
ム
キ
ロ
う
の
は
昭
和
の
子

扇

子

使

い

の

妙

に

艶

め

く

お

い

ら

ん

の

外

八

文

字

仲

之

町

会

う

約

束

が

心

ふ

る

わ

す

お
日
さ
ま
の
よ
う
な
顔
来
て
聞
む
卓

断

公

九

平

和

リ

l

チ

一

括

べ
い
独
楽
は
慨
に
も
負
け
由
蝕
鬼
大
将

戦

を

結

晶

月

を

見

企

が

ら

す
今
肌
寒
に

マ
ネ
キ
ン
の
服
着
せ
替
え
る

鑑

定

団

へ

祖

父

の

按

け

軸

く
れ
よ
ん
の
色
を
重
ね
て
描
く
務
色

夕

陽

ゆ

ら

ゆ

ら

燃

は

ひ

ら

ひ

ら

ぞ

う

き

ん

を

湯

船

で

歌

う

花

疲

れ

仰

ぴ

縮

み

す

る

遠

足

の

列

越和拙申l 関越事l 趨龍 <11 越地手11 越前申l 越 fiJ~

歌

』ま

つ

夏

や

』

1~1 

は

つ

耳

や

沖

へ

汽

笛

は

三

度
叫
切
る

燕

風

ぬ

け

る

ジ

ョ

ギ

ン

グ

の

道

来

事

碗

出

し

て

自

分

へ

お

茶

を

た

て

位

の

縁

を

踏

ん

で

ゆ

く

ネ

コ

居

待

月

宅

忽

使

の

走

り

去

る

聞

を

ほ

ど

い

て

並

ぶ

酸

紫

今秋
の
灯
に
附
く
荷
風
の
「
日
和
下
駄
」

昼
に
も
ら
っ
た
メ

1
ル
気
に
な
る

紅

の

色

変

え

て

気

分

も

華

や

い

で

逸

っ

た

と

た

ん

に

熱

い

く

ち

づ

け

さ
っ
き
見
た
「
失
事
闘
」
の
こ
と
で
し
た

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
小
雨
降
り
出
す

人

混

み

が

ふ

く

ら

ん

で

ゆ

く

百

の

市

桂

男

と

蹴

飛

ば

し

で

酌

む

外

国

人

増

え

て

銀

座

の

背

い

日

部

の

ハ

l

レ

イ

大

路

行

進

花

衣

ま

と

っ

て

今

日

は

誕

生

日

タ

蛙

鳴

き

灯

す

門

灯

話
沖
抽
出

一

般
山
越
子

尚

伸

和

龍絶
命
制
引龍越和龍越

品
副
引越飽

品
副
引龍越和

平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日
目

(
文
官
)

平
成
-
一
十
ヒ
年
七
月
十
七
日
足
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《
いわ
さ
い
わ
き
文
音
速
句
の
会
》

:
漸

く

に

矩

越

を

盛

ぐ

脱

線

静

へ

去

と

眼

鏡

を

探

す

半

日

タ

イ

マ

ー

に

頼

る

誕

の

飲

み

忘

れ

泌
気
ほ
っ
こ
り
と
ゆ
め
ぴ
り
か
盛
る

ヒ

五

三

集

へ

る

人

の

賑

や

か

に

飢

d
リ
の

森

に

部

む

ふ

く

ろ

ふ

遣

の

迫

魁

魅

魁

魁

も

現

れ

て

き

ぬ

ぎ

ぬ

を

刷

〈

紅

の

雨

札
口
水
の
加
滅
容
ぬ
る
声
の
あ
て
や
か
に

空

の

銚

干

の

並

ぷ

二

の

服

越

山

が

背

比

べ

す

る

望

の

月

耳

を

澄

ま

せ

ば

木

の

実

降

る

昔

:
ト

ラ

ン

プ

の

占

ひ

批

て

て

秋

思

な

る

近

衛

門

兵

昏

れ

残

る

空

蹴

月

の

鰍

に

柑

悼

む

石

川

U

拾

て

術

保

ふ

容

の

熊

貯

路

伽
山
悼
の
香
に
迎
へ
ら
れ
た
る
花
の
術

追

分

唄

ふ

声

の

の

ど

け

さ

事完

不
磁
俊
輔

福
山M
4
3
慶
共
事

『功
主
持
ち
の
旅
』

歌

仙

『+

亦

?

蛤

」

出
版
記
念

赤
叫
町
的

服
せ

て
述

ぷ

や

坊

主
持
ち

金

木

間

咋

の

香

る

畦

道

さ

宵

の

月

鎖

せ

る

坑

口
問
…

す

ら

ん

娘

足

長

祖

母

は

胴

長

五

十

一一川

ハ

ウ

y

l
本

を

か

き

臨

め

媒

精

古

に

も

追

掛

け

が

ゐ

る

影

冴

ゆ

る

八

甲

凹

山

昔

も

な

く

風

化

し

て

な

ほ

道

祖

理

体

く

ね

く

ね

と

横

座

り

す

る

膝

の

上

し

ご

き

ほ

ど

け

て

聞

は

深

ま

り

盗

聞

け

て

卵

を

落

と

す

泌

鮪

鍋

抱

雌

酌

め

ば

-M

る

タ

月

黍

畑

塩

吹

く

頗

を

手

で

拭

ひ

混

布

貼

る

に

も

器

用

不

器

朋

接

治

的

技

術

は

今

や

ロ

ケ

ッ

ト

に

金

の

筋

目

の

制

き

志

野

焼

三

斎

が

利

休

見

送

る

花

明

か

り

出

窓

聞

け

ば

胡

蝶

飛

び

立

林

内
市
海
捌

日
小
舷
俊
輔

仲

宗

海

佐

藤

朱

ん

山

野
H
笑

女

帯
広
血
糸海輔心

外山秋
開輔hm 

h
u
 

介
外晶山尚輔女

ur成
二
十

七

均

九
M
M
十
八
1
vIむ

{
文
官
)

平
成
二
十
ヒ
年
十
二
月
十
三
日
j

てコ

低糸山立制海糸立山海輔糸山女輔 i/ii糸山
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《

a
M
W
E
B
め
さ
つ
ね
座
》

(Z
E
-宝
5
)

ザ

リ
ふ
、
つ
ろ驚

(
Z

。H
F

∞品
N

∞)

ハ

ナ

タ
ヌ
公

、っ
き
ふ
ね

(之。
』同
恒印
Nω
)変

海

賊

と

呼

ば

れ

た

男

石

油

売

る

二
月
十
二
日
(
木
}

附

和

レ

ト

ロ

の

ア

ン

ク

ル

ト

リ

ス

紙

石

鹸

持

っ

て

繍

丁

の

鋭

尚

へ

古

の

結

n

川

た

ど

る

政

明

窓

二
月
十
三
日

(企
)

遮
光
裕
で
継
物
見
拙
え
る
イ
ヌ
イ

y
ト

凍

れ

る

星

に

よ

だ

か

の

波

山

附

を

走

る

夜

汽

車

の
な

つ
か
し
く

二
月
十
四
日
(
土
)

ガ
l
リ
!
な
メ
イ
ク
で
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
し
て

拡

敵

な

こ

と

が

起

き

そ

う

な

綜

訟

を

き

っ

と

附

け

ば

桜

民

三
月
二
十
七
日

(金
)

午

後

の

日

産

し

の

山

菜

肢

の

花

も

や

も

や

の

一
つ

一
つ

に

訳

が

あ

り

黙

り

こ

く

っ

て

毛

玉

と

り

す

る

山
月
八

H

{ホ
)

日

常

に

訓

日

常

の

エ

ヌ

セ

ン

ス

絵

の

中

に

咲

く

背

い

ひ

ま

わ

り

綱

渡

り

し

て

る

わ

た

し

の

恋

心

凶
月
十
日

(
金
)

繭

合

服

フ

ラ

ン

ス

式

の

煉

瓦

和

vnn
n
u
c
J
A凡
D
仇

Y
A

『た
の
し
い
三
句
た
ち
』

一
月

一
日

(木
)

む

を

洗

、

つ

元

旦

の

雨

士

の

中

止

れ

い

づ

る

日

の

聖

を

見

て

パ

ン

パ

ラ

パ

ン

と

ラ

ッ

パ

ホ

仙

一
月
十

一
日
(
日
)

噂

簡

は

数

倍

に

な

り

ド

ッ
プ
ラ

l
効
川
市
山
間
し
て
パ
ト
カ
ー
が

明

H
が

見

え

な

い

欲

盟

の

街

一
月
十

一
日

(日
)

才
能
の
な
い
の
は
と
っ
く
に
わ
か

っ
て
る

ポ

テ

ト

チ

ッ

プ

ス

最

後

ま

で

食

べ

部
屋
干
し
の
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
は
任
ま
れ
ず

一
月
十
六
日
(
金
)

世
柑
雨
の
午

前

零

時

的

交

差

点

百

鬼

夜

行

も

叶

5
5『
し

て

悦
金

が

そ

ち

ら

の

世

耕

あ

り

ま

す

か

二
月

一
日

(日
)

引

き

出

し

の

チ

ピ

の

鉛

輩

H

B

右

か

ら

躍

る

ア

ラ

ビ

ア

の

文

字

ザ

合

{
Z。
ご
∞
印
一
可
印
)

カ
ン
ち
ゃ
ん

小

町

ザ

リ

(
Z。
=
∞
吋
印
』
)

ザの

') ら

天

球

(Z
。
-
-
∞
曲
目
N
)

の

ら
兎

コ
ロ
ン

z z 。。
ぱ己 ニ
ら fs小枕氷 g
ず~ ~ 
し ) 町流心 )

コ
ロ
ン
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ず
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場

畑

で

唄

う

一

度

お

い

で

よ

コ

マ

ク

サ

の

紅

白

ゆ

れ

て

活

火

山

四
月
十
三
日
(
月
)

宇

宙

旅

す

る

夢

の

百

年

魂

触

は

輪

廻

転

生

繰

り

返

し

ず

っ

と

感

じ

る

君

の

ぬ

く

も

り

五
月
十
日
(
日
)

案

山

子

の

誌

が

少

し

足

り

な

い

ウ
イ
ン
ド
の

7
ネ
キ
ン
ト
ル
ソ
ー
疏
ま
れ
て

夜

ご

と

瞬

く

ス

タ

ン

ド

パ

イ

ミ

l

五
月
十
八
日
(
月
)

傷

あ

る

艇

の

う

ず

く

良

夜

中

網

走

は

今

頃

き

っ

と

哨

恐

か

ろ

う

原

野

の

ん

王

を

オ

ジ

ロ

ワ

ン

舞

う

六
月
五
日
(
企
)

窓

辺

の

姉

が

一

つ

延

び

を

し

軽

は

ず

み

だ

っ

た

と

我

が

身

苛

ん

で

か

ん

ざ

し

投

げ

る

束

嵯

寺

門

六
月
六
日
(
土
)

越
く
に
か
す
む
キ
ュ

I
ポ

ラ

の

街

朗

税

を

時

の

首

相

に

聞

か

せ

た

い

突

如

開

戦

や

っ

と

終

戦

六
月
八
日
(
月
)

天

球
ふ
、
つ
ろ

(
Z
3
=
申
岳
民
)部

あ
ず
き

カ
ン
九

d

ゃ
ん

(
Z
。
=@宅∞
)

タ
ヌ
n
T
A藍

み
の
り

(
Z

。-
N
C戸
A
u

∞)A
A
E
 

変

ン
ャ
ガ

l
ル
の
馬
淵
ん
で
ゆ
く
天
の
川

路

鉢

バ

ン

ド

人

気

抜

群

コ
ス
モ
ス
の
群
い
っ
せ
い
に
ス
イ
ン
グ
し

六
月
十
凶
日
{
日
)

駅

瓜

車

の

か

な

た

竜

巻

通

り

過

ぎ

降

っ

て

き

た

き

た

蛸

節

鯨

日
一
つ

く

は

形

而

上

的

街

酔

七
月
一
日
(
水
)

大
根
引
く
地
球
ま
る
ご
と
引
っ
版
っ
て

ひ

ょ

う

た

ん

品

は

進

み

続

け

る

う

る

う

秒

間

は

一
日

降

り

や

ま

ず

ヒ
月
六
日

(月
)

病

弱

の

あ

な

た

を

伎

が

守

り

た

い

ド
ラ
ゴ
ン
な
ん
か
み
じ
ん
切
り
だ
よ

サ

腕

の

鍋

か

ら

ふ

つ

ふ

つ

い

い

匂

い

七
月
二
十
四
日
(
金
)

ぞ
う
き
ん
も
う
わ
ぱ
み
さ
ん
も
仲
良
し
で

イ

ン

ド

寺

院

の

壁

の

レ

リ

ー

フ

街

叫

が

虫

な

る

光

り

柿

ぷ

る

瞬

ヒ
月
二
↓
六
日
(
日
)

あ

の

日

の

愛

は

ど

こ

へ

消

え

た

の

宛
先
も
知
ら
ず
ド
ロ

l
ン
で
送
る
文

第

五

触

手

が

少

し

震

え

て

ザ

{
Z

。-
N
D
品
目
。
)

深

凪

ひ

わ
部品

(
Z
o
-
M
O
A印
AM
)

氷

心

ば
ら
ず
し弦

(
Z

。戸N
宇
品
@ω
) ') 

z 。

コ量百
ロ:g之
ン ) 峨 助 兎兎

b
n
n
J
U
 

7

a
 

(
Z

。-
N
O
∞
一
目
印
)兎

Q) 

ら

(Z
E
8
8
3
 

ザ
リ

タ
ヌ
公

不
用
之
助

(
Z

。-N-戸

市

出

)

タ
ヌ
公

カ
ン
ち
ゃ
ん

枕

流

(
Z
。-

N
-
N
O
N
)ト

E

道

草
タ
ヌ
ハ
ー
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八
月
十
四
日
(
金
}

チ

マ

を

か

ら

げ

て

逃

げ

る

鬼

事

カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
も
う
出
て
お
い
で
妹
よ

磁

の

政

手

に

蛇

珠

沙

蝉

ゆ

れ

九
月
十
六
日

(水
)

回
全
前
子
辿
れ
の
マ
マ
も
駆
け
つ
け
て

9

条

の

命

魁

れ

今

吹

き

付

け

る

嵐

の

真

正

面

に

立

つ

十
月
二
日
(
金
)

疎

ま

れ

て

う

る

さ

が

ら

れ

て

母

の

霊

落

ち

裂

は

や

が

て

腐

葉

土

と

な

り

ふ

か

ふ

か

の

お

布

団

虫

も

森

を

待

つ

十
月
二
十
七
日
(
火
)

人

恋

し

く

て

通

う

コ

ン

ビ

ニ

何
も
か
も
あ
る
の
に
欲
し
い
物
は
催
、
い

マ
ン
ハ

y
タ

ン

の

長

す

ぎ

る

4

十
一
月
十
八
日

(
木
)

貧

乏

神

が

呼

び

か

け

る

戸

お
引
き
と
り
下
さ
い
ま
せ
と
番
頭
さ
ん

ち

ょ

う

ど

夕

凪

ち

ょ

う

ど

潮

時

十

一
月
二
十
凶
日

(火
)

抱

き

し

め

ら

れ

て

彼

の

な

す

ま

ま

花

衣

嘘

も

ほ

ん

と

も

夢

の

な

か

(
Z

。-
N
T
E担
)

氷

心
兎

コ
ロ
ン

い

て

蹴

妃

の

畷

十

一
月
二
十
四
日
(
火
)

膜

相

』

の

長

老

も

い

て

棋

の

群

砂

世

茶

叫

靴

を

崩

す

瞬

間

月
光
が
チ
ベ

ッ
ト
苛
院
山
ら
し

山

す

十
二
月
三
日
(
木
〉

ど

こ

に

当

て

よ

か

聴

診

器

の

手

い

っ

せ

い

に

声

あ

げ

芽

吹

く

雑

木

山

首

解

け

道

の

舗

装

始

ま

る

」
I

二
月
三
十

一
日

(
土
)

妖
帆
刊
の
は
し
ゃ
ぎ
て
か
ご
め
か
ご
め
の
輪

地

を

埋

め

尽

く

す

す

ず

ら

ん

の

花

ふ
る
さ
と
の
山
河
閉
じ
込
め
ラ
ム
ネ
玉

老

る

梨

粥

(
z
o
-
N
-罰

ω印
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《
点
。

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
背
山
》

歌

『梅

雨

の

経J
‘-

官Ir

鮮

烈

な

赤

き

傘

あ

り

梅

問

の

街

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
容
の
紅
茶

出
す

広

広
報
誌
あ

の
手

こ
の

手
と

品
変
え
て

郷

土

史

講

座

と

て

も

気

に

な

り

新

し

き

友

と

知

ら

い

月

の

近

木
の
実
し
き
り
に
落
ち
る
気
配
す

。追

仰

の

行

明

や

し

お

り

鉦

叩

メ
ー
ル
じ
ゃ
な
く
て
今
度
会
お
う-
よ

壁
ド
ン
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
通
り
や

っ
て
み
る

仲

人

に

知

れ

お

先

す

え

ら

れ

急
所
を

ば

わ

ざ

と

外

し

て

長

期

戦

月

冴

え

冴

え

と

郁

の

問

答

集

析

の

昔

に

守

ら

れ

ま

路

ま

で

進

学

塾

へ

忽

ぐ

幼

等

「
エ
ン
プ
レ
ム

」
一

つ
覚
え
た
外
岡
部

身

ぶ

り

手

ぷ

り

で

旅

は

迫

辿

れ

初

対

而

お

ご

り

お

ご

ら

れ

花

見

酒

流

れ

の

ど

ら

か

屋

形

舟

ゆ

く

ー

釈

奨

型

堂

の

臨

応

叫

け

修

身

斉

家

今

も

健

在

七
」
l

年

学

び

そ

こ

ね

た

近

代

史

稲

沢

愉

告

は

い

つ

も

友

迷

帯

主

停

の

胸

野

川

の

町

選

ぴ

小
さ
き
指
輪
を
ふ
る
え
受
け
と
る

山
小
屈
の
前
で
記
念
の
専
門
ハ
蝿
り

眼

下

に

望

む

白

き

雲

海

淵
吉
山
で

L
知
の
新
世
界
ニ
ュ

l
ト
リ
ノ

乾

杯

の

抱

飛

ぴ

上

る

姉

二

回

目

の

総

暁

信

任

望

月

夜

栓

致

被

出

者

の

祈

り

身

に
入

む

L
そ
ぞ
ろ
ゆ
く
厳
峨
野
色
繋
の
散
り
か
か
る

釣

瓶

の

綱

の

朽

ち

し

古

川

戸

若
者
は
五
輪
を
目
指
し
故
郷
を
発
つ

東

風

の

駅

頭

万

歳

の

戸

花

戦

勝

つ

も

負

け

る

も

維

に

て

老

い

し

教

仰

の

甘

茶

註

ぎ

足

す

の

る

利
山
忠
勝
捌

し

γf'干一-一
zs 
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{
神
一戸
お
た
く
さ
の
会
そ
の

一
》

ソ

ネ

ッ

ト

平

担

制

『

半

-
阪
神
淡
路
大
前
提
ニ
O
N
a
q

旦l FKA 
ひ紙 深

山をく

の話漉 T
友司4 きょ二

レつろ
!llJ' ~シハに
Jん"ピ 2 半

に呼艇
の世ば

qlきふ

来 Z幼ZL 

て名作七2

同

窓

て

胸割Ii

術に雌振

迎秘供ら

へす養ば

し習し盟

て Zて f
ilt t'ひ世;l〉?
鮪pとむ 7
母 。

鍋にそ花

王E似のの

る官主神る

パ 打
瓢Eス砂本

の ポ艇の

大! 上 た

守2げち

U だ迫ま

は処ーち
ず 分。乾

せも
生 U く

さ ' の 白
制I~

死斗fヨlとき
にに剖l道

裏

側

も

覗

か

れ

月

の

哀

れ

き

ょ

ま

す

ほ

の

す

す

き

絶

唱

の

小

夜

旗鈴
木

中
野
百
合
子

泌
』四月a 

鈴

木

浪

悔村
光

町

b

i
:

ー

子

b
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山
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ゆ
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《
神
戸

お
た
く
さ
の
会
ー
そ
の
ニ》

白骨

「冬
の
フ
ル
ー
ト
」

鈴

ナ
合 ウ

半前事 r.l"i 特京タ壁風
き IUlぜり下るa滑許手の瓢月胡1も寝に

み m ん を 界 .:;f;-fftと 町百¥，-座ら朽つ聴
とりまれはや M可手銀と L もちけく

311如、;;iJ41it;;;:ti: 
れ E -i『AZ 巡大 ぬ

行抑止:;z:ztサ，tiff
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ある ま が 気とづ坂恋ど税たに寄夜

れ花のする球どけ道 L りく脚てせ灯

鈴
木

l史
捌

• • η ォ

碓 蛸 A 舘

畑率 2主郷斑ん 同乱
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多
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あ
す
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幸

子
ち
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4
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崎
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中
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合
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山
々
の

4
4

辻

久

々

俗
本
多
衣

鈴

木

政

ル
肌
川
洋
子

中
休
ち
息
子

k

川札辛

子

コ
神
あ
す
か

t
作
幸
夫

矢
野
千
代
子

久

々」イ

百
合
子

洋

子
的
公

平
成
ニ

1
K
4
-
H描
出

(酔
岳
山
郎
川
M
M
私
学
会
館
お
た
く
さ
連
句
艶
)

*
蛸
鈴
形
式
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体
小
企
花
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案

「州削
機
椋
」
の
ヴ
ア
リ
エ
l
ンヨ

コ二

二
花
ニ
H
。

蛸
鈴
の
4
枚
の
羽
と
刷
に
な
ぞ
ら
へ
る
。
ナ
カ

85旬
は
日
山
律
.
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《神
戸
海
市
の
会
》

非
懐
紙
十
六
部

尻

取

り

抑

飢

改
紘
新
第

一
副
日
自
供

『か
ご
め
か
ご
め
』

一h
a
m陣
光
拘
作
品
『
か
ご
め
か
ご
め
」
に

服部
秋

扇

鈴

木

漠

昨
日
光
明

水
川
圭
介

波

辿

州

TZ
英

治

別
所
其
紀

光

明
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二
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首
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事
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組
新
第

一
同
H
府
吹
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立
術
史
術
館
)
に
出
炭
さ
れ
た
石
旭
川
陣
光
併
作
品

「
か
こ
め
か
ご
め
」
は
.

完
成
鋭
鈴
木
浅
間
集
』
巻
捌
の
諸

「
遊
戯
」
の
一

節
が
搬
送
さ
れ
た
も
の
・
山
H

俸
を
峨
っ
て
-
巻
と
す
る
。

*
尻
取
り
抑
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は
禁
句
か
ら
発
句
へ
稲
荷
回
帰
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《
東

京

解

読

》

歌

白

丹
‘ー・

牡

制l

神

の

手

の

ほ

の

触

れ

し

よ

り

白

牡

丹

燕

風

辿

れ

て

く

ぐ

る

捌

り

戸

麻

媛

簾

は

た

ら

く

人

の

影

透

き

て

ひ

と

つ

の

決

泣

爪

を

短

く

幼

+
ら

の

ひ

と

み

き

ら

き

ら

朗

読

会

古

代

遺

跡

は

月

の

湖

1
班

り

臼

交

轡

山

に

乗

る

や

う

に

編
制
拡
都
み
上
げ

4
を
出
砕
き
ゆ
く

山

石

畳

り

年

宰

入

れ

た

る

笠

山

靴

ア

ド

レ

ス

聞

い

た

恋

の

二

合

目

口

笛

で

情

報

通

の

猫

を

呼

ぶ

盗

む

と

す

れ

ば

あ

な

た

丸

ご

と

砕

氷

船

月

光

千

々

に

砕

き

つ

つ

ス
コ

ッ

ト

の

仰

は

耐

艇

の

地

に

山
少
年
の
大
志
は
タ
イ
ム
マ
ン
ン
で
す

未

来

に

行

く

か

過

去

に

戻

る

か

飛
花
し
き
り
何
も
の
こ
さ
由
死
の
あ
り
て

間

V

の

浮

稲

波

る

佐

保

姫

別
所
以
紀
捌

E
夏

隣

附

揃

い

る

荒

磯

に

重

き

が

う

れ

し

抱

瓶

の

酒

税
を
拾
て
市
岨
阿
弥
陀
豆
腐
克
り
捗
き

ド
ロ

l
ン
快
ば
し
て
知
ら
ぬ
符
ぜ
ぬ

術

命

か

峨

の

火

槌

バ

ル

カ

ン

は

憤

手

し

て

峨

く

部

町聞

東

大

腿

愛

の

行

方

を

逃

へ

た

り

向

山

り

し

は

省

主

」

リ

し

近

頃

は

老

ス

ト

i
カ

l
mえ
た

と

か

勅

使

某

子

雌

る

七

宝

の

肌

月

附

陥

歯

持

m
H川
遥

か

な

り

さ

ま

よ

ふ

ば

か

り

風

の

糸

遊

↓
す

さ

ま

じ

の

武

将

寝

返

る

下

組

」

鬼

山

八

臨

m

L々

天

訟

の

城

ク
ル
ー
ズ
で
世
鼎
遺
産
の
本
川
M
M
織
る

ロ
ー

ド

ワ

l
ク

の

背

ナ

に

強

東

風

花

び

ら

を

飲

ん

で

吐

き

出

す

釧

蝉

カ

フ

ェ

テ

ラ

ス

に

柿

公

英

の

削

除

鴎

別
前
官
ハ
ハ

紀

渡

辺

相

服
部
秋

一一副

佐
々
木
志
輩

伊
藤
哲

子

鈴
本
官
接
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仲
良
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訓

紗
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一
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ふ
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J
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《市
胤
児
ぬ
鹿
児
品
川
町
連
句
協
会
V

半
数
仙

「年

惜

し

む
』

鹿

児

品

に

む

預

け

し

年

惜

し

む

灰

を

被

り

て

漬

け

る

大

根

広

縁

に

猫

ゆ

っ

た

り

と

居

眠

り

て

ご

め

ん

な

さ

い

と

玄

関

が

聞

き

お

携

の

主

人

の

背

ナ

に

小

望

月

風

に

そ

よ

ぎ

し

色

変

え

ぬ

松

ぷ
鼎

柑

損

五

輪

を

目

指

す

子

の

多

く

十

二

支

遊

ぶ

神

前

の

嵯

飲

む

な

ら

ば

期

の

麹

の

測

が

良

い

相

性

を

問

う

水

品

の

王

大

凶

の

申

歳

生

ま

れ

二

人

と

も

霊

に

と

け

ゆ

く

氷

白

熊

ぼ

た

山

に

夏

月

煙

し

三

池

抗

水

沼

に

遊

ぶ

若

き

eM
た

ち

病

床

を

見

舞

う

孫

ら

に

頬

ゆ

る

み

波

き

桃

色

の

ラ

ン

ド

セ

ル

買

う

挨

拶

の

芦

軽

や

か

に

花

の

門

た

ら

の

芽

採

り

て

楽

し

夕

飯

利
回
忠
勝
捌

和

出

品

勝

目向
、
つ
ん
ま

月
勾
制

女

前
川
仙
川
U
Z

大
山
ム
勺
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子
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節
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民節事

ふ並桐nuu 
H
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《布地
e

月
政
述
句
会
》

歌

『木
枯
し

の
』

111J 

木

枯

し

の

海

峡

を

波

来

の

兵

馬

術

つ

u

t

I

タ

ベ

を

市

す

石

蕗

の

花

群

大

学

の

祝

典

序

曲

嶋

る

制

に

椀

の

あ

し

ら

ひ

制

ひ

に

け

り

家

族

待

つ

家

路

を

急

ぐ

月

今

宵

友

の

便

り

に

紅

葉

若

し

と

ゥ繰

り

合

は

す

声

揃

ひ

た

る

旦

祭

か

も

子

け

り

干

の

初

恋

談

義

海

老

政

や

菊

之

助

や

と

と

き

め

き

て

ネ

オ

ン

蹄

く

小

雨

の

夜

道

フ
ラ
ン
ス
へ
行
き
た
し
険
に
セ

I
ヌ
川

z
r
 

罪

囚

な

り

し

王

妃

偲

ば

ゆ

清

ら

か

な

潟

市

川

に

映

る

月

山

し

附

れ

わ

た

る

ら

む

夏

越

の

明

日

は

自
転
車
で
ソ

1
ス
カ
ツ
持
食
べ
に
行
く

今

発

射

す

る

下

町

ロ

ケ

γ
ト

隣

保

全

花

見

の

余

興

の

賑

や

か

さ

お

か

め

の

聞

と

風

草

山

ふ

ー

ボ

ン

ボ

ン

と

昼

を

知

ら

せ

る

春

時

計

一

天

俄

か

に

か

き

曇

る

中

図

告

館

に

目

当

て

の

本

を

探

し

当

て

地

底

の

附

に

γ

ェ
l
ル

オ

イ

ル

が

す

U

鍾

乳

洞

出

づ

れ

ば

朋

芳

の

山

眠

る

ち

ら

ち

ら

雪

の

舞

ふ

県

境

脱

離

の

志

士

の

思

ひ

が

蘇

り

激

し

い

恋

に

こ

の

身

を

住

が

し

見

慣

れ

た

る

金

釘

流

は

君

の

文

居
酒
屋
「
古
四
六
」
「
佐
渡
金
山

」

月

の

裂

見

て

来

た

や

う

な

大

話

JN
筒

を

速

く

聞

く

詳

の

秋

:
休

日

に

柿

と

遊

ん

で

抗

じ

ゃ

ら

し

せ

は

し

い

そ

が

し

い

つ

も

口

癖

材

料

も

な

い

の

に

株

の

乱

防

下

庶

民

生

活

国

策

次

第

ふ

る

盟

は

御

寺

の

多

き

花

の

町

背

き

を

踏

み

て

往

還

に

出

つ

附 4L

伊
藤
"
U
ザ雨
捌

111 f.肘瀧 説 '{i
閃 藤 i下河 111

三 412 樵附 草樵 三 川l

龍
休 子 峰龍休雨子峠 龍 休 雨 子 峠 雨子 休峰

三 草樵附三 根町i

H占草樵 三i時 三 平 牧nri三樵 三

平
成
二
十
ヒ
年
十

一
月
十
日
首

平
成
二
十
八
一勾

三
月
=
一
日
児

(文
昔
)

子 休 部崎休龍時休雨子龍峠雨 子 休部崎雨
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《
般
日
出
桂
の
会
そ
の

一
》

;
九

条

を

ど

う

す

る

悲

法

記

念

の

日

G

N

P

は

二

位

の

中

国

雑

踏

の

渦

巻

く

ま

ま

に

流

さ

れ

て

右

も

左

も

ス

マ

ホ

人

間

整
形
の
眉
の
サ
ン
プ
ル
あ
れ
や
こ
れ

売
り
手

と
民
ひ
手
そ
も
そ
も
の
縁

姿

相

長

夫

専

務

の

大

企

業

み

そ

さ

ざ

い

鳴

く

名

利

の

杜

背

磁

絡

に

千

枚

出

け

の

飾

り

盛

り

古

着

市

に

は

紅

毛

の

客

み
な
と
み
ら
い
動
く
歩
道
に
月
連
れ
て

z
f
 

文

明

開

化

の

掠

る

槌

梓

Z
霊

の

羽

根

募

金

を

叫

ぶ

女

学

生

医

療

ツ

ア

ー

の

流

行

る

こ

の

頃

人
類
の
叡
知
を
こ
こ
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

幼

子

ま

で

も

守

る

手

洗

ひ

村

こ

ぞ

り

産

土

詣

で

花

盛

り

殺

雨

の

け

ぷ

る

故

郷

の

山

砕

児

水

尾

と
み
子

が
れ
%

ふ
例松

木

尾

誹

児
と
み
子

直

樹
柚

澄

子

と
み
子

直

樹
木

尾
稔明

u』子

歌

『
縄
文
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』

イ111

臼
杵
瀞
児
捌

縄

文

の

ヴ

ィ

ー

ナ

ス

仰

ぐ

秋

の

語

春

月

ほ

の

か

わ

た

る

核

線

道

の

駅

地

産

の

茸

売

り

出

し

て

い

つ

も

元

気

な

散

世

友

述

ホ
l
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
自
慢
の
相
の
並
べ
ら
れ

ス

キ

ー

の

準

備

選

ぶ

ワ

ッ

ク

ス

ゥ
大
雪

に

都

会

の

足

は

混

乱

し

府

ゆ

ず

ら

れ

て

己

が

年

知

る

町

あ

か

り

L

E

D

に

変

り

つ

つ

中

小

企

業

誇

る

ハ

イ

テ

ク

昇

り

降

り

出

せ

き

切

っ

て

宅

配

便

犬

族

よ

り

も

増

え

し

猫

族

遊

ぶ

波

剛

院

漏

ら

し

月

涼

し

協
や
け
の
肌
を
見
せ
た
あ
の
部
屋

想

定

外

テ

ロ

の

一
味

に

彼

走

る

海

外

旅

行

や

め

て

温

泉

見
上

ぐ
れ
ば
棚
田
町
ほ
と
り
花
大
樹

首

を

傾

げ

て

種

案

山

子

立

つ

務
辺

柚

河
川
水
尾

臼
杵

瀞

児

締
本
直
樹

同川
と
み
干

北

川

稔

矢代
澄

子稔

水

尾

瀞

児

と
み
子

瀞

児
と
み
子相柚

水

尾
稔

と
み
子

澄 iO'i

平
成
二
十
七
4

十
月
二
十
九
日
目

平
成
二
十
七
今
十
二
月
二
十
四
日
足

(
於
臨
ヶ

E
地
区
セ

ン
タ
ー
)
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《
助
制
浜
桂
の
金
ー
そ
の
ニ
V

~fk 

白

主主r
Eヨ

蒲
」

制l

抗

る

ぎ

な

き

男

手

前

や

自

白

浦

泣

く

き

こ

ゆ

る

平

箇

の

音

城

跡

の

大

学

完

成

間

近

に

て

地

図

を

頼

り

に

探

す

銭

湯

小

田

の

か

す

か

に

笑

む

か

十

三

夜

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

は

霊

の

羽

根

つ

け

ゥ都

会

に

も

群

れ

を

な

し

た

る

秋

商

天

気

予

報

の

当

る

当

ら

ぬ

旅

支

度

内

絡

の

ま

ま

に

絞

け

を

り

あ

の

人

の

名

を

腿

に

入

れ

県

一

騎
し
絵
と
か
ら
く
り
制
掛
け
愛
の
巣
に

揃

ひ

の

顕

巾

六

地

蔵

村

つ

木
枯
し
を
ま
と
ひ
し
ま
ま
に
戻
り
く
る

刷

帆

を

吹

き

て

路

地

に

豆

腐

底

正

夢

ぞ

孫

は

プ

リ

マ

の

附

れ

舞

台

い

と

而

白

き

江

戸

の

世

話

物

花

の

宿

三

笠

山

よ

り

月

仰

ぐ

千

石

船

は

似

品

を

過

ぎ

ナォ
エ

ト

ラ

ン

ゼ

街

角

に

立

つ

弥

生

尽

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を
ぐ
っ
と
飲
み
干
し

長

押

に

は

祖

父

の

勲

記

の

額

並

び

ひ

と

り

娘

は

自

由

奔

放

容

の

熱

き

思

ひ

山

ア

マ

リ

リ

ス

パ
ー

の
テ
ラ
ス
で
似
と
似
と
が
合
ひ

別

々

の

映

画

に

酔

へ

る

椅

子

ふ
た
つ

モ

ン

ロ

ー

あ

れ

ば

八

十

八

歳

こ

の

川

は

焔

ら

ざ

る

河

洋

々

と

擬

態

の

仙

ど

こ

に

潜

む

か

月

の

窓

漸

く

成

れ

る

大

論

文

錦

の

も

み

じ

影

と

散

り

ゆ

く

:
梓

仇

を

持

つ

角

柿

の

新

走

り

商

標

に

あ

る

企

ピ

カ

の

文

字

う
れ
し
き
は
義
歯
が
ぴ
っ
た
り
七
地
よ
く

初

午

詣

母

は

か

か

さ

ず

別

れ

ゆ

く

友

に

名

残

り

の

花

吹

雪

春

帽

子

の

革

ぷ

名

苑

北
111 

総
捌

中
守
師
あ
や
せ

古
川
柴
子

鈴
木
政
二

北

川

稔あ
や
せ

品
川

M

-

一
訟

包

之

と

止
引

1
1

あ
や
せ

山川且

-
一

柴

子

あ
や
せ

怯

川

俊

夫

川
比
一

一

μ
波

藤

樹

あ
や
せ

俊

夫
山政

一
一

樹稔

あ
や
せ

牒

樹

山

M
U

-
-

俊

夫
藤

樹

あ
や
せ

俊

夫

包ェ、

c

ρォ

一寸

仙立

一一

あ
や
せ稔

俊

夫
あ
や
せ

藤

樹
稔子

t品

σ〉

柴

平
成
二
十
ヒ
年
五
月
二
十
五
日
百

平
成
二
十
ヒ
均
七
月
二
十
九
日
目

(於
磁
ケ
一
廿
地
目
セ
ン
タ
ー
)

- 84 -



《
柚

mM
悦
桂
の
会
ー
そ
の
一ニ》

短
歌
行

甚

.... 

平

甚

平

に

心

の

枠

を

取

り

外

し

』
リ

蝉

の

蛾

の

す

が

る

枝

折

戸

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
じ
ま
り
て

彩

も

ゆ

た

か

に

飾

る

ち

ぎ

り

絵

f
屯

つ

舗

の

岩

肌

確

と

映

す

月

ひ

と

り

で

洗

ふ

故

郷

町

事

角

怖

の

新

酒

土

産

に

旧

相

手

す

る

官

会

の

制

爪

を

染

め

上

げ

も
つ
れ
合
ふ
糸
は
ほ
ど
け
ぬ
ま
ま
に
州
市
て

映

さ

の

壁

に

祈

る

再

建

E
メ

I
ル

開

け

ば

友

の

花

悦

り

春

眠

破

る

鯉

の

木

山

UU

i底
辺

柚
相l

一じ

戸

一フ

T

目
立
脚
児

械
川
と
み
子

山
川
柴
子

波
辺
川
仰

元

車
齢

児

と
み
子

柴

子
柚悶

也昨午

" 

;
谷
地
山
山
へ
の
へ
の
も
へ
じ
組
案
山
子

座

敷

童

は

爺

と

戯

れ

さ

さ

や

か

な

移

動

図

書

館

公

闘

に

勉

強

は

じ

む

「

ダ

ン

テ

神

山

」

気

が

つ

け

ば

彼

の

横

断

出

盗

み

見

し

不

倫

の

ス

リ

ル

そ

っ

と

娯

し

む

凍

月

に

後

か

ら

追

ひ

来

る

も

の

は

何

ス
キ

l
坊

に

は

パ

ソ

コ

ン

と

猫

:
記
者
附
に
世
界
の

言

葉
飛
び
交
ひ
て

グ

ル

メ

も

捻

る

日

本

の

食

花

守

の

事

に

応

へ

て

花

万

拍

車

名

利

古

利

め

ぐ

る

野

遊

び

と
み
子

柴

子
制
仰

即
川
中
町
弘
前
山

-冗

酎

叫

師

児

と
み
子

柴

干
制叩

W草市川仙児

i出安元

元瀞

平
成
ニ
ト
ヒ
年
六
月

二
十
円
口

平
成
二
十
ヒ
今
ヒ

H
二
十
九
円
応

(
於
藤
ケ
丘
地
面
セ
ン
タ
ー
)
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《慣
浜
桂
の
会
そ
の
山
V

十
部l

奥

人

謹

お

の

梨

や

神

一戸一

山

手

の

異

人

館

岐

の

く

ぼ

み

に

は

ま

る

蜂

の

子

後

の

月

迷

ひ

た

め

ら

ひ

ふ

っ

き

れ

て

短

編

小

説

白

山

口

で

出

版

k
q
〈

ヲ外

国

の

戦

大

の

刷

に

巻

き

込

ま

れ

献

身

的

な

医

胸

囲

の

事

年
の
差
を
越
え
て
寄
り
添
ふ
仰
と
な
り

フ
ェ
イ
ス
プ
y
ク
で
ハ

1
ト
射
止
め
て

十
分
で
茄
子
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
出
来
上
が
る

森

の

奥

か

郭

公

の

戸
ら

古
削
酔
山
捌

小
怯
知

球
部
業

1!t 矢
川 合

知抜酔澄知掠酔澄

E
4
凶

む

脇

に

徳

利

の

ご

ろ

ご

ろ

と

黒

田

政

抱

け

ば

ほ

の

か

な

る

附

袈

木

戸

を

恋

し

き

人

の

そ

っ

と

閉

め

は
AV

御

岳

の

峰

僅

か

凍

て

月

ひ

た

す

ら

な

祈

り

静

か

に

弘

、

安

応

フ
リ

l
切

符

で

ひ

と

り

旅

す

る

Z
デ
ボ
ン
紀
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
蝶
焼
失
し

本

棚

の

隅

沈

黙

の

部

制

捜

の

花

に

開

け

と

祝

ひ

唄

鯨

の

群

へ

ゃ

ん

衆

の

船

澄酔灘知酔澄業知 澄 酔

二 月山子 二 月山子月

平
成
二
十
仁
均
九

M
ニJ
l

九
日
円

平
成
二
十
七

4
1
一
対

三
十
日
砧

(
於
膝
ケ
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
)

二子山二 山 子 月子山 月
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《東
京
カ
ル
テ
y
ト
》

歌

『江

ノ

電

や
』

制l

江

ノ

屯

や

二

日

の

海

は

劉

単

色

初

風

に

乗

る

大

奴

凧

お
も
た
せ
の
切
山
根
を
取
り
分
け
て

あ

っ

ぶ

う

ぶ

う

に

笑

ふ

乳

飲

児

月

高

し

建

設

中

の

美

容

院

深

町

吸

す

る

空

気

爽

や

か

今角

伐

の

勢

子

鉢

巻

を

き

り

と

締

め

シ
ヤ
y
タ
l
チ
ャ
ン
ス
狙
ひ
す
ま
し
て

ほ

め

ら

れ

て

さ

ら

に

帝

麗

に

な

る

私

人

袈

だ

と

は

告

げ

ら

れ

ぬ

ま

ま

赤
道
を
越
え
た
と
船
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

飛

行

機

雲

の

な

な

め

一
文

字

蚊
遣
り
火
を
焚
き
て
霊
で
た
る
宵
の
月

昔

の

昧

ね

ラ

ム

ネ

し

ゅ

わ

し

ゅ

ゎ

祈
る
戸
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
開
き
を
ら
む

鑑

定

相

む

お

宝

の

蛍

骨

吉

の

大

望

の

如

花

咲

き

ぬ

柿

あ

く

び

す

る

の

ど

ら

か

な

縁

子子子文

Z
耕

せ

ば

ひ

と

鍬

ご

と

に

遠

ざ

か

り

ロ
ボ

ッ
ト
相
手
に
酒
も
ダ
ン
ス
も

メ
モ
書
き
は
椅
告
で
お
願
ひ
い
た
し
ま
す

粧

の

符

丁

に

新

入

り

も

慣

れ

蹴

球

の

捻

挫

に

貼

っ

た

温

湿

布

品

川

飾

っ

て

ゆ

く

オ

ペ

ラ

鑑

賞

辛
香
蘭
に
負
け
ぬ
数
帯
を
祖
母
生
き
て

心

う

っ

き

ず

貫

き

し

恋

ち
ょ
っ
と
し
た
霊
の
仕
草
に
と
き
め
き
ぬ

思

ひ

出

の

困

問

く

鑑

か

け

辿

山

の

月

に

知

れ

る

琵

琶

法

師

も

み

ぢ

散

り

敷

く

束

屈

の

庭

I
大
姉
き
な
ひ
し

こ
茶
漬
け
に
舌
つ
づ
み

位

脱

管

理

定

期

検

診

鵠

ひ

合

ひ

出

場

町

町

で

ク

ラ

ス

会

折

位

傘

戦

い

の

が

い

い

植

林

の

夢

が

川

ひ

て

花

の

山

枝

か

ら

校

に

頗

自

の

声

永
凶
古
文
捌

佐
寺市々永
嶋鈴木 l“
倫章有古

， 1， 4少吉 有 吉倫 有 倫 吉 全草有吉

平
成
二
十
ヒ

4
-月
十
六
日
満
足

(
鈴
新
俸
制
区
戸
線
地
波
セ
ン
タ
ー
)

倫 吉イTi;l吉詳古倫 i;1有 倫有 昨倫有竿 倫 草

- 87ー



《織
浜
町
哨
名
連
句
会
》

半
歌
仙

赤

富

土
」

赤

筒

士

や

金

剛

杖

と

一

捗

づ

っ

水

無

月

尽

に

煙

る

湧

ホ

マ
マ
友
の
瑚

排

談
義
に

さ
や
か

に

人

気

小

説

廻

し

説

み

す

る

弓

張

を

見

上

げ

て

終

へ

る

畑

仕

事

秋

の

般

に

風

の

悔

し

く

J
立
校
の
子
ら
列
を
な
し
そ
ぞ
ろ
穴
、

教

生

の

シ

ャ

ツ

胸

の

は

ち

き

れ

打
ち
上
げ
の
カ
ラ
オ
ケ
デ
ュ
エ
ッ
ト
熱
々
で

裂

の

立

場

も

忘

れ

県

て

た

る

正

々

と

太

平

洋

に

う

ね

る

披

異

国

の

機

影

映

す

レ

ー

ダ

ー

除

夜

の

鐘

今

年

も

姉

〈

と

喜

寿

の

人

寄
附
を
出

づ

れ

ば

月

の

冴
え

冴
え

お

土

産

の

折

詰

少

し

持

ち

孟

り

犬

の

的

き

た

る

都

附

子

館

し

綴

侮

と

優

勝

艇

あ

り

花

吹

哲

大

の

宇

に

寝

る

若

芝

の

庭

古
阻
酔
山
捌

4多近 白内
洲 馳山 111

芳礼榔酢

断

節

中
川
日
白川

義 山芳義礼和節同義礼和節芳子子子 事I山

-88 -
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《川
口
く
さ
く
き
ー
そ
の

-
v

歌

『
桜
咲
け
よ
』

1111 

桜

咲

け

よ

氾

助

の

像

前

日

抽

出

と

繊

の

月

の

懸

る

小

天

守

久

方

に

雄

箇

そ

っ

と

吹

い

て

み

て

川

面

き

ら

き

ら

頗

な

で

る

風

山

聞

の

分

校

の

子

等

む

つ

ま

じ

く

鉄

棒

く

る

り

回

る

夏

空

J
』

そ

泥

が

弾

銃

鋭

、

今

朝

き

夜

酌
み
交
わ
し
つ
つ

二
人
し
て
酔
い

そ
れ
ぞ
れ
に
華
燭
の
典
を
事
に
見
て

新

幹

線

の

通

る

北

陸

能
衣
装
ネ
ァ
ト
に
出
て
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

錨

告

知

さ

れ

余

命

半

年

満

月

を

背

に

古

郷

の

母

訪

ね

パ

y

チ

ワ

l
ク

は

秋

の

濃

淡

藍
染
め
の
謎
ぶ
く
ぶ
く
と
そ
ぞ
ろ
怒

肱

の

土

産

を

選

ぶ

応

先

師

を

迎

、

ぇ

句

友

集

い

て

花

の

主

両

の

手

ひ

ろ

げ

草

け

る

淡

雪

付
廻
り

ー
メ
ー
デ
ー
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
日
々
と

一

日

続

く

車

渋

滞

パ
ツ
イ
チ
の
絡
め
た
る
過
去
は
封
印
し

恋

を

あ

き

ら

め

女

事

操

車

大

雨

に

煙

り

て

あ

た

り

隠

れ

た

る

廃

炉

を

決

め

た

後

が

な

か

な

か

就
活
は
少
し
リ
ス
ク
を
と
も
な
い
て

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
甘
さ
ひ
か
え
め

草

刈

り

の

す

み

L
庭

先

広

々

と

洗

訓

刷

物

が

風

に

ゆ

ら

ゆ

ら

向

き

こ

と

九

輸

の

よ

の

三

日
の
月

あ

れ

は

何

か

と

聞

き

し

山

の

背

:
亡
時
似
ぴ
め
く
る
ア
ル
バ
ム
身
に
し
み
て

じ

ゃ

れ

つ

く

猫

に

心

癒

さ

れ

お

だ

や

か

な

海

に

広

が

る

水

平

線

γハ
ム
の
彼
方
に
飛
接
的
消
え
行
き

は
ら
は
ら
と
府
に
舞
い
く
る
花
の
屑

明

る

く

知

り

峻

か

き

か

な

'" 

大
内
笹

一

井
上
雨
迫

3
仁

梓

H
休

政
治

w
M

子

戒
能
多
荘

村

牢

枝

佐
山
理
作
ふ
み
子紀

山
河
カ
ツ
子

皇
内以
世
子

連
腸
久
義

杉
山
明
子

仕
堅
持
出
子

同

道
部

徳

代
官

子
牢

枝

ゑ
つ
干

裕

子
満
智
子

加
代
子

カ
ツ
子

明

子

川
錨
た
け
お

直

道

" 水
位l

可t
 

f
 

子

怖
雌
ゑ
つ
子

間波掛川
凶

路

伏
見
記
提

唱
u

俊

干

上
車
両
利
子

大
打
加
代
干

潟
附
琴
代

水同
u 村
徳 和

問
郎
裕

平
成
二
十
七
均
三
月
十
九
日
間
児

(
於
布
知
曲
川
町
空
港
よ
り
パ
ス
中
)
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《川
口
く
さ
く
き
ー
そ
の
こ》

歌

走

，馬

灯

官h

走

馬

灯

祖

母

の

思

い

出

淡

く

扱

く

拙

し

き

風

の

通

る

角

部

屋

述

京

の

三

々

五

々

と

集

い

来

て

コ

ー

ヒ

ー

紅

茶

抹

茶

お

前

茶

銘

天

の

湯

川

村

を

枕

に

今

日

の

月

し

じ

ま

破

り

て

木

の

災

降

る

官

今伊

勢

参

り

式

年

の

宮

秋

の

色

受

付

餓

は

美

人

ば

か

り

で

年

が

い

も

な

く

胸

内

の

日

鳴

り

て

情

事

の

川

市

て

は

戦

を

失

い

厚
着
し
て
ま
だ
厚
着
し
て
風
邪
を
ひ
き

月

を

か

か

げ

て

眠

る

山

々

高
齢
者
階
、
ぇ
続
け
た
る
過
疎
の
村

犬

姉

ば

か

り

元

気

は

つ

ら

つ

防

災

の

無

線

を

聞

き

て

一肌

た

れ

パ

パ

は

休

日

朝

裂

す

る

ぞ

と

久
に
訪
う
故
郷
の
花
も
咲
き
そ
め
て

ホ

は

撮

み

て

土

手

沿

い

の

道

木
村
挫
干
捌

ー
こ
の
と
こ
ろ

注
目
あ
び
る
リ
ケ
立
迷

附
れ
の
ち
&
り
そ
し
て
ド
シ
ャ
降
り

金
持
ち
と
わ
か
り
器
訟
は
似
を
つ
む
る

想

定

外

の

こ

と

も

い

ろ

い

ろ

旅

終

え

て

ピ

l

ル

凍

り

し

冷

蹴

胤

す

っ

か

り

仲

び

た

庭

の

茄

子

商

耐

税

を

次

々

送

る

友

悲

し

ヒ

ー

ル

の

距

ぐ

さ

り

山

り

て

年
寄
り
が
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
若
返
り

久

方

ぶ

り

の

綿

一

節

月

明

り

五

亜

搭

の

形

県

く

さ

わ

さ

わ

抗

れ

る

穂

告

の

披

:
文
化
熊
ア
ン
パ
ン
マ
ン
も
競
い
A

甘
い

キ

ッ

チ

ン

カ

1
に

並

ぶ

弁

当

人

若

く

柱

時

計

は

古

物

に

て

小

学

唱

歌

歌

い

あ

た

た

か

花

大

樹

夢

も

大

き

く

膨

ら

み

つ

ふ

わ

り

ふ

わ

り

と

春

慾

の

怒

本
付
虫
干

措
聡
久
美

駒
村
多
賀
子

sw以
世
子

中
山
英

子
省
勿
J英

成
毛
惜
子

桑
即
百
合
子久倍

山
湾
カ
ツ
子

体
中
ぬ
い
子

細
川
忠
尚
子前

らぬ以Z
J
 

平
成
二
十
ヒ
年
七
月
二
十
五
日
首
尾

杉
山
明

(
於
駒
村
宅
)

多血以多明丸以カ多備明型多ぬ久カ IEカ
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《川
口
く
さ
く
え
ー
その
三
》

歌

1111 

幾

度

も

幾

度

も

眼

鏡

拭

い

ぬ

卯

月

雨

し
ば
し
を
カ
フ
ェ
に
ア
イ
ス
コ

ー
ヒ
ー

も
の

ま
ね
の
上
手
な
艶
鵡
影
と
な
り

か

す

か

に

揺

る

る

公

園

の

樹

々

玉

兎

あ

る

故

阜

の

空

な

つ

か

し

き

運

動

会

で

子

等

の

歓

声

今爽

や

か

に

太

平

洋

の

き

ら

め

き

て

今

も

更

地

の

ま

ま

の

被

災

地

適

齢

期

過

さ

た

娘

に

焦

る

親

お
ひ
と
り
さ

ま

の
生
き
方
も
あ
り

コ
ン
ビ

ニ
で
酒

と
髭
剃
り
煙
草
貿
い

枯

葉

こ

ろ

が

る

月

の

街

道

鍋

捌

み

家

肱

団

緊

笑

顔

寄

せ

単

身

赴

任

任

期

満

了

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
て
共
に
一
年
生

ひ

ね

も

す

や

ま

ぬ

向

き

噌

り

幸

詣

の

人

で

版

わ

う

花

の

宮

雲

も

ぷ

山

幸

あ

り

喜

σ〉

磯

Z
自

然

食

ブ

I
ム

は

去

り

て

介

離

宜

嫁

の

話

題

の

愚

痴

も

出

つ

く

し

若
巡
り
ン
ヨ
ウ
ウ
イ
ン
ド
に
映
し
み
て

踏

を

含

み

て

そ

ナ

リ

ザ

の

笑

み

こ
つ

こ

つ
と
模
写
飯
製
に
汗
を
か
き

蜘

昧

の

巣

の

あ

る

部

屋

の

片

隅

防
相
な
ベ

y

ト

ホ

テ

ル

の

宿

泊

世

ぽ

っ

く

り

寺

へ

通

う

こ

の

ご

ろ

手
を
振
っ
て
身
を
の
り
だ
し
て
選
挙
カ
l

蒸

し

返

し

た

る

用

税

の

こ

と

山
の
端
に
お
税
浸
か
り
し
」
l

三

夜

あ

た

り

に

匂

う

松

茸

の

純

I
リ
フ
ォ

ー
ム
の
後
の
住
ま
い
の
各
支
度

シ
ヤ

y
タ

l
通
り
行
き
来
世
な
き

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
コ

i
ス

一
周
息
切
ら
し

垣

根

越

し

な

る

会

話

あ

た

た

か

花

の

あ

る

大

川

端

の

船

岩

場

追

跡

的

く

れ

ば

容

の

虹

た

つ

服
飾
早

匹
近
捌

小水

品品直
新 4 政
相谷辺

節仲ハ
ア

ハ子干ヱ 93代逃

俄

今

と
し
じハ節ハl3iハ節

股早ハ仲商事l'と。砂早武伸
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刊と
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子
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平
成
二
十
七
年
八
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十
六
日
白
血

(
鈴
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
リ
リ
ア
)

E
M

川
武

悲



忙

中

の

虚

し

き

附

や

卯

月

雨

捨

て

か

ね

て

い

る

徴

兵

さ

古

性

出

荷

前

駿

馬

全

身

磨

か

れ

し

き

ら

き

ら

光

る

海

も

岬

も

父

母

の

笑

顔

も

交

じ

る

十

六

夜

竜

胆

活

け

て

一

目

安

ら

ぎ

今
御

会

式

の

団

扇

太

鼓

の

よ

〈

轡

き

お

か

ず

沢

山

仕

出

し

弁

当

閣

僚

の

候

補

に

立

性

総

員

の

名

お

化

粧

直

し

丹

念

に

し

て

空

港

で

落

ち

合

い

二

人

見

つ

め

合

い

残

る

靴

跡

京

の

初

雪

探

悔

の

空

に

部

月

か

か

り

い

し

和

L
M

郁

々

と

旅

行

う

れ

し

く

子

供

等

は

歌

を

唄

っ
て
ス
キ
ァ
プ
で

川

風

に

の

り

迷

う

風

船

舞

う

花

は

王

立

の

装

備

織

り

な

し

て

ほ

く

ほ

く

匂

う

晩

春

の

土

内jrll l 

『 の

十亡 閥

中

の
‘ー・

機

直

道

主

徳

代

L

入
山
県
世

一

鴨
川
崎
山
紀
子

高

君

子L
V
E
 

司
夜

L

品
川
梱
干

叫

m両
前
略
dj

 
君由

肱
磁
波
江討

作
盟
主
川
干孝

生“比君

機

直

道

捌

ナ
ォ
帰

ろ

か

な

批

盟

の

位

起

こ

さ

ん

と

積

極

的

な

要

に

驚

き

友

人

の

別

れ

問

に

大

来

り

気

我

が

家

に

来

た

愛

犬

の

ポ

チ

リ

ハ

ビ

リ

に

漸

く

慣

れ

て

初

陣

甘

新

焼

酎

は

う

す

め

渇

制

り

で

流

暢

な

英

語

海

外

売

り

込

み

に

傘

舟

な

れ

ど

も

気

力

満

々

お
風
呂
屈
に
昔
な
じ
み
の
頗
そ
ろ
い

思

怒

哀

楽

を

み

ん

な

知

っ

て

る

師

け

る

王

毘

真

上

の

都

通

り

品

干

の

よ

う

な

秋

袷

滑

L

l
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の
溜
息
に
似
て
降
る
木
の
実

興

図

で

出

会

う

お

ご

そ

か

な

ミ

サ

山

々

の

稜

線

は

る

か

市

か

び

山

て

時

を

忘

れ

て

慌

に

摘

草

ほ
っ
ほ
っ
と
花
の
使
り
の
府
主
初
め

こ

と

な

き

世

に

と

血

の

附

く

ら

ん

ド
成

一十
ヒ
均
八
刈
十
六
日

nM叩

(
於
川
口
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

リ
リ
ア

今徳瑞治 I晶 φ 徳泣治時i義徳普 i盟 徳 i畳 瑞 徳
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《川
口
く
さ
く
き
川
口
支
部
》

歌

街

雨

梅

1111 

古
都
に
あ
れ
ば
街
梅
聞
の
ゆ
ゆ
し
け
れ

務

ぷ

き

犀

棋

に

棚

の

藤

一一肘

飼

舗

と

じ

ゃ

れ

合
、
つ
刻
の
楽
し

く
て

リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
踊
る
ユ
ル
キ
ャ
ラ

ま
ん
ま
る
の
月
が
山
の
端
到
る
ら
ん

次

々

帰

る

政

釣

り

の

舟

今
や

や

媒

に

一一川

を

寄

せ

あ

う

迫

組

神

憾

の

あ

れ

こ

れ

泊

で

ま

ぎ

ら

す

事

の

嵯

を

仕

事

で

逃

が

す

管

理

駿

女

心

は

謎

の

ま

た

な

ぞ

す

き

焼

き

の

昧

は

近

頃

設

い

固

な

る

ピ

ル

の

谷

川

に

細

い

媒

月

白

院

は

今

日

も

り

り

し

く

述

制

し

て

朝

一
帯

に

カ

レ

ン

ダ

ー

見

し

工

場

の

跡

地

の

誘

致

ま

ま

な

ら

ぬ

ま

だ

ま

だ

起

り

ぬ

保

育

所

の

数

童

話

の

流

れ

を

耳

に

花

を

浴

び

池

の

ほ

と

り

に

淡

き

陽

炎

日量

ー
お
隣
の
ぶ
ら
ん
こ
よ
り
も
向
く
削
ぎ

分

け

あ

い

な

が

ら

食

べ

る

#

当

も
う
す
で
に
彼
の
好
み
は
み
な
草
知刊

む

小

さ

き

基

に

純

骨

の

雌

明
神
に
木
の
披
ひ
ら
ひ
ら
稲
れ
や
ま
ず

風

鈴

の

昔

鳴

り

続

け

た

る

下

町

を

地

図

見

て

事

〈

歴

女

達

名

刺

の

位

位

ど

う

も

わ

か

ら

で

こ

の

あ

た

り

武

家

屋

敷

跡

団

地

群

夕

日

真

赤

に

影

は

山

山

々

終

戦

後

何

を

賠

る

や

盆

の

月

倒

れ

た

築

山

子

安

を

に

ら

み

つ

4
被

災

地

の

復

興

起

く

秋

逝

か

す

新

大

肢

は

探

〈

挨

拶

二

代

自

の

庖

は

手

作

り

客

長

蛇

海

は

の

ど

け

く

容

す

る

さ

ざ

波

た

た

ず

め

ば

全

身

に

浴

ぷ

花

明

り

容

の

日

光

る

十

字

梨

の

蝶

直
辺
捌

iiZR時限
と 節 久昌也
し見
じ子子 江 道節久品 I在と節久 lllh五、口 I也と

平
成
二
十
七
均
十
二
H
-日
目
見

(
加
川
口
西
公
民
館
)

節節久昌 iuと節久白直と節久日[立ととn 
I~I 
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《
北
九
州
く
さ
く
さ
北
九
州
支
部
ー
そ
の

一》

歌

新

地

天

制l

新

天

地

求

め

飛

び

け

り

小

平

の

実

川

に

く

っ

き

り

浮

き

し

名

月

行

く

秋

の

詩

を

そ

れ

ぞ

れ

披

露

し

て

指

ら

れ

て

帰

る

パ

ス

も

満

只

儲

市

町

向

き

香

り

の

瑚

跡

に

一

戸

諮

と

す

郭

公

の

戸

今
千

年

の

疲

史

を

背

負

い

鉾

の

列

揺

れ

奴

に

魂

を

抜

か

れ

る

官

舎

の

利

那

利

郎

に

身

を

ぱ

灼

き

腰

の

揃

み

に

通

院

の

日

々

楽
し
み
の
旅
と
り
や
め
た
口
惜
し
き
に

美

空

ひ

ば

り

の

C

D
を

買

い

雪

女

郎

月

を

と

ろ

り

と

転

ば

せ

て

い

つ

か

峠

を

越

え

し

厳

媒

剣

道

の

礼

町

教

え

を

叩

き

込

み

老

鍋

じ

っ

と

み

じ

ろ

ぎ

も

せ

ず

振
り
返
り
枝
垂
れ
の
花
の
グ
ラ
デ
l
ン
ヨ
ン

列

を

乱

し

て

述

足

の

子

等

E
沖

合

い

を

色

濃

く

染

め

て

潮

干

渇

故

郷

偲

ぶ

貝

の

味

附

刊

純

国

を

巡

り

遺

産

の

仏

悶

寺

あ

の

日

進

い

た

る

女

に

魅

せ

ら

れ

M

L

 

作

と

抱

く

二

人
の
制
粧
品
対
の
羽
恨

義

士

の

誠

に

舞

い

し

風

花

納

得

の

い

か

ぬ

安

保

が

決

議

さ

る

父

が

戦

死

の

土

地

を

踏

み

つ

つ

山
里
に
ソ

1
ラ

パ

ネ

ル

の

民

家

相
え

煙

た

だ

よ

う

黄

昏

の

苑

挫

の

月

久

に

劫

い

く

る

友

と

酌

み

垣

劇

的

ざ

し

て

跳

ぴ

し

聡

蝉

Z
狭
餓
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ニ
ュ

I
卜
リ
ノ

パ

y

チ

ワ

I
ク

の

古

布

の

彩

り

悠

然

と

賞

椋

見

せ

る

錦

鯉

長

附

な

午

後

に

集

う

は

ら

か

ら

側

投

の

花

を

そ

ぴ

ら

に

除

株

式

夢

ふ

く

ら

ま

せ

上

が

る

風

船

雌
治
市
子
捌

大 t公洩
江則的

JJII干琴
代住

常琴千正 jj日 常琴加干 琴常正子明琴子 代代

i i 

平
成
二
十
七
均
九
月
二
十
四
日
目

平
成
二
十
七
今
十

一
月
二
十
六
日
出

(
於
北
九
州
市
瓦
『
廿
船
市
民
セ
ン
タ
ー
)

千市干琴常正琴~加正千常琴正千容正加
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百

日

紅

咲

き

継

ぐ

日

日

の

空

苦

し

暑

中

見

舞

を

性

き

し

広

縁

チ
ャ
イ
ム
略
り
小
包

一
つ

届
け
ら
れ

紐

に

じ

ゃ

れ

つ

く

飼

猫

の

玉

小

さ

き

手

で

月

見

団

子

を

作

る

孫

川

面

を

渡

る

胤

は

山

円

や

か

ゆ神

術

る

初

宮

の

同

士

門

相

ね

来

て

行

き

交

う

人

も

ス

マ

ホ

片

手

に

古

と

出

る

恋

占

に

大

は

し

ゃ

ぎ

婚

約

指

輪

ダ

イ

ヤ

大

粒

地
固
め
の
雨
は
い
つ
し
か
止
み
て
お
り

亡

き

文

偲

ぶ

媒

の

三

ヶ

月

熱

仰

を

ぐ

い

と

叩

り

て

浪

曲

を

お

話

相

手

知

能

ロ

ボ

ッ

ト

術

み

出

す

交

通

山

中

放

の

後

遺

症

久

方

ぶ

り

に

紡

い

し

古

血

な
ま
こ
墜
咲
き
満
つ
花
の
影
ゆ
ら
ぎ

そ

ぞ

ろ

歩

き

の

会

釈

の

ど

け

L

《北
九
州
く
さ
く
さ
北
九
州
支
部
ー
その
こ》

歌

仙

『

百

日

紅

』

Z
E
U
 

功
舛
町
川
刷
刷
l

山
口
市
川
弘
子

佐
藤
ゑ
つ
子

村

t
孝

絞

波辺
俊

夫
孝安牢ゑh

q
 俊孝ゑ俊牢ゑ{久ゑ俊

E
う

と

う

と

と

お

凶

聡

械

も

目

借

時

昨

偽

次

々

と

新

手

く

り

出

し

ど
う
且
て
も
や

っ
ぱ
り
似
て
る
エ
ン
プ
レ
ム

誌

の

形

は

由

山

由

唱

に

級

ら

れ

た

仕

立

直

し

の

麻

上

布

共

に

白

髪

と

讐

う

緑

陰

釘

抜

き

し

夫

婦

別

姓

キ

ャ

リ

ア

姿

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

の

送

付

急

が

れ

目
に
見
え
ぬ
不
安
い
ろ
い
ろ
天
と
地
に

汐

の

香

り

の

ほ

の

と

淑

い

ほ

遥

か

阿

情

仲

麻

呂

月

仰

ぎ

1

秋

の

名

践

を

惜

し

む

服

企

美

術

民

大

口

と

な

る

誇

ら

し

き

新

感

覚

の

若

き

桂

継

ホ
l
ク
ス
の
勝
利
パ
レ
ー
ド
盛
り
上
り

画

面

は

み

出

す

実

顔

い

っ

ぱ

い

太

鼓

橋

静

か

に

く

ぐ

る

花

筏

耳

を

澄

ま

せ

ば

他

の

鳴

く

戸

平平
成成

十

t
年

八

月

-4
ヒ
日
目

↓
ヒ
年
イ
二
月

-十
四
日
尾

(
弘
前
北
九
州
市
立
世
船
市
民
セ
ン
タ
ー
} 

ゑ安孝俊寧安ゑ孝安孝。ゑ辛ゑ安俊孝安
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《北
九
州
く
さ
く
き
北
九
州
支
部
ー
その
三》

歌

『

波

り

，鳥
‘ー・

制l

お

の

ず

か

ら

途

定

ま

り

ぬ

波

り

山

主

の

間

に

聞

に

中

天

の

月

夜

学

生

い

そ

い

そ

家

へ

帰

り

来

て

詰

め

の

一

手

を

思

い

つ

き

た

る

こ
だ
わ
り
て
い
れ
し
刷
排
品
き
香
り

千

両

の

突

の

紘

〈

灯

と

も

L

J
昨

垢

離

の

行

制

航

続

の

戸

ひ

び

き

霊

刷

川

強

く

消

せ

ぬ

情

念

あ
の
人
を
寝
て
も
覚
め
て
も
目
に
浮
か
べ

婆

に

は

隠

す

胸

の

と

き

め

き

へ
そ
く
り
で
勝
負
か
け
た
る
株
投
資

ダ

ム

湖

の

水

而

立

ち

し

細

波

蜘
妹
の
凶
に
月
は
か
か
り
て
風
に
揺
れ

床

に

は

や

ば

や

山

地

の

従

乱

夢

に

見

た

幼

き

こ

ろ

を

思

い

出

し

ド

リ

ブ

ル

シ

ユ

1
ト

未

だ

他

在

段

々

の

丘

に

咲

き

つ

ぐ

花

万

来

廟

き

高

く

跳

ね

し

馬

の

仔

脱
減
首
路
捌

ー
天

神

忌

学

業

な

る

を

神

頼

み

興

市

気

量

か

今

日

も

ま

た

問

デ

モ

隊

の

戸

ど

よ

め

き

し

北

川

町

何

が

で

る

や

ら

振

り

し

袋

干

こ
の
恋
に
か
け
て

三
十
路
の
海
水
滑

新

締

旅

行

南

風

の

ハ

ワ

イ

へ

突

扶

に

火

山

列

応

大

噴

火

手
抜
き
ば
れ
た
る
ピ
ル
の
基
礎
杭

な
け
な
し
の
財
布
は
た
い
て
外
れ
く
じ

熊

法

松

の

碑

ひ

っ
そ

り

と

た

ち

月

今

宵

臨

縦

覧

琶

に

て

蝉

き

開

り

艇

と

な

び

く

朽

ち

し

平

山

地

4
定

年

を

ひ

か

え

酌

み

た

る

新

走

博

物

館

へ

友

と

連

れ

立

ち

円

目

越

し

変

化

楽

し

む

万

華

鋭

大

ぷ

り

小

ぷ

り

皿

の

H4

餅

散

る

花

を

野

市

の

仰

の

碗

に

う

け

安

ら

か

な

り

し

長

閑

な

る

と

き

脱
山崎
山

路

側
満
智
子

ナ

口

燕

成
戸
雅

康
燕幼

向J
 " 。'11:(富雄Ifi!!i.満 官 i曲!!i.雅

平
成
二
十
七
年
十

一
月
ニ
ト
六
日
百

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
四
日
児

(於
北
九
州
市
主
世
船
市
民
セ
ン
タ
ー
〉

執
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《松
山
草
笛
連
句
会
》

Z仕

『
風
呂
吹
を
』

官iI

風
呂
吹
を
た
べ
て
い
つ
も
の
夫
婦
な
り

ス

ケ

ー

ト

靴

に

お

そ

ろ

ひ

の

紐

百

貨

脂

目

当

の

階

へ

ま

っ

す

ぐ

に

ア

ン

ド

ロ

イ

ド

と

交

は

す

挨

拶

横

笛

の

音

色

や

さ

し

く

月

見

船

ぷ

だ

う

酒

販

す

村

は

静

ま

り

ゥ

初

猟

の

犬

裏

山

に

飛

び

出

し

て

都

会

育

ち

の

嫁

は

も

た

つ

く

今

も

っ

て

不

倫

相

手

は

煮

え

切

ら

ず

片

道

切

拘

パ

リ

へ

誘

ひ

テ

ロ

多

し

生

き

る

も

死

ぬ

も

迎

次

第

礼

拝

堂

に

鍵

は

掛

け

な

い

夏

月

の

雲

を

脱

い

で

は

隠

れ

て

は

朝

顔

市

は

夜

も

賑

ふ

巡

回

の

警

察

官

に

怪

し

ま

れ

背
中
に
負
へ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ケ

l
ス

花

の

笑

み

囲

み

て

市

民

搬

彩

会

正

の

ホ

テ

ル

に

そ

そ

ぐ

春

陽

立
花
千
代
満
捌

;
白
蝶
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
超
え
て
ゆ
き

ベ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

ホ

を

ひ

と

く

ち

代

議

士

の

選

挙

区

遡

り

抜

か

り

な

く

耐

の

も

と

に

お

つ

る

楳

近

頃

は

老

々

介

説

明

す

ば

か

り

目

玉

お

や

ぢ

は

腕

組

み

を

し

て

告
白
に
ピ

1
チ

の

暑

さ

苦

に

な

ら

ず

彬

を

一

つ

に

パ

ラ

ソ

ル

の

中

風

圧

を

起

し

て

列

車

通

り

過

ぎ

仮

設

ベ

y

ド

で

受

け

る

点

滴

占

い

師

月

に

賭

し

た

カ

ー

ド

切

り

焼

米

噛

め

ば

故

郷

近

づ

く

:
校

庭

に

巡

励

会

の

万

国

旗

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
聞
け
て
つ
ら
つ
ら

騒

が

し

い

夜

間

工

事

に

眠

ら

れ

ず

車

の

下

に

潜

む

三

毛

桁

ひ
た
す
ら
に
散
る
を
急
ぎ
て
飛
花
落
花

わ
た

く

し

雨

も

ど

こ

か

あ

た

た

か

執

門 名 司ド u
川本木 iE
Ii敦 YJ千
由代

男 敦 n-9J千真勇敢干真敦島氏千美子次満

平平
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《絞
山
興
聖
寺
述
句
会
》

E乱

『今

朝

の
春
』

イI[， 

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
性
捨
て
去
り
ぬ
今
川
引
の
春

若

木

汲

み

て

願

ふ

平

穏

読

み

聞

か

す

童

話

に

孫

は

飢

き

て

チ

ョ

コ

と

ク

ァ

キ

l
形

さ

ま

ざ

ま

石

胞

を

前

訟

に

し

て

到

る

月

金

木

犀

の

寄

り

諜

ふ

。新

走

り

ブ

レ

ー

キ

効

か

ず

酔

っ

払

ひ

若

旦

那

ら

し

粋

な

着

流

し

縁
談
を
い
つ
も
逃
が
せ
る
は
に
か
み
屋

結

果

上

々

同

期

締

活

し
ま
な
み
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
人
気
呼
び

転

ん

で

も

立

つ

達

磨

み

や

げ

に

民

主

党

問

問

代

表

腕

如

何

と

ぐ

ろ

を

巷

き

て

蛇

は

動

か

ぬ

軌

情

夜

月

は

明

々

寝

つ

か

れ

ず

肝

き

で

揃

へ

し

美

術

全

集

相

に

咲

く

花

は

満

開

事

訴

ふ

そ

よ

風

に

乗

り

舞

へ

る

白

蝶

間
本

昨
捌

ー
メ
ー
デ
ー
に
拘
ぐ
誕
巡
の
プ
ラ
カ
ー
ド

中

東

平

和

い

つ

の

事

や

ら

幼

干

の

罪

な

き

英

断

う

つ

く

し

く

抱

き

し

め

た

い

と

思

う

柔

肌

睦

言

に

枕

府

風

は

耳

澄

ま

す

そ

ろ

り

そ

ろ

り

と

消

え

し

笥

鬼

山

嶺

を

切

り

て

伸

び

ゆ

く

飛

行

雲

故

郷

速

く

し

の

ぶ

朋

友

外
山
時
ド
ナ

l
カ

l
ド
は
ポ
ケ
ッ
}
に

付

い

て

来

る

の

は

迷

ひ

犬

か

も

望

月

は

阿

同

の

像

を

斜

に

問

ら

し

芭

砲

の

影

が

池

に

説

的

く

I
つ

れ

づ

れ

に

古

典

ひ

も

と

く

詳

の

秋

香

り

ほ

と

良

き

紅

茶

ブ

ラ

ン

ド

テ

ロ

ッ

プ

の

流

る

る

言

葉

附

略

化

「
お
も
て
な
し
」
て
ふ
心
絶
ゆ
ま
じ

子

規

立

を

訪

へ

ば

舞

ひ

舞

ふ

花

吹

雪

溌

湖

と

し

て

巡

る

弥

生

野

凶

本

昨

州
本
抽
出

-一
一

M川他断
川位昨他 i咋飽|昨他陣健闘2健昨

平
成
二
十
ヒ
年

一
月
二
十
五
日
百
児

執

(
於
岡
本
宅
)
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《松
山
庚
申
崎
連
句
会
ー
その

-
v

T世

J¥ 

朔

の
b. 

官I1

八

朔

の

ホ

に

浸

し

て

鍬

と

鎌

月

に

供

へ

L

平

は

丸

々

さ
は
や
か
に
辿
川
仰
の
官
つ
づ
き
ゐ
て

詩

作

に

耽

る

別

荘

の

庭

霊

用

の

眼

鏡

の

公

り

拭

ひ

っ

つ

ス

ト

ー

ブ

リ

l
グ

か

く

し

球

あ

り

雪

鬼

は

あ

ち

ら

こ

ち

ら

の

窓

覗

き

あ

る

じ

顕

し

て

寝

そ

べ

る

は

拙

筒

引

筒

け

ん

か

相

手

も

妙

齢

に

レ

モ

ン

の

味

の

初

め

て

の

キ

ス

誹

習

会

人

工

呼

吸

と

A

E

D

空

蝉

あ

ま

た

椎

の

大

木

朝

月

夜

博

多

山

笠

駆

け

行

き

て

「
ァ

l
良

か

良

か

」

は

爺

の

口

癖

ほ

ろ

酔

で

旅

の

景

色

は

上

の

空

い

つ

の

間

に

や

ら

癒

え

し

腰

痛

花

衣

明

日

に

も

仕

立

て

あ

が

る

と

か

野

市

…

の

席

に

添

へ

る

苧

環

田
畑
元
み
え
捌

2
山

裾

を

耕

し

の

影

見

え

隠

れ

風

の

随

に

ち

き

れ

了

払

飛

ぶ

人

間

も

絶

滅

危

悦

極

か

も

知

れ

ず

帯

外

札

所

道

は

間

散

自

治

体

の

支

援

に

就

活

婚

活

も

逸

瀬

一

と

時

蚊

逃

火

の

消

え

汗

穆

む

エ

ロ

ス

の

神

の

誘

ひ

に

肌

判

明

研

ぐ

擁

留

の

上

激
石
の

「
こ
こ
ろ
」
静
か
な
ブ

l
ム
な
る

民

に

優

し

き

政

情

を

待

つ

戦

況

の

国

に

も

月

は

へ

だ

て

な

く

目

く

な

れ

よ

と

吊

す

干

柿

t
赤

い

羽

根

孫

の

相

子

に

挿

し

て

や

り

枇

懐

か

し

再

会

の

友

金

沢

へ

新

幹

線

の

伸

び

ゆ

き

て

雨

が

上

が

れ

ば

ピ

ル

は

人

吐

く

満

聞

の

花

に

見

果

て

ぬ

夢

抗

き

若

鮎

釣

り

の

準

備

万

全

恥
畑
正
み
え

宜
主
達
雄

名
本
敦
子

中
川
く
に
子

。
刊
本
つ
ね

古
川
美
千
穂

附
州
本

M
州

み

え

述

雄
敦

子

美
千
穂

つ

ね

く
に
子昨

述

雄
み

え

敦

子
美
千
秘

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十

一
日
百

平
成
二
十
七
年

一
月

二

十

日

足

く
に
子

つ

ね

み
、
ぇ

速

雄
昨

く
に
子

つ

ね

み
、
ぇ

美
干
秘除

咋

敦

子

述

雄
つ

ね

美
千
穂

く
に
子

敦

子
昨銑

執

(於

山

崎

巾

山

崎

)

- 99ー



《
臥
鉱
山
庇
巾
雌
連
句
会
ー
そ
の
一一
》

半
歌
仙

独

り

居

独

り

居

は

泣

流

の

こ

こ

ち

風

知

草

阿

世

の

蛍

の

と

ま

る

水

の

辺

彰
踏
み
に
興
じ
る
子
ら
の
佑
々
と
し
て

待

受

け

画

面

タ

ル

ト

タ

タ

ン

に

件

む

は

人

気

役

者

の

楽

屋

裏

媒

月

白

く

町

は

帥

ま

り

d
H吊
り
は
加
賀
の
栄
華
の
か
け
ら
と
も

討

の

お

も

か

げ

今

も

忘

れ

ず

う

る

う

秒

間

袋

入

れ

ず

記

念

キ

ス

ど

う

な

る

の

か

な

五

輸

会

場

枝

豆

を

滑

に

先

生

つ

く

ね

ん

と

秋

の

夜

長

は

肋

舶

の

ビ

デ

オ

を

賢

治

忌

の

拙

の

姿

の

消

え

て

月

老
い
に
も
負
け
ず
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
で

制

毎

に

計

る

体

重

・

体

脂

肪

春

風

に

畢

り

届

く

歌

戸

久

々

に

一

族

揃

ふ

花

の

宴

も

の

山

脈

能

が

く

れ

に

よ

中
聞
く
に
子
捌

名
本
敦
子

浜原
敏

幸

小
川
く
に
子

古
川
奨
干
犯

浜
脳
同
ハ

く
に
子

敏

幸

敦

子

美
千
拙其

く
に
子

敏

幸

敦

子

柴
千
穂

く
に
子

敏

幸

執

能

-100-

ド
成
二
十
七
'
何
十
六
月
十
六
日
阿

平
成
二
十

t
均
ヒ
月
三
十
-
日
足
(
文
日
)



《
京
都

・
古
都
迎
句
会
ー
そ
の

-
v

歌

『疎
水
の
響
き
』

イ111

燕

風

や

蹴

水

の

蜘

廿

き

捲

け

て

を

り

彩

な

す

緑

畳

な

は

る

山

間

児

ら

に

朝

の

挨

拶

も

ら

ひ

ゐ

て

駆

け

込

ん

で

ゆ

く

二

重

純

跳

び

天

心

の

満

月

池

に

映

え

ば

え

と

え

ん

ま

勝

鮮

か

た

は

ら

に

鳴

く

ご

馳

走

も

新

淵

も

揃

ふ

容

の

脇

私

の

姿

を

紹

介

し

ま

す

え
せ
胸
に
つ
ら
れ
つ
ら
れ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン

保

険

契

約

五

千

万

ほ

ど

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア

l
ト
に
込
め
た
あ
す
の
夢

郷

の

矩

槌

は

な

ん

と

あ

た

た

か

野

兎

の

足

跡

続

く

月

明

り

お

一白

度

指

り

近

く

結

願

ド
ロ

l
ン

が

箱

根

湯

本

を

続

回

す

家

族

旅

行

は

ち

ょ

っ

と

お

預

け

花

吹

笥

浴

び

て

快

癒

の

試

歩

の

杖

巣

立

μ
に

も

心

和

み

て

順

子

っ
と
む

荷

諜

紫

苑

福

松

石
粧紫苑石桂苑柴桂

出
来
千
苑
捌

+ォ
春

雨

は

谷

に

平

野

に

町

に

降

り

吸

血

鬼

さ

へ

目

を

覚

ま

す

頃

リ

ス

ト

ラ

は

山

十

五

段

容

赦

な

く

日

中

斡

の

歴

史

制

と

は

大

裂

に

金

魚

述

ん

だ

焔

り

道

旅

の

土

産

は

変

挺

帽

子

古

立

一一
肘
憎
し
可
愛
い
の
寝

言

い
ふ

ワ

ル

ツ

に

の

り

て

久

の

ダ

ン

ス

を

繰
り
返
す
背
い
タ
イ
ル
の
ア
ラ
ベ
ス
ク

誇

り

向

き

は

王

の

京

商

十
六
夜
の
こ
こ
ろ
は
州
げ
ず
吾
行
か
む

早

や

冬

支

度

海

に

向

く

村

1
山

法

師

丸

き

笑

を

つ

け

庭

の

方

ワ

ッ

フ

ル

焼

い

て

ジ

ャ

ム

に

峰

蜜

ハ

ー

モ

ニ

カ

雨

怖

の

詩

を

剖

か

吹

く

多

宝

塔

へ

は

長

い

石

段

車

窓

か

ら

見

波

す

か

ぎ

り

花

万

梁

あ

ち

ら

こ

ち

ら

に

野

遊

び

の

人

紫 111f 

山
*
干
苑

も
り
と
も
こ

曹
鶴

松

古川
荷

葉

及
川
つ
と
む

山
本
紫
苑

石
川
順
子

松子荷

ク

荷紫

荷紫

1E苑

。と紫
も
こ 苑粧。

1ffj 

苑 桂 1E

平
成
二
十
ヒ
年
五
月
十
六
日
目

平
成
ニ
サ
七
均
六
月
二
」l
日
足

干

葉

ウ

。桂子包
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《

I
M
郎
古
都
辿
句
会
ー
その
二》

歌

「巣
作
り
か
』

イ，iJ

巣

刊

り

か

抗

出

入

り

の

激

し

か

り

窓

か

ら

匂

う

木

の

芽

聞

事

子

等

ふ

た

り

就

職

進

学

家

離

れ

満

只

電

車

時

附

正

確

舟

の

ゆ

く

大

河

に

踊

る

る

望

の

月

草
む
ら
に
叫
く
え
ん
ま
こ
お
ろ
さ

今次

々

に

並

ん

で

募

金

事

い

羽

悦

市

税

候

補

者

は

夫

哨

姉

随

で

手

鍋

提

げ

綴

益

保

す

挺

通

り

借

金

取

り

に

追

わ

れ

追

わ

れ

て

ド
ロ

1
ン

が

こ

ん

な

所

に

泊

臨

し

楽

祭

の

珍

し

く

附

月

涼

し

ほ

っ

と

ひ

と

息

旅

裂

と

〈

ぐ
い
呑
み
で
飲
む
地
摘
ま
ろ
や
か

明
日
は
雨
自
家
菜
園
で
も
の
ぞ
こ
う
か

た

く

ま

し

き

腕

た

く

ま

し

き

脚

お

遍

路

の

後

ろ

姿

仁

花

吹

雪

く

泣

く

近

く

に

茶

摘

唄

間

〈

井
原
弦
捌

冬
Jt. 三 阿 U 木
Ifi If，(本地付

寿利納棺
弦
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:
ゆ
る
や
か
に
結
び
直
し
て
都
シ
ョ

ー
ル

大
き
ポ
ン
菓

子
か
ぶ
り
つ
い
た
る

天

井

の

節

穴

聞

の

限

に

も

似

て

思

い

出

し

笑

い

警

慌

を

畳

く

先
日
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ワ
ン
ン

l
ン

知

庶

述

山

初

冠

笥

し

尾

白

鷲

獲

物

め

が

け

て

急

降

下

釣

っ

た

魚

に

倒

は

や

ら

な

い

浮

気

し

て

二

号

三

号

金

掛

か

り

爪

尖

ら

せ

て

マ

ニ

キ

ュ

ア

は

赤

川出
来

の

荷

風

散

人

間

ら

す

月

任

の

荒

れ

も

秋

寂

び

て

い

る

:
温

品

の

療

養

の

身

に

木

の

実

務

つ

座

敷

設

は

隅

に

ひ

っ

そ

り

ガ
キ
大
将
ピ

l
王

遊

び

僻

我

夢

中

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
席
ぐ
聞
の
水

花

の

宴

三

味

爪

弾

い

て

附

蝶

を

世

地

を

凶

む

山

は

位

み

て

f凶 脊 1内積納剰l
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{金
山
こ
ろ
も
連
句
会
そ
の

一》

歌

『柿

若

官Ir

業』

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
し
し
じ
ま
や
柿
若
灘

む

ぎ

わ

ら

附

子

脱

い

で

一
服

鉛
筆
と
消
し
ゴ
ム
な
ら
ぷ
キ
ッ
チ
ン
に

郵

便

受

け

は

ち

ら

し

ば

っ

か

り

村

は

ず

れ

川

ゆ

る

や

か

に

月

上

る

木

拙

の

枝

に

吊

る

す

帆

拠

叫

灯

‘

'Fン
.，?

且-守

勺

J市
束

爪

大

門

雑

断

ぬ

け

る

勝

由

烏
R町り

ラ

ー

メ

ン

肝

き

の

君

は

起

業

家

お
し
ゃ
べ
り
を
や
め
て
キ
ス
す
る
ハ
イ
ヒ
ー
ル

ク

リ

ッ

ク

ひ

と

つ

恋

の

消

失

ね

こ

道

を

く

ぐ

っ

て

通

る

風

涼

し

ジ

ハ

l

ド

叫

ぶ

赤

い

亙

月

水

品

を

覗

け

ば

未

来

恋

々

と

や
っ
と
ほ
ど
い
た
毛
糸
の
セ
ー
タ
ー

キ

ャ

ラ

舟

当

大

中

小

と

判

る

母

パ
ン
チ
の
利
い
た
辛
子
め
ん
た
い

廃

校

に

集

い

同

期

の

花

の

主

成

下

に

幾

年

回

一一

崩

張

応
る

長
坂
節
子
捌

チ
ォ
工
具
箱
蛙
型
す
る
手
の
暮
れ
お
そ
く

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の
家
計
簿

町

村

は

符

余

曲

折

で

合

俳

す

思

か

な

か

っ

た

文

の

小

包

み

山
雌
り
に
口
を
持

っ
て
く
コ
ヅ
プ
泊

箱
削
帆
八
思
は
き
ょ
う
も
割
附
れ

咳
ひ
と
つ
抱
か
れ
た
い
と
い
う
サ
イ
ン

乱

れ

た

髪

を

か

き

あ

げ

る

指

蔵
の
な
か
古
地
図
の
文
字
の
薄
れ
ゆ
く

イ
ン
ク
ジ
エ

y
ト
の
官
が
足
り
な
い

ネ
パ

1
ル
町
山
川
れ
し
遺
跡
附
ら
す
月

同

署

泣

か

に

実

る

集

部

:

依

編

み

小

学

生

が

引

き

継

い

で

ナ
ノ
の
単
位
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
け
る
予
感
の
研
究
者

=
一

主

柑

を

飾

る

神

棚

ひ
ら
ひ
ら
と
岬
の
句
碑
に
花
の
舞
う

啄

木

忌

と

て

砂

と

た

わ

む

れ

矢

崎

蹴

竪
m
敏

立

川
瀬
英
美

削川川

一

絞

似
O
M
A
百

仰向
・比

重
藍
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《盟
問
こ
ろ
も
連
句
会
ー
そ
の

=v

歌

年

く

逝

官h

雲
ひ
と
つ
年
逝
く
こ
と
を
知
ら
す
な
り

干

潟

に

下

り

る

鍋

鶴

の

群

町
車
揺
る
る
干
の
手
の
し
ば
れ
ゐ
て

床
庄
の
イ
ス
で
ち
ょ
っ
と
ウ
ト
ウ
ト

月

待

て

ば

隣

の

犬

が

遠

吠

え

し

今

日

も

明

日

も

松

茸

ご

飯

ゥ紅

葉

の

も

て

な

し

受

く

る

秋

山

郷

か

つ

て

務

武

者

間

れ

住

む

澗

G
P
S
彼

の

昭

場

所

を

追

跡

す

同

は

ぬ

ゆ

え

に

な

ほ

燃

ゆ

る

恋

乱
れ
う
つ
カ
ス
タ
ネ

y

ト
の
音
流
れ

も

く

の

火

灰

と

真

夜

の

片

端

こ

の

阜

の

袈

側

関

ら

す

刊

誌

の

月

鵜

向

川

に

来

す

る

母

の

亡

骸

生
ま
れ
つ
き
泣
き
虫
一
な
り
し
次
男
坊

タ

ク

ト

一
本

い

つ

も

離

さ

ぬ

石

段

を

押

し

上

げ

て

咲

く

花

大

樹

草

の

陰

よ

り

干

柿

現

は

る

川
瀬
英
提
捌

ー
春

、
つ
ら
ら
大
阪
に
ま
た
維
新
あ
り

酒

も

呑

ま

ぬ

に

酔

ひ

て

候

観

覧

車

ぐ

る

り

聞

り

て

七

百

円

百
円

Mm
相

手

又

同

じ

ひ

と

ド
タ
パ
タ
の
牧
場
の
制
に
抱
き
あ
ふ

ラ
グ
ビ
ー
ポ
ー
ル
胸
に
が
っ
し
り

内

科

医

に

執

行

錨

予

畳

く

る

咳

い

つ

も

夢

み

る

ワ

イ

キ

キ

の

浜

海

紅

の

産

卵

場

所

に

印

つ

け

叫

習

と

爺

と

で

村

を

お

こ

し

ぬ

震

災

の

掛

り

ベ

月

を

仰

ぎ

を

り

ビ

ニ

ー

ル

紛

で

吊

る

す

干

し

柿

，f
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
高
子
袋
も
つ
吸
血
鬼

治

官

官

は

パ

パ

の

督

促

大

辞

典

中

に

探

せ

由

文

字

の

あ

り

薄

型

で

ι
甘

く

般

若

心

経

花

仮

終

の

栖

を

探

す

旅

弥

生

の

山

に

風

の

や

さ

し

さ

執

型
車
問
美

徳え
あ
き
こ

山
川
桜
子あ腔あ

合
鹿あ度英女

前

wa英山
嵐女芙合

'" (t 
隙
祈
願
敏

平
成
二
十
ヒ
均
十
二
H
十
五
日
自
国

(
於
控
凹
市
稲
祉
セ
ン
タ
ー
崎
会
議
室
)
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{盟
問
こ
ろ
も
連
句
会
ー
そ
の
-z
v

歌

『

陽
来
復
』

j，lr 

一
陽

来

復

山

の

鬼

ら

も

笑

い

け

り

春

速

か

ら

じ

集

、

つ

客

人

抱
き
上
げ
る
聞
記
は
未
来
の
風
を
見
て

知

育

玩

日

刊

の

丸

と

=
一
角

同

じ

家

連

な

る

団

地

月

昇

る

金

木

犀

の

香

り

ど

こ

か

ら

ゥ

秋

袷

母

の

縫

自

の

こ

ま

や

か

に

男

点

前

の

し

な

か

ゃ

な

指

年
上
が
川
町
み
で
や
ん
ち
ゃ

H
え
ん
坊

自

搬

り

で

写

す

キ

ス

の

瞬

間

お
そ
ろ
し
き
ネ

y
ト
社
会
の
拡
が
っ
て

ド

ロ

l

ン

不

時

着

首

相

官

邸

哀

の

月

三
毛

摘

の

目

は

丸

く

な

る

m
に

で

っ

か

い

鮫

蒲

焼

古
希
過
ぎ
て
今
も
欠
か
さ
ぬ
「
あ
る
こ
う
会」

数

独

パ

ズ

ル

上

の

レ

ベ

ル

へ

花

と

舞

う

羽

生

結

弦

は

興

次

元

に

杜

の

都

に

溶

け

淡

雪

る

深
津
明
子
捌

ナォ

遠

足

の

干

の

歌

声

の

少

し

ず

れ

回

新

で

卵

好

き

な

先

生

コ
l
ラ
ン
を
諦
ん
ず
る
人
慕
わ
れ
て

思

き

瞳

で

誘

う

踊

り

娘

く
る
く
る
と
ふ
た
り
で
附
に
落
ち
て
ゆ
く

海

底

深

く

ご

ろ

り

蛸

爺

乾
杯
の
ピ

l
ル
の
ジ
ヨ

γ
キ
呑
み
干
し
て

地

税

隠

す

軽

減

税

率

図

性

舶

に

終

稲

本

の

在

庫

あ

り

延

命

治

療

舵

否

を

す

る

月

故

郷

は

銀

杏

柏

葉

の

美

し

く

老

舗

賑

わ

う

新

詩

去

の

頃

:
椛
品
へ
の
汽
笛
を
川
町
ら
す
述
絡
船

出
。
毛
包
め
て
。

cψ

と

交

わ

す

挨

拶

傍

ら

の

能

の

賂

鵡

は

よ

く

喋

る

ほ

ど

ほ

と

の

佑

の

雛

飾

り

買

い

天

領

の

城

包

み

込

む

花

の

雲

遍

附

聞

の

笠

の

見

え

つ

隠

れ

つ

jJI J:!: .fi i来
"桜川 2伊
良節 I問

英
子重干 子。英節ケ薬草 渥節炎 l則英握 A

平
成
ニ
ト
ヒ
ー
ト
二
月
十
五
日
目
見

(
於
世
田
市
細
川
住
セ
ン
タ
ー
崎
会
議
議
)
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京
総
判

《堺
堺
述
句
同
貯
金
》

歌

枯

立』

木

制l

大
夕
日
背
負
い
て
美
し
き
枯
れ
木
立

湯
気
た
つ
お
で
ん
地
酒
取
り
取
り

婆
さ
ま
は
い
つ
も
上
座
で
笑
開
削
し
て

蝶

銅

の

笛

仁

家

宝

納

め

る

和

拷

の

雲

を

雛

い

て

月

の

舟

宇

宙

闘

に

そ

よ

ぐ

コ

ス

モ

ス

ゥ村

芝

居

子

役

両

手

で

V
サ

イ

ン

氏

神

の

杜

い

つ

も

賑

や

か

曲

冊

目

貯

を

決

め

て

七

半

海

の

背

凶
間
れ
述
い
ざ
ま
ハ

I
ト
射
抜
か
れ

ひ
と
自
惚
れ
熱
き
お
も
い
も
早
や
冷
め
て

仏

法

僧

怖

く

暁

の

刻

夏

の

月

う

す

れ

て

よ

り

の

旅

支

度

瑚

排

の

佐

官

に

気

分

と

Z
澄

む

足
踏
み
の
ミ
シ
ン
た
び
た
び
晶
の
切
れ

震

災

支

援

届

く

ま

ご

こ

ろ

押
し
寄
せ
る
波
の
ご
と
く
に
花
の
雲

馬

の

調

教

風

光

る

中

出
制
節

小
川
町
村
田

れ大北
本 谷 波

捌イ雷祥美

杉

朝 {吉祥柴日節侶朗 英枠節品 二 恵子鶴 量 子

E
野
遊
び
の
親
子
ど
ち
ら

も
出
相
さ
れ
て

ギ

タ

l
爪

抑

く

懐

か

し

き

帆

超

高

府

あ

べ

の

ハ

ル

カ

ス

展

望

所

遮

光

ガ

ラ

ス

に

映

る

山

並

み

新
譜
の
ボ
ジ
ョ
レ

1
ヌ
ー
ボ
ー
飲
み
比
べ

趣

味

が

同

じ

で

霊

の

ふ

く

ら

む

幾

星

霜

辛

抱

強

く

倍

老

に

吐

息

吹

き

つ

つ

省

主

行

く

冴
え
わ
た
り
マ
フ
ラ一
1
深
く
顎
沈

め

ア

ニ

メ

で

辿

る

銀

河

鉄

道

具
ん
円
の
月
と
こ
か
ら
も
開
か
ら
も

林
検
見
つ
め
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
知
恕

:
白
杖
の
そ

っ
と
押
し
た
る
赤
い
羽
帆

京

の

五

条

の

托

鉢

に

間

試

し

つ

く

鋳

物

の

阜

の

鈍

の

昔

鷲

餅

の

い

と

も

や

わ

ら

か

散

り

し

き

る

花

毛

艇

を

取

り

凶

み

流

れ

も

ゆ

る

さ

山

水

の

uu

lf ~市 イ百 奨祥節 5E 畠祥信美昌節信柴枠節目

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
円
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ヒ
年
十
二
月
1
日
出
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《浦
剥
さ
く
ら
平
連
句
会
ー
そ
の

-
v

制l

『

一
日

を

一
日

を

ひ

と

日

と

な

し

て

白

木

拙

背

伸

び

し

て

み

る

副

円

や

か

な

朝

残

月

の

屋

根

に

猟

ど

も

会

議

し

て

散

り

散

り

に

な

り

遠

ざ

か

る

影

ゥ
宇

宙

船

冥

王

星

の

川

市

て

の

果

て

恋

文

さ

へ

も

い

つ

か

系

図

に

文

哉

の

三

角

関

係

ど

ろ

ど

ろ

と

噴

煙

あ

が

る

を

ち

こ

ち

の

山

ひ

た

す

ら

に

背

策

若

葉

町

子

等

の

列

お

化

け

屋

敷

を

建

て

る

校

庭

仁
村
玲
流
捌

大
仁久怯 111
村保湾中

部官胤玲安部玲風間安

一芸 子流芸 一 流子 一 韮

Z
拝
み
や
に
言
は
れ
る
が
ま
ま
金
を
捨
て

別

人

に

な

り

ト

Y

プ

モ

デ

ル

に

苗

す

じ

に

ア

ニ

キ

と

熱

き

自

吐

か

れ

大

原

雑

魚

寝

夢

に

抱

き

合

ふ

冴

ゆ

る

月

信

号

の

な

き

交

互

市

、

干

物

味

酬

明

前

引

き

売

り

の

戸

:
ア
ッ
カ
ン
ベ
す
べ

っ
て
こ
ろ
ん
で
牒
の
似

出

世

稲

荷

に

峨

寄

進

を

八
木

節

は

市

長

の

十

八

番

花

の

宴

四

方

に

漂

ふ

焼

き

栄

蝶

の

香

玲飽風宜:風玲安拙玲捌l

平
成
二
十
七
年
九
月
十
六
日
目
尼

(於

カ
ル
タ
ス
ホ
1
ル
北
浦
和
)

流 一 子 芸子 i庇 芸 一 流子
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《浦
和
さ
く
ら
却
辿
句
会
ー
その
ニ》

キ
歌
仙

『水

澄

め

り
』

鯉

は

み

な

細

長

に

見

え

水

浸

め

り

琴

を

な

ら

べ

て

待

つ

月

の

寄

ほ

の

か

な

る

金

木

障

の

香

る

ら

ん

幼

稚

図

児

の

朝

の

お

散

宇

空

箱

に

貝

殻

ひ

と

つ

残

り

た

る

聖

迫

ひ

か

け

る

古

蚊

帳

の

中

部

搬

の

俳

性

の

小

口

枝

の

秋

デ

ン

キ

プ

ラ

ン

に

映

る

街

の

灯

喝
采
を
浴
び
て
デ
ユ
エ

ァ
ト
恋
は
じ
め

目

小

町

は

今

や

顔

役

お

宝

は

車

に

伝

は

る

阿

弥

陀

峨

息

子

十

八

選

挙

織

持

つ

ぬ

っ

と

出

て

腕

き

噌

し

て

時

間

月

旅

立

ち

の

朝

桁

の

伴

む

ふ

り

む

け

ば

辺

先

へ

る

日

が

科

れ

て

も

つ

れ

遊

ぶ

は

双

子

の

パ

ン

ダ

学

舎

を

埋

め

尽

く

し

て

花

の

雲

噌

り

出

き

望

郷

の

丘

松
出1

附
捌

山 泌 M
， I '谷応

土盛時
問

時興詩錐興子

tr 
似

隔
日
組
十

-108ー

ろラ時土 H寺興 j時土， 時興土

平
成
-一
十
ヒ
年
九
月
十
六
日
首
尾
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於
カ
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ホ
l
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浦
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《浦
利
さ
く
ら
草
述
句
会
ー
その一
エV

十
甜l

『去

年

今

年
』

安

心

も

安

全

も

無

き

去

年

今

年

凍

て

L

舞

台

に

日

憎

の

準

覗

き

込

む

中

学

生

の

戸

燃

え

て

舶

来

カ

メ

ラ

一一
川
に
ぶ
ら
さ
げ

捌

木

航

む

白

壁

伝

い

夕

月

夜

炭

火

恋

し

ゃ

小

町

恋

し

ゃ

衣

々

の

別

れ

の

袖

に

鹿

威

し

残

り

香

満

ち

し

方

丈

の

部

屋

家

摘

も

見

放

し

て

い

る

大

大

仲

中

間

試

験

記

名

忘

れ

て

萩
谷
地

一
捌

榊f1; 111 城 4攻
略i 木 '1'山谷

十 SE 土九 iV~ 十奨土九準
奈 奈

静子 ak天 一 時子筆王ー

Z
桑

の

突

の

ま

だ

成

り

き

ら

ぬ

側

近

月

光

浴

び

て

冷

や

酒

を

酌

む

「
は
や
ぶ
さ
」
の
行
方
不
明
の
長

い
旅

一

途

な

老

い

の

恋

の

面

白

経

験

の

在

り

や

挺

し

ゃ

の

原

節

子

口

の

上

の

躍

り

掛

出

る

:
夢
に
見
る
デ

l
ト
リ
ッ
ヒ
の
誕
し
き
脚

太

平

洋

を

政

る

螺

あ

り

歌

声

は

限

り
辛
〈
展
ぴ
花
の
判
官

ン

l
ソ

l
乗
れ
ば
風
の
う
ら
ら
か

準

一

九

天
土

錐

美
奈
子

十

符
準

一

九

天

土

飾

美
奈
子

」，

一109-
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成
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《浦
利
さ
く
ら
平
辿
句
会
そ
の
凶
》

歌

駒

子
』

官11

二

丁

目

に

駒

子

来

て

ゐ

る

牡

丹

蛍

場

け

む

り

は

ら

ふ

春

の

肩

掛

縁

側

の

子

猫

の

耳

の

う

ご

め

い

て

戸

の

聞

け

ら

れ

し

蔽

の

廃

屋

休

暇

果

つ

桁

題

未

だ

裂

の

月

家

也

に

口

う

飽

の

鈴

虫

今金
黛
垢
の
香
炉
の
つ
ま
み
す
さ
ま
じ
さ

向

を

か

く

し

て

部

り

添

っ
て

み
る

寝

化

相

は

小

指

で

引

き

し

薄

き

相

生

〈

楽

聞

の

夢

よ

覚

め

る

な

山

奥

の

木

霊

ポ

イ

ン

ト

新

名

所

倫

敦

塔

を

雲

ち

ぎ

れ

ゆ

く

荒

神

輿

月

に

吠

え

た

る

背

ナ

の

龍

浪

速

の

う

な

ぎ

肢

を

さ

ば

い

て

跳

へ

の

仕

付

け

を

解

く

母

の

そ

ば

両

手

拡

げ

て

三

尺

似

し

花

片

を

啄

む

胞

を

追

い

走

る

物

殺

を

か

も

す

悲

法

記

念

日

子 - 0'時子 一 詩笹子 一 節将 一 子 詩佳子 一

ー
蛍
烏
械

手

作

り

味

噌

に

よ

く

な

じ

み

股

肱

外

し

て

早

仕

舞

い

す

る

他

人

械

も

自

分

の

名

前

も

ど

忘

れ

し

ピ

ル

の

看

板

デ

イ
e

サ
ー

ビ
ス
と

胤

の

地

を

追

い

回

る

街

路

灯

マ

ン

ト

日

下

駄

ニ

コ

ラ

イ

の

鈍

お
手
付
き
で
飛
ば
す
歌
留
多
の
相
聞
歌

接

吻

く

ら

い

な

ら

誰

だ

っ

て

す

る

胸

町

内

燃

え

る

尭

も

ス

マ

ホ

発

信

i
 

彼

女

を

附

け

て

決

闘

の

瞬

鈍

彫

り

の

絡

仏

の

衣

秋

の

月

h也省

初

猟

の

術

地

明従此

仙
絞
耐
き
お
り

?:今
剥
製
の
牡
山
雌
雌
の
耐

m刷
エ

ア

ポ

l
ト

I

T

部

で

ワ

イ

ン

発

明

倫

市

場

仕

切

る

投

げ

師

の

=
一
代

目

パ
パ

さ

ん

ソ

フ

ト

い

つ

も

補

欠

で

笠

り

無

能

金

桜

町

花

を

待

つ

尻

戸

長

〈

器

昼

の

組

十土風龍士十前十風土風 IlU-1-敏飽凪十土

111 
中

土
銃
捌

uv
河
拙

大
久
保
胤

は
け
土

榊
肱

風龍土 十風龍卜土風間土十組風十

22 
十十
七七
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ユ
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セ
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《藤
沢
サ
ザ
ン
V

歌

寒

雀

{，h 

群

れ

て

来

て

パ

ン

悶

突

く

集

街

玄

関

前

に

葉

牡

丹

の

鉢

朋

友

の

文

学

日

の

賀

の

附

に

金

杯

に

酌

む

香

り

良

き

酒

愛

犬

と

捗

絢

揃

え

て

月

の

径

ホ

澄

む

池

に

起

き

る

さ

ざ

波

ヲ松

山

制

ぷ

の

境

内

を

抑

く

務

仕

団

意

気

投

合

の

同

郷

の

人

ア

ド

レ

ス

を

交

換

で

き

て

有

頂

天

真

面

目

な

兄

の

狂

い

出

す

恋

薬

物

で

過

去

の

栄

光

地

に

堕

ち

て

速

く

に

聞

こ

ゆ

子

帯

の

歌

声

月

掠

し

お

て

だ

ま

作

り

古

布

使

い

甘

み

込

み

帯

mxu
戒

を

焼

く

低
金
利
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
マ
イ
ホ
ー
ム

自

由

化

さ

れ

て

選

ぶ

電

力

駅

中

の

花

見

弁

当

飛

ぶ

よ

う

に

渦

潮

に

沸

く

春

の

徳

島

:
監
植
え
る

姉

さ

被

り

で

手

際

良

く

女

子

力

上

げ

て

守

る

伝

統

何
に
で
も
び

っ
く
り
ぽ
ん
と
践
は
官

い

桂

文

枝

の

不

信

騒

動

掛

け

ば

ひ

た

む

き

な

霊

古

日

記

あ
た
り
は
せ
ぬ
か
生
の
オ
イ
ス
タ

被

災

地

の

跡

地

問

題

ま

と

ま

ら

ず

稜

線

を

越

え

ド

ロ

1
ン

の

行

く

録

画

し

た

日

本

百

四

川

団

緊

で

リ

ビ

ン

グ

学

習

あ

が

る

成

制

ン
ユ
ト
ラ
ウ
ス
耐
の
流
れ
る
訟
の
月

視

線

冷

ま

じ

社

交

鼎

デ

ビ

ュ

ー

:
お

凌

ぎ

と

新

米

掛

り

ふ

る

ま

わ

れ

μ
U

耶

帰

り

に

リン

ム

で

筋

ト

レ

山

手

線

新

型

車

両

出

直

し

列

に

並

ん

で

玄

銭

円

以

公

開

の

御

所

庭

聞

に

花

の

錨

の

音

節

む

朝

の

街

同
村
晶
子
倒

削
問

Hn

ル
仏

大
付
先
』
弘
，

相
川
ひ
ろ
子

作
川
俊
子

小
野
山
且
子

凶
付

晶

子

中
立
忠
風取+

りち欣 75来型依ろ俊ろ

平
成
二
十
ヒ
年
二
月
一
日
目

(
文
官
)

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
昆

" ~ij 
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《必
戸

清
の
宵
ス
ノ

1
ド
ロ
ッ
プ
》

す
す
の
ど
ら
か
に
ル
バ
イ
ヤ
ー
ド
を
則
一訓
し

紫

足

で

触

れ

る

ほ

立

の

械

包

ほ
ら
あ
れ
が
あ
の
光
る
の
が
パ
リ
の
術

惜

の

端

よ

り

た

そ

が

れ

て

ゆ

く

筏

筒

と

太

鼓

の

節

で

干

を

あ

や

す

百

日

過

ぎ

て

文

月

と

な

り

風

鐸

の

謎

は

王

家

の

有

明

に

石

舞

台

よ

り

申

ら

り

秋

蝶

ゲ
タ
を
脱
さ
プ

1
y
を
履
い
て
笠
る
坂

彼

は

官

の

彼

で

は

な

く

て

曲
に
紛
れ
ア
ト
ラ
ン
タ
か
ら
来
た
抑

霊

と

賊

と

天

使

と

邪

山

地

と

2
海
水
に
浮
か
ぶ
タ
ン
ク
に
夢
た
く
し

ev
t
l
e晶
y
e
h
J

ピ
ー

ウ

イ

ス

キ

ー

に

は

口

司

互

回

こ
の
頃
は
パ
ロ
ァ
ク
よ
り
も
ン
ユ
l
ベ
ル
ト

午

後

の

川

面

に

糸

を

垂

ら

し

て

落

人

の

山

虫

深

く

花

吹

町

さ
へ
ず
り
の
音
を
聴
き
分
け
る
耳

ア
ン
ズ

霊

官
務

丁

加

古
川
依
子

RM
捗

括

経
ア
ン
ズ

『楽

し

き

ゃ
』

歌

官h

衆
隣
判

楽
し
き
ゃ
背
山
に
生
る
る
ホ
の
音
ス
チ
ユ
ワ
f
ト
鞠

闘

を

聴

き

つ

つ

歌

の

七

月

鉱

山

正

一

街
を
抜
け
る
千
の
一
也
事
を
待
ち
な
が
ら

1
7サ
イ
モ
安
西

門

7
4
 

イ
ン
フ
ォ
メ

l
ン
ヨ
ン
「

l

」
の
目
印
寝
付
ア
ン
ズ

振

り

向

け

ば

到

の

貌

の

あ

る

玉

兎

岳

貯

務

飾
り
付
け
に
は
ス
ス
キ
シ
ャ
ン
パ
ン
川
中
霊
古

今
い

つ

か

あ

う

折

も

あ

ら

ば

や

魂

祭

小

体

的

術

踊

り

披

れ

て

同

借

り

る

妹

川

崎

町

丁

郎

泣

く

と

き

も

刊

る

女

優

の

卵

に

て

車

問

符

縦

当

て

ら

れ

た

の

に

知

ら

ん

顔

す

る

正

一

期
待
込
め
付
け
た
キ
ラ
キ
ラ
不
l
ム

な

り

ア

ン

ズ

ギ

リ

ン

ヤ

の

総
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を

迎
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き
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仲
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KASEN“Happiness is“ 

Composed at ¥;!"illiam Blake's Inn. Matsudo. on July 5山 2015

Happiness is/ the sounds of water arising/ from rhe green rice fields 

Rain. rainl ballads of July 

Across the cityl waiting for a thousand trains.1 a thousand platforms 

The'Tsignl for Information 

Finding in the moon/ the face of a genrJeman/and not Je !;Ipin 

Pampas grass and/ a champagne bottle for decoration 

Though far apart! we shall surely meet again/at the BOI1 Festival 

Worn out by dancing!she asks him for his shoulder 

日lecannot but cOQuette/even when she weeps: I a would-be-movie-star 

Feigning absence/ in lieu of response 

What a bizarre name!lloaded with the hopesl of parenls 

Statue standing in the garb/ of the greeny hues of Greece 

Shaved ice to welcomeノavisitorl from far away 

Cheers! resoundingl under the archway 

Here they are: 1 nephew an ob叫etrician/niecean attorney 

Pseudo priest standingl at Kitakami Highland 

1n the moonlightl the wine glass i5 tintedl with the haze of cherry blossoms 

A frog frightened the puppyl out strolling with his owner 

PeacefulJy he recite5/The Ruba'iyat lon a spring day 

Touching the magic carpetl with bare feet 

L∞k at the light! Ilook at that brilliance Ithe City of Paris 
Twi!ight descendsl from the end of the bridge 

Lulling my baby/with the SHINOBUE pipel and the beat of a drum 

A hundred daysl 10 the month of letters 
The My引"加swind chimes I of RoyaJty I the t羽 田n鉱山 onthe dawning sky 

Through rhe ancient tomb of IlSHIBUT Al. an autumn butterfly 

GETA sandals ofUboots onl to climb the hill 

He's Ilot what he used to bel the one 1 knew years ago 

Wet under the rainbowl a manl from Atlanta 

Love and sincerityノangeland imp 

They put the last shred of hope 1 into a barrell afloat on the sea 

Whisky goes withl Deep Fried Mars Bars 

1 like Schubertl more than the Baroquel these days 
Dropping an afrernoon jine 1 into the face of the stream 

Mountain hamlet of the defeated I a blizzard I of flower petals 

Good earsl that recognize the chirps of the birds 

一11 )ー

mal'l 

shoichi 

smmon 

ange 

yasushi 

allle 

selel 

tellla 

iakura 

shoichi 

ange 

yasllshi 
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忠
弘
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冶

問

2
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由
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山
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品

川

明

印
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刊

北

叫
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明
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3
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〉

X

J

a

Z

3

日'"
iakura 

allle 

yoriko 

tellla 

vasushi 
世間
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新
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豆
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嵯
峨
野
へ
と
杖
虫
き
ゆ
か
ん
新
豆
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践

し

め

や

か

に

名

庖

の

路

地

月

中

天

テ

レ

ビ

を

消

し

て

深

酒

を

転

ぶ

空

缶

-ニ

日

凹

日

と

悪

童

と

呼

ば

れ

し

こ

と

も

今

品

矩

憾

の

棋

で

じ

ろ

り

黒

獅

今
行

間

に

謎

か

け

の

あ

る

寒

見

舞

挨

拶

以

上

恋

文

手

前

お

土

産

に

夫

婦

茶

碗

を

選

ぴ

お

り

天

気

予

報

の

ま

た

も

外

れ

て

ひ

と

振

り

に

柿

渋

匂

う

街

の

傘

打

ち

重

な

り

て

探

き

山

並

青

大

将

す

る

り

昭

ら

し

て

昇

る

月

汗

を

拭

き

拭

き

通

す

法

案

大

門

に

阿

川

の

像

は

ふ

ん

ば

り

て

得

立

顔

し

て

孫

は

よ

ち

よ

ち

ふ

り

返

り

心

惹

か

る

る

花

の

門

訪

干

の

影

町

折

れ

る

せ

せ

ら

ぎ

品
部
三
酔
捌

E
摘
み
草
に
あ
ら
も
こ
ん
な
時
間
な
の

赤

字

続

き

の

う

ち

の

家

計

簿

呉
国
人
燦
買
い
を
し
て
重
た
そ
、
っ

高

層

ビ

ル

の

競

い

建

つ

街

世
界
一
何
で
も
い
い
か
ら
取
り
た
い
よ

天

上

天

下

唯

我

独

尊

円

満

の

秘

訣

結

悶

ほ

め

殺

し

言

わ

せ

て

お

け

よ

亭

主

関

白

雑

談

に

ス

ト

レ

ス

全

部

発

散

す

長

嶋

り

の

す

る

笛

吹

き

ケ

ト

ル

難

解

世

や

っ
と

読

み

T
え

月

沈

む

夜
火
、
に
熱
き
コ
コ
ア
こ
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良
き

:
友
の
来
て
ん
品
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近
き
京
ぶ
ら

hm

ら
と

丸

竹

夷

二

抑

御

池

と

て

和
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じ
ゃ
に
ス
マ
ホ
片
手
に
足
組
む
か

家
事
は
し
て
一
な
い
デ
コ
ネ
イ
ル
な
り

花
の
下
い
つ
し
か
踊
る
輸
の
出
来
て

句

碑

に

日

当

た

る

春

昼

の

寺

よ州市共
而
子

附
木
陽
子

品部
三

酔

仁川
η
三

郎

秋
本
美
智
子

事
聴

桂
陽

子
一一
一

川叩桂

其
而
子

美
智
子

陽

子

真
而
子

陽

子
桂

=
一

帥附

美
智
子

中
立
芋
志
子

ド
成
二
十
ヒ
年
九
月
十
八
日
目

(文
昔
)

平
成
二
十
ヒ
年
4
1
月
十
六
日
出

陽

子

其
而
子

久

米

川

但

肱
桂

=
一

酔

其
而
子

陽

子

美
智
子

t

E

 

仇

仙

川

周桂

=一

酢町

陽

子

美
智
子主企

但
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総川
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き
子

。
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艮
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?
こ
ん

さ

や

け

し

ゃ

治

良

の

雲

白

々

と

制

備

の

尾

の

折

る

る

加

比

川

月

の

下

今

朝

の

也

事

は

早

出

に

て

純

手

を

駆

け

る

幼

四

五

人

試
験
ま
で
九
九
の
練
習
き
り
も
な
く

夜

食

に

う

れ

し

鍋

焼

う

ど

ん

fa
も

よ

ひ

市

崎

山

の

狭

団

子

触

れ

る

手

と

一一
川
離
れ
て
つ
い
て

目

頭

に

涙

ぽ

ろ

り

と

男

酒

明

日

へ

の

夢

は

今

日

が

始

ま

り

国

会

も

山

川

海

も

大

荒

れ

で

聖

書

に

記

す

ノ

ア

の

方

船

わ

が

逝

は

大

和

遍

照

金

剛

ぞ

ポ
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ジ
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ギ
ン
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ゆ
る
同

そ

の

影

に

暮

色

深

ま
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釣
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れ
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追
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か
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あ
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北
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日
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ど
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熱
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回
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も
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ー
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に
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ど
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光
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屋
と
は
知
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模
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棋
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手
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大
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て
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眼
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治
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持
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踊
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鍋
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行
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と
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ゆ
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熱
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氷
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薬
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わ

か

る
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本
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の

夜
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も

や
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台
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指

ピ
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あ

お
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情
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H
M

場

の

旨
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藤
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捌
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杭

肝
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丘
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佐
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ン
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佐
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太
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九
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木

を
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を
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的
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駒
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朝
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を
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し

て
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た
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u
k
u
a
 

婦

の

味
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や
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ぱ
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i
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こ
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国

勢

図

金

の

グ
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フ
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認

ノ

ー

ベ

ル

賞

夜

学

の

窓

の
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明

り

世
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白

き
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紺

甜
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ザ
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大
野
間
士
捌

笠
き
れ
ば
う
れ
し
さ
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王
の
ひ
ば
り
か
な

出
立
ち
忘
れ
ず
拘
杷
茶
ふ
る
ま
ふ

啓

訟

の

候

は

水

音

高

ま

り

て

展

望

台

に
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を

な

す

人

ゥ
天

の

原

今

宵

の

月

は

黄

金
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秋
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岸

会

の

読

経

怖

か

に

ほ

か

ほ

か

と
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に

匂

ふ

零
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子

飯

幼

馴

染

は

疾

う

に

人

喪

少

年

は

学

成

り
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し

き

り

な

が

ら

ポ

ル

ト

ガ
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踏

を

犬

が
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す

か

友

好

の

犯

意

樹
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盛

り

小
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酌

み

交

す

柑
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せ
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車
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売
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ソ

コ
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喪
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手

に

操

れ
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先

に

秘
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由

自

在

に
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い
ふ
腿
物
こ
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身
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飼
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慣
ら
し

山

線

魚

も

大

欠

仲

せ

よ

朗

々

と
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聞
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互
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仰

ぎ

見
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ゐ
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侭
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城

Z
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マ
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ン
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手

自
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岸
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に
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風

の

彼

方

へ

赤

い

胤

船

持
口
ひ

ろ

川
漫
桂
月

'HMm
百
合
子片的

制刷

M
L川干

作
血
初
市
』

暫
叶
大
和

側
主
担
保
子

治
水
m
M

瓢

刊
本
光
野

平
成
二
十
ヒ
年
三
月
二
f
九
日
目
出

武
見
(
去
を
挙

向
儲
せ
い
子

河
合
は
つ
江

山

川

れ

ん

奥
山
ゆ
い

抽出
m
公
仁
枝

失跡儲
初

提

小
伝
八
洲
干

E
m東
川

河
川
"
春
陽

太
野
間
士

主

任
事

自

(
於
御
子
山
)
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内鉱
山
中
獅
子
門
そ
の
こ》

2
覗

き

た

る

双

眼

鏡

に

春

の

海

か

つ

て

抱

き

し

船

乗

り

の

夢

ハ
イ
ボ
ー
ル
パ
カ
ラ
グ
ラ
ス
に
な
み
な
み
と

ロ

コ

コ

剰

な

る

精

子

と

テ

ー

ブ
ル

軽
や
か
に
羽
棋
を
持

っ
か
に
恋
を
し
て

夜
の
明
く
る
ま
で
チ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

聞

こ

え

く

る

大

木

紫

斑

戸

低

く

マ

グ

マ

を

抱

へ

眠

る

霊

山

背
負
ひ
た
る
リ
ユ

y
ク
サ

ァ
ク
に
頭
痛
諜

-
t
'

'

A7
-
b
u
p
 

鬼

伯

母

的

戸

下

町

に

住

む

風

と

ら

へ

胤

船

沼

稲

れ

止

ま

ず

月

の

宿

な

る

事

茸

き

の

山

崎

:

爽

や

か

に

陶

芸

作

家

白

寿

過

ぎ

鈴

ち

ろ

ち

ろ

と

小

さ

き

巾

稲

ベ
コ
ち
ゃ
ん
は
苦

い
つ
ま
で
も
引
込
め
ず

遊

書

道

に

は

日

差

し

あ

ふ

る

る

は

る

か

な

る

川

の

流

れ

に

花

吹

笥

都

を

ど

り

の

今

や

酎

遣
時
脇
起

歌

仙

『獅
子
門
翁
忌
追
善
俳
譜
」

持滞 4 伝 僧 奥
I!! t会蝦 日 山

道 公八 i羊か ゆ
{在 中 仁 洲ほ 陸

笹士睦い 子1-' l!i子子る剰!築制い j

ま

大
野
部
士
捌

折

々

に

伊

吹

を

み

て

は

冬

ご

も

り

大

柿

虫

の

来

た

る

帯

脱

蒔

絵

皿

煉

羊

拍

車

の

艶

愛

で

て

小

紋

の

衿

を

か

き

合

せ

た

り

城

山

に

掛

か

る

名

月

あ

か

あ

か

と

か

す

か

に

胤

く

秋

の

波

音

今屑

鉄

を

集

め

並

べ

る

柴

術

展

D

N

A

は

争

へ

ぬ

も

の

百
メ

ー
ト
ル

金

メ
ダ
ル
に
は
ま
だ
速
く

心

と

き

め

く

褐

色

の

肌

裂

を

持

つ

な

ら

ば

三
人

ま

で

と

さ

れ

ベ

ッ

ト

の

仔

犬

部

屋

を

う

ろ

う

ろ

夏

の

月

螺

旋

階

段

転

げ

落

つ

庭

神

さ

ま

に

ひ

と

つ

お

供

へ

ラ
ジ

オ

よ

り

路

間

流

る

る

昼

下

り

王

子

焼

に

は

塩

か

砂

掛

か

花

の

宴

送

別

会

を

兼

ね

て

を

り

燕

飛

び

交

ふ

空

は

水

色

が
仰
始者士

U

山
本
光
野

在
仰
向
宜
志
春

生儲
初

提

雌
桜
日
一

子

小
梨
知
柏

村仲
枝

葉

怯
昭

一

品少

青
山千
恵
子

監
臥
東
川

守
山
悲
利
子

侃新
川
芭

E 
執

名
和
よ
みり
ゑ子和T

 
E
 

φ
1
0
 

n
時

品
川
問
中
出

雌
#
大

欄
U

均千

平
野
千

平
成
ニ
ト
ヒ
年
十
二
月
六
目
白
血

(於

笠
伝
町
杉
山
邸
)
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《岐
阜
獅
子
門
友
来
社
》

辿
吟
脇
起

短

歌

行

「翁
忌
追
善
俳
諾
』

作
り
な
す
庭
を
い
さ
む
る
し
く
れ
か
一
な

蹴

梅

は

や

も

苦

ほ

っ

ほ

っ

久

々

に

正

午

の

茶

間

中

に

招

か

れ

て

化

粧

水

に

は

浮

か

ぶ

企

箔

今
は
る
か
よ
り
叫
し
き
月
の
見
た
る
ら
む

映

耐

の

如

き

ヨ

ッ

ト

ハ

l
パ

l

イ

ケ

メ

ン

の

蛸

焼

売

り

に

長

き

列

女

装

の

男

し

ゃ

な

り

し

ゃ

な

り

と

衿

足

に

か

す

か

に

残

る

霊

の

跡

日

時

前

一

つ

街

の

」

E

字

路

花
冷
え
の
シ
ョ

ー
ウ
イ
ン
ド
ー
一
き
ら
き
ら
と

審

の

祭

り

法

被

鰯

背

に

の

矢
椛
初
美
捌

体
制

矢
印
備
初

日
本
光

両
国

u
t
計千

古
芯
禍

却制
μ

捌
川
み

車
協
み

ち

光

野

杉
野
ち
ゑ
子

千

円専

L
吹

く

東

風

に

樽

楢

を

割

る

昔

物

く

恋

は

い

つ

で

も

唐

突

な

も

の

倹

の

目

に

君

の

全

て

を

閉

ち

込

め

む

ス
イ

l
ト
ル

l
ム
プ
ル

l
ト
レ
イ
ン

白

波

に

細

々

見

ゆ

る

品

の

彬

色

を

零

し

て

眠

る

秋

蝶

三

五

夜

の

月

中

天

に

時

々

と

母

は

自

悦

の

茸

飯

炊

く

:
人

形

の

夢

の

世

保

に

姉

妹

野
辺
に
あ
ふ
る
る
目
差
し
ゃ
は
ら
か

胞

の

怖

く

戸

包

み

た

る

花

大

樹

初

虹

し

か

と

か

か

る

山

の

端

さ 美 子 尋子野美

平
成
二

t
a
q
f
一
月
三
十
日
目
応

(於
中
山
追

淑

子

初

英
国

子

千

円相

み

さ

初

艶
み

ち

ち
ゑ
子

淑

子

み

ち

初

美

執

岱

場
板
港
会
館
)
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《岐
阜
幅
骨
子
門
梨
杖
社
ー
そ
の

-》

泣
吟
脇
起

歌

仙

瀬
尾
千
平
捌

J
百

体

の

地

蔵

に

百

風

簡

を

返

す

深

き

山

無

民

事

有

機

栽

培

ト

レ

ン

デ

ィ

1

巨

大

ス

ー

パ

ー

容

を

呑

み

込

む

た

も

と

は

る

隣

の

主

情

手

日

向

ぼ

っ

こ

の

揃

の

居

眠

り

ケ

1
タ

イ

に

朝

畳

タ

と

メ

l
ル
く
る

身

の

程

知

ら

ぬ

恋

に

身

を

焼

き

世
の
中
は
時
に
修
叫
職
場
と
化
す
こ
と
も

小

さ

い

な

が

ら

結

界

の

石

綿

り

ゆ

く

た

だ

一

筋

の

月

の

道

ち

ち

よ

ち

ち

ょ

と

袋

虫

を

聞

く

I
波

貨

を

今

年

栖

に

て

祝

は

む

か

ホ
テ
ル
の
柿
子
は
ア
ノ
テ
ィ
ク
な
る

な
だ
ら
か
な
ゴ
ル
フ
コ

l
ス
の
続
く

E

去

を

仰

げ

ば

症

の

ひ

と

ひ

ら

少

年

の

笛

ま

っ

き

ら

な

花

の

下

来

込

鮒

の

応

帥

町

き

ら

め

く

械
、作

の

I匹

明
小
満
智
子

船
積

'X

子

後
藤
朱
乃

百
刈
溢

伊
川
雄
弥
生

需
品
耐
子

t
野

久

恵緋
陶+互生母

肉文準才市」温子生

ノ，

型

自

く

洗

ひ

あ

げ

た

る

さ

む

さ

故

静

寂

を

ゆ

ら

す

冬

悶

の

声

息

を

つ

め

人

形

の

目

を

描

き

入

れ

て

木

綿

の

作

務

衣

着

心

地

の

よ

し

真

正

面

生

ま

れ

た

て

な

る

望

の

月

架

の

強

飯

を

ほ

っ

こ

り

と

炊

く

ゥ
関

ヶ

原

合

般

の

地

に

椴

立

つ

ド

ロ

l
ン

飛

ば

す

彼

は

金

嬰

う
っ
と
り
と
サ
イ
ン
コ
サ
イ
ン
上
の
空

甘

き

脊

り

を

迎

び

来

る

風

産

土

の

修

復

い

よ

よ

本

決

ま

り

軒

に

口

捕

を

か

さ

る

長

老

月

光

の

制

に

空

蝉

み

つ

け

た

と

口

遊

み

ゐ

る

例

の

ス

キ

ヤ

y

ト

迎

転

に

キ

ー

の

要

ら

な

い

車

噌

え

案

内

板

の

絵

文

字

新

L

花

浴

び

て

団

子

を

宜

ぷ

る

呉

国

人

太

極

拳

の

動

き

の

ど

か

に

翁

問
、
千
草

川
合
は
つ
訂

竹
内
陛
子

武
山
鹿
子

川
中
啓
子

市
川
初
子

梅
川
え
み
子江f叶γ

ム、vg
附
国日ー江市

首凸十初

本
Mm内
此

平
成
二
十
ヒ
均
十
一
月
二
十
日
首
尾

(
肘
粧
仰
い
ド
鋳
物
会
館
)
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《岐
日
獅
子
川
製
杖
相
そ
の
一-v

短
歌
行

『
爽
や
か
や
』

爽

や

か

や

少

年

の

吹

く

ハ

ー

モ

ニ

カ

前

硝

酒

耐

閉

す

桜

町

並

べ

る

水

平

線

ま

っ

さ

ら

な

月

昇

り

き

て

身

を

委

ね

た

る

樫

の

締

り

精

子

宅

配

で

修

司

の

詩

集

腐

ら

れ

君

を

mu
へ

ば

香

る

ジ

ャ

ス

ミ

ン

ゆ

る

ゆ

る

と

朝

焼

け

の

色

部

れ

ゆ

く

溶
け
て
し
ま
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
の
チ
ヨ
コ

パ

ソ

コ

ン

の

検

定

試

験

迫

り

来

る

窓

辺

に

遊

ぶ

雀

見

て

ゐ

る

城

山

町

裳

裾

を

染

む

る

花

の

雲

と

り

と

り

の

種

浸

し

位

く

井

戸

凹
中
啓
子
捌

^竹川 111
n r勺合 .p

明は啓
i畠つ

椅乃 i田啓恵子美乃 子江子

後
藤
朱

必川
本
久

波
品
川

戸£

r
k

司

'Jン

2
縁

先

に

接

待

丑

く

る

遍

路

さ

ん

爆

音

た

て

て

ジ

ェ

ッ

ト

機

の

と

ぷ

命

か

け

国

境

超

ゆ

る

民

の

列

焼

き

た

て

の

パ

ン

脇

に

か

か

え

る

イ
ニ
ン
ヤ
ル
の
T
A
T
T
O
O
に
秘
め
た
探
き
霊

聖

樹

の

下

に

熱

き

く

ち

づ

け

冬

諮

誠

に

月

の

雫

の

宿

る

頃

コ

ロ

ポ

ァ

ク

ル

の

磁

き

を

聴

く

:
=
一

度

飲

む

楽

小

箱

に

分

け

入

れ

む

抽

皆

様

の

杖

折

り

川

口

み

式

ひ
と
ひ
ら
の
花
も
こ
ぼ
さ
ず
花
満
つ
る

帽

子

の

中

に

眠

猫

の

子る

平
成
ニ
イ
ヒ
年
九
月
十
八
日
両
足

(
於
舵
年
鋳
物
会
館
}

l田啓悲柴江 i島英昭梢 i晶乃江
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《大
垣
獅
子
門
脆
木
社
}

地
時
脇
起

歌

仙

『初

し

ぐ
れ
』

初

し

ぐ

れ

独

も

小

設

を

ほ

し

げ

也

吐

く

息

白

く

辿

る

山

道

地

の

叫

び

何

や

ら

聞

こ
ゆ
気
配
し
て

家

砲

に

せ

む

た

ま

ご

前

餅

コ
ウ
ノ
ト
リ
役
目

川市
た
し
て
月
時
と

夜

勤

締

り

の

ニ

ュ

ー

ス

で

か

で

か

錦

秋

の

加

奈

陀

雄

大

な

つ

か

し

く

記

念

写

真

に

君

の

ほ

、

ゑ

み

約

東

町

木

柿

子

に

待

ち

て

紅

を

ひ

く

ダ

ッ

ク

ス

フ

ン
ト

脚

に

か

ら

ま

る

新

築

の

老

健

施

設

内

覧

に

買

物

に

出

て

忘

る

町

民

物

児

童

ら

と

夜

焚

釣

し

て

仰

ぐ

月

墜

に

ぶ

つ

か

る

か

な

ぷ

ん

の

昔

衝

立

は

一
筋

拙

き

の

恵

比

野

神

外

掘

と

い

ふ

流

れ

ゆ

る

や

か

あ

の

戦

知

り

た

る

花

も

満

開

に

巣

箱

の

中

は

賑

や

か

な

声

名
和
よ
ち
ゑ
捌

2
L
や

ほ

ん

玉

大

き

く

吹

き

て

仲

直

り

制

れ

め

に

の

ぞ

く

平

の

た

く

ま

し

民

撲

の

再

処

鎗

鵠

力

俳

て

ハ

ツ

ラ

γ
市

に

掘

出

し

物

が

先

生

の

赤

い

マ

フ

ラ

ー

赤

い

靴

風

花

の

舞

ふ

駅

に

降

り

立

つ

近

づ

け

ば

真

白

き

肌

の

匂

ひ

た

る

息

止

ま

る

ほ

ど

長

き

く

ち

づ

け

ひ
た
す
ら
に
可
愛
い
可
愛
い
い
名
前
呼
び

名

品

と

い

ふ

磁

の

飾

ら

れ

た

な

ぴ

け

る

怒

従

へ

て

月

今

宵

粥

人

形

の

服

厳

め

し

:
地

芝

聞

の

伝

統

今

も

引

き

継

ぎ

て

積

み

重

ね

た

る

う

す

き

山

配

布

団

托

鉢

の

伯

足

早

に

振

り

向

か

ず

錨

の

昔

特

く

四

方

町

村

里

復

興

へ

急

ぐ

鉄

路

に

花

吹

宮

行

列

出

来

る

鈍

網

焼

裕

子

高
木

雅

人

背

瓢

型
車
也

子

英
弥
子

柑

子

恵

子

K
浦
町
典
子

直

梢

回

遊
裕

子

火
勢
佐
和
子

英
弥
子

孝

子

典

子
つ
ね
み

百

雲

喜
ぶ
忠
子

、l
M
仙
山
市

名
和
よ
ち
主

的
水
背
瓢

目
毘
桂
月

伊

藤

百

吊

世

話
附
裕
子

山札

川

直

附

街
町
忠
子

伊
崎
美
弥
子

五
向
祥
子

署
仲
国
造

M
野

孝

子

背

瓢
よ
ち
ゑ

戸
附

都

笠

亦
栂
つ
ね
み

幹

位

白

川

町
中
小
真
美

平
成
二
十

t
年
十

-
月
二
十
二
日
首
尾

(
鈴
大
垣
市
江
月
も
}
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内非
以
下
町
辿
句
会
ー
そ
の

-
v

半
歌
仙

『花

あ

る

城

』

名

閣

に

民

き

梯

子

や

松

手

入

れ

王

兎

を

抱

く

白

鎖

的

雲

秋

鯖

の

脂

の

の

り

を

楽

し

み

て

ぶ

く

ぶ

く

ぷ

く

と

石

鹸

の

抱

母

の

挽

く

瑚

排

豆

の

寄

り

よ

し

知

ら

ん

劇

し

て

か

じ

け

拙

い

る

今
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
サ
マ
ー
の
縁
に
爪
を
切
る

訪

う

戸

の

あ

の

人

に

似

て

仏

揃

西

で

暮

ら

し

た

日

々

の
鮭
る

サ

ロ

ン

の

締

人

恋

と

革

命

大

砂

泌

駒

舵

と

隊

尚

眠

り

い

る

赤

県

鰍

ば

り

ば

り

と

月

草

萌

に

笹

の

鉄

砲

鋤

き

一

込

ん

で

コ

ッ

プ

に

地

酒

屋

敷

神

さ

ま

ふ

る

さ

と

へ

納

税

先

を

移

し

持

え

起

の

荒

磯

に

吃

る

述

凧

仰

ぎ

見

る

花

あ

る

城

の

天

守

問

ち

ん

ち

ん

屯

車

包

む

来

遊

伊
藤
哲
子
捌

汗
以
内
辿
済

M
M
X

雌
哲
子

鈴
木
ち
か
ひ

H
A
一

品

仰

暢
川
野
老

尚山
英

子

監
m
龍

一

ち
か
ひ

哲

子
野

老

哲

子
野

老

一

ム

仰

ち
か
ひ

一

有

町

老
一

有

哲

子
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向車
駅
下
町
連
句
会
ー
その
こ
》

半
歌
仙

『梅

ふ

ふ

む
』

栴

ふ

ふ

む

江

戸

の

香

り

の

初

天

神

角

切

紋

の

女

正

月

マ
ラ
ソ
ン
を
犬
と
並
ん
で
眺
め
見
て

名

代

鰻

頭

八

個

購

入

且

伎

な

り

木

琴

湖

の

鈴

や

か

に

新

酒

酌

み

つ

つ

描

く

未

来

図

夕

映

え

の

鞍

馬

の

山

を

雁

渡

る

一

夜

限

り

と

心

定

め

る

手
作
り
の
赤
い
サ
ラ
フ
ァ
ン
身
に
縦
い

吟

遊

詩

人

海

に

向

か

っ

た

典

文

化

は

鯨

の

価

他

を

否

定

す

る

「お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」野
坂
昭
如

夏

安

居

に

月

の

面

影

雲

の

上

た

ま

に

聴

こ

え

る

竿

竹

売

り

屋

続

編

を

二

度

寝

し

て

見

る

春

の

夢

母

の

得

意

の

芹

の

白

和

え

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
御
近
所
そ
ろ
う
花
笹

キ
ュ

ー

バ
ン
ル

ン

バ

腕

る

蝶

々

伊
藤
哲
子
捌

鈴 刊T 伊標
本 以臨川

通哲す 野過す通す野哲す 哲 野通す通哲 mf'

尚子ず老済ず済ず老子ず子老消ず消 干 老

平
成
三
↓
八
年

-
月
f
=一
目
白
尾
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《
玄
啄
夙
水
会
》

電k

木

』開.

犀

イ111

本

犀

に

訴

は

る

る

ま

ま

終

の

坂

一
腕

み

し

て

鬼

ゃ

ん

ま

尭

つ

月

の

夜

の

道

場

戸

を

響

か

せ

て

い
つ
も
の
マ
ス
タ
ー
豆一
挽
く
手
許

あ
れ
こ
れ
と
辞
拍
引
い
て
み
る
暇
つ
ぶ
し

干

大

艇

の

細

り

ゆ

く

さ

ま

ゥ彼

方

ま

で

丹

加

の

朱

白

々

と

確

証

あ

り

げ

な

女

房

の

笑

み

ン
ヤ
ガ
l
ル
を
観
に
行
き
ま
せ
ん
か
明
日
の
朝

ド
ア
を
聞
け
て
は
ひ
そ
や
か
に
附
づ

病

掛

の

消

灯

時

間

早

す

ぎ

て

ル
l
ピ
ス
ピ
ヱ
と
読
ん
で
し
ま
っ
た

釣

忍

括

れ

て

気

取

っ

た

小

料

理

屋

短

夜

の

月

白

磁

問

i

り

映

え

路
地
邸
を
野
良
机
よ
ぎ
る
音
も
な
く

往

生

願

ふ

補

陀

落

政

海

振
り
向
け
ば
花
も
仏
も
咲
い
て
い
る

母

の

ま

を

た

た

む

器

官

h
y
t凶

M
L入
f
J川
例

。rhf
H
Y
J

:
家
々
に

小

女

子

を

者

る

匂

ひ

し

て

塩

原

の

五

階

ベ

ラ

ン

ダ

の

胤

本
棚
に
セ
ピ
ア
の
写
其
フ
ロ

1
ベ
I
ル

は

ら

り

と

散

り

し

察

腿

め

き

酒
蔵
を
ひ
と
め
ぐ
り
す
る
久
、
陥
苦
し

筋

肉

質

の

棟

木

と

な

り

彼

の

人

を

因

数

分

解

し

て

笑

ふ

を

ん

な

ご

こ

ろ

に

慌

の

納

斗

迷
ひ
っ
つ
リ
フ
ォ
ー
ム
す
れ
ど
ま
た
迷
ひ

日
々
の
略
拠
を
い
つ
く
し
み
し
て

波

光

る

湖

而

の

月

に

怖

さ

せ

ば

秋

の

遍

路

に

た

っ

支

度

す

る

:
樹

祭

と

名

来

る

主

人

と

間

り

を

り

紳

士

は

や

は

り

即

か

ず

離

れ

ず

小

走

り

に

廊

下

が

札

む

午

下

が

り

名

代

団

干

の

椴

に

も

雨

夙

川

は

松

と

万

川

市

の

花

の

辺

子

描

ら

し

き

戸

の

聞

こ

え

り

訂
版
真
紀
子快火秋布砂収不秋や

火秋H
 

4
4
 

H
 

4
4
 

'
b

ヘ
S
T
 

4
州

信
酬
茨
盛

妙
山
山
秋
男

中
市
川
布
弓
柴

凶
凶
礼
子

出
山
川
英
美
絵H

 -
L
 

9
T
 

秋い火英布V
火秋英札英秋

白
合
句

平
成
二
十
ヒ
均
十
川
十
九
日
目

平
成
二
十
ヒ
年
十

一
月
十
八
日
尾

(
於
商
品
市
市
民
主
流
セ
ン
タ
ー
)
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守
山
樹
氷
連
句
会
V

t且

タ

閥

の
』田園

官h

タ

聞

の

包

み

か

ね

た

る

某

花

か

な

畑

打

ち

終

え

て

洗

ふ

鋤

鍬

海

立

の

市

軒

下

に

英

遊

蚊

き

の

ベ

て

飛

行

機

雲

の

並

ぶ

苦

空

百

段

の

し

ら

じ

ら

光

る

月

の

坂

勝

柑

慣

と

て

荒

自

の

笑

み

今秋

祭

法

被

姿

の

山

内

前

あ

れ

か

ら

十

年

県

た

す

再

会

雨

の

夜

の

絹

掠

れ

の

昔

艶

め

い

て

サ

プ

リ

メ

ン

ト

に

頼

る

毎

日

未

作

り

鑑

民

薬

を

ば

モ

ッ

ト

ー
に

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

l

ス
五
宜
限
定

凍

る

月

警

鍛

と

も

に

日

に

蕗

ち

大

梅

原

に

鯨

潮

吹

く

原

発

の

汚

染

土

を

和

む

思

に

住

み

私

棋

の

詩

人

す

で

に

鬼

絡

に

咲
く
を
待
ち
散
る
を
惜
し
み
て
花
の
日
々

砲

の

鳴

く

の

に

子

韮

が

和

す

い
ぬ
じ
ま
正

一
捌

Z
オ

ー

ロ

ラ

を

見

る

北

極

の

者

娘

〈

水

面

い

ち

め

ん

星

の

き

ら

め

き

監

督

の

叱

陀

が

く

れ

た

甲

子

闘

守

り

袋

は

母

の

手

刊

り

風
呂
の
椅
子
同
時
に
持
ち
出
し
ヰ
む
し
る

一

本

籍

で

心

太

食

べ

ふ

る

さ

と

の

幼

な

じ

み

の

許

に

仮

気

性

激

し

き

青

年

の

恋

断

ら

れ

断

ら

れ

て

も

尚

燃

え

て

天

地

俄

に

裂

は

る

土

砂

降

り

後
の
月
だ
れ
に
と
も
な
く
そ
れ
見
た
か

わ
が
家
取
り
巻

く
虫
の
コ

ー
ラ
ス

:
借

訴

の

正

面

に

日

士

部

以

海

賊

船

に

乗

っ

て

観

光

あ

の

頃

は

全

員

集

合

合

言

葉

辻

の

地

蔵

に

粗

詣

で

る

闘

児

ら

の

列

は

乱

れ

ず

花

の

迫

調

合

み

つ

つ

藤

棚

の

下

執

" 辞書非主 I
笠修妙正

霊
修 妙正霊笠修 妙 正霊韮修妙正 治吉子 一

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
ヒ
日
首

(文
官
)

平
成
二
十
七
年
十

-
月

三
日
尾

箪 霊笠修妙正量 生 修妙正 霊 隼 修 妙 正 霊 隼
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《東
訟
州
市
附
吟
社
ー
そ
の

一》

1行

『書

き

初

め
』

冊i

暁

の

空

に

明

き

初

め

お

お

ら

か

に

四

方

を

鋲

め

て

淑

気

鶏

鳴

楚
の
水
割
い
て
翠
姑
の
芽
の
仲
び
て

春

山

崎

寄

せ

る

浜

に

凧

妨

げ

唱
の
何
の
駈
け
出
す
気
配
見
守
ら
ん

軸

甘

い

附

し

て

也

事

通

過

す

半

ぬ

の

先

を

か

す

め

て

折

る

月

開

く

部

を

き

っ

と

ス

ケ

ァ

チ

継
ぐ
意
思
の
h

唯
一
き
干
に
送
る
今
年
米

森

醐

丸

に

似

た

る

面

差

し

毎
日
を
ブ
ラ
ン
ド
物
に
身
を
や
っ
す

散

財

な

れ

ど

恋

の

た

め

な

ら

ピ
ラ
ニ
ア
が
彼
女
の
ベ
ァ
ト
珍
し
く

銀

座

す

ず

め

の

喧

し

き

こ

と

お

土

産

は

祈

を

も

た

ら

す

郁

太

郎

優

雅

に

舞

い

し

丹

頂

の

群

湿

原

を

限

な

〈

照

ら

す

寒

の

月

コ
モ
ン
セ
ン
ス
の
師
長
ふ
く
よ
か

打
ち
明
け
る
思
い
の
丈
も
て
れ
く
さ
く

世

の

妙

薬

小

匙

一

杯

述

花

火

指

輪

で

う

ま

る

夢

の

中

自

悦

気

に

宮

う
少
立
夏
出
世
せ

2
ア
ル
プ
ス
の
氷
河
は
背
く
透
き
通
り

荷

を

持

ち

か

え

て

立

話

す

る

ふ
た
た
び
の
テ
ニ
ス
プ
l
ム
に
ス
コ

l
ト
で

負

け

ず

嫌

い

の

姉

を

追

い

越

す

ハ

ミ

ン

グ

の

流

れ

る

図

に

咲

く

型

紙

風

船

は

ふ

わ

り

ふ

わ

り

と

近
頃
は
メ
ー
デ
ー
廃
れ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

心

閉

せ

ば

い

つ

も

削

輔

さ

れ

マ
ザ
コ
ン
の
伎
ち
ゃ
ん
「
俺
」
と
粋
が
っ
て

御

抑

制

供

え

て

願

う

神

棚

ほ
と
と
ぎ
す
声
は
す
れ
ど
も
何
処
へ
消
え

水

着

の

紐

が

ほ

ど

け

そ

う

で

す

月
の
浜
何
故
か
あ
な
た
は
サ
ン
グ
ラ
ス

世
刷
出
限
H
H

の

の

ほ

ほ

ん

と

し

て

=
裂

帳

簿

勧

め

る

帯

舎

が

百

万

部

ウ

イ

ス

キ

ー

造

り

選

ぶ

水

質

手

を

合

わ

す

目

鼻

う

す

れ

し

石

仏

火

山

活

動

盛

ん

な

岳

本

の

温

品

巡

典

人

小
林
静
司
捌E

 
B
 

司勝

利
問
ひ
ろ
子

今

村

尚

山
作
映
子

秋
山
ょ
う
子

連
m
F晶
子

百

3
F
F

A
A
さ

二

!

術
倒
た
か
し州

出
Lr ヨノ峡ろ

“
見
山
鳩
山

w
g干v

 

Z
プた器十

飢
+
由
実

小
説
附

卯
間
巾
U

日
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厳
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緋
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斐

き

こ

と

さ

え

も

前

向

き

に

聞

く

円

安

は

じ

わ

り

じ

わ

り

と

進

み

い

て

王

婦

を

誘

惑

パ

ゲ

ン

の

札

高

速

の

パ

ス

か

ら

挑

む

月

高

く

と

ん

と

ん

と

ろ

り

秋

の

波

音

新
走
り
円
以
っ
て
州
ろ
か
飲
ん
で
こ
か

盤

生

訓

の

凍

む

る

慨

焔

り

花

心

の

奥

の

寂

し

か

り

母

な

つ

か

し

む

子

守

半

縦

之

副

邸

に

は

お

し

ら

様

や

ら

山

の

神

主

婦

の

日

遥

か

針

世

事

す

る

エ
グ
ザ
イ
ル
ガ

l
ル
跳
ね
た
り
蹴
っ
た
り

妖

怪

ウ

オ

ッ

チ

ど

こ

で

狂

っ

た

三

政

が

天

竺

途

次

の

夏

衣

広

き

熱

砂

に

廿

の

白

じ

ら

親

皐

と

子

誕

の

列

の

シ

ル

エ

ッ

ト

待

ち

か

ね

て

い

た

サ

ー

カ

ス

の

芸

ユ

ネ

ス

コ

が

身

近

に

な

っ

た

和

宜

処

漫

画

家

め

ざ

す

イ

ベ

ン

ト

に

出

る

大

眠

時

し

て

い

る

よ

う

な

う

か

れ

猫

二

月

礼

者

が

向

に

居

つ

づ

け

腕

夜

に

名

句

吟

声

し

尽

L

ぬ

薄

紅

梅

の

香

り

ほ

の

か

に

鈴
木
普

ろ春苗司盟た l世ろう雲手勝幸うヂ硝勝た ヲJ !匹う峡幸

一一ゥ
背

年

を

育

て

帆

船

接

岸

す

ノ

ー

ベ

ル

賞

の

余

飢

い

ま

だ

に

占

い

師

出

帯

が

担

〈

て

大

切

り

心

字

の

池

に

鯉

跳

ね

る

音

ア
フ
リ
カ
は
エ
ボ
ラ
戦
場
い
つ
果
て
ん

餅

ほ

と

ぴ

れ

ば

心

ほ

と

ぽ

る

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
機
捺
さ
え
も
て
余
し

風

そ

よ

ぐ

す

ら

情

報

の

元

旅

枕

月

の

大

片

も

干

々

み

だ

れ

出

す

だ

く

中

君

を

ハ

グ

す

る

拾

得

の

歌

碑

の

蘇

州

に

秋

愁

う

免

税

庖

で

買

っ

た

濁

酒

大

入

り

を

祝

い

て

終

わ

る

花

相

撲

強

者

共

は

汗

を

拭

い

て

:
タ

茜

二

重

の

岨

を

染

め

上

げ

る

土

用

艇

が

飛

ぶ

よ

う

に

売

れ

稲

慣

れ

な

い

大

振

袖

を

引

き

ず

っ

て

こ

が

れ

こ

が

れ

て

お

夏

在

乱

品

り

を

鋲

め

る

程

の

小

夜

時

間

咳

を

し

て

古

む

を

読

み

了

え

就

活

の

前

に

敬

認

の

お

勉

強

豆

腐

顕

に

釘

打

っ

て

み

る

明

日

山

場

対

輩

練

り

し

審

議

会

勝た悲前司 幸 うろ手前ろ!(J;!lE峡'1'直iH1124 たう 辛1'~ lIIi 
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国

的

ラ

ン

ク

一

つ

下

げ

ら

れ

束

械

の

病

患

寺

と

向

か

い

合

い

長

患

の

隅

で

山

間

助

の

開

帳

老

松

の

枝

巧

な

る

月

の

迫

う

そ

架

に

路

杖

を

虫

き

ゆ

く

1
誇

い

を

仲

直

り

し

て

キ

リ

タ

ン

ポ

検

事

総

長

同

郷

町

友

頑

な

に

諸

行

担

常

の
世
一
な
り
せ
ば

い

ろ

は

に

ほ

へ

と

や

っ

と

暗

諭

セ
ン
タ

ー
が
選
挙
の
度
に
何
故
変
わ
る

(

家

紋

揃

っ

て

都

踊

り

に

花

咲

う

深

山

の

奥

の

奥

ま

で

も

う

ら

ら

か

な

り

し

満

水

の

ダ

ム

!lli :{s I臨春う予勝たろ さ~荷司 :事

成

十
ヒ
年
一
月
四
日
目
厄

(鈴
縫
合
生
出
学
期
日セ
ン
タ
ー
玉
縄
分
室
) 
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{吋県
知
湘
南
吟
社
そ
の

=v

短
歌
行

「黄

を
色=ー

落

黄

務

を

踏

み

鎌

倉

に

集

い

け

り

古

道

を

照

ら

す

大

い

な

る

月

り

ん

ご

む

〈

妹

の

手

は

幼

く

て

ラ

ジ

オ

か

け

れ

ば

歌

の

お

ば

さ

ん

ゥ
ア
イ
ラ
イ
ン
く
っ
き
り
描
く
遠
藤
の
図

半

幅

刊

で

山

市

衣

小

粋

に

恋

多

き

留

学

生

は

夏

捜

せ

で

パ
ソ
コ
ン
で
来
る
ラ
ブ
レ
タ
ー
待
つ

モ

ー

テ

ル

を

渡

り

審

き

の

一
人

旅

淵

瓶

提

げ

て

み

や

こ

見

物

管

に

触

れ

ん

ば

か

り

に

花

枝

垂

れ

琴

の

音

ゆ

か

し

曲

水

の

宴

秋
山
ょ
う
子
捌

依
山
ょ、っ
子文子

氷
川
士
口

-F
a
 

l
J
4
 

つ

E
シ
ャ
ボ
ン
玉
追
い
か
け
る
子

の
靴
が
脱
げ

地

寄

せ

う

ま

さ

公

闘

の

爺

南

仏

の

本

屋

で

日

っ

た

「
三

銃

士
」

色

仕

掛

け

に

て

盗

む

情

報

雷

磁

の

熱

き

抱

擁

熱

き

キ

ス

難

民

救

済

担

う

U
N

I

C

E

F

h

干

の

月

仰

ぐ

沙

慌

の

荒

涼

と

サ

y
カ

l
少
年
シ
ユ

l
ト

お

見

事

Z
予

報
士

の
予
報
は
ず
れ
て
土
砂
降
り
に

限

れ

よ

ね

む

れ

タ

イ

ム

カ

プ

セ

ル

花
ア

I
チ

妖

精

述

も

浮

か

れ

出

で

蝶

の

乱

舞

に

し

ば

し

陶

然

必
附
ぼ
く
る子

奇
的

倫

る映る4由つ古

平
成
二
十
ヒ
年
十
月
-
一十
五
日
首
尾

(
於
鎌
古
山
市
内
同
幸
子
邸
)

る映{自つ峡 古倫 るつる l慌 古
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《
東
山
小
湖
南
昨
社
そ
の
三》

:仏

『秋

惜

し

む』

1111 

連

句

会

鎌

合

山

に

秋

惜

し

む

狭

庇

に

ゆ

る

る

野

硝

紫
Beす

十

三

夜

応

か

ら

眺

む

角

打

ち

て

ギ

タ

l

尺

八

共

怖

を

待

つ

久
し
振
り
夜
の
電
話
で
ひ
と
は
し
ゃ
ぎ

脱

皮

の

剛

山

の

肌

は

柔

ら

か

九

条

を

守

れ

の

汗

に

夫

異

論

人

口

m
や

せ

先

ず

は

恋

霊

若

者

で

ス

マ

ホ

中

舟

い

ち

ゃ

つ

い

て

年

金

買

う

歳

に

な

っ

た

わ

樹

木

非

嫌

が

る

も

の

は

風

非

に

コ

ン

ド

ル

が

舞

う

嵩

の

ア

ン

デ

ス

混

濁

の

現

世

万

古

の

月

冴

ゆ

る

荷

叫

阿

弥

陀

仏

唱

う

十

度

激

戦

の

パ

ラ

オ

慰

霊

の

両

陛

下

に

ら

い

か

一

な

い

の

凪

ぎ

渡

る

海ぷ
ぷ

年

毎

に

花

に

尋

ね

ん

寿

名

を

読

み

込

み

し

一
旬

暖

か

ナォ
豪

邸

は

昔

蚕

銅

の

跡

地

外

貨

稼

ぎ

L
明

治

則

雄

沈

下

橋

四

万

十

守

る

大

自

然

土

佐

の

は

ち

き

ん

今

の

あ

げ

ま

ん

坊

さ

ん

が

替

買

っ

て

す

ぐ

師

混

浴

は

い

や

誘

う

白

油

揚

機

う

も

ん

香

水

の

み

で

待

っ

て

い

る

箱

根

の

レ

ベ

ル

一
に

下

が

り

て

年

齢

は

お

幾

つ

で

す

か

こ

の

地

球

見

る

こ

と

出

来

る

月

の

裂

側

夢
さ
や
か
ア
イ
ン

ン
ユ
タ
イ
ン
舌
出
し
て

放

鹿

虫

を

叩

き

蝦

な

う

:
手
を
合
わ
せ
ゴ

l
ル
へ
向
け
て
天
日
く

服

す

る

な

か

れ

テ

ロ

の

脅

威

に

人

の

由

の

幻

自

由

平

等

の

白

子

干

に

て

ご

飯

一

杯

鯛

の

み

が

賑

わ

う

瀬

戸

の

花

町

出

盟

目

指

し

て

急

ぐ

鷲

坂
聞
酔
彦
捌

県
川
酔
彦

山
一
日
幸
子

鋭
海
伴
雲
干

小
林
静
司4ム

トチヨ彦司昨日山彦幸安=ロ
'弘
十

γ
E
P
 --一

Z
M

rrb 
i
 

寸半

て

の

を平
成
二
7
ヒ

計

十

月
二
J

I

K

日
口

平
成
二
1
ヒ
4
十

一
月
ニ
4
二
日
尾

(
於
鎌
A
M
山
川
向
邸
及
び
鎌
古
生
誕
半
世
セ
ン
タ
ー
)
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壇

上

の

手

話

通

訳

や

赤

い

羽

根

駅

前

広

場

う

ら

ら

か

な

秋

月

を

持

つ

友

と

一

献

か

た

む

け

て

義

太

夫

う

な

る

裂

の

ご

亭

主

税

色

の

風

も

相

伴

夏

座

敷

ダ

ム

湖

に

ひ

ら

り

雨

燕

飛

ぷ

ご
水
尾

長

〈

外

輪

船

の

ゆ

る

ゆ

る

と

小

説

も

ど

き

結

ば

れ

し

縁

胎

教

に

斡

流

映

間

見

て

世

き

T

P

P

は

さ

あ

て

ど

う

す

る

箆

旗

た

て

て

行

進

出

来

も

せ

ず

お

手

お

坐

り

を

制

込

む

霊

犬

雷

原

を

辿

る

あ

し

あ

と

月

明

に

お

助

け

小

屋

の

紅

い

覚

、

灯

う
っ
か
り
と
伊
賀
と
名
張
を
取
り
迫

へ

忍

者

の

筒

と

大

威

限

り

す

る

花

万

川

市

忠

軍

碑

建

つ

師

団

跡

草

萌

え

い

づ

る

国

の

真

秀

ろ

ば

歌 《四市日

し、

jj~ 

4長

丙凶内
川本 !6
7V耕昔F

史。々 一 沙史沙 。沙史沙史 - "沙史 ー

西
国
青
沙
捌

日 EI
日首

5
村

人

の

版

り

鉢

巻

き

上

り

梁

築

百

年

を

民

宿

に

す

る

苔
む
し
て
文
字
読
み
取
れ
ぬ
庭
の
古
碑

ま

た

始

ま

っ

た

爺

の

ざ

れ

言

蝦

民

泊

を

ひ

と

鉢

口

ひ

ぬ

巡

如

市

背

業

時

雨

の

切

り

通

し

行

く

川

史

き

の

来

高

々

と

木

造

り

唄

ぞ

っ

こ

ん

惚

れ

る

悪

い

あ

に

さ

ん

道

な

ら

ぬ

逢

瀬

重

ね

る

罪

深

き

相

談

相

手

に

ま

た

も

煽

さ

れ

弥

次

喜

多

に

ゆ

か

り

の

旅

館

月

今

宵

お

け

ら

鳴

き

ゐ

る

伊

勢

の

古

市

:
影

法

師

彼

方

に

浮

か

ぶ

拐

し

ぐ

れ

窓

に

並

べ

る

招

稿

の

猫

知
ら
ぬ
間
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
池
が
で
き

才

槌

頭

振

り

立

つ

る

僧

花

散

る

や

阿

弥

陀

堂

よ

り

午

の

錨

糸

切

れ

し

凧

箆

越

え

ゆ

く

司-EIP
成成

す l
七ヒ
'1 年
十十

f1H 
1-十

( 

於

凶
日
市
文
化
会
館
) 
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《山
附
野
裾
野
辿
句
会
ー
そ
の
一

}

，払

『詩

仙

法

師
』

イ111

待

宵

の

詩

仙

法

仰

に

出

土

静

か

百

四

の

同

に

ひ

び

く

虫

の

昔

美

術

展

子

ら

の

大

作

並

び

た

て

記

録

は

す

べ

て

ス

マ

ホ

お

妊

せ

-
一
十
分
ほ
ど
し
て
蟹
の
脱
皮
終
え

キ
ャ
ン
プ
悲
し
む
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト

伴
奏
は
習
い
た
て
な
る
ハ
ー
モ
ニ
カ

安

に

似

合

い

の

贈

る

ブ

ロ

ー

チ

忘

れ

仰

向

二

人

の

旅

路

軽

升

沢

街

道

沿

い

に

本

陣

の

跡

鴎

外

は

武

鑑

を

脇

に

構

想

し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
安
視
で
受
け

冴
え
る
月
風
邪
ぎ
み
の
身
に
ホ
カ
ロ

ン
を

氷

見

寒

蜘

の

う

ま

さ

上

々

ジ

ー

ン

ズ

の

破

れ

を

覗

く

膝

小

僧

ギ

ネ

ス

プ

y

ク

を

目

指

す

大

凧

遮

き

山

薄

紫

に

花

の

土

手

r
z
T
 

仔

馬

並

足

牧

の

並

走

小
林
静
司
捌

2
股

か

に

国

勢

調

査

表

配

る

夢

を

語

ろ

う

務

ち

ゃ

ん

と

孫

マ
ラ
ソ
ン
の
ゼ
ッ
ケ
ン
し
か
と
経
い
つ
け
て

世

界

の

火

種

南

沙

群

品

ダ

ン

デ

ィ

な

男

一

匹

祭

節

家

内

の

酌

で

時

般

の

冷

う
わ
さ

附

い

ま

現

実

と

な

る

名

誉

職

ゆ
る
キ
ャ
ラ
き
め
る
今
日
の
投
開
出

J

R

東

海

人

気

リ

ニ

ア

カ

l

戦

時

を

し

の

ぶ

も

の

の

配

給

月

光

を

砕

き

て

波

の

寄

せ

返

す

羽

衣

の

松

ゆ

ら

す

官

北

風

t
手
，
つ
く
り
の
走
り
務
支
持
ち
父
の
許

土

産

に

添

え

る

ほ

け

除

け

の

飴

チ
ン
ダ
ル
の
雨
戸
に
す
っ
と
夕
日
入
る

公

家

の

系

図

を

皆

で

拘

観

延

在

式

儀

式

お

ご

そ

か

花

の

宮

俳

訴

辿

歌

麗

ら

う

ら

ら

に

士

百

法

孝
太
郎

友

子

森

雄

英

夫
ま
さ
子

輝

夫
明

美

や
ゑ
子

春

町

博

美
千
代
子

美
代
子

初

江
喜
代
子

、
っ
た
子

宗

匠
明

子

小
体
静
司

叫

川

山

古

口

法

竹
山
肌
孝
太
郎

竹
件
英
夫

水
野
木
材

雄

μ
川

友

子

住
臨
み
ま
さ
子

汁
IJ

姉

夫

小
枠
春
野

明

A
H
や
息
子

主
山
明
美

控
戊
博
美

大
騒
初
江

勝
V
A

美
代
子

向
木
千
代
子

川
口
明

子

日
服
、
っ
た
子

問
罫
宇
チ

平
成
二
十
七
均
十
月
二
十
四
日
白
血(於

裾
野
市
東
凶
公
民
館
)
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《書
抑
制
野
辿
句
会
ー
そ
の
ニ》

歌

『夏

富

士

や
』

制l

夏

富

士

や

地

方

創

生

志

子

供

観

光

大

使

涼

し

げ

三

人

の

舞

に

袴

も

身

に

つ

い

て

民

訴

し

ば

し

透

き

と

お

る

戸
L
M

・
官

釣

舟

は

月

に

浮

か

る

る

潮

懸

思

索

願

し

て

傾

ぐ

蛾

郷

箆
も
ど
き
赤
あ
ざ
や
か
に
笑
を
つ
け
る

霊

の

小

鈴

を

帯

に

は

さ

み

て

熱

き

夢

語

ら

れ

従

い

て

ゆ

き

ま

す

わ

太

鼓

次

代

に

つ

な

ぐ

芸

能

選

挙

続

十

八

歳

で

み

と

め

ま

す

お

な

か

減

っ

た

よ

ち

ょ

う

ど

夕

飯

月

を

硲

び

凍

て

館

町

群

れ

音

も

な

く

炭

で

炭

わ

る

ひ

び

き

鋭

角

美

事

な

る

匠

の

銭

絵

の

こ

り

い

て

予

算

ち

ょ

っ

ぴ

り

風

化

防

げ

ぬ

水

神

を

守

り

羅

漢

は

花

の

下

堰

越

え

な

ん

と

上

り

鮎

と

ぷ

小
林
静
司
捌

3
点

廿

隙

子

訟

の

却

に

光

さ

し

昨

に

う

か

ぶ

亡

き

母

の

影

こ
れ
が
そ
の
し
が
ね
え
姿
の
土
俵
入
り

製

街

道

を

か

つ

ば

か

ら

げ

て

油

蝉

開

国

酬

の

草

枕

戦

ト

ラ

荷

台

西

瓜

山

峰

今

日

も

又

妥

に

内

緒

の

梯

子

酒

君

を

想

え

ば

夜

も

眠

れ

ず

ふ

れ

ら

れ

て

髪

の

ほ

つ

れ

が

襟

足

に

懐

メ

ロ

ば

か

り

選

ぶ

カ

ラ

オ

ケ

l-から

位

打

は

深

良

川

水

あ

り

て

こ

そ

朝

採

り

茸

い

ろ

い

ろ

の

m

t
b件
、

支

度

す

る

民

宿

に

月

刺

し

平

凡

と

い

う

幸

せ

に

お

り

ご

め

ん

ね

と

暫

わ

れ

一
階

仲

よ

し

に

心

や

す

ま

る

梅

の

の

た

り

と

花

の

主

連

歌

に

命

か

け

て

旅

宗

祇

遠

忌

は

か

く

も

う

ら

ら

か

内
藤
法
子

位

肝
陵

山

博

英
明

美

森

雄
英

夫

春

野

1
J炉
、

yr

E
fζ
i
 

英
代
子

鯨

夫

ま
さ
干

友

子
初

江
明

子

千
代
子

宗
一
匠

、
っ
た
子

小
村
静
司

竹井
英

夫

水
野
森
雄

作

t
師

夫

近
松
他

…

肝

愉
T
隙

山

町
戊
博
英

語
山
明
美

佐
雌
ま
さ
子

円比一川
友

子

小
笠
静
野

講
口市
世
代
子

勝
又
美
代
子

VHM、
っ
た
子

日
小
千
代
子

鈴
川
や
ゑ
子

大
低
初
江

川
口
明
子

平
成
二
十
ヒ
年
六
月
二
十
七
日
目
見

(検

栂
野
市
東
一
自
公
民
館
)
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内
政
u

応
成
城
辿
句
会
ー
そ
の
-》

l且

『
木
曽
路
の
宿
』

制l

初
秋
や
木
川
H

路
町
山
川
町
通
し
土
問

t
z
 

む

ら

さ

き

の

浪

く

咲

け

る

結

梗

月
今
宵
市
町
散
の
声
の
き
り
も
な
し

老

人

ひ

と

り

古

き

ベ

ン

チ

に

嘘

つ

け

品

目

そ

の

ま

ま

に

年

重

ね?
 

こ

ん

辛

処

に

秘

め

る

舗

J
件

、

枯

れ

て

在

所

の

山

に

低

き

雲

豆

草

子

を

食

べ

渋

茶

一

服

曲

の

抜

け

て

婆

の

帯

舌

弱

く

な

り

想

ひ

恕

は

れ

相

聞

の

文

フ
ラ
メ
ン
コ
恋
の
終
り
を
古
し
げ
に

今

出

航

の

袋

華

客

船

白

緋

ゆ

る

や

か

に

柑

て

月

を

待

ち

慣

れ

た

手

つ

き

で

土

川

先

据

ゑ

絶

壁

の

そ

の

ま

た

奥

に

鈍

乳

洞

熊

野

怖

で

に

急

ぐ

上

島

正
史
外
史
ど
れ
も
捕
ま
し
飛
花
器

花

賞

金

週

間

皆

で

お

出

掛

け

臼
杵
瀞
児
捌

瓜
川
市
友

耐ト
V

荒
井
弘
官

片
山
茂
樹

大
息
地
生人児人

間

UIJ
 

樹柿』窓生児樹生釘
U
M

人

阿 佐
作品

安茂 i佐和協和事l安道茂安 i品迫

ナォ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
逃
水
を
追
い
何
処
迄
も

髭

の

男

に

似

合

ふ

パ

ン

ダ

ナ

自
画
像
に
県
干

=
一
つ
を
拙
き
入
れ
て

酔

ひ

の

廻

り

の

早

い

昼

酒

ゐ
ろ
り

端

武

士

と
町
人
相
部
屈
に

決

方

薬

に

頼

る

あ

か

ぎ

れ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
知
ら
ぬ
が
ま
ま
に
結
ば
れ
て

足

入

婚

の

品

し

の

ば

る

万

緑

を

ぬ

き

ん

で

民

自

天

骨

附

離

合

的

地

散

呉

越

同

州

不

揃

ひ

の

月

見

聞

子

を

供

へ

た

り

自

在

に

列

を

描

く

版

企

L
道

の

駅

地

産

の

茸

あ

れ

こ

れ

と

H
H

物

量

し

マ

マ

の

自

転

車

の

ど

飴

の

ぼ

ろ

ぼ

ろ

苦

き

舌

閥

り

雛

の

容

を

阪

や

か

に

持

つ

花

の

附

会

釈

し

て

過

ぐ

修

行

制

水

面

光

て

双

蝶

の

舞

}世帯道和政相!安道布l瀞市f:iJt 痢I安

り

平
成
二
十
七
均
八
川
二
十
四
日
目

平
成
二
l

寸
七
年

1
川

九

日

且

(肝
成
城
ク
ラ
ブ
)

人 lb慈児樹慈樹児生人樹人 1E生人児。慈
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《京
一日航

成
城
連
句
会
そ
の
こ
V

t且

『滝

凍

つ

る
~ 

官h

苛

の

色

深

め

つ

沌

の

凍

て

に

け

り

身

を

切

る

風

に

正

す

居

住

ま

ひ

駒

下

駄

の

昔

の

大

小

路

地

抜

け

て

サ

イ

ク

リ

ン

グ

に

集

ふ

若

者

会

釈

し

て

勤

務

交

代

月

残

る

車

砲

に

す

る

柿

を

ど

っ

さ

り

よ
相
非

に

入

る

べ

き

穴

探

す

蛇

説

形

文

字

に

秘

的

し

財

宝

横

顔

の

ク

レ

オ

パ

ト

ラ

の

品

市

〈

お

世

継

欲

し

と

一

陣

化

粧

す

る

隣

国

の

大

気

汚

染

は

桁

外

れ

土

磁

の

壁

に

咲

く

は

笹

品

位

華

月

駄

々

林

間

学

校

務

ま

る

頃

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

励

む

村

年

郎

被

り

お

ら

が

地

削

を

ど

ん

と

杭

み

絹

れ

太

鼓

行

く

古

き

町

並

み

花

一
枝

白

礁

の

刊

行

」

に

消

々

し

羊

の

毛

刈

る

牧

輩

の

業

茂

樹

旋

思

惑

澗
川
容
子

典

子

和

人
典

子
E
 

妥‘人
制

M
L子樹児干慈人樹懸子

TLE j巴子児人樹 !B子児 YLT児人子 jE樹

Z
み

や

び

な

る

殿

上

人

の

春

衣

文

机

に

位

く

和

紙

の

い

ろ

い

ろ

搬

の

無

き

札

ピ

ラ

を

切

る

邸

の

ボ

ス

己

が

行

京

市

ひ

て

見

む

不

気

味

な

る

古

引

戸

の

あ

り

庭

の

附

鬼

の

捻

子

は

風

と

戯

れ

臨
時
し
て
泣
い
て
笑
っ
て
木
の
実
独
楽

締

蛾

仰

さ

つ

よ

き

漢

待

つ

m

b

ひ

出

の

ワ

ル

ツ

に

共

に

涙

し

て

ク

ル

l
ジ

ン

グ

の

迅

き

船

脚

パ
ウ
リ
ス
夕

日

の

ま

ま

の

燕

り

あ

り

窓

辺

に

咲

け

る

蝦

動

紫

仙

人

本

:
山

閉
山
は

辿

く

か

す

か

に

神

楽

節

理

工

学

部

の

嵯

に

μ
来

る

L

E

D

先

づ

信

号

に

重

用

し

牙

抜

か

れ

た

る

春

季

闘

争

ブ

ロ

ン

ズ

の

ラ

イ

オ

ン

除

の

花

の

畳

逃

水

追

ひ

て

ど

こ

迄

も

行

く

容

佐
山
和
人
捌

円位以J，;( J ¥ 
作品 1_1 IH 111 

安措if典 i佐和茂安典 iof.安跡和典安淡典 茂

和典自貯 FK答茂 flJ

ペシ子 樹

平
成
二
十
七
年
十

一
月
十
九
日
目

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
ヒ
日
時

(
於
成
城
ク
ラ
ブ
)
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《
仙
台
せ
ん
だ
い
座
》

歌

『戸、

ぽ
胡
瓜
』

官IJ

へ

ぽ

胡

瓜

こ

よ

な

く

別

鎖

倒

働

か

な

孫

も

加

は

る

瓦

の

お

座

敷

の
っ
と
日
の
い
で
し
山
路
は
遥
か
に
て

あ

の

物

体

は

U

F

O

か

し

ら

中

秋

の

月

も

あ

れ

か

ら

七

イ

年

老

若

列

立

部

も

括

れ

る

今
振

袖

の

快

の

般

械

即

時

の

列

家

系

た

が

は

ず

』

干

も

て

も

て

待
ち
わ
び
て
寝
る
と
も
な
し
に
ま
ど
ろ
み
し

ド

ラ

イ

ブ

イ

ン

の

売

出

混

雑

行

く

先

は

気

の

向

く

ま

ま

の

一

人

旅

秋

篠

寺

の

伎

芸

天

恋

ふ

h

干
の
月
冷
え
冷
え
と
し
て
引
き
締
ま
る

吹

省

も

止

ん

で

ス

キ

ー

の

手

入

れ

普

視

庁

何

を

つ

め

た

か

ダ

ン

ボ

ー

ル

と

は

い

迭

で

ピ

ス

ト

ル

が

鴎

る

花

町

留

苛

縁

に

寝

転

ぶ

昼

下

が

り

春

を

惜

し

ん

で

明

日

ク

ラ

ス

会

笠
場
双
魚
尾
悦

ー
年
齢
の

こ
と
お
互
ひ
雷
は
ず
腎
き
跨
む

こ

ろ

ん

で

敵

に

似

の

貼

り

柴

田
党
ま
し
を
と
め
て
寝
な
ほ
す
モ
デ
ル
娘

子

午

線

通

る

明

石

入

道

術

肌

い

で

胤

鈴

は

た

だ

hm

b
下

が

り

轡

く

は

祭

り

太

鼓

筒

の

昔

故
郷
は
泣
く
に
あ
り
て
沙
汰
も
加
惜
し

恋

を

桁

り

し

友

も

今

な

く

君

の

目

は

母

の

齢

制

付

け

に

不

満

額

遮

断

機

下

り

て

屯

車

が

通

る

片

月

見

慌

て

て

-附

い

た

か

た

ち

ん

ぱ

色

に

出

に

け

り

利

潤

過

ぎ

て

:
や
や
火
、
の
今
朝
米
作
は

「
や
や
良
」
と

築

百

年

の

民

家

レ

ス

ト

ラ

ン

売
れ
筋
は
今
お
は
や
り
の
カ

l
モ
デ
ル

寄

せ

木

細

工

に

深

入

り

し

て

る

花

擁

ひ

き

か

た

ぷ

り

で

腰

を

あ

げ

み
av
-

京

な

つ

か

し

柳

の

糸

よ

-[38ー

l町商

-=-
一一肘

指
附

z
 

旭蛙冊寓照j

風

双
仙
魚
一
応

芥

子
秋

桜

南

三

阿

一間房一既民鈍

盤

石

胤

双
仙
一
足

芥

子

秋

似

南

三

阿

一肘

双
似
尾俊

則
Me' 

佐
藤
無
風

味
川
場
現
知
尾

切れ

q
芥

子

一一
上
秋

桜

伊
松
市

三

世
騰
阿

一一切鈍

川
県

風

双
魚
尾

芥

子
秋

桜

前

三

阿

一一回鈍

無

風
双
品
川
尾

芥

子
秋

桜

平
成
二
十
七
年
ヒ
月
十
六
日
目

平
成
二
十
ヒ
年
1
-
H
二
十
一
日
児

(
仙
台
大
制
緩
お
よ
び
文
官
)



合
河
宗
祇
白
河
連
句
会
》

歌

『都
々
古
の
杜
』

11[1 

夏

深

L
郁

々

古

の

社

に

関

の

戸

雲

の

隙

間

へ

朔

け

る

筒

白

川

場
所
取
り
の
カ
メ
ラ
堂
々
据
ゑ
ら
れ
て

隣

の

芝

生

覗

〈

ド

ロ

l

ン

牛

飼

ひ

の

牛

と

浴

び

た

る

望

の

月

宅

配

業

社

赤

い

羽

根

付

け

之
ぞ
く
ぞ
く

と

川

上

り

来

る

鮭

の

群

老

い

も

若

き

も

ス

マ

ホ

離

さ

ず

再

会

は

天

変

地

興

の

話

題

か

ら

秘

め

し

想

ひ

は

皆

に

知

ら

る

る

保

護

色

を

ま

と

ひ

訪

ぬ

る

君

の

悶

安

が

暴

き

ぬ

邪

な

恋

年

の

夜

の

月

袈
木

戸

の

ぎ

い

と

鳴

る

釘

合

羽

前

て

出

漁

の

時

一
瞬

の

附

れ

川

逃

さ

ぬ

介

般

の

手

貧

乏

神

は

他

肢

の

神

問

主

の

篠

笛

を

聴

く

花

明

り

昭

和

の

日

な

り

酒

滋

を

立

て

千
部
忠
子
捌

Z
畑
打
つ
を
愉
し
み
に
し

て
な
ほ
生
き
む

杭

に

向

ひ

て

与

士

簡

な

ど

京

堂

の

五

百

四

軸

抽

出

の

し

か

め

面

釘

隠

し

な

る

家

紋

申

か

し

き

ゆ
っ
た
り
と
夏
砧
巻
い
て
文
を
世
〈

蚊

帳

を

抜

け

出

し

拭

ふ

移

り

香

意
地
張
っ
て
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ

l
ク
迫
ざ
か
る

安

住

求

む

難

民

の

列

幼

児

の

短

き

命

抱

き

し

め

て

天

使
の
帥
骨

子

す

る

す

る

と

仰

ぴ

誕

泌

に

下

弦

の

月

と

川

音

と

籾

殻

焼

き

の

短

目

に

必

む

:
暫
へ

L
間

援

の

穴

探

す

リ

ス

定

古

平

原

駈

け

る

若

き

帯

ド

ラ

フ

ト

の

一

位

指

名

に

拳

上

げ

分

相

応

に

生

き

て

今

日

あ

り

神

々

へ

歌

仙

奉

納

花

の

忽

自

狙

に

扮

し

舞

ふ

は

佐

保

姫

立1

千
灘
間断

尚
杉
正

z製井 編
本 土 谷

と 1可恕 正純倭 洋節と 正 lliと
し 剛 L

直子剛 よ郎舟干則子奈子干よ 生直子郎

込

と
L 
r.I¥ よ生子

必
川
と

1
1
イ

久
符利 111 附 保 山
野知l 側代川川

正と康 i'l: 洋 ~， 
L 剛 tI

子 よ剛子 直 生 郎 子寿 子 lj"J 

と

t羊

平
成
二
十
ヒ
均
八
月
二
十
八
日
目

平
成
二
十
七
均
十
月
二
十
五
日
日{

於
白
河
市
中
央
公
民
館
)
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《来
志
草
門
会
ー
そ
の

一
}

歌

風

の

升ミ=

本'"』

官11

み
ん
み
ん
の
声
に
限
り
あ
る
印
刷
の
硲

駆

け

抜

け

て

ゆ

く

甚

平

の

子

寄

手
び
ね
り
の
い
び
つ
の
茶
碗
立
に
う
け
て

回

転

加

速

電

波

探

知

機

い
つ
の
間
に

E
地

と

な

り

て

月

明

り

今

を

盛

り

と

繁

る

お

の

紫

今茸

慌

時

と

笑

ひ

と

結

的

合

は

せ

伏

見

稲

荷

に

馴

ふ

あ

れ

こ

れ

竹

馬

を

物

置

に

入

れ

君

を

待

つ

扮

ひ

た

る

恋

落

し

易

く

て

両

端

は

し

っ

か

り

か

が

る

赤

き

紐

マ

ァ

チ

で

家

を

建

て

て

一
服

初

泊

の

三

角

波

の

削

る

月

文

と

い

っ

し

ょ

に

弓

矢

始

を

ひ

っ

そ

り

と

よ

り

相

に

腰

か

け

て

廊

下

の

隅

に

待

っ

て

ゐ

る

卯

花

万

栄

桁

を

引

き

ず

り

て

人

が

来

る

ま
る
く
な
あ
れ
と
シ
ャ
ボ
ン
玉
吹
く

大
柿
俊
彦
捌

ト品

俊

彦

小

池

揮

開
川
な
ほ史飽ム奨zs

 

美舞ま美史史

E 
定

凶
器
刷

帥
汁
仁
成

似
制
限
嵯成

おか火

度驚 な 事iZ定定成な

E
量

二

関

辿

れ

て

旅

立

つ

者

胤

机
U

叫

H

菩

磁

の

袈

裟

は

ポ

ロ

ボ

ロ

湾

に

沿

ひ

漫

ろ

歩

き

で

灯

台

へ

慨

も

四

な

い

と

雌

か

め

て

抱

く

失
神
の
榔
ひ
ん
ぱ
ん
に
武
器
と
し
て

ふ

く

ら

は

ぎ

に

も

帥酬

の

行

列

日
柄
よ
く
新
酒
火
人
を
明
日
に
決
め

二

代

目

襲

名

ネ

コ

の

駅

長

し

な

や

か

に

骨

太

の

腕

網

を

打

ち

な
ぜ
か
か
な
づ
ち
な
ぜ
か
て
っ
ぽ
う

半

月

の

や

が

て

は

肥

る

夢

を

み

る

見

知

ら

ぬ

人

に

零

余

子

盗

ら

れ

て

L
稲

辺

を

兆

銘

の

影

の

追

っ

て

来

し

背

信

号

を

波

り

切

れ

ず

に

間

受

け

の

盟

に

落

ち

る

水

の

昔

魚

氷

に

の

ぼ

る

そ

れ

が

ど

う

し

た

約

束

の

や

う

に

花

ま

た

花

花

花

m
v
h

見

城

へ

と

山

口

の

凱

旋

と M成端と 7Lな定 な定 と 俊成と定端

子 子 ほ子ーこ

平
成
ニ
i
ヒ
均
七
H
J
l
八
日
目
庖

(
於
北
と
ぴ
あ
)
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《
京

以

H

村
川
会
ー
そ
の
こ》

源

ペし、

『無

弦

の

琴

身

の

丈

の

駄

は

錦

に

降

り

急

ぐ

無

弦

の

琴

を

鳴

ら

す

=
一
五

夜

馬

の

荷

は

新

酒

の

怖

を

振

り

分

け

に

ぼ

ペ

行

先

決

め

ぬ

散

恭

流

行

り

て

薄

明

の

海

龍

王

寺

宮

町

中

柳

眉

除

菌

が

末

、

卵

描

く

ス

ヲ

マ

1

1

l

p

股

脱

画

法

忽

然

響

く

高

笑

ひ

衝

動

的

に

制

民

ふ

男

か
に
か
く
に
祇
悶
は
か
な
し
恋
も
か
な
し

骨

盤

志

野

と

言

ひ

て

逝

き

た

る

万

策

の

尽

き

れ

ば

悪

事

千

里

ま

で

気

量

予

報

士

下

駄

を

新

制

ま

ま

こ

と

の

姉

さ

ん

被

り

花

ふ

ぶ

き

翁

ば

か

り

集

ふ

凧

妨

げ

。コ

村
松
定
史
捌

L
Z
ご

か

2
町

な

か

に

鮪

子

炊

く

香

充

ち

て

を

り

業

平

閣

の

札

は

ラ

テ

ン

語

遥
か
な
る

国

よ
り
津
波
来
る
と
い
ふ

左

手

で

弾

く

「
超

絶

技

巧

」

ぷ
》
て
う
し
山
y
jq

仏

跳

情

的

垣

越

え

て

食

ら

は

ん

と

4

m
そ

れ

は

神

の

恩

寵

思
を
止
め
き
り
き
り
き
り
と
コ
ル
セ
ッ
ト

ち

っ

ち

ゃ

な

一配

流

し

て

は

海

畑
山
従
に
乗
り
祖
母
嫁
ぎ
た
る
山
梨
月
夜

風

鈴

ち

り

と

鳴

り

て

し

ば

ら

く

ゼ
ロ

t
o
帯
椋
ウ
ィ
ン
ザ

l
ノ
ッ
ト
午
後
三
時

地

球

の

哀

を

め

さ

す

引

ね

ゐ

気
が
つ
け
ば
花
の

2
r討
を
狂
は
せ
て

柱

時

計

が

春

尽

を

打

繭

以
拠
慶

子

進
藤

土

屯

向
1r
宏

子

川
野
草

帥

ひ
る

EL

h
山
昼

安

阿
川
な
ほ

山
聖
書
眠
子

主;
桜

。慶土底 土 事

干 ?江 子 地州l

平
成
二
十
ヒ

4
九
月
十
九
日
目
尾

付
t公

事定な執 宏事 土な 主主 J~ な事 昼 宏

つ(於

沌
野
川
人
笠
間
}
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《
寄
目

昨
啄
会
ー
そ
の

-
v

歌

4決

り

祭

制l

秋

祭

り

箇

の

奏

者

も

老

い

に

け

り

奥

の

院

ま

で

捌

の

戸

古

民

家

に

月

の

光

り

の

差

し

込

ん

で

お

伽

噺

を

孫

に

聞

か

せ

る

折

り

紙

の

折

り

目

折

り

目

を

丁

箪

に

臼

へ

と

残

す

実

雨

天

映

ゅ

よ
且
耳

か

裂

木

戸

叩

く

媒

の

胤

安

保

改

定

如

何

に

説

法

横

車

道

理

は

附

に

押

し

や

ら

れ

カ

ル

ピ

ス

の

味

初

恋

の

頃

洗

い

髪

白

き

襟

足

月

赤

L

爽

竹

桃

の

木

に

は

識

あ

り

病

室

に

面

会

附

絶

和

文

字

で

日

者

の

騎

り

を

家

政

婦

は

見

た
E

f

 

築

地

場

曲

が

り

て

仰

は

食

堂

へ

池

而

を

稲

ら

し

鯉

が

仲

び

す

る

花

の

川

瀞

も

タ

y

ポ

も

舵

ま

か

せ

蕗

昧

剛

を

煮

る

夜

の

間

音

石
川
先
刻
捌

E
非

暁

の

目

覚

め

に

淡

き

唱

鶴

明

間

も

絶

え

て

久

し

き

の

梨

に

あ

る

手

垢

控

れ

の

利

松

本

肢

の

切

れ

た

る

琴

そ

の

ま

ま

に

老

い

の

身

に

生

き

た

幸

せ

悦

深

H

雷

を

冠

り

し

富

士

の

掛

軸

先
祖
に
は
名
だ
た
る
武
士
も
有
り
し
と
か

渡

す

バ

ト

ン

が

嵐

仮

て

コ

ロ

コ

ロ

手

鍋

下

げ

捻

て

し

故

郷

忍

ば

れ

る

恋

句

巧

み

に

君

が

寄

り

来

る

二

日

月

出

に

預

け

る

阜

の

附

宅

急

艇

に

笹

川

市

を

入

れ

1
人

肌

の

凶

欲

し

く

な

る

そ

ず

ろ

媒

σK
ぜ
ん

銀

銭

握

り

駄

草

子

庄

の

前

君

醇

草

僕

通

転

手

純

一

世

車

札

所

指

り

は

は

杖

を

頼

り

に

妖

精

の

宿

る

が

如

く

花

の

散

る

鋭

の

中

を

子

制

横

切

る

ーをよ♀

杉
野
排
一
郎

自
慰
知
子

市
川
美
代
子

い
れ
川
光
明英緋光h

刻光美ヰ
サ
ル排知光州

測柴伽
刃美

平
成
二
十
七
均
九
月
二
十
四
日
百

平
成
二
十
七
年
十
川
二
十
二
日
足

(
於
埼
玉
県
大
車
部
得
田
町
よ
り
い
会
館
)
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《窃
陪
昨
啄
会
ー
そ
の
ニ》

歌

菊

の
香
や
』

仙

菊

の

香

や

忘

れ

ら

れ

ゆ

く

明

治

節

尾

を

引

き

ず

り

て

泥

に

入

る

他

を

限

月

昇

ら

せ

る

風

を

得

て

文

化

財

を

ば

町

起

し

に

と

戸

日

に

峨

蹴

案

内

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

入

道

震

が

前

き

立

て

る

崎

占
出

過

ぎ

る

背

大

将

に

子

ら

蟻

ぐ

日

課

と

な

り

し

ラ

ジ

オ

体

操

カ
ー
テ
ン
を
妖
し
く
揺
ら
す
シ
ユ
ル
エ

ッ
ト

老

人

ホ

l

ム

で

初

恋

の

人

物
言
わ
ず
黙
っ
て
い
て
も
日
は
暮
れ
る

箱

階

段

は

足

袋

に

冷

え

あ

り

月

雲

に

手

拍

子

響

く

哉

の

市

ジ

ャ

ン

ボ

の

般

に

膨

ら

ま

す

事

，
芳

純

の

れ

ん

貧

乏

招

す

り

酎

岬

る

歌

さ

ま

ざ

ま

に

昭

和

平

成

苅

困

の

万

則

前

の

花

を

綴

り

仰

ぐ

春

寒

の

頃

消

費

税

上

ぐ

石
川
光
列
捌

E
退

院

の

目

に

捕

さ

ま

で

山

笑

う

無

理

を

し

な

い

で

総

括

蹴

を

句
会
に
も
持
ち
込
ん
で
い
る
タ
プ
レ

y
ト

出

紺

因

縁

本

山

醐

れ

日

の

且

思

う

ま

ま

気

の

向

く

ま

ま

に

時

流

る

老

精

霊

で

て

杖

で

且

つ

ぐ

奇

声

あ

げ

女

御

輿

の

ド

迫

力

捌

く

茶

杓

は

ま

る

で

別

人

音

も

な

く

垣

を

抜

け

行

く

鼎

き

影

万

能

細

胞

恋

に

効

く

の

か

山

寺

町

石

仏

拝

む

向
日
の

月

ど

ん

ぐ

り

抑

け

屋

根

を

コ

ロ

コ

ロ

ー
述

き

自

の

母

鬼

灯

に

偲

ば

れ

る

生

前

葬

儀

人

は

様

々

現

し

世

は

本

音

建

前

絢

い

交

ぜ

て

飛

び

石

伝

え

料

亭

の

庭

花

町

村

在

わ

す

か

枝

の

踊

れ

て

散

る

耕

し

終

え

て

題

平

一

服

内
川
下
川
午

H
d品

石
川
光
明

市
川
美
代
子

μ
丘
桝
一
郎柴光美rr 

美光緋美L
 

I
 

光t
 

創
の1

 
2
 

美

相
似
知

'1ι 平
成成

十十
ヒt
11: 1jo 

ZE ト十
町一

f命JJfj 

3i寸干
盟七六
人日日
誌IO口
移
出
関I
よ
り、、
会

館

。革 担l光美知中緋美光知排知光草奨光発
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4 
M 

歌話竺
仙 田3;

俊句
氏会

-・ ~ir 、，
叫l括

羊E
の2
2主

金
制
聞
や
子
の
触
れ
て
ゐ
る
山
羊
の
角

タ
ワ

l
サ

イ

ロ

に

か

か

る

タ

月

文

化

の

日

何

は

さ

て

お

き

銭

湯

に

能

の

鶴

鵡

に

声

を

か

け

ら

れ

桟

橋

の

引

き

込

み

似

の

灯

は

消

え

て

抽
仲
綴
ス
カ

y
シ

ユ

抱

の

は

じ

け

る

ヴ
川
町
の
析
し
離
脱
上
布
を
刺
立
て
変
へ

ヴ

ィ

オ

ロ

ン

を

捌

く

美

し

き

人

し
の
び
迩
ふ
時
は
さ
ま
っ
て
雨
が
降
る

甘

え

上

手

な

年

干

の

彼

香
ば
し
き
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
目
ひ
に
行
く

戸

惑

ひ

多

き

典

文

化

の

風

イ

ス

ラ

ム

の

砂

漠

悲

し

き

冬

の

月

避

け

る

地

叩

に

心

悼

む

又

の

世

は

魚

と

限

る

夢

の

ほ

一

つ

目

小

仰

ひ

ょ

い

と

現

る

伝

説

の

花

苛

る

誕

の

阪

は

ひ

て

大

仏

向

か

ひ

掛

川

げ

る

鰍

纏

高F

部
英
子
捌

E
め

か

り

時

生

年

家

を

拾

て

ゃ

う

か

は

る

か

自

の

寝

台

列

車

泣

相

に

応

援

聞

を

引

き

連

れ

て

我

は

細

助

で

摘

に

酔

ひ

倒

れ

浴

衣

桁

て

組

提

ゆ

け

る

赤

い

下

駄

人

の

集

ま

る

野

外

出

裂

デ
モ
隊
の
ン
ユ
プ
レ
ヒ
コ

1
ル
泣
く
聞
く

君

の

腕

の

熱

き

血

潮

よ

地

震

に

ゆ

れ

外

し

た

指

輪

転

げ

沼

つ

パ
ス
ス
ト

y
プ
に
メ

1
ル
見
つ
め
て

月

円

か

拝

木

町

骨

を

聞

き

分

け

て

関
パ
可

一山

に

ち

ち

ろ

山

川
町
く

4
絡

ま

り

て

柴

引

む

の

垣

を

成

す

ひ

た

す

ら

走

る

第

三

京

浜

看
護
士
の
か
け
る
言
葉
の
や
は
ら
か
き

践

の

す

す

め

る

木

町

当

凹

楽

山

辺

に

花

の

吹

雪

の

か

け

肱

け

る

明

日

を

哲

ふ

容

の

あ

け

ぼ

の

他

陣

川

俊

紗
醇
美
子

中
村
光
声

日
出
品
提
丸一日p吋沼英U

 
久一=一一ロ宏美声久

-
5

一一μ
d
z
 

英俊

加
融
Jr
九

小
川
向

平
成
二
十
ヒ
年
十
月
三
十
日
目

平
成
=
十
ヒ
均
十

一
月
三
十
日
陪

久

向
付
制
由
奨
子

『

h
d
M
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英久古
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一
p

p
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《束

m
遅
刻
坂
迷
句
会
ー
その

-
v

歌

『回
は

青

し
』

イ111

さ

み

だ

れ

の

車

窓

流

れ

て

凹

は

符

し

カ

メ

ラ

構

へ

る

麻

服

の

鍍

椀

の

も

の

真

暫

に

見

布

結

ぼ

れ

て

老

舗

旅

館

の

白

木

町

湯

船

空

と

池

二

つ

の

月

が

鋭

ひ

合

ひ

呑

灰

か

に

捌

か

術

花

か

今
火

山

灰

今

掃

き

出

さ

れ

送

り

紘

煙

ひ

と

す

じ

君

の

お

も

か

げ

い
ろ
じ
ろ
の
ぽ
っ
ち
ゃ
り
顔
に
弱
い
低

あ

れ

手

が

触

れ

て

パ

ル

ン

は

惑

ひ

地

上

絵

は

ナ

ス

カ

の

人

の

夢

な

ら

ん

暖

炉

囲

ん

で

談

論

風

発

月

組

々

滞

日

開

け

た

る

か

じ

け

拙

株

価

腕

ん

で

カ

y

プ

ラ

ー

メ

ン

わ
た
く
し
は
片
付
け
ら
れ
な
い
病
気
か
も

寺

町

廊

下

を

わ

た

り

ゆ

く

凪

み

吉

野

の

谷

川

の

制

を

花

被

ふ

巣

立

ち

の

む

は

親

を

倣

ひ

て

王平 辺子朴王 二 陶辺平朴子陶 二 平辺子キト

ー
幻

倫

怯

む

か

の

地

の

海

に

盤

気

楼

皆

川柑

げ

に

し

て

酒

の

肴

に

撤

石

町

山

稿

用

紙

一

九

字

貼

ナ

イ

フ

で

削

る

鉛

俸

の

骨

日

雌

り

の

縦

な

床

屈

を

故

き

こ

み

持

敵

の

待

つ

縁

台

や

良

し

楽

し

み

は

後

へ

後

へ

と

先

延

ば

し

恋

の

不

死

鳥

自

分

史

に

飛

ぶ

想
ひ
出
は
今
宵
か
ぎ
り
と
む
せ
び
泣
き

つ

る

草

絡

む

朽

ち

し

部

戸

夜
半
の
月
振
り
む
き
ざ
ま
の
の
っ
ペ
ら
ぼ
う

苛

な

き

ま

ま

に

無

忠

子

の

陥

る

:
北

の

街

路

を

彩

る

秋

袷

ふ

く

れ

っ

面

を

映

す

鏡

台

ゆ

る

ぎ

な

き

股

胤

銅

器

の

強

き

貌

博

物

館

に

通

ふ

こ

の

頃

大

祖

双

子

を

花

と

幣

献

ふ

山停

の

向

か

う

に

野

遊

び

の

戸

執風田酔於敬事l千二於 凹 風敬酔於平11干敬酔

f/::j 

於
一ゴ
捌

大久
小山陥今久保

" 採集 1;>; 保'"
於和干風間於敬酔干 利 回 胤百年敬和 干 』昼間

縞

平
成
二
十
ヒ
年
六
月

f
二
日
間

平
成
二
十
七
司
八
月
二
十
九
日
足

(
文
官
ウ
ラ
4
ま
で
大
久
保
嵐
子
捌
}

tJl子 朴 陶 玉 二 平辺玉朴子 二 陶王平辺 二 附
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《平
ν
遅
刻
坂
述
句
会
ー
そ
の
こ》

歌

『鶏

頭

の

赤
』

官[1

梅

雨

娘

や

薪

ひ

と

抱

へ

迎

ぴ

入

れ

植

聞

広

が

る

里

町

静

け

さ

近

頃

は

車

も

聡

く

走

る

ら

ん

h
e
 

海

岸

道

路

に

パ

ン

ケ

1
キ

庖

幼

子

の

寝

息

正

し

く

月

の

光

ゲ

斑

一

の

帰

国

今

日

か

明

日

か

ぷ
叫
顕
の
赤
に
子
規
居
士
何
頼
め
り
ゃ

う

す

き

手

の

ひ

ら

太

陥

に

向

け

さ
す
ら
ひ
て
あ
は
れ
仙
、
は
網
の
中

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
柾
ほ
し
き
刻

ゆ

っ

た

り

と

広

げ

し

衿

に

恋

風

が

集

中

見

舞

ひ

地

酒

ぶ

ら

下

げ

緊
肢
の
ス
タ

ジ
オ
出
で
て

冴
ゆ
る
月

一

本

裂

に

稲

荷

明

神

お
ば
け
と
も
友
達
に
な
る
践
に
な
り

新

し

い

靴

は

い

て

靴

ズ

レ

か

こ

を

待

つ

古

野

の

川

の

花

筏

春

の

行

方

を

何

処

に

尋

ね

ん

半
田
有
担
捌

川 1手続 キ"

長ii選Z主
t t 

瑞透有 主 蛙 一 安 I耐逃有主蛙 ー

平舟杜水女 生芸早 JlJ.杜水女生芸亭封i拙水

ー
空
版
を
満
た
す
も
の
な
し
錨
お
ぼ
ろ

保

廿

旅

き

し

め

て

往

生

の

旅

日

山

の

地

を

追

ふ

木

々

と

鼎

き

岩

プ
リ
ン
シ
プ
ル
か
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
か

氷

柱

に

柏

市

け

な

い

ま

ま

の

宝

物

西

瓜

切

る

手

に

ダ

イ

ヤ

卸

き

い
つ
ま
で
も
嘘
で
も
い
い
の
こ
の
ま
ま
で

キ

ァ
ス

動

画

に

浮

か

ぶ

後

悔

教
室
の
す
み
で
つ
ぶ
や
く
ス
マ
ホ
ど
ち

財

布

の

色

は

風

水

で

決

め

石

垣

に

描

く

陰

影

月

と

雲

浪

切

不

動

に

す

だ

く

出

の

苛

:
食
ふ
よ
り
も
挑
む
る
が
良
し
ザ
ク
ロ
の
実

宅

配

便

の

届

く

頃

か

と

蹄

ら

か

に

行

進

続

く

ス

タ

ジ

ア

ム

純

の

大

仰

に

我

も

つ

ら

れ

て

早

や

日

暮

る

友

と

知

ら

ふ

花

の

術

紋

白

蝶

の

窓

に

剛

山

へ

る

蛙瑞有一透主安蛙一端主有透安 一 蛙主主

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日
門己

(
文
昔
)

平
成
二
十
七
司
八
月
十

一
日
1

女平杜 生長l水芸女生亭水杜舟芸生女水芸

- [46ー



《事
が
遅
刻
坂
連
句
会
ー
そ
の
一一一》

歌

『
能
…
を
眠
ら
す
』

制l

湧

ホ

は

山

の

青

さ

を

述

び

来

て

木

草

木

菟

桜

む

森

の

鋲

も

り

人
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
こ
り
と
笑
う
ら
ん

ボ

タ

ン

で

選

ぶ

粗

茶

瑚

誹

風

波

り

月

は

仮

寝

の

主

に

寄

り

家

路

を

い

そ

ぐ

秋

楽

の

頃

五

口

亦

紅

険

に

浮

か

ぶ

母

い

か

に

古

希

の

祝

い

で

主

役

を

は

れ

た

押

入

れ

の

剥

げ

し

茶

箱

の

鎮

座

し

て

染

み

あ

ま

た

な

る

秘

め

ご

と

の

文

く
ち
び
る
で
ピ
ア
ス
を
外
し
た
が
る
く
せ

眼

下

に

広

が

る

シ

チ

リ

ア

の

海

附
鍋
に
い
ぶ
り
が
っ
こ
も
し
ょ
っ
つ
る
も

能

を

眠

ら

す

月

の

明

る

く

仁

王

門

千

年

古

都

を

見

守

り

て

時

に

乱

れ

し

制

服

の

列

空

耳

か

い

い

え

花

び

ら

聞

く

音

何

処

に

お

わ

す

殿

様

蛙

仲
本
お
池
捌

5
初

虹

に

周

け

と

ゆ

ら

り

熱

気

球

バ

ス

ケ

ッ

ト

に

は

夢

と

腿

法

と

ち
ょ
っ
と
だ
け
そ
の

一
杯
が
怖
い
の
よ

お

札

配

り

し

神

宮

の

貌

さ

っ

き

雨

長

り

険

し

き

村

進

か

危

う

き

杭

に

す

が

る

昼

顔

ン
ヤ
キ
ル
よ
り
シ
ャ
ボ
ン
の
寄
る
肌
が
良
か

嫁

入

り

ト

ラ

y

ク

多

き

大

安

期
待
乗
せ
重
き
使
命
の
で

Y
つ
の
と
り
」

身

に

し

み

わ

た

る

幻

の

樹

独

り

居

の

堺

風

の

月

に

事

寄

せ

て

メ

タ

ボ

対

策

色

諜

散

る

道

:
捨
て
団
闘
い
つ
の
間
に
や
ら
骨
ば
か
り

俺

の

純

張

り

回

る

の

ら

狛

ど
ん
よ
り
と
聞
き
さ
れ
て
い
る
北
の
空

憂

う

こ

と

な

く

附

れ

て

卒

業

花

の

下

差

す

手

引

く

手

も

賑

や

か

に

カ

リ

ヨ

ン

剛

甘

く

春

光

の

丘

酬
明
々
子

祥

風

思
案
人

耕

庖

お

池
酬
明
々
子

山
悩
一

枠

風

思
案
人

酬明々

干

緋

崎

町

品

目

一

祥

風

蝶
々
干

耕

庵

立
M

一

お

池

思
案
人

池

櫛川
思
案
人

立
仰
一
砕
風

尚
ル
辛
六

谷
川
酬
明
々
子

高
川

耕

庵

万円

一

お

池

思
案
人

祥

風

蝶
々
子

耕

山

地

思
案
人

京
日

一

お

池
祥

風

耕

庖

小
林
官
同

仲
本
お

平
成
ニ
ト
ヒ
年
六
月
五
i
vl

(士
官
)

平
成
二
十
ヒ
年
九
月
十
一
日
曜
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《東
京
遅
刻
坂
述
句
会
そ
の
凶
》

:位

『田
舎
暮
ら
し
』

イ111

場

花

の

蹴

る

朝

や

初

正

月

小

袖

に

帯

鳥

島

見

附

か

す

水

平

総

は

幽

か

に

て

つ

も

る

話

の

薄

暗

き

宿

遊
び
足
り
寝
る
子
部
照
ら
す
裂
の
月

述

〈

近

く

に

絶

え

ず

虫

の

音

今秋
、
つ
ら
ら
も
ぐ
も
ぐ
と
行
く
牛
の
群
れ

ス
ケ

y

チ

プ

y

ク

に

緩

く

殺

線

屯
波
塔
メ

1
ル

送

受

は

知

機

的

に

た

ま

の

逸

瀬

は

雨

に

祈

れ

て

も

「
ア
パ
ー
ト
の
鍵
貸
し
ま
す
」
と
耳
元
に

背

徴

生

え

た

パ

ン

の

観

察

修

験

制

限

恕

す

れ

ば

月

開

し

出

入

り

せ

わ

し

い

国

境

の

町

憎
む
べ
し
戦
い
と
い
う
名
の
選
択
肢

年
中
盤
…

休

閑

応

は

九

時

花

の

下

今

天

国

を

少

し

酔

い

道

路

工

事

は

耕

し

し

て

ノ

りま主

と

ナォ
教

室

の

瓶

で

産

ま

れ

た

副

の

子

凹
A

官

界

ら

し

は

山

梨

県

で

今

日

も

ま

た

正

し

く

動

く

腹

時

計

蒜

の

奥

に

は

山

池

山

習

の

小

屋

テ
ー
ブ
ル
に
冷
め
た
コ
ー
ヒ
ー
ひ
と
つ
あ
り

ス
キ

l
旅

行

を

ね

だ

る

横

顔

抱
き
寄
せ
る
胸
の
ふ
く
ら
み
そ
の
ま
ま
に

こ
の
ま
ま
逃
げ
て
見
知
ら
ぬ
国
へ

hrう
み

湖

と

見

ま

が

う

川

に

糸

を

垂

れ

は

っ

き

り

映

る

魚

群

探

知

機

何

処

よ

り

こ

ぼ

る

る

淵

べ

月

今

宵

老
い
を
ね
ぎ
ら
う
凹
剖
舞
い
の
U
K

Z
胤

さ

や

か

防

干

の

影

に

色

に

じ

む

三

つ

の

丘

に

凶

ま

れ

た

古

都

路

地

裂

に

自

家

焔

前

の

郎

い

て

こ
の
ひ
げ
剃
り
は
沼
気
が
い
ら
ぬ

花
吹
雪
ほ
こ
ろ
ぷ
凱
に
ひ
と
ひ
ら
の

遊

水

を

追

う

夢

の

か

な

さ

問
中
安
芸
捌

山
中
主

川
中
小pk

制!

本
お

久
保
川
目

新
川
透

武
井
一畦

小
林

田主 安 32主主蛙透お透 IIIお

舟 朴池オ 一 女封l池朴 水 芸 一 女 丹l朴池芸水

執 F59:透お蛇凹 王 お安時透蛙お i到主安担割

lま

平
成
ニ
イ
七
年

-
月

十

一
日
目

平
成
ニ
イ
ヒ
年
三
月
ニ
4
t
日
尾
(
文
官
)

能ー舟池女 朴 木 池 芸 ー 舟女池朴木芸 一 女
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会

京
遅
刻
坂
述
句
会
そ
の
五
》

E仏

『男
の
子
な
り
』

官h

男
の
子
企
り
手
前
花
火
の
降
り
そ
そ
く

仕

肢

は

し

か

と

監

の

肱

当

字

削

に

少

し

飽

き

た

る

目

を

窓

へ

人

差

指

に

煙

く

ゆ

ら

せ

月

落

ち

て

プ

ラ

ネ一
タ

リ

ウ

ム

大

回

転

赤

と

ん

ば

う

は

竿

の

先

な

り

J
m
瓜

水

奨

白

御

殿

は

ロ

コ

コ

胤

嵐

の

門

に

君

の

T
シ

ヤ

ア

そ

の

吐

息

う

け

て

立

ち

去

る

桂

朝

に

戸

棚

の

奥

の

昔

き

青

春

h

降、
附

の

披

上

に

の

ぼ

る

叫

誌

の

月

今

日

は

発

つ

時

差

羽

群

れ

た

り

サ

ー

ベ

ル

を

掲

げ

衛

兵

直

立

す

狂

っ

た

ま

ま

の

パ

イ

プ

オ

ル

ガ

ン

ひ
た
す
ら
に
ゴ
y
ホ
ゴ

l
ギ
ャ
ン
捕
く
絵
を

立

派

な

ヒ

ゲ

も

時

代

遅

れ

に

故

郷

を

部

く

染

め

た

る

桃

の

花

風

船

に

乗

り

山

の

向

か

う

へ

大
久
保
風
干
捌

E
直

会

に

お

神

酒

な

み

な

み

勧

め

合

ひ

快

に

そ

っ

と

握

り

こ

ぶ

し

を

と

う

と

う

と

自

説

述

べ

た

る

批

判

所

あ

の

日

あ

の

時

あ

町

民

耐

き

ら

め

き

の

税

制

醐

温

か

箱

肌

鋭

ス

マ

ホ

か

ま

へ

る

若

き

カ

y

プ

ル

老

い

ら

く

の

恋

に

溺

れ

て

前

頭

葉

冬

将

軍

は

固

く

抱

き

し

め

初

桁

毎

年

述

ふ

人

と

行

く

応

を

附

め

た

る

角

の

し

る

こ

や

附

所

よ

け

柚

道

急

く

月

の

舟

山

地

の

拾

干

の

ち

ち

と

鳴

き

た

り

1
4
隣

り

耳

鼻

科

通

ひ

に

明

け

く

れ

て

保

す

る

犬

は

あ

た

り

見

ま

は

す

首

都

闘

の

屯

信

柱

地

下

に

入

り

家

系

図

か

ら

は

英

国

人

も

今

生

の

花

よ

一

期

の

花

の

時

ま

た

も

や

隠

れ

ま

た

も

逃

げ

水

執 耕l安諮お 主 お風干有安有 瑞 お 安 崎 { お 瑞
々 々

低子芸ー池水池子辺制芸社 r;，池芸子池亭

行
川
酬
明
々
子

川
中
山
町
民
主
A

今
川
千
辺

仲
本
お
池

山中
主

ホ

T
川
府
相

小
林
引
い

一

時
前
瑞
亭

大

久

保

胤

子

お

池

瑞

亭

市町民

ム苦

有

杜

安

芸

制
時
々
子

王

水

口
u

一

有

杜

平
成
二
十
ヒ
司
八
月
二
円
白

平
成
二
1
七
均
八
月
二
日
出

(
於
八
ヶ
岳
さ
ん
ど
り
よ
ん
)
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《東
京
中
央
連
句
会
ー
そ
の

-
v

短
歌
行

『わ

き

道
J¥ 
』

今
村
前
捌

わ
き
道
へ
そ
れ
れ
ば
こ
こ
も
滞
去
の
花

平

雲

笹

鳴

く

品

に

石

塊

月

今

宵

窯

焼

ピ

ザ

を

六

つ

切

り

に

同

業

い

す

る

笹

の

小

話

J
Z
人

が

見

事

射

止

め

た

文

学

賞

目
立
た
ぬ
よ
う
に
サ
ン
グ
ラ
ス
か
け

ヨ
ァ
ト
に
は
ち
ょ

っ
と
い
か
し
た
女
乗
せ

会

話

の

隙

川

吹

き

抜

け

る

風

教

会

が

空

を

鋭

く

切

り

取

っ
て

老

い

L
乞

食

犬

と

世

を

古

る

花

浴

び

て

魁

魅

魁

魁

の

酒

の

舞

審

の

書

見

る

ア

ロ

マ

セ

ラ

ピ

l

今
村

曲

術
似
た
か

L

b
h裕
子前

回aレ裕蹴
出tレ裕前

回し

Z
山

の

辺

の

迫

を

辿

れ

ば

抱

卵

期

遺

跡

絢

査

に

子

持

不

足

し

長

靴

で

自

転

車

に

乗

る

老

学

者

向

じ

フ

レ

ー

ズ

鼻

唄

に

の

せ

独
立
か
帰
属
か
ス
コ

ア
ト
ラ
ン
ド
燃
え

飛
距
離
の
ば
し
た
ロ

i
リ
i

マ
キ
ロ
イ

歌
印
刷
多
会
川
市
て
て
明
る
き
月
の
迫

初

神

器

ま

で

誘

い

誘

わ

れ

:
か
り
そ
め
の
逆
瀬
と
な
り
し
甲
山
相
悲
し

軒

の

峻

抽

出

は

粋

な

藍

染

大

斐

に

活

け

た

る

花

の

械

に

坐

L

飯

町

中

に

鷲

の

戸

裕

平
成
ニ
イ
七
均
九
月
」l
五
日
行
尾

{於

港

区
ば
る
l
ん
)

L苗裕 L硝L前裕L 裕裕苗
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《東
一川
中
央
連
句
会
ー
その
ニ
V

歌

自h

『捨
つ
る
べ
き
も
の
』

拾
っ
る
べ
き
も
の
数
へ
つ
つ
年
拡
る
る

し

か

と

確

か

む

部

き

ボ

ー

ナ
ス

煮

凝

は

詮

箸

の

附

す

り

抜

け

て

枇

も

よ

ろ

し

交

は

す

挨

拶

飛
び
入
り
も
あ
り
て
施
政
の
月
の
甚

懸

躍

の

菊

手

直

し

の

祖

父

吻バ

ロ
ッ

ク

の

窓

に

流

る

る

秋

小

寒

日

附

画

家

は

け

ふ

も

お

出

ま

し

い
つ
も
よ
り
加
の

姉
き
か
た
念
入
り
に

ド

ヌ

l
ヴ

の
や
う

に
向
く
組
む
脚

ご
存
知
か

L
G
B
F
て
ふ
恋
を

(本
)

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
リ
ノ
ベ

l
シ
ヨ
ン
も

互

の

結

繰

り

官

包

む

小

風

呂

敷

わ

が

行

き

先

を

し

め

す

斑

猫

大

仰

の

蝶

髪

は

す

べ

て

右

回

り

山

田

実

庇

脱

に

芸

の

其

髄

踊

り

岐

に

喝

采

や

ま

ず

花

吹

宙

銀

座

通

り

に

噌

り

を

聴

く

鈴
ホ
奨
荻
子

鈴
川
ぼ
く
る

川
革
か
り
ん奈

zt廿
愁
の
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ピ
ル
殖
え
て

附

川

号

は

み

な

8
桁

で

決

め

気
を
つ
け
ろ
お
れ
お
れ
詐
欺
の
そ
の
世
話

お
喋
り
に
よ
く
停
ま
る
パ
ト

カ
ー

師

走

市

ず

ら

り

と

朱

き

勝

の

爪

終

相

場

の

手

締

め

で

た

く

初
弁
天
桁
ま
れ
ぬ
ゃ
う
目
を
伏
せ
て

私

の

ジ

ゴ

ロ

か

け

持

ち

か

も

ね

健

さ

ん

に

似

て

る

男

が

理

想

な

の

歪

れ

り

尽

く

せ

り

女

帝

苛

が

ゐ

巳

む

月

沈

む

陸

行

水

行

安

心

院

郷

紅

葉

山

ゆ

く

ヒ

ッ

ピ

l
老

人

Z
青

鬼

が

紋

酒

呑

む

と

こ

ろ

見

た

お

も

て

な

し

て

ふ

此

の

図

的

技

飯
山
駄
多
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
空
騒
ぎ

パ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
朝
寝
む
さ
ぼ
る

花

の

渦

光

と

聞

に

ゆ

ら

め

い

て

ふ
ら

こ
こ

の
子
に
笑
ま
う
佐
保
姫

鈴
木
美
奈
子
捌奈んる奈んる奈んるんる捺ん る

ん 苦 言 る奈んる奈んる奈んる奈ん る 議 ん る

彬

l
G
B
F
(レ
ズ
ピ
ア
ン
ゲ
イ
パ
イ
セ
ク
シ
々
ル
フ
リ
ー
セ
ッ
ク
ス
)

平
成
二
十
ヒ
均
十
二
月
十
五
日
目
見

(
鈴
港
区
止
画
学
習
セ
ン
タ
ー
)
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内
東
川
中
央
辿
句
会
ー
そ
の
三》

E弘

名

雪』

予長

I1I1 

昨

娩

は

名

践

的

]
て

ふ

叩

裂

の

人

ビ

ジ

ネ

ス

街

に

芽

柳

の

色

茸

の

声

そ

ろ

そ

ろ

と

待

ち

兼

ね

て

濃

い

瑚

砕

を

舌

に

こ

ろ

が

す

有

明

の

月

山

際

に

浮

ぴ

山

る

漸

媒

の

町

急

ぐ

配

達

二
亡
き
父
に

ま

づ

供

へ

ん

と

新

走

り

古

び

し

門

の

絡

向

き

寺

ふ

た

り

と

も

留

学

先

が

ハ

ー

バ

ー

ド

意

外

な

立

の

不

意

の

紡

れ

倣

か

ば

か

り

抗

が

れ

た

の

が

刷

れ

縁

性

き

た

て

ら

れ

て

や

め

る

代

議

士

木

の

精

子

の

一
二
ニ
脚

ほ

ど

互

の

霜

革

授

の

陰

に

限

る

黒

柿

パ
ザ

l
ル
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
コ
イ
ン
売
り

到

来

り

来

る

釦

ぴ

た

自

転

車

岬

ま

で

花

町

並

木

を

く

ぐ

り

紘

け

遍

路

の

笠

に

川誕

の

骨

の

た

ち

苗
江 011義

ナォ
哨

り

に

誘

は

れ

た

る

か

試

事

の

杖

鬼

ご

っ

こ

の

子

急

に

飛

び

出

し

蹄

き

を

増

し

て

野

末

に

宵

の

星

梢

綱

め

ざ

す

夢

を

ひ

そ

か

に

』

白

く

日

本

間

教

仰

は

り

き

り

て

冬

刊

の

下

ほ

っ

ぺ

愛

ら

し

恋
歌
を
く
ち
ず
さ
み
つ
つ

バ
ラ

ラ
イ
カ

窓

硝

子

拭

き

淡

き

背

春

い
っ
せ
い
に
胞
の
飛
び
立
つ
ロ

ー
タ
リ
ー

ピ

ザ

焼

く

匂

ひ

風

に

迎

ば

れ

天

狗

わ

れ

月

の

盃

岩

品

に

遠

く

ぽ

ん

ぽ

ん

戚

銃

聞

く

I
林
檎
剥
く
母
の
手
つ
き
は
ま
だ
た
し
か

メ

ー

ル

で

届

く

使

り

度

々

海
峡
を
抜
け
行
く
船
に
ヨ

l
ソ
ロ

l

辞

白

血

似

鋭

い

つ

も

肱

さ

ず

花

の

山

み

な

挨

拶

は

和

や

か

に

も

つ

れ

つ

つ

舞

ふ

二

つ

蝶

々

生
凹
日
常
義
捌

4 
昨今功川
d裏付 jJ 11 
澄太古1

" 太萌江市ぞシ太閤戦前江商太市

ナ
オ
日
句
目
よ
宜

「夫
拘
千
す
」
よ
り

平
成
二
十
八

4
三
月
十
五
日
行
出(於

東
京
港
区
ば
る
l
ん
)

江" 前 71太前説。義太前江。前義市士市
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《来
以

中
央
連
句
会
そ
の
問
》

1肱

イ111

『お
ど
け
し
羅
漢
』

道

の

辺

の

お

ど

け

し

縦

泌

草

前

ゆ

る

寺

領

の

彼

方

圭

踏

の

彩

雛

飾

り

少

女

の

頃

に

も

ど

る

ら

む

ぼ

ろ

ん

ぼ

ろ

ん

と

叩

く

鍵

盤

満

月

は

日

間

ピ

ル

の

真

中

に

て

忘

れ

団

隔

に

し

ゃ

れ

た

川

柳

今常

任

の

上

司

に

新

間

従

げ

て

く

る

パ

イ

プ

睦

へ

て

気

障

に

は

見

え

ず

お

局

が

わ

ざ

と

残

接

申

し

つ

け

い

ぢ

り

い

ぢ

ら

れ

は

や

始

発

ま

で

宇
宙

よ

り

と

き

め

き

に

似

た

披

の

音

ま

た

夢

つ

な

ぐ

其

直

な

る

闘

よ

逆
転
の
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
ラ
ガ

l
マ
ン

月

を

鯨

め

て

謀

総

期

ぷ

目

か

っ

た

安

怖

も

此

の

度

持

ち

直

し

き

な

こ

あ

め

口

ふ

飛

騨

の

向

山

か
ら
く
り
の
出
入
り
に
花
の
舞
ひ
散
り
て

川

越

え

ゆ

く

賞

蝶

白

蝶

を

古
谷
裕
子
捌

ナォ
足

元

に

広

が

る

m
M

の

腕

な

る

幕

末

志

士

の

絡

め

し

や

さ

し

さ

母

よ

り

の

文

ふ

と

こ

ろ
に
恋
ふ
故
郷

宅

急

仰

で

府

く

悼

平

河

抵

の

岡

山

町

き

で

輔

さ

し

拙

之

介

眠

れ

ぬ

夜

は

ミ

ス

テ

リ

ー

読

む

そ
ん
な
こ
と
知
り
つ
つ
惚
れ
た
告
な
の
に

な

さ

ぬ

仲

な

る

彼

の

子

育

て

て

珍

し

き

訟

の

絵

業

担

イ

ン

ド

よ

り

神

の

御

遣

敬

ひ

し

民

六

万

を

決

め

て

助

六

月

に

喝

秋

の

蹄

酔

ふ

お

耐

の

匂

ひ

に

t
旅

の

耐

を

小

さ

く

ま

と

め

て

送

甫

風

W
M
脊

の

祝

ひ

に

ラ

メ

入

り

の

杖

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
コ
ミ
カ
ル
リ
ズ
ミ
カ
ル

抹

茶

一

服

弾

く

三

味

線

山

際

の

明

る

く

な

り

し

花

の

胞

た

ん

ぽ

ぽ

の

拒

ふ

は

り

ふ

は

り

と

的
機
澄
江

述
些
ヂ
希
子

山
谷
裕
子

鈴
木
美
奈
子ぷ

仰滋品JH裕澄希裕品目6
4
 

澄串
叫桁澄d

4
 

平
成
ニ
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均
二
月
十
七
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目
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セ
ン
タ
ー
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会

以
中
央
述
句
会

l
ぞ
の
五
》

半
敬
仙

『シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
』功

万
太
郎
捌

銀
座
誕

γ
ヨ

l
ト
カ

ッ
ト
の
柳
か
な

ゆ

っ

く

り

路

地

を

掠

け

る

親

猫

継

っ

て

き

た

浅

州

蛤

選

り

分

け

て

テ
レ
ビ
つ
け
れ
ば
ち
ょ
う
ど
大
喜
利

黄

ば

み

た

る

資

料

の

届

く

月

の

窓

お

夜

食

で

す

よ

二

階

か

ら

戸

J
Z
術

祭

現

代

ア

l
ト

部

践

を

占

め

尼

僧

と

し

て

の

動

的

お

こ

た

り

始
ま
り
は
私
て
も
覚
め
て
も
彼
の
こ
と

掘

と

タ

パ

コ

の

日

々

は

流

れ

て

潜
望
鏡
上
げ
て

イ

エ
ロ

ー
サ
ブ
マ
リ
ン

想

い

出

探

す

仕

事

繁

盛

タ
月
に
夏
や
せ
の
身
を
寄
せ
て
み
ん

妙

に

な

っ

き

し

政

蚊

数

匹

百

離

の

水

泳

選

手

新

記

録

弁

天

械

の

凸

ゃ

な

石

段

花

道

の

飛

六

法

に

年

惜

し

む

手

袋

と

っ

て

拍

手

喝

采

功
刀
太
郎

今
村

苗

中
向
陽
子太防

山
肌
聞太拡

聞陽太抗
出協+

A
 

蹴
出陽太陽端

問

- 154ー

平
成
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十
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均
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ニ
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《
東
B

中
央
連
句
会
そ
の
大
}

歌

新

‘-

橋

fill 

新

橋

に

三

時
の
汽
笛
山
富
附

れ

て

路
地
に
聞
こ
え
る
寒
川
畔
き
の
節

裾

模

様

今

の

流

行

り

を

型

染

に

戸
を
く
ぐ
り
抜
け
じ
ゃ
れ
か
か
る
縮

月

光

を

あ

つ

め

て

背

き

硝

子

瓢

団

架

の

実

は

床

に

転

が

し

今過
去
を
拾
て
ゆ
る
り
と
詠
う
秋
思
の
賦

手
を
取
り
合
う
て
館
、
え
し
因
坊

南

南

西

風

見

の

む

の

指

す

行

方

に
じ
る
ヒ

l
ル

は

細

く

尖

っ

て

仁
っ
こ
り
と
笑
っ
た
後
に
効
く
嫌
味

け

ふ

は

呑

ま

ん

と

酒

を

奨

め

る

パ

ス

を

降

り

柿

の

木

坂

に

月

涼

L

汗
の
紫
振
り
が
フ
ォ
ー
ム
閏
め
て

秘
伝
ゆ
え
も
ら
す
べ
か
ら
ず
附
の
遺
訓

殴

打

に

ひ

る

む

一

方

の

頬

野
晒
し
の
限
簡
に
花
の
降
り
そ
そ
ぎ

耕

L

人

が

掘

り

し

金

印

t. 

E
夢
十

夜
い
く
た

び

な

ぞ

る

遍

路
宿

旧
き
ノ

l
ト
に
ア
ン
ネ
フ
ラ
ン
ク

王
制
を
論
じ
畷
る
は
ヴ
ァ
ン
ホ

1
テ一
ン

自

由

と

孤

独

背

中

合

わ

せ

に

刑

期

ま

だ

幼

な

じ

み

は

弘

、

の

獄

粘

蛸

榔

は

鎌

を

研

ぐ

ベ

し

お
連
れ
さ
ま
な
ど
と
呼
ば
れ
て
や
に
下
が
り

金

も

女

も

俺

を

助

け

る

ス
ロ

y
卜
ル
吹
か
せ
ラ
ン
ポ
ル
ギ
l
ニ
行
く

お

ば

あ

見

つ

め

る

普

天

間

の

柵

だ

ち

び

ん

を

抱

え

る

浜

に

月

白

〈

時

屯

胆

は

絡

み

鎚

れ

る

2
村

芝

居

お

娘

の

役

を

取

り

合

っ
て

郵

便

局

は

早

じ

ま

い

す

る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の
使
い
道
分
か
ら
ず
に

ア

ナ

ロ

グ

が

肝

き

算

盤

が

好

き

天
ぬ

き
を
た
の
む
諮
畳
屋
に
花
の
底

川

波

り

く

る

風

の

や

わ

ら

か

執

転
石
捌

古
谷
裕
子

鈴
木
美
奈
子

体

転

石
裕品川石制

符奈石裕奈石総崇石裕喜市石

平
成
二
十
七
均
一
月
ニ
サ
目
白
血

(於

新
橋
止
市
山
学
習
セ
ン
タ
ー
}
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《ム
一
以
修
千
代
の
会
ー
その

-
v

歌

『霧

ご

む

雨
』

制l

朝

よ

り

の

揚

ご

む

雨

や

冬

隣

元

気

に

は

し

ゃ

ぐ

，比

の

初

鴨

行
く
人
の
影
も
さ
や
か
に
月
出
で
て

山

の

麓

の

小

さ

き

村

監

屋

根

幹

は

結

の

刊

撲

で

手

際

よ

く

干

鱈

た

い

た

匂

ひ

甘

辛

d
植

を

訴

し

位

か

な

時

間

炭

を

つ

ぐ

附

征

骨

号

彼

に

教

へ

て

新

聞

に

婚

活

計

欺

の

顔

写

真

般

若

心

経

箭

ん

ず

る

声

ポ
リ
袋
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
猫
遊
ぶ

ヰ

間

靖

生

の

赤

き

水

玉

お
気
に
入
り
ネ
ク
タ
イ
胤
に
ひ
る
が
へ
し

つ

い

過

ご

し

た

る

離

脱

焼

酎

旅

の

街

見

上

げ

る

沌

の

上

に

月

大

家

の

姉

〈

天

井

の

龍

古

本

咲

き

花

の

妖

和

微

主

的

り

似

鋭

を

換

へ

て

散

事

、

つ

ら

ら

に

引
坑
柿
紫
捌

E
染

卵

探

し

あ

ぐ

ね

て

泣

い

た

つ

け

流

行

捕

の

脅

威

迎

り

て

磁
盛
っ
て
殺
し
て
戦
で
控
り
か
た
め

ダ

ム

路

設

で

水

没

の

郷

錦

凍

て

て

茶

応

の

姥

は

印

日

抑

ひ

狐

の

親

子

野

即

よ

こ

ぎ

る

道

行

に

義

士

夫

町

り

切

々

と

ベ

ア

ト

リ

l
チ

ェ

は

永

遠

の

女

蜜
垂
る
る
や
、
?
な
節
目
し
て
呼
び
か
く
る

土

産

物

売

る

港

に

ぎ

や

か

満

月

の

石

川叫

さ

へ

顕

ら

か

に

二
百

二
十

日

も

揖

郁

に

過

ぎ

ゆ

き

2
ゆ

っ

く

り

と

め

ぐ

る

古

町

昼

の

山

山

盛

飯

に

マ

ヨ

不

1
ズ

掛

け

上

京

は

い

づ

れ

日

豪

を

夢

に

み

て

出

世

魚

に

も

こ

だ

は

り

て

を

り

花

万

来

米

寿

白

寿

の

酌

み

交

は

す

干

の

彬

は

る

か

草

山

ゆ

る

土

手

尚九 J~ ~ヒ
凶山"矧

凪 tA伝 :事

t
v
 

-hη 干子前.巴言葉附俳誌蘭子

春

闘

肝

品川州
三

酔

1
川
政
日
干

比

煤

弦ー'
苑

"米
f 血l荷称風前千

4シ

平
成
二
十
六
年
十

一
月
亡
目
白

平
成
二
十
t
均

二
月
ヒ
日
出

凪l

闘

真
而
子

千

苑
森

町

其
而
干

干

苑

景

子

風

蘭

荷

禁

春

日

叶

三

酔

干

苑

俳

既
設

干

真
而
子

風

前

干

苑

三

酔

ハ
ν
干
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《
日
航
都
千
代
の
金
ー
その

=v

歌

『
向
}
占

姻

み

制l

空
捌
み
ひ
ら
か
ん
と
す
る
辛
英
か
な

万

物

育

て

降

る

春

時

雨

初

鮒

を

釣

り

上

げ

親

爺

得

意

気

に

な
み
な
み
と
注
ぐ
地
酒
か
ぐ
は

L

明

月

を

胸

に

抱

き

て

執

雌

せ

ん

鎚

の

鈴

出

羽

を

震

は

す

今
わ
く
わ
く
と
や
や
娘
の
旅
切
な
き

も

行
き
ず
り
の
仲
あ
す
は
い
づ
こ
に

き
れ
ば
こ
そ
家
の
前
ま
で
ス
ト
!
カ

1

ド
ア
の
ロ

y

ク

が

大

惨

事

貯

び

ア
ル
プ
ス
の
牧
場
に
醐
甘
く
山
羊
の
声

湖

畔

の

街

は

い

つ

も

静

か

で

富

煙

あ

げ

て

近

づ

く

人

の

影

月

を

唱

に

お

で

ん

は

大

加

恨

み
そ
な
は
す
お
薬
師
さ
ま
の
に
こ
や
か
に

拠

固

こ

と

ば

を

聞

き

分

け

る

蝉

さ
ま
ざ
ま
に
皇
居
の
花
を
作
品
づ
る
班

涼

あ

ざ

や

か

に

粧

の

夕

焼

日
間
胤
削
捌

ー
マ
ネ
キ
ン
の
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
う
ら
ら
け
く

被

せ

過

ぎ

モ

デ

ル

福

ふ

削

則

玄

関

の

魚

眼

レ

ン

ズ

に

間

延

び

飢

動

物

引

の

パ

ン

の

焼

き

た

て

阪

急

と

国

鉄

の

山

吹

流

し

背

凶

を

分

け

て

胤

の

そ

よ

そ

よ

管

弦

で

舞

ふ

仏

ら

の

浄

土

持

狩

野

派

展

に

恋

の

絵

は

な

く

若

き

日

の

胸

に

英

文

ラ

ブ

レ

タ

ー

生

出

離

さ

ず

写

真

と

も

ど

も

レ
モ
ン

H
亡
喪

に
似
て
見
飽
き
ず
に

桔

梗

一

輪

竹

筒

に

抑

L

L
産

土

に

感

謝

を

詰

め

て

今

年

米

鈴
を
り
を
り
に
誕
立
の
や
さ
し
さ

五
回
を
知
っ
て
ゐ
る
か
に
臼
が
寄
っ
て
く
る

ゃ
う
や
く
覆
え
て
明
日
は
床
上
げ

花
の
雲
山
辺
も
河
川
斤
も
包
み
こ
み

他

の

お

散

捗

の

ど

か

な

る

午

後

長

M

信

子

法仇
柑

架

上
川
打
中
間

子

九
山
景
子

北

般

市

相

肝

品部
三

昨

日
剛
一
肌
聞

山
梨
千
苑

-

z
r
 

q

H

 

真
而
子

荷

葉

作

臥

弦
-ニ

酔
川

桁

桜
江
而
干

千

苑
胤

前
伝

子

平
成
二
十

t
均
三
月
ヒ
円
円

平
成
二
十
ヒ
均
六
月
六

n応

森下千 三 信春 風 三 fil

弦苑 nt.子野副百平子弦 l百 苑 弦" 

J
L

「

4
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春
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真
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子
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忌
』

た

っ

ぷ

り

と

叫

戸

水

を

扱

み

即

爆

忌

猛

暑

の

続

く

弓

な

り

の

固

藍

染

の

縞

の

浴

衣

を

着

こ

な

し

て

や
ん
ち
ゃ
な
干
等
を
追
い
か
け
る
母

月

今

宵

葉

磁

を

〈

ぐ

る

風

の

あ

り

屯

線

ゆ

ら

し

並

ぶ

鯨

内

M

J
山

四

時

酒

待

つ

間

も

弾

む

製

靴

り

か
や
ぶ
さ
座
制
怖
の
街
を
抜
け
出
す

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
採
さ
の
知
れ
ぬ
蔽
の
先

柔

な

う

な

じ

に

幽

型

く

っ

き

り

夫

の

葬

人

目

は

ば

か

る

却

現

れ

あ

っ

と

い

う

問

に

プ

ロ

グ

閉

鎖

す

北

浜

の

鯨

汐

吹

く

波

の

果

て

凍

つ

捨

て

山

川

に

恕

き

月

光

ゲ

老

老

の

介

践

に

夢

の

宝

鑑

味

方

に

つ

け

ん

神

も

仏

も

ド

ロ

l
ン

の

捉

え

る

樹

は

花

盛

り

三

段

重

に

入

れ

る

草

餅

《?m ?4 

原 の

爆 》

明脱税

郎子子。
。

佐
知
子

小
川
英
美
子

鈴
本
静
子

点
梅
林
さ
く
ら

桜

子

内
C
J

、、p
り

利

子

政

子

初
公
利
子

ik宋
明

郎

総
hM
佐
知
子

古
川
刷
版
子

刺
飼
佐
知
子
捌

?

を

夏

近

し

竿

竹

売

り

の

声

高

〈

吏

地

ば

か

り

が

瑚

え

る

街

な

か

提

出

は

忘

れ

た

頃

を

見

剖

ら

う

山

肌

の

出

な

ど

宥

め

す

か

さ

ん

扱

り

逃

げ

は

球

児

の

得

意

技

な

れ

ど

ケ

ニ

ア

育

ち

の

イ

カ

す

市

駄

天

五

十

年

交

換

日

記

適

切

れ

な

く

離

婚

屈

は

紙

飛

行

機

に

近
の
駅
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
ぐ
馬
こ
後
ず
さ
り

東

開

株

価

動

き

激

し

く

梨

胡

桃

滞

ち

て

議

山

暮

れ

な

ず

み

平

ぽ

増

加

世

小

町

の

仰

ぐ

待

宵

:
村

芝

回

せ

り

ふ

忘

れ

て

舌

を

だ

し

ロ
ボ
ッ
ト
抑
除
機
ケ
ー
ブ
ル
を
噛
む

苛

り

札

受

け

取

っ

た

ま

ま

抽

斗

に

和

紙

を

解

い

て

飾

る

古

雛

花

の

下

拠

次

元

の

川

見

え

隠

れ

展

楼

に

浮

く

の

つ

ぼ

煙

突

ミド平
成I&:

十
ヒ
均
八
月
六
日
百

十
七
年
十
月

1
八
日
足

(肝

ハ
イ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
仮
儲
)

英
英
子

利

子

明

郎

和

子
詩

子

英
美
子

佐
知
子

さ
く
ら

英
美
子

佐
知
子

利

子

様

子

和

子

明

郎

英
美
子

政

子
静

子
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《東
川
筑
波
迎
句
会
ー
その
ニ
》

歌

『
仁
王

の

イ111

仁
王

の
限
避
け
て
軒
梢
る
初
し
ぐ
れ

枯

葉

舞

い

散

る

長

き

参

道

留

学

生

住

め

ば

都

と

な

ご

や

か

に

並
ぶ
和
菓

子

に
し
ば
し
見
と
れ
る

月
の
夜
の
ロ
ケ
ッ
ト
談
議
き
り
も
な
く

来

る

山

崎

あ

れ

ば

帰

る

h
は
あ
り

J

一

重

窓

付

け

て

舎

粛

の

冬

仕

度

ひ

と

り

娘

を

嫁

ぎ

ゆ

か

せ

て

羨
望
の
的
で
す
喜
寿
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

舶
来
物
の
ル
ー
ジ
ュ
ベ
デ
イ
キ
ユ
ア

紫

姉

帳

遊

ぶ

姿

の

孫

は

か

り

津

波

予

報

に

尖

る

神

経

異

次

元

と

紛

う

が

ご

と

き

夏

の

霜

辺

り

い

ち

め

ん

匂

う

梅

干

し

観

光

客

貸

し

自

転

車

を

辿

ね

行

く

唱

の

ま

ま

に

残

る

町

並

ブ

ラ

ン

デ

ー

グ

ラ

ス

傾

け

花

の

下

あ

っ
け

ら

か

ん

と

忘

れ

る

も

乙

管
凹
妖
干
捌

4
し
ゃ
ぼ
ん
王
こ
の
世
の
こ
と
を
ヒ
色
に

詐
欺
師
の
舌
を
ひ
っ

こ
抜
き
た
い

駅

弁

の

御

飯

に

の

せ

る

鵡

そ

ぼ

ろ

部

活

用

り

に

ち

ょ

っ

と

脇

路

雪

吊

と

友

禅

流

し

写

メ

l
ル

で

ゆ

っ
た
り
と
滑
る
モ
ヘ
ア
セ

ー
タ
ー

恋

知

り

し

胸

探

ら

る

る

聴

診

出

私

狂

わ

す

し

な

や

か

な

指

故

郷

の

山

河

に

い

つ

も

癒

さ

れ

て

テ

レ

ビ

聞

き

つ

つ

聞

く

新

聞

お

隣

も

矧

天

望

気

月

を

待

つ

団

扇

忘

れ

る

四

阿

の

隅

E
村

芝

居

主

役

は

い

つ

も

庄

屋

さ
ま

順

風

満

帆

人

生

の

船

戦

へ

と

傾

ぐ

政

治

は

大

嫌

い

元

気

溌

刺

子

ら

の

合

唱

制

没

の

花

へ

繰

り

出

す

御

所

車

脹

び

戯

れ

班

つ

蝶

々

よ
志
子

妖

子

民
知
子

'J
q

乙

ド

一七

紫

虹

千
鶴
子

智

子

芳

香
利

公

澄

枝

よ
志
子

史

代
妖

子

民
知
子

尚

子

千
鶴
子

紫

虹

芳

香

二
羽

智

子

山
本
芳

容

問川
利

公

Z
澄

枝

川
合
本
綾
子

多川
史

代

市
川
妖
子

尚見
よ
志
子

瀧
坪
尚

子

北
野
県
知
子

町
村
千
鶴
子

政げ
紫

虹

芳

香
智

子

泣

校
利

公

史

代

綾

子

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
目

(文
官
)

司
成
-
一
十
ヒ
年
十
二
月

三
十
日
尾

-159ー



《本
陣
つ
ば
さ
述
句
会
》

歌

四

半

官Ir

涼

新

た

長

編

を

説

む

四

位

半

風

も

や

さ

し

い

月

の

文

机

小
山
口
来
る
友
の
便
り
を
た
ず
き
え
て

猫

邸

主

同

士

い

つ

か

自

艇

に

ポ
ケ
ッ
ト
に
い
つ
も
忍
ば
す
ビ
ス
ケ

ッ
ト

沌
を
狐

っ
て
ン
ャ
γ
タ
ー
を
切
り

よ
川
れ
政
り
併
巡
行
の
稚
児
棋
々
し

歴

史

を

知

る

老

舗

看

板

型

破

り

恋

に

狩

っ

た

末

娘

向

性

婚

を

決

意

す

る

朝

払

っ

て

も

貧

乏

神

に

魅

入

ら

れ

て

t
 

手

拭

一

本

ネ

一

タ

は

百

あ

り

月

白

く

屋

台

の

詩

聖

と

熱

澗

と

駅

舎

の

軒

に

ず

ら

り

鋭

竹

内

に

丸

記

念

ス

タ

ン

プ

附

っ

こ
に

治
ぐ
る
み
キ
ャ
ラ
に
人
の
集
ま
る

戦

争

を

知

ら

な

い

子

ら

へ

花

吹

雪

ひ

い

ふ

う

み

い

と

紙

風

船

を

八
局
眺
市
円
女
捌

E
命

綱

信

じ

て

潜

る

海

立

の

立

気

伎
に
は
君
は
ア
フ
ロ
デ
ィ

l
テ
よ

辛

せ

も

涙

も

く

れ

た

夢

の

日
々

ガ

ラ

ス

の

窓

を

川

出

ら

せ

る

問

腕

の

良

い

私

立

探

偵

忙

し

く

隠

れ

て

食

べ

る

氷

金

時

ち
ょ

l
怖
い
円
の
コ

1
チ
の
部
鳴
る
戸

松

梨

杖

に

は

挨

う

っ

す

ら

代

休

は

太

公

望

を

決

め

込

ん

で

い

た

ず

ら

っ
こ

の

妖

怪

が

来

て

錨

の

月

破

戒

幼

主

の

双

而

五

右

衛

川

風

呂

で

威

銃

聞

く

:
弘
、
制
度
終
え
て
く
つ
ろ
ぐ
山
の
術

先

端

技

術

知

悲

の

戦

い

一

帽

の

濃

淡

た

く

み

ホ

慰

問

窓

外

な

人

が

芥

川

賞

半

世

紀

花

位

か

な

る

闘

に

住

み

域

の

州

輸

を

乱

舞

す

る

蝶

恭

子

文

子

ヒ
兵
衛

暁
古
女

文

子
恭

子

七
兵
衛

暁
古
女

恭

子

暁
吉
立

文

子
恭

子

ヒ
兵
衛

文

子

暁
吉
女

七
兵
衛

恭

子

文

子

八
出
眺
古
立

凶
認
七
丘ハ衛

〈

f
t
三

i
'
五

ヨ

文

子

ヒ
兵
衛

眺
古
立

文

子
恭

子

眺
古
女

七
兵
衛

恭

子

文

子

暁
古
女

七
兵
衛

文

干

恭

子
ヒ
兵
衛

腕
古
女

桶

平
成
二
十
ヒ
年
八
月
二
十
七
日
目

(
立
音
)

司
成
二
十
ヒ
年
九
日

」l
四
日
応

-160ー



《東
京
で
こ
ん
座
》

百

ウ
え

ご

の

花
』

部i

え
ご
の
花
天
使
は
帆
を
脱
き
捨
て
て

細

道

進

む

下

聞

の

中

終
電
車
へ
の
へ
の
も
へ
じ
窓
に
柿
き

何

も

し

な

い

で

過

ご

す

休

日

メ

l
ル

来

る

幸

せ

家

放

添

付

さ

れ

眠

い

シ

ヤ

ム

揃

膝

を

欲

し

が

り

窓

聞

け

て

月

の

雫

に

浦

ら

す

指

昼

時

く

虫

に

箸

を

と

ら

れ

る

ゥじ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
せ
ば
い
い
の
に
松
手
入
れ

地

図

を

広

げ

て

空

想

の

旅

五
輪
と
や
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
の
お
目
見
え
に

長
い
馴
川
引
が
ス
タ
ン
ド
に
鳴
る

墨

色

に

外

苑

浮

か

ぶ

薪

能

も
う
外
し
た
ら
そ
の
サ
ン
グ
ラ
ス

夕
涼
み
手
を
握
っ
て
も
良
い
で
す
か

セ
シ
ル
カ
ッ
ト
の
君
の
閉
じ
い
山

英

諦

力

発

揮

し

て

売

る

電

気

街

メ
イ
ド
カ
フ
エ
ー
を
間
ら
す
寒
月

ろ

落
葉
紫
く
今
ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ
に

命

の

炎

掠

る

柑

刷

へ

花

あ

ら

し

手

配

写

真

の

あ

の

男

思

い

出

だ

け

が

陽

炎

い

て

ゆ

く

す
水

切

り

の

石

の

行

方

に

土

匂

、

っ

流

行

り

麹

組

屋

の

朝

の

賑

わ

い

キ
ァ
チ
ン
の
隅
に
小
さ
な
味
附
の
壷

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル
に
括
れ
る
燭
の
灯

て

っ

ぺ

ん

で

霊

を

告

白

制

覧

車

他

人

の

ふ

り

で

肱

け

る

改

札

灰

時

き

人

影

迫

る

ガ

l

ド

下

月

も

私

も

い

つ

も

逃

げ

腰

が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
を
掴
ん
で
入
れ
る
頭
陀
袋

戯

れ

に

寄

る

夜

長

の

ダ

l

y

眠
れ
な
い
膝
が
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り

プ
ン
ユ
ツ
と
切
れ
る
古
い
パ
ソ
コ
ン

挨

拶

を

か

わ

し

掃

除

を

始

め

た

り

次

か

ら

次

へ

零

る

山

茶

花

ゥ
民

宿

の

風

呂

場

に

ぬ

っ

と

惜

の

苗

老

舗

の

カ

レ

l
古

合

街

で

食

う

見
渡
せ
ば
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
音
響
き

ア

ニ

キ

と

慕

う

美

し

き

少

年

わ
た
く
し
の
男
嫌
い
が
解
せ
ぬ
と
は

み fiti且 龍み且 iTdろ

本
之
ト
み
な
み

今
泉
良

一

ひ

決E
W龍

良みろ

臨み良 一ろ

良み ろ frtみ 良 部iろ

一161

良みろ良みろ龍み 良 部

龍みろろ



繰

り

返

し

読

む

前

主

の

文

境

内

の

ラ

ジ

オ

体

操

制

悼

の

子

草

原

に

寝

て

夏

月

を

持

つ

酋
長
の

二
胡

の

調

べ

の

も

の

悲

し

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

に

不

安

煽

ら

れ

物

静

か

お

で

こ

だ

ら

け

の

船

の

中

海
立
の
パ
イ
ト
は
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ

ホ

色

に

み

づ

い

ろ

を

足

し

花

の

笑

野

遊

び

の

子

に

贈

る

バ

ラ

ー

ド

ォ
ぶ
ら
ん
こ
の
立
ち
地
ぎ
空
へ
抑
か
れ
る

箱

根

の

森

に

昇

る

白

煙

温

泉

の

訪

問

款

押

さ

る

お

能

関

呑

む

だ

け

呑

ん

で

あ

と

は

爆

雌

酔
い
覚
め
の
レ
ノ
ン
の
歌
が
遠
ざ
か
る

レ
コ

ー

ド

針

は

今

も

買

え

る

の

暖

炉

燃

ゆ

三
時

を

告

げ

る

鳩

時

計

月

の

砂

漠

を

奔

る

狼

キ
駄
王
を
母
に
賜
り
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

至

福

の

言

葉

伶

ち

に

ま

っ

た

り

な
に
切
ろ
か
刈
の
か
た
ち
を
し
た
鉄

じ
刷
、
ん
け
ん
ぽ
ん
は
グ
l
で
勝
た
一
な
き
ゃ

刷

月

サ

ー

カ

ス

団

に

連

れ

去

ら

れ

綜

の

叫

に

巨

船

見

送

る

ろみ龍ろ良能みろ龍 且 ろ み 良 龍 み ろ古ii良ろみ良部ろ

ご今
大

波

の

ひ

と

つ

砕

け

て

龍

天

に

そ
こ
に
御
座
す
は
か

ぐ
や
姉
で
は

弁
当
に
竹
の
禁
つ
ば
を
入
れ
て
お

く

ザ
ラ
メ
を
祇
め
て
で
ん
ぐ
り
返
る

瞬

き

の

街

の

ネ

オ

ン

に

口
づ

け
を

ダ
ブ
ル
不
倫
を
そ
っ
と
フ
ォ
ー
カ
ス

機

嫌

良

き

聾

の

言

動

あ

な

怖

し

凍

月

担

ぎ

踊

る

人

影

へ
た
へ
た
と
住
ま
い
に
も
ど
る
当
の
制

カ
ッ
プ
麺
で
も
食
べ
て
寝
ょ
う
か

民

宿

の

家

鳴

り

の

続

く

八

畳

間

鍵

の

岐

れ

た

木

造

り

の

ト

ア

花

万

染

貝

塚

追

跡

は

ど

こ

で

す

か

小

山

川

笑

え

ば

私

も

笑

う

す
ォ
一
日

に

一

本

の

パ

ス

姫

韮

早

稲

田

通

り

を

デ

モ

の

隊

列

前
餅
を
半
分
に
分
け
読
む
ニ
ュ
ー
ス

ン

ナ

リ

オ

通

り

い

か

白

人

生

岡
惚
れ
を
す
る
の
は
い
つ
も
妻
子
も
ち

思

わ

ぬ

人

に

思

い

告

げ

ら

れ

お
め
で
と
う
可
愛
い
雛
が
生
ま
れ
た
よ

テ
レ
ピ
電
話
に
う
か
ら
は
ら
か
ら

鞘

読

の

山

へ

ど

こ

か

ら

登

ろ

う

か

み官ttろ且臨みろ llU艮ろみ良能み良ろみ自白ろ良能み良

- 162ー



至

る

所

に

介

鰻

あ

ふ

れ

で

雨
し
と
ど
畿
の
向
こ
う
と
こ
ち
ら
側

煙

の

出

な

い

電

子

た

ば

こ

を

新

宿

の

四

角

い

空

を

九

渡

る

ム

ー

ン

ラ

イ

ト

に

跳

ね

る

人

影

:
露
光
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
育
つ
も
の

背

汁

一

気

腰

に

手

を

あ

て

笠

時

に

天

辺

ふ

た

つ

目

を

こ

す

る

日

本

沈

没

近

い

将

来

セ
ス
ナ
機
の
車
輪
し
ま
わ
ず
急
上
昇

春

あ

け

ぼ

の

の

夢

で

よ

か

っ

た

逝
き
し
人
花
、
花
、
花
の

雲

に
来
り

風

船

飛

ば

す

骨

り

立

つ

空

良臨み良ろみ fIdろ良育tiみ良ろ

-163ー

平
成
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十
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均
五
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一
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首

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
足

(
肝
吉
祥
苛
駅
前
カ
ラ
オ
ケ
「
ピ
ッ
グ
エ
コ

l
」
及
び
文
官
)



《偏
凶
天
神
辿
句
会
》

歌

{[I[ 

『角

に

立

つ
」

品

川

に

立

つ

金

木

県

や

道

し

る

べ

友

と

疏

か

わ

す

名

月

風
に
舞
う
煤
に
む
せ
つ
つ
秋
刀
魚
焼
く

石

垣

に

お

く

川

舟

の

純

読

み

耽

る

推

型

小

説

先

、

飽

新

聞

配

述

抑

制

の

踏

む

官

世
の
中
の
変
化
の
速
さ
追
い
つ
け
ず

維
に
似
た
や
ら
で
き
ち
ゃ
っ
た
鮒

艇
制
祝
さ
れ
て
い
る
キ
ス
デ
ュ
l
ク
カ
ハ
ナ
モ
ク

潮

の

ざ

わ

め

き

目

を

閉

じ

感

ず

盛

り

上

が

る

怪

践

尻

目

に

闘

行

〈

芸

道

服

し

互

の

狂

言

夕

立

あ

と

仰

ぐ

出

品

聞

の

丸

き

月

オ
ー
プ
ン
カ

l
で
定
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ

楽

し

み

は

目

的

地

よ

り

休

惣

所

天

神

さ

ま

に

寝

ヰ

四

則

古

城

祉

の

花

の

大

樹

は

真

っ
盛
り

，ぷ

春

塵

姻

西

風

の

街

る

浅
町
署
弛
捌

:
雛
の

客
五
色
の
あ
ら
れ
小
さ
き
手
に

ハ
イ
フ
ァ
イ
に
先
り
フ
ル
ー
ト
を
聴
く

盗
難
に
マ
ン
ン
ヨ
ン
理
耶
と
し
て
呼
ば
れ

ウ
リ
は
こ
れ
で
す
杭
の
た
し
か
さ

凍

印

の

水

辺

に

三

羽

身

を

訴

せ

て

シ
ョ
ー
ル
に
説
く
か
た
ち
よ
き
必

「お
い
」と「
は
い
」
お
も
い
が
通
う
仲
の
良
さ

新

婚

旅

行

再

現

の

旅

背

対

に

世

く

志

賀

品

豪

華

船

町

工

助

か

ら

世

界

動

か

す

月
の
ぼ
る
ポ
ニ

l
ラ
ン
ド
の
遊
閑
地

前

色

鮮

や

か

大

輸

の

粥

Z
秋
山
剛
一
を
怖
く
イ
ー
ゼ
ル
立
て
て
お
り

抑
制
て
も
覚
め
て
も
ゴ
ル
フ
離
れ
ず

肩
鞄
ゴ

y
ン
と
当
て
て
気
が
つ
か
ず

発

車

の

ベ

ル

で

景

色

が

変

る

人
数
多
花
の
ト
ン
ネ一
ル
は
て
し
な
く

か
す微

か

に

手

帳

漏

ら

す

帯

雨

光3長黍光

民八段"* Ii.i刈
向.t; ff I11 武 樋

l4紫器具光 紫斑兵器 光 11~ 紫黍真光
盟 虫 盟洋

41i H畦秘 干 風 ir'u尭骨子 組l 洋風骨 11地担J子胤

黍光光器華光黍光

平
成
ニ

1
ヒ
q
f
H
f
八
日
口

平
成
二

1
ヒ
rf寸
一
月
1
五
日
出

(
於
偏
向

行

動

医
学
研
ん
今
川
)

秘風 洋他風 iT胤穂洋秘風洋秘胤 i1'艇洋風

- [64ー



《
名
古

um

桃
雅
会
そ
の
-
v

歌

年

の

瀬

や
』

1111 

年
の
瀬
や
シ
ョ

l
ウ
イ
ン
ド
に
若
き
戸

ポ

イ

ン

セ

チ

ア

の

革

ぷ

庖

先

芸

人

の

受

賞

作

品

ひ

も

と

き

て

株

多

く

口

ひ

上

場

を

待

つ

山

の

端

を

金

に

か

が

れ

る

月

の

出

に

簾

は

づ

せ

ば

ゆ

れ

る

灯

J
地

芝

居

の

き

り

な

く

励

む

精

古

場

の

宇

宙

船

よ

り

組

事

に

戻

り

ぬ

こ

と

こ

と

と

一旦

を

煮

古

め

君

釘

み

お

さ

げ

の

髪

の

あ

ど

け

な

き

顔

留

学

の

夢

は

ひ

た

す

ら

自

立

へ
と

月

や

星

に

も

祈

る

短

パ

ン

片

足

で

ポ

1

1
取

っ

て

る

羽

抜

山

予

防

注

射

で

べ

そ

を

か

か

な

い

制

燃

と

る

俵

盤

た

ち

は

悲

し

げ

に

目

玉

親

父

も

一

家

雷

喝

花

筏

風

や

は

ら

か

に

湖

の

ほ

と

り

ボ

ー

ト

レ

ー

ス

を

や

ん

や

応

援

品

7
A
Z

同
M

fZゃ iilJ事lやお和湖誌や湖布lや i出張湖子や

へ

山

容

赦

な

く

入

る

器

挨

合

戦

崩

れ

結

石

あ

ち

こ

ち

算

盤

で

数

を

起

し

た

り

引

い

た

り

し

物

忘

れ

な

く

元

気

ば

ん

ざ

い

冬

山

胤

判

明

性

た

め

す

日

ゴ

役

山

立
U

ぴ

に

ぬ

く

ン

ヤ

ン

パ

ン

の

お

と

選

挙

椀

十

八

歳

の

ゆ

れ

る

胸

知

恵

者

の

紋

に

学

ぶ

逸

引

く
ち
べ
た
も
想
ひ
も
ぞ
も
ぞ
プ
ロ
ポ
ー
ズ

腕

の

中

に

は

般

の

以

ふ

月

代

に

也

の

害

匂

ふ

文

机

山

間

る

暑

さ

の

大

広

間

な

る

:
あ

で

や

か

に

琳

派

の

絵

附

の

秋

草

図

お

古

寄

り

は

両

家

揃

ひ

て

自

扶

体

の

人

の

瑚

り

は

稲

あ

ふ

れ

三

次

元

に

み

る

映

画

観

賞

本

丸

の

幻

め

き

ぬ

花

脱

E
に

の

ぼ

れ

ば

陽

炎

の

街

へ

く
の
あ
や
捌

く
の
あ

杉

，" 7年

大八
t事者

栴!鏡

平
成
二
十
ヒ
年
十
二
月

」
J
ハ

H
n

平
成
二
十
七
年
十
三
月
ニ
サ
八
日
尼

(
於
ホ
テ
ル
ル
プ
ラ
王
山
)

や務湖柏l指や制ri胡託手や湖柏!や術事1柑j前Ii胡
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《名
占
面
桃
雅
会
ー
そ
の
ニ》

?即

『
の
び
や
か
に
』

也、

の
び
や
か
に
ガ
ラ
ス
窓
拭
く
師
走
か
な

目
差
し
ゃ
は
ら
か
蝦
鮎
葉
仙
人
草

野

良

紡

の

丹

精

の

庭

横

切

り

て

こ

ろ

り

こ

ろ

が

す

古

い

護

談

盤

9

有

明

に

仲

間

つ

ど

ひ

て

太

極

拳

プ

ロ

ポ

ー

ズ

受

け

今

年

酒

の

む

抜

き

椋

に

心

芯

か

れ

る

拐

の

中

修

道

院

は

山

の

懐

足
踏
み
の
オ
ル
ガ
ン
古
が
す
こ
し
ず
れ

発

表

会

の

笑

顔

は

じ

け

る

突
然
の
問
ひ
に
と
ま
ど
ふ
親
子
連
れ

平

和

に

か

け

た

ぼ

く

の

生

涯

花

の

下

哲

学

の

迫

い

く

た

び

か

耳

を

く

す

ぐ

る

他

の

活

経

長
谷
川
労
子
捌

丹

市

芳

子

主
体
美
保
子

波
多
野
茂
子

A
H

九
州
ゆ
み
を保芳志

乙
H
此芳保茂を保芳

E
楽
焼
の
碗
の
ぬ
く
も
り
茶
市
中
の
脇

宴

の

あ

と

は

雨

が

ざ

あ

ざ

あ

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
配
ら
れ
て

革

手

と

マ

ス

ク

非

常

袋

に

ほ
ほ
え
み
て
す
れ
ち
が
ひ
た
る
長
廊
下

ふ

っ

と

肱

く

お

が

抑

き

だ

よ

パ
イ
ロ
ン
や
ハ
イ
ネ
の
詩
集
霊
飾
し

楓
別
問
と
行
く
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

ひ
F
A
M
V
L

東

に

哀

の

月

上

げ

わ

が

故

郷

苛

富

の

ま

も

る

剥

砲

の

家

す今
国
民
斗
袋
諭
吉

一
枚

し

の

ば

せ

て

ノ

ー

ベ

ル

賞

へ

夢

は

大

き

く

M

R

J
飛
び

立

た

ん

と

す

花

の

頃

か
な
た
に
見
ゆ
る
か
ぎ
ろ
ひ
の

E

51'司'
成成

十ト
ヒヒ
~l :': ~ド
十十

月月

十 1-
八、六

;:;:. [1 1:1 
"，. I足口

ホ
テ
Jレ
ル
プ
ラ
王
山

保芳を芳保を芳保を茂保芳 茂を
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つ

つ

が

な

く

齢

盛

ね

て

煮

大

根

雪

し

ん

し

ん

と

績

も

る

山

の

辺

仲
良
し
の
児
ら
は
呼
名
を
呼
び
合
っ
て

校

門

横

に

植

え

し

記

念

樹

望

の

月

い

そ

ぐ

家

路

に

ぽ

っ

か

り

と

し

だ

い

に

近

く

出

の

嶋

く

戸

，若

衆

の

ひ

と

自

を

つ

く

村

芝

居

恋

の

鞘

当

て

イ

ケ

メ

ン

の

彼

す

れ

ち

が

ふ

女

課

長

は

さ

り

げ

な

く

法

事

の

寺

に

参

拝

の

客

救

急

耶

布

に

山

っ

た

何

処

だ

ら

う

エ
y
フ
エ
ル
塔
は
ど
こ
ま
で
も
仰
ぴ

汗

を

拭

き

急

ぐ

ガ

イ

ド

の

後

に

縦

き

月

の

明

り

に

夜

応

楽

し

む

新

し

く

文

が

選

ん

だ

称

い

靴

ハ
ミ
ン
グ
し
つ
つ
副
社
く
ス
テ

ッ
プ

酒

郎

に

ひ

ら

り

花

び

ら

舞

ひ

お

り

て

流

れ

岱

か

に

の

ど

か

な

る

川

1且 《凶名前

喜 雪
》

大

キ貝..... 

'1 '武怯日
P町村 J己川

静利博枕

抗雄事l静悦雄静利雄枕利静!iI:雄子子雄子

品目
川
佐
子
捌

3
復

活

祭

器

制

の

心

分

か

ち

あ

ふ

爺

の

摘

き

糾

に

嶋

の

群

来

る

彫

刻

の

ず

ら

り

誕

ん

だ

歩

道

沿

ひ

ゲ

ゲ

ゲ

の

鬼

太

郎

今

も

生

き

づ

く

紛

の

術

官

郎

を

す

る

・

3
4

柚

子

湯

ど

っ

ぷ

り

つ

か

る

傷

あ

と

原

発

は

再

稼

働

へ

と

動

き

出

し

悩

ん

だ

末

の

街

の

決

断

相

聞

歌

口

説

上

手

に

つ

い

と

の

り

月

の

世

鼎

へ

か

〈

や

脱

去

る

他

し

さ

は

を

が

胤

に

す

さ

ぶ

胤

犬

も

猟

師

と

初

猟

を

待

つ

Z
娘

か

ら

ゴ

ル

フ

用

具

を

プ

レ

ゼ

ン
ト

広

告

に

載

る

旨

い

料

理

毘

正

面

に

脊

肘

天

の

証

し

ま

す

沖

は

遥

か

に

見

ゆ

る

逃

水

淡

路

の

花

守

と

な

り

半

世

紀

ソ

フ

ァ

ー

に

究

れ

夢

の

永

き

日

旦 I~ !I~ 

，<<成

ヒ七

五11-
HfI 

十
六
日
目

一十
九
日
厄

(
齢
ホ
テ
ル
ル
プ
ラ
王
山
) 

的利雌 i光利静 {光雄 i時利雄佐利的悦雄 i和利
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《

K
O
東
京
か
び
れ
ー
そ
の

一》

歌

『
武
家
屋
敷
』

官Ii

石

市

町

咲

く

や

生

垣

氏

き

武

家

臨

敷

思

ひ

も

か

け

ず

湧

く

は

紘

虫

子

育

て

も

一

段

高

の

気

安

さ

に

ラ

ジ

オ

講

臨

を

熱

心

に

聞

く

銭

湯

の

棋

に

鮪

き

る

訟

の

月

新

帽

を

下

け

て

友

は

ご

機

嫌

今
大
黒

は

後

の

袷

を

精

出

し

て

世

の

常

な

れ

ど

縁

は

典

な

も

の

行
き
ず
り
の
ひ
と
と
自
の
合
ふ
エ
ア
ポ
ー
ト

人

側

一

の

歌

に

迷

ふ

子

の

刻

御
楠
山
町
内

mv
か

現

か

抱

か

る

る

風

さ

や

き

ゃ

と

渡

る

笹

僻

ケ

l
タ

イ

も

周

か

ぬ

献

の

璃

璃

鵠

瓜

盗

人

が

月

に

た

め

ら

ふ

恥

多

き

過

去

を

さ

ら

り

と

自

分

史

に

全

部

捨

て

て

も

怖

い

の

知

い

年

船

花

の

も
と
踊
り
上
手
が
叫
附
さ
れ
て

前

代

祭

水

に

影

世

〈

大
山
と
し
子
捌

2
味
酬
明
か
つ
に
独
活
和
添
へ
て
挫
す
ら
ん

養

生

訓

を

壁

仁

貼

り

つ

け

間

ひ

直

す

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

と

選

挙

法

何

を

冨

つ

で

も

聞

き

流

す

扶

成

部

館

一
集

部

を

過

ぎ

り

た

る

問

問

国

務

し

に

祖

砲

持

害

す

左

前

そ

っ

と

直

し

て

く

る

る

人

隠

し

て

お

け

ぬ

悲

の

期

末

元

彼

と

元

親

友

の

新

所

相

飽

の

イ

ン

コ

が

ま

た

も

飛

ぴ

去

る

挫

の

月

泣

く

な

り

た

る

思

ひ

山

も

子

規

庵

の

同

時

糸

瓜

ぶ

ら

ぶ

ら

;
旧

仮

名

で

悦

り

世

き

ゐ

る

明

治

節

劇

画

作

家

を

目

指

す

若

き

ら

ニ
ュ

ー

ヨ
ー
ク
街
に
物
の
佳
現
は
れ
て

缶

附

一

に

肝

へ

る

須

佐

之

川

町

天

空

の

城

を

埋

め

て

花

吹

留

ロ

ケ

隊

迎

へ

町

の

う

ら

ら

か

火
山
と
し
子

佐々
し
ボ

リ

サ

坪
Il
千
代
子

内

幾

多

小
山
民
子

太
竹
書
可
志

V
附
維
紀
子

幾

多
た

み

多
可
志

緋
紀
子

幾

多
千
代
子

と
し
子サay 

み子

民た幾リ

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日
口

平
成
二
十
ヒ
年
十
二
月
二
十
ヒ
円
培

維
紀
子

リ

サ

と
し
子

リ

サ

た

み

干
代
子

民

子

千
代
子

維
紀
子

リ

サ

幾

多
維
紀
子

と
し
子

た

み

維
紀
子

民

子サ多

幾リ

(
倹

描

帆
梶
山
崎
)
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《古
米
自
伊
東
京
か
び
れ
ー
そ
の
ニ
》

歌

『卒

寿

の
母
』

fJiI 

秋

う

ら

ら

卒

寿

の

母

の

手

盤

唄

細

業

彩

る

散

策

の

径

月

口

舛

り

お

茶

事

始

ま

る

刻

な

ら

ん

静

か

な

悶

に

動

〈

人

影

地

下

道

を

抜

け

て

山

昭

ピ

ル

街

へ

h

降、

}車

両

瓜

を

ほ

っ

こ

り

と

者

て

ぷ

相

き

等

と

戸

の

帯

ゃ

く

か

る

た

会

こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
見
せ
る
良
い
と
こ

イ
ケ
メ
ン
も
今
や

三
児

の

文

と

な

り

工

夫

凝

ら

し

た

霊

安

弁

当

再

発

の

ぎ

っ

く

り

腰

も

な

ん

の

そ

の

羽

生

結

弦

の

な

地

の

彼

活

盟

主

に

久

、

満

月

の

陪

々

と

凶

炉

泌

を

凶

み

半

歌

仙

荘

く

ひ

と

り

酌

む

銘

酒

の

骨

り

殊

の

外

仔
犬

に
肝
か
れ

つ

ひ

に

飼

ふ

羽

目

初

花

に

話

し

か

け

を

る

桜

苛

遠
円
止
の
列
じ
よ
じ
よ
に
延

び

ゆ

く

佐
々
木
リ
サ
捌

2
大
変
に
吸
は
る
る
や
う
に
い
か
の
ぼ
り

丸

い

ポ

ス

ト

の

残

る

五

箇

山

叩

印

紙

の

補

修

工

耶

に

汚

職

の

手

枝

の

脱

が

カ

ワ

カ

ワ

と

川

町

く

イ
ス
ラ
ム
の
処
刑
の
報
に
肝
ひ
や
す

お

化

け

屈

般

に

パ

イ

ト

誘

は

る

夕

立

に

濡

れ

て

n

印

ま

る

恋

心

白

無

垢

姿

親

に

見

せ

た

き

祝

稿

の

錨

に

送

ら

れ

船

の

旅

古

き

ロ

マ

ン

の

流

行

る

こ

の

頃

名

台

間

決

ま

る

瞬

間

月

も

山

で

吹

き

抜

け

て

ゆ

く

山

円

や

か

な

風

:
訳

出

の

ゆ

ら

り

ゆ

ら

り

と

昼

下

り

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
図
的
成
り
ゆ
き

ど
っ
ぷ
り
と
れ
は
る
平
和
の
有
限
く

駅

の

ホ

l

ム

に

ふ

は

り

初

蝶

き
り
も
な
く

先
師
の
句
碑
に

花
吹
笥

海

児

は

る

か

す

陥

炎

の

丘

允チ 允とチ'} 允た

わ
八
竹
多
可
志

依
A

ホ

リ

サ

小
山

民

子

岡市
允

忠

火
山
と
し
干

n
千
代
子

チと'} 丈とチ允 と

'} と允 た

'} 主と

チ

と

た允リとチ'} 

平
成
二
十
ヒ
4
-
H
六
日
目

(
文
官
}

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
尾

た
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《京
以
刀
水
の
甚
迎
句
会
》

1且

『マ

フ

島-

フ

制l

時
代
時
L
せ
め
て
マ
フ
ラ
ー
は
な
や
か
に

足

昔

日

く

歩

む

各

附

れ

L

E
a

f
b

一

'
G

L

静
寂
苛
る
広
き
海
面
は
た
い
ら
か
に

臨

ひ

と

つ

揮

さ

桔

古

場

の

床

月
切
枚
百
山
齢
、
っ
す
う
す
と
流
行
り
歌

色

揚

ニ

零
余
子
を
探
り
て
友
を
も
て
な

L

1
山
調
あ
り
て
手
に
と
っ
て
み
る
ミ
ス
テ
リ
ー

ワ

ル

ツ

で

送

る

恋

の

お

わ

り

を

久
し
振
り
明
日
進
え
る
ね
バ
ル
セ
ロ
ナ

恵

み

に

む

せ

ぷ

夢

の

幻

住

職

の

真

っ

赤

な

耶

半

夏

生

月

を

た

よ

り

の

蒸

し

告

さ

街

世
の
思
痴
を
聞
き
流
し
つ
つ
ウ
オ
1
キ
ン
グ

お
お
我
が
母
校
消
え
て
ゆ
く
の
み

並

木

道

未

来

の

進

路

胸

に

秘

的

ふ

ら

こ

こ

縮

ら

す

十

代

の

マ

マ

花

町

枝

若

侍

に

背

負

わ

せ

て

何

処

へ

行

く

の

か

古

き

風

船

問
問
夢
女
捌

ナォ
彼
の
ひ
と
へ
山
い
か
く
し
て
タ
倒
へ
と

私

は

ひ

と

り

心

乱

れ

つ

激

石

を

語

り

部

り

て

授

は

刺

坊

ち

ゃ

ん

宮

司

鳥

居

前

抑

き

宙

空

に

知

床

の

崎

町

果

て

を

見

L

本

山

も

寄

る

過

疎

の

湯

治

場

守

v'j

辿

離

は

病

の

話

つ

ぎ

つ

ぎ

と

其

珠

の

玉

を

糸

で

つ

ら

ね

て

チ
ン
ジ
ャ
ラ
と
パ
チ
ン
コ
の
昔
而
自
く

向

き

と

ま

り

木

お

つ

ま

み

の

昧

E
u
 

人

気

な

き

盛

り

場

と

化

L
盆
の
月

や
さ
し
さ
の
品
て
す
さ
し
や
や
来

すウ
母
植
え
し
残
菊
の
咲
く
あ
ち
ら
こ
ち

せ

め

て

を

似

ぷ

こ

わ

き

先

生

雨

合

羽

指

せ

た

干

犬

と

誕

老

人

う
ら
ら
う
ら
ら
と
今

日
を
楽
し
み

花

使

り

故

郷

の

山

自

の

諜

に

ベ

ン

チ

に

並

せ

ば

悲

運

き

か

な

凶
川
川
夢
宜

供
山
川
柿
生

州
諸
査
秩

肌
H
日
夜
子

わ
ん
川
且
宝

生
方
寧
坊

矢
野
徳
三
郎

防
川
形
弥
生

円
川
け
い
こ

利

似

川

太

郎

川
向
4
在

中

刊

み
前

V柿査徳孝盟日

平
成
ニ
ト
ヒ
年
十
二
月
十
三
日
目
出

(於
た
ま
プ
ラ
ザ
陀
形
部
)

世柿 4卦 呑 盟 け 弥去帯Ii夢石ト 111け弥他事':m EI 
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《東
京
稲
門
連
句
会
「
西
北
の
風
」
ー
そ
の

-v

歌

『人

気

な

き
』

自iI

人

気

な

き

魚

河

岸

の

午

後

部

引

逆

白

波

に

割

の

一

刷

合

年

は

新

舎

に

N
と

し

た

た

め

て

階

段

降

り

る

官

の

軽

や

か

月

間

ら

す

迫

場

に

弓

引

き

絞

り

里

山

に

咲

く

大

輸

の

硝

今
か
か
し
と
て
ブ
ラ
ン
ド
も
の
を
縦
う
世
に

け
ん
け
ん
ぽ

l
で
乙
女
寄
り
来
る

恋

愛

の

呪

文

に

彼

の

目

は

虚

ろ

ピ

ル

の

谷

間

に

と

も

る

易

の
灯

明
け
く
れ
を
労
わ
れ
つ
つ
懐
炉
貼
る

修

復

の

成

る

天

引

の

竜

鴨
か
ぬ
な
ら
叫
か
せ
て
み
よ
と
般
の
下
知

施

方

陣

解

け

月

の

涼

し

く

冷
酒
の

ニ
滴

零

れ

て

文

字

に

な

り

座

敷

わ

ら

し

の

ニ
ヤ

リ

微

英

む

風
か
よ
ふ
イ

l
ハ
ト

1
ブ
の
花
の
山

法

華

経

胸

に

臨

む

緋

1:1 
訂

E
山

分

の

五

拍

子

で

打

つ

春

太

政

自
分
史
な
ん
て
脅
か
ず
に
死
ん
で

速
い

街
知
ら
な
い
街
を
ひ
と
り
ゆ
く

友

禅

流

L

川

面

彩

り

窓

際

は

わ

が

文

荻

の

予

約

附

絵

硝

子

に

笑

む

聖

母

子

の

倣

あ

の

声

は

い

つ
も

と
述

、
つ
焼
明
屋

ヘ

イ

ト

ス

ピ

ー

チ

底

冷

の

街

鬼
の
る
す
缶
蹴
り
上
げ
て
興
次
元
へ

使

集

の

白

口

紅

の

赤

月
の
名
の
変
る
夜
ご
と
の
進
瀬
さ
え

コ
オ
ロ
ギ
と
ま

る

マ
ネ
キ
ン
の
乳

L
秋

物

に

社

迎

を

賭

け

る

百

貨

庖

ラ

イ

オ

ン

の

見

る

草

原

の

事

渋

苦

い

抽

出

は

嫌

い

戦

争

も

転

校

生

が

蛾

に

畢

り

く

る

花

大

樹

洞

に

ジ

ユ

ラ

紀

の

波

の
音

本

を

閉

じ

れ

ば

見

え

る

初

虹

量
仰
遊

人

路

子
哲

子
一

荷

量
muH

並

阿
川
み
舟
々

中
村
呆
借

E
m可
不
可

車
駅
遊
民

都

和
喬

子

龍

一

春

本
み
舟
々

哲

子
あ
し
び

遊

人

生
限
度
子

1
 

4
4
 

型
開
催
縦

伊
藤
哲
子

鈴
木
ち
か
ひホ4

6
 

W
P
 

R
 

波
印
私

堂神
I

水

官
長
明

住
民
国や

小

4
 

z
mあ
し
ぴ

附
川
橋
干

春

本

向

山

縮

州

ゐ
綱引

側

川

踊

閉

野
村

山

崎

子

水

魚
岨閉子

平
成
ニ
ト
五
ω十

二
月

二
日
百

平
成
二
十
七
均
十
ニ
H
二
十
四
日
出

こ
の
歌
仙
は
機
関
紙

「凶
北
町
胤
」
に
て

『位
上
連
句
』
と
し
て

毎
月
1
句
ず
つ
治
定
、
話
か
月
鈴
け
て
首
唱
し
た
も
の
で
す
。

市
川
英
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《東
以
稲
門
迎
句
会
「
一
山
北
町
風
」
ー
そ
の
こ
V

前川つ』
s』
'ra4'世
古

百

万

百

万

の

野

人

の

う

た

や

秋

附

く

る

風

に

稲

胞

の

匂

う

昼

月

新

走

入

荷

と

世

に

大

合

し

て

跡

継

車

の

似

は

理

学

一
途

に

空
其
背
ニ
ュ

l
ト
リ
ノ
に
も
あ
る
重
さ

迎

河

の

街

に

ピ

ル

続

々

と
A
T
S
 

締
両
県
‘
に
ぷ
か
り
ぷ
か
り
と
浮
干
の
影

こ

が

れ

て

待

つ

は

夏

の

太

陽

の
』

。先

班

の

学

従

出

陣

ま

な

う

ら

に

心

や

す

ら

ぐ

わ

が

ワ

セ

ダ

か

な

が

た

ご

と

と

化

石

の

郁

也

石

川

叫

相

ひ

き

直

す

記

念

樹

の

下

泣

い

人

思

い

出

さ

せ

る

怒

の

色

惚

れ

て

通

え

ば

い

つ

か

イ

エ

ス
に

マ

イ

箸

を

持

参

の

小

屋

の

梨

喰

遭

難

を

避

け

熊

穴

に

寝

ん

者

秋

の

七

十

年

を

き

わ

や

か

に

コ
ス
モ
ス
を
手
に
笑
ま
う
釈
迎
本
尼

満

月

に

立

つ

ま

で

の

道

険

し

く

て

馬

車

の

剛

山

き

を

仔

術

見

て

い

る

学

舎

に

人

溢

れ

い

る

花

の

山

ロ

ボ

y

宇

く

春

泥

の

先

川

V

雌

哲

子

唖
川
省
出
陣

山
地
帯
蹴
干

向
山
県
子

安
保
…
明
郎

鈴
木
ち
か
ひ雄市サ

小
太
刀
打
コ

鮫
限
邦

ト

ザ
ド

2

1
l
f
 

i
t
 

;
i
t
 

s
i
t
 

-
-E
 

浪
岡
叩

u
f
相

内
山
遊

山
本
紀

偲
川
野

鈴
木
山
本

功 zt
雛 牢 荊治老人民生夫和民~]
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ー

五

郎

丸

全

て

い

て

二

重

丸

指

附

節

の

こ

き

と

ル

l
テ

ィ

ン

あ

あ

今

朝

も

悲

し

く

嶋

く

か

油

蝉

き
れ

祈

る

乙

立

に

海

の

騒

立

ち

傾

城

の

抱

の

粒

よ

り

現

わ

れ

て

外

八

文

字

町

ハ

似

て

つ

つ

か

け

生

足

の

色

に

群

が

る

お

と

な

た

ち

夕

刊

令

の

空

何

か

み

つ

け

て

新
た
な
る
出
会
い

は
じ
ま
る
月
あ
か
り

案

山

子

に

ま

で

も

し

て

る

挨

拶

ゴ

l
ル
テ

l
プ
近
づ
い
て
く
る
秋
の
風

主
と
う
し
ん
太
ろ
う
(
小

4
)

ロ
ゴ
ス
と
パ

ト

ス

に

じ

む

百

の

葉

桜

似

尉

子

生

も

死

も

知

ら

ず

集

え

る

古

き

顔

守

M

孝

t

-

L

え

寒

気

姉

く

昂

永

遠

鄭

和

俗眼
川 会

1~' 
'fl 柚

信子 三 E 子ほ ー l暁

お

ト
ん
川
府
H

渡
辺

阿
川
な

"，鉛'!' ar.小
村木村江林

栄綾哲 附 虫

:
矩
燈
に
て
ひ
と
り
ご
ち
つ
つ
酒
を
酌
む

こ

こ

迄

欄

甘

く

西

北

の

歌

削
れ
た
ま
ま
博
士
の
山
内
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と

ド

ン

キ

ホ

i
テ

の

夢

は

虹

ま

で

部

れ

ゆ

く

記

憶

の

彼

方

お

流

る

火

を

噴

く

山

の

位

世

は

変

わ

ら

ず

敷

山

の

大

和

お

み

な

よ

花

大

樹

一
休

み

す

る

か

げ

ろ

う

の

前

b
H
H
 

]
 

訂
正
文

夫

尚
組

事
遊

民

川
川
幸

雄

H
里
帝

人

M
H
*
ひ
か
る雄

品
川
雅
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《東
京
稲
門
会
「
西
北
の
風
」

ー
そ
の
一二
》

一卜

捌

毛穴

日

Ji!/.. 
原ノ
ι~ 

文

に

似

し

刷

れ

維

抽

出

や

秋

日

陰

彼

岸

花

折

る

月

の

あ

ぜ

道

て
の
ひ
ら
を
広
げ
る
胞
に
小
山
川
来
て

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

に

風

の

音

聴

き

瑚

排

は

浪

没

通

り

の

石

川

M

人

力

車

虫

く

青

年

の

円

ラ
グ
ビ
ー
の
ボ

l
ル
何
処
へ
飛
ぶ
の
や
ら

い

も

恋

食

め

ば

時

の

鐙

明

り

縁

あ

り

て

男

や

も

め

に

嫁

ざ

け

る

」
l

九

の

春

に

解

き

放

つ

ド

ア

や

わ

ら

か

に

傘

か

し

げ

合

う

花

の

雨

旅

の

始

め

は

土

匂

う

頃

鈴
木

ち
か 柚

博日1¥制l尭ほひ 老雄 三 雄 子

伊
藤
哲

."悌付湖
哲雀

小
太
刀
四日

偲
川
野

務
よa

174ー

百円
川
な

k 尚&
業 11， 刷

明鄭!!日

訟
原
邦

平
成
二
i
七
均
九
月
-
一
ト
凹
日
首
尾

{
於
川
鍾
市
「
カ
フ
ェ
ス
ピ
カ
」
)



《
古
本

m
桃
夫
樹
そ
の

-
v

和
漢
行

歌

仙

n 
ち

水

今

端

正

仁

木

を

打

ち

た

る

旗

亭

か

な

坪

廃

品

岨

索

時

評

O

絹

一一
同
聞
け

ば

背

き

風

立

ち

て

友

の

句

集

を

拾

い

読

み

す

る

極

巷

虫

音

波

俗

山

間

雌

月

前

。

案

山

子

世

動

ほ

ほ

え

み

か

け

る

伎

芸

天

倣

セ
ク
ハ
ラ
が
怖
く
て
部
下
を
口
説
け
る
か

夫

婦

別

姓

押

し

切

ら

れ

た

り

倭

固

噴

火

絞

希

服

喧

騒

轟

。

哲

学

を

学

ぶ

キ

キ

ン

パ

ス

冬

の

月

外

套

浮

岱

軽

O

老

棋

士

の

駒

の

動

き

は

泥

臭

く

府

き

あ

げ

た

る

酬

明

旋

階

段

花

門

語

歴

史

残

鴨

唯

盛

名

。

。
印
は
船

困

Z
加

盟

霊

会

出

資

手

入

れ

怠

ら

ず

秘

宝

使

人

驚

。

催

偏

見

欲

溺

烈

烈

女

情

生

。

奨

故

相

対

死

熱

砂

の

街

に

黙

の

ヒ

ジ

ャ

フ

駅

哀

岬

安

酒

小

川

M

納

額

耕

O

切
り
傷
の
紳
創
刊
日
に
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

時

間

の

娠

り

子

い

ま

や

止

ま

り

て

月
め
ざ
す
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス

一
筋
に

紅

襟

を

愛

で

る

街

の

く

つ

ろ

ぎ

:
べ

い

独

楽

の

必

勝

法

は

教

え

な

い

脈

縛

整

長

命

。

古

城

苑

閑

静

皇

居

臓

血

嶋

O

あ

の

角

を

曲

が

れ

ば

夢

の

花

吹

誼

容

の

刷

用

り

の

幣

の

お

ご

そ

か

竹

凡 ~t

自
総

賢

竹
山
竹
凡賢

硝
飼
佐
知
子
捌

。

" 

口
-凡織児織t

 

白

w可

佐
知
干

掛
滋
伽
児f

 
"ー

引
作
品
脚
児

型
倒
佐
知
子

近
藤
杭
'
肝

跡

児

香話事香竹司書

本日

H干。
佐
知
子

色
可
千
十

r

H

 

佐
知
子

梯

児
E

F

 

E

H

 

掛

附

旧

ん

日

干
t

H

 

佐
知
子

ド
並
存
続

揃

児

。
出

\~ 4シ

平
成
二
十
七
4ヒ
M

A
E
四
日
百

平
成
二
十
七
均
八
月

t
-日
児

。

{
於
銀
出
成
城
ク
ラ
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風

わ

た

る

鶴

闘

の

盟

春

懇

し

紅

梅

香

鰯

鰯

。

卒

業

の

な

き

俳

措

に

い

そ

し

み

て

教

則

本

の

誤

植

発

見

ホ

鋭

附

'

旗

日

γ

首

革

関

対

的

。

令

市

場

極

股

販

山

芸

般

の

戟

ろ

や

か

な

技

求

婚

に

盗

ん

だ

指

輪

惜

し

げ

な

く

世

子

対

策

何

か

足

り

な

い

観

音

慈

悲

遍

託

虫

知

器

謀

。

師

を

拠

品

英

樹

に

仰

げ

る

月

今

宵

ズ

カ

で

流

行

っ

た

歌

の

山

円

や

か

日

続

税

縦

横

制

論

舵

能

緒

。

山

上

の

西

行

胞

に

余

花

訪

わ

ん

=
一

尺

寝

苦

輩

。

跡

見
竹

党
野

老

4a鞘
“
肝

出

児
賢

野

老
E
干

r
H
 

瀞

児

。

相
…
肝賢

内
立
脚
児

皿
悶
川
野
老

世
間
佐
知
子

山

償

問

H

竹
山
川
竹
党

平
成

一イ
ヒ
均
四
月
十

1] 
n 
'< 

於

sl 
Ili~ 
成
城
ク
ラ
ブ
) 
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《古
木
口
郁
都
心
述
句
会
ー
そ
の

-
v

都
ニ
ヒ
回
世
時
間
忌
追
醤
正
式
俳
紡
興
行

敬

仙

俳
紡
辿
歌

夏

木

立』

浅

草

に

師

の

忌

を

修

す

夏

木

立

書

院

涼

し

く

流

る

声

明

和

紙

和

食

世

界

遺

産

に

名

乗

り

出

で

文

の

背

を

追

い

ひ

た

す

ら

に

生

き

ま

ん

丸

の

月

見

に

登

る

抽

出

の

山

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
山
円
や
か
に
建
つ

J
究

術

展

作

品

搬

入

続

々

と

最

後

に

捌

い

た

喪

の

間

像

始

ま

り

は

地

中

海

で

の

漁

師

小

屋

シ
ャ
ン
パ
ノ
の
泡
じ
っ
と
み
つ
め
る

名

探

偵

ゆ

っ

く

り

と

解

く

謎

の

糸

こ

こ

掘

れ

ワ

ン

と

吠

、

え

る

愛

犬

空

白

を

蹴

っ

て

附

走

の

月

の

街

ド

γ
プ

ラ

l
現

品

消

防

車

出

ゆ

腔

長

き

山

岡

山

単

体

人

の

P

K
戦

三

日

も

後

に

耐

む

足

腰

花

筏

睦

ぴ

寄

り

添

い

た

ゆ

た

い

て

テ

ィ

ン

カ

l
ペ

ル

の

遊

ぶ

弥

生

野

古
川
柴
子

草川
三
保
子

功
刀
太
郎

二
川
村
雨
英

雄
些
ヂ
希
子

紀
本
ル也

事

T

m剣
た
か
し

中
ぬ
路
子

庁
本
骨
樹

川
宜
容
帥

E
m次
男

伊
偏
哲
子

聖
児
杭
悶

am
mm
野

老

古
川
酔
山

清
水
ι

自

J正

十
ヒ
"戸，、
H 

和鈴近伝抱 一f'
凶木藤誠成 八
ひ .fMt~ n 
ろ将司t品tl於
子者肝百l勝

世
1JL 

78s舵配香花宣
広

州航可障

問和布h¥J術'"
口田 問嗣白

翼手た院
瓦災楠艶か}
i制芸骨子 し

利
山
間
忠
勝

小
説
帥
詞

近
縁
誼
…
肝

加
川
ひ
ろ
干E

 

合
泊子

E
五

線

一山

に

親

日

子

出

品川
u
き

辿

ね

読

み

解

き

離

主

神

の

m
lH

文

マ
チ
ュ
ピ
チ
ユ
は
イ
ン
デ
イ
オ
の
恋
幸
わ
い
て

蝦

院

や

る

か

ら

キ

ス

を

お

呉

れ

よ

旅

の

提

て

懐

具

合

優

先

に

小

さ

い

窓

と

低

い

天

井

驚

く

な

一

筒

万

円

新

M

件

観

光

客

の

燥

立

の

行

不

可

思

殺

な

自

衛

論

議

は

ま

だ

続

く

電

気

プ

ラ

ン

と

聞

き

て

来

た

り

し

中

天

の

月

を

た

よ

り

の

小

さ

き

舟

き

り

ぎ

り

す

戸

に

き

あ

木

汲

み

に

:
め
づ
ら
か
な
蝶
釧
の
琵
琶
の
身
に
入
み
て

老

舗

う

さ

ぎ

や

届

く

ど

ら

や

さ

長

万

も

日

持

も

お

茶

も

師

匠

な

り

仲

ぴ

よ

仲

び

よ

と

自

主

あ

ご

ひ

げ

値

え

か

え

し

若

木

咲

き

初

む

花

堤

都

の

興

と

て

句

を

つ

な

ぐ

衆

執宗

話
4、

作
川
川
久E

 

1
F

d

 

f
j
唱

子

秋
山
よ
、
つ
子?

?
 

子春

釘)寺川、
本的川

普倫妙

訟
附
ぽ
〈
る

“
主
辛
子

今

村

前

備
川
と
み
子

鈴
本
部
与

鈴
木
す
ず

寿
美
子

左垣敏知脇~;';
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《市
生
以
都
心
辿
句
会
ー
その
ニ
》

五
十
飢

街

育

ち

新

雪

に

そ

っ

と

足

世

く

街

育

ち

赤
い
マ
フ
ラ
ー
巻
い
て
ポ
ス
ト
へ

電

柱

に

今

日

も

的

き

お

る

銀

出

向

飛

行

機

雲

の

三

筋

解

け

ゆ

く

元
気
よ
く
砂
浜
を
m
怖
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

瑚

排

館

の

ド

ア

は

開

ら

か

れ

人

形

に

物

云

い

聞

か

す

丸

い

月

早

や

北

国

の

木

の

実

落

つ

頃

和
山
忠
勝
捌

今ポ
ス
タ
ー
の
健
さ
ん
と
飲
む
今
年
樹

焼

部

鮎

の

絶

妙

な

味

や
や
斜
に
ひ
ね

っ
た
腰
の
色
っ
ぽ
く

地

の

刷

出

向

山

霊

の

生

世

三

面

に

相

対

死

の

記

事

踊

り

胤

に

流

さ

れ

ケ

セ

ラ

セ

ラ

セ

ラ

地

方

選

組

織

委

員

は

グ

ロ

ッ

キ

ー

耳

ざ

わ

り

な

る

商

部

ふ

う

り

ん

月

唱

し

平

に

椀

た

う

こ

っ

て

い

牛

神

父

荒

野

に

弥

撒

を

捧

げ

て

干

約

な

き

術

は

成

り

行

き

ψ
枕

ほ
め
て
や
り
た
い

子
専
の
レ
ポ

ー
ト

花

筏

出

か

な

硲

を

め

ぐ

り

ゆ

き

茶

株

み

の

唄

を

爺

に

教

わ

戊抑制小

球

今

村

曲

如
何
川
ひ
ろ
子山…円勝E

 
2
 

貼
附ろ

大山
m
博

卯
川
巾
い
V

葦 市勝山苗ろ却J勝山ろ前r.'t勝山

る
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ナ

ォ

唇

の

紅

が

気

に

な

る

知

恵

詣

和
菓
子
肢
の
飢
は
ち
ょ
っ
と
大
人
び

交

際

の

段

取

り

に

じ

れ

持

あ

か

ず

一一噌
ら

e
z

酒

場

の

附

に

占

晶

の

本

ガ

リ

レ

オ

の

桁

が

部

川

に

謎

を

解

き

二
度

寝

の

朝

ド

ロ

1
ン
飛
び
来
る

恒

例

の

読

性

の

会

に

ベ

ッ

ト

辿

れ

国

境

の

山

残

る

鹿

島

交

番

に

道

を

尋

ね

る

夏

帽

子

錆

び

た

背

た

て

止

め

る

自

転

車

下

町

の

工

場

筋

の

そ

ば

処

匠

の

宮

地

は

ナ

ノ

町

制

度

ぞ

小

波

の

月

へ

淵

ぎ

出

す

宝

舟

主

顔

や

さ

し

き

初

附

庇

さ

ま

ろ

:
ひ

い
ふ
う
み
い
犀
恨
の
端
と
ぷ
白
狐

ス

ノ

l
ボ

l
ド

の

宙

に

回

転

モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
気
取
り
禁
煙
を
輸
に
ふ
か
し

ふ

せ

た

臓

に

仕

掛

け

刊

つ

他

投

げ

巡

り

な

官
誠

に

う

ず

く

胸

の

伽

命

の

川

市

て

に

抱

か

る

る

夢

ア

ン
デ
ス
に

風

鈴

草

の

嶋

り

や

ま
ず

家

紋

の

諮

れ

夜

長

絡

く

帯

銑

の

真

上

下

磁

の

淡

き

月

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
ギ
ャ
グ
を
雷
わ
す
る

又

mえ
る

国

家

予

算

に

日

す

く

め

逃

げ

水

の

土

手

立

て

る

イ

ー

ゼ

ル

花

の

器

栄

華

を

偲

ぶ

天

守

附

噴

火

鎮

め

よ

蛙

保

姫

の

抑

い

勝 3宮山ろ 前 五k勝山ろ市耳E勝山

執

主l'平
成成

十十
ヒヒ
.{I: .{s. 
五-
JHJ 
十十
七

EI EI 
l己目

舵

港
区

田
輔
宵f

E 
m 勝ろ苗 j~l't勝山ろ苗 iit g~ 山ろ苗
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《東
川
都
心
辿
句
会
ー
そ
の
三》

1仕

t 

'" 

『

フE

朝

や
‘ー・

一
正
朝
や
今
年

こ

そ

は

と

書

く

日

福
笑
い
に
て
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
ら

裏

山

の

野

兎

陛

に

迷

い

来

て

キ
ャ
ン
パ
ス
し
か
と
ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン

流

行

の

背

い

刺

子

が

よ

く

似

合

い

パ

イ

プ

の

畑

ど

こ

へ

消

え

ゆ

〈

月

ま

ど

か

南

町

品

を

目

指

す

船

山

口

り

を

探

す

海

帳

の

鈴
木
拍
世
帯
捌

鈴
木
諮
春

山
地
藤
世
希
子

相

川

阿

川

子取
引Lr 

苛
J

今
五
時

か
ら
は
ぬ

く
め
酒
に
て
知
札
脱

高

度

成

長

こ

こ

に

始

ま

る

イ
ケ
メ
ン
の
ゆ
と
り
世
代
の
研
修
医

元

は

追

っ

か

け

今

は

純

愛

お
特
立
の
テ
ニ
ス
あ
の
娘
に
わ
ざ
と
負
け

行

列

絞

く

街

角

の

カ

フ

ェ

大
道
芸
巴
里
の
広
場
の
あ
ち
こ
ち
で

官

襲

若

葉

に

什

つ

興

邦

人

祭

箇

刊

に

か

か

る

月

眺

め

は
や
ぶ
さ
二
号
ど
の
あ
た
り
か
な
?

い
ま
ど
き
の
相
朕
相
手

1
l
p
a
d

次

の

選

挙

に

か

け

る

若

者

妖

精

の

排

い

た

る

よ

う

に

花

の

片

夢

に

向

か

い

て

鮒

の

巣

離

れ

品ヲ矛都 tfhる司F折る 事品ヲト zzl1bる

怯
川
ぼ
く
るr

 
ヲ
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ナウ
短

冊

の

か

な

で

入

選

芸

術

祭

友

の

手

紙

に

附

く

ア

ル

バ

ム

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
て
終
わ
る
ク
ラ
ス
金

三

股

鉄

迫

祝

開

通

復

興

は

ひ

と

り

ひ

と

り

の

心

よ

り

春

の

挟

胤

が

叩

く

枝

折

戸

花

の

香

に

学

舎

の

窓

満

ち

あ

ふ

れ

泣

き

広

野

を

若

駒

ゆ

ー
黙

々

と

父

祖

伝

来

の

審

問

打

つ

櫛

仏

会

と

て

制

み

し

鶴

行

創
生
と
宮
え
ど
そ
う
せ
ぬ
へ
そ
曲
が
り

観

の

選

ん

だ

附

は

袈

ら

な

い

晩

婚

の

Lru

い

伺

じ

は

や

四

十

路

シ
ニ
ア
バ
レ

1
に
デ
ビ
ュ
ー
骨
折

管

慣

を

附

ら

す

附

汁

お

裾

分

け

雷

降

り

続

き

野

菜

向

勝

屯
帯
の
ア
ダ

モ
の

戸
に
し
び
れ
お
り

政

非

ゆ

す

る

株

の

行

く

末

砂
漠
に
て
命
を
附
け
た
カ

l
レ
l
ス

寄

生

虫

の

身

や

っ

と

脱

出

女

子

会

は

月

を

仰

い

で

露

天

風

呂

ゴ

l
ヤ

嫌

い

の

ち

ゆ

ら

海

育

ち

:在折るる品世 春品イ1-;lt る春 Bllzる

と

平
成
二
十
七
年
一
月
十

一
円
目
見

(
渋
川
悦
浜
市
制
品

く
抱
取
唱
和
出
忠
勝
居
)

14Fる品予春品る

181 -



内徳
ぬ
徳
品
川
M

辿
句
協
会
》

歌

『猫

の

主t
'-

仙

胤

に

す

こ

し

老

い

た

り

紡

の

路

南

天

の

実

を

こ

ぼ

つ

縁

先

客

を

待

つ

叩

締

め

き

り

り

強

く

し

て

仲

良

し

組

で

会

社

立

ち

上

げ

月

ま

ど

か

木

地

甚

句

の

伸

び

や

か

に

の

れ

ん

め

き

た

る

干

柿

の

列

ゥ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
衣
装
始
末
に
悶
る
都
民

I

T

長

者

や

は

り

州

出

身

禁

煙

も

禁

酒

も

す

べ

て

夢

の

た

め

思

ひ

の

晶

は

切

れ

ぬ

街

命

神
は
何
ぞ
あ
づ
ま
く
だ
り
の
桜
ね
か
て
に

ス

カ

イ

ア

リ

l
の

制

に

交

帯

夏

旺

ん

月

も

届

か

ぬ

宇

宙

船

血

を

国

く

ほ

ど

に

杜

臨

時

く

再

稼

働

ベ

ク

レ

ル

す

で

に

忘

れ

ら

れ

ナ

ツ

メ

ロ

流

す

介

般

病

棟

花

誘

ふ

季

節

は

い

つ

も

巡

り

来

て

海

女

の

潜

き

の

珍

し

く

を

し

車
保
士
郎
捌

ー

き

つ

ね

だ

な

テ

ロ

の

集

団

出

没

す

自

転

車

レ

l
ス

滑

る

ゆ

〈

ご

と

お

姫

様

抱

っ

こ

の

た

め

の

盆

訓

練

恋

み

く

じ

に

は

一
押

し

と

の

み

土
耳
古
石
口
っ
て
と
笑
み
の
コ
ケ
ア
ト
リ

l

お

鋭

も

火

に

や

は

や

は

と

溶

け

述

山

に

あ

る

か

一

な

き

か

の

初

値

は

る

か

主

役

を

凌

ぐ

脇

役

哀

愁

の

眉

恨

阿

修

維

の

魅

力

な

る

爪

の

形

も

主

に

そ

っ

く

り

ロ
ン
ド
ン
も
パ
リ
も
や
っ
ぱ
り
月
は

H

3
2
 

萩

叢

稲

れ

る

子

の

か

く

れ

ん

ぼ

:

定

家

忌

の

歌

朗

詠

の

漏

れ

聞

こ

え

Lt 

お

よ

そ

小

さ

き

標

奥

つ

城と
ι

若

人

の

は

じ

け

る

肌

の

諜

し

さ

に

草

喋

祝

ひ

赤

い

ポ

ル

シ

ェ

を

却

怒

の

リ

ボ

ン

を

掛

け

て

花

の

枝

壷

焼

君

は

口

険

の

旅

山
明

久
美
子

述
弘
子

紘

向

府

内

久
英
子

士

郎

満

硝
手

士

郎

迷
刈
子治

相

久
美
子

迷

μ干

満

硝

久
美
子

士

郎

述
内
川
子争

相

迷
山
子

w
Z伸士
郎

井
上
久
美
子

三
鎗

和
一俄

満

胤

執

筆

・1

E

迷
烏
子amw 

久
奨
干

迷
品
子

満

璃

久
美
子

t
郎

満

璃
&
制

士

郎
迷
品
子

平
成
二
十
七

4
十

-H
二
十
二
日
百

平
成
二
十
七

4
1二
月
十
六
円
出

(
川
町
削
束
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
&
文
官
)
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《仙

台

な
か
よ
し
連
句
》

仙

台

市
立

貝
森

小

学

校

三
年

P
T
A行
事
。

「
製
千
で
述
句
」

五と
ば

班事
_ 1.-
-Jり

と
り

年制4

‘ー・

伊
藤
敏
子
捌

とい か天か年f
迫tもみろ 十たマナーよらる越ニ

足fだ 士い円思 マギさ 1す主
はち毛ろ王い激1くこ{ば pk
あ と 行 と が怒ど空 いそん孫

z 2iZ;;μ:お3:E
見 デを ど . た

れ行イナーのりぽがる 2いつ

るこざぜ う続3くや 令へ雪?で
とヱーヲ けのくi!I!んかがあ

い占l2ら恋ぷ言iお即J:土λ、2
い公;3休な成1葉ば月 金いう る ま

な 図tドみい就坊、様でよ中る

" 浦捕
希父英陥 :{jj 父葵陥希父 英 修
2b 子世 子 'Jjk 市
，......， ........ -- --- - --
三三(三三(三一 祖
年 年母 年 年母年 年文
'---' ------ '---''-' 

(83 -

平
成
二
十
ヒ
年

一
月
二
十
六
日

(二
時
間
1
四
時
限
}
首
尾

{於

仙
台
市
立
日
終
小
学

校

フ

リ
ー
ス
ペ

イ
ス
}

※
仙
台
市
立
日
税
制
小
学
校
は
平
成
ニ
1
七
均
三
月
三
十

一
日
を
叫
て

出
校
と
な
り
、
凹
月

一
目
、
仙
台
市
立
国
見
小
学
校
に
統
合
さ
れ

ま
し
た
。



《

F
M
ね
ず
み
の
会
V

司x

『ま
た
同
じ
断
賜
』

式
問
恭
子
雅
姉
哀
悼

官h

ま
た
同
じ
断
叫
に
戸
を
挙
げ
に
け
り

査

結

耐

の

リ

ポ

ン

水

色

か
}、

ベ
l
ロ
ン
の
植
三
十
の
し
ぶ

き
に

て

般

干

の

敏

顕

た

っ

ぷ

り

と

あ

る

友
ど
ち
と
こ
ん
な
月
夜
は
又
と
な
い

美
術
展
で
は
と
も
に
ラ
イ
ヴ
ア
ル

若
年
の
菊
師
の
愚
痴
は
ひ
と
り
ご
と

恥

も

一

緒

に

仰

る

飲

み

会

ポ
ケ
ッ
ト
に
い
つ
ま
で
も
あ
る
あ
の
レ
タ
l

悲

の

階

号

あ

っ

け

な

く

解

く

山

彦

の

謎

の

ひ

び

き

に

耳

澄

ま

せ

越

冬

難

小

屋

に

と

ど

ま

る

釘

虫

の

浮

ぷ

他

方

に

滞

き

月

ゆ
つ
く
り
ゃ
れ
よ
と
文
の
治
則
に

王

将

の

挑

戦

手

合

近

づ

い

て

写

其

は

い

つ

も

斜

め

か

ら

搬

る

弥

次

郎

兵

衛

傾

き

し

ま

ま

花

の

雨

親

猫

仔

柿

欠

仲

大

き

〈

告
の

2
開

般

の

観

音

様

に

人

列

び

宇

巾

問

探

資

機

破

る

結

凶

什

実

数

と

虚

数

で

捌

れ

ば

狭

間

し

い
つ
の
間
に
や
ら
ネ
ッ
ト
ア
イ
ド
ル

厳

そ

ば

を

ひ

っ

そ

り

殴

る

山

町

附

口

融

過

多

症

刷

輔

の

代

か

ら

阿
世
顔
と
時
ぱ
る
る
柏
町
聞
を
見
る

乱

る

る

髪

を

洗

ふ

た

そ

が

れ

も
ぷ
寸
伝

ノ
ヌ
カ
に
産
土
の
札
ち
ょ
い
と
掛
け

ど
こ
で
も
ド
ア

l
ひ
ょ
ん
な
と
こ
ろ
に

干

枚

の

棚

田

あ

ま

ね

く

叩

ら

す

月

木

匙

の

木

目

掬

ふ

芋

粥

1
食
品
を
は
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
炉
火
欲
し
き

め
っ
た

H
え

品

川

が

揖

心

す

る

妖

怪

の

而

は

先

生

入

れ

知

思

し

夢

の

中

だ

け

俺

は

ヒ

ー

ロ
ー

西

行

の

霊

せ

し

花

も

咲

く

な

ら

ん

き
び
し
か
ら
ず
や
仇
枯
れ
か
ぬ
る
峨

ア
ン
ズ州

民

h

l
 

出川

吉

了

斎
川

干

忠

勝
恭

子
士

郎

田

辺
ア
ン
ズ浪

士

h斎干紛干道郎

殺
談
判

伝
ぬ
ア
ン
ズ

鈴

木

漠

小
林
静
司

鈴
本
了
斎

名
山
川
則
子

如
何
川
忠
勝

式
川
恭
子

E
m士
郎

般

的

進
ア
ン
ズハ人君"

斎子勝子郎迫

直士 Jム忠WJ了静

士 I在恭止}.WJ T j~jt 

平
成
二
十
七
均
九
月
浦
田
(
ね
ず
み
取
防
文
官
)
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《野
川
町
田
辿
句
会
そ
の

-
}

歌

『
あ
め
ん
ぼ
う
』

官11

あ

め

ん

ぼ

う

都

会

の

底

を

戦

々

と

ピ

ル

の

聞

に

締

雨

附

の

空

ブ
ロ
ン
ズ
の
少
女
カ
モ
メ
を
呼
び
寄
せ
て

授

業

抜

け

だ

し

食

べ

る

弁

当

月
上
る
だ
れ
が
吹
く
の
か
ハ

ー

モ
ニ
カ

市

U

松

越

は

鱗

形

な

す

ゥ秋
、
つ
ら
ら
シ
ル
ク
ロ

ー

ド

を

訪

れ

る

流

行

り

の

靴

を

買

っ

て

ス

キ

ッ

プ

週

末

の

古

書

広

巡

り

わ

く

わ

く

と

天

袋

か

ら

ひ

ら

り

秘

め

事

へ

そ

く

り

と

危

な

絵

す

べ

て

宝

物

聞

け

て

し

ま

っ

た

パ

ン

ド

ラ

の

箱

そ

の

後

は

良

き

に

計

ら

え

神

の

旅

苦

い

月

出

る

必

の

森

川

尚

道

山

が

り

く

ね

っ

て

通

せ

ん

ぼ

忍

ひ

の

者

が

投

げ

る

手

感

剣

城

山

の

花

に

魅

せ

ら

れ

娘

、

つ

友

叙

勲

の

恩

師

四

み

植

林

付
け
回
し

5
石

段

に

ず

ら

り

飾

っ

て

雛

あ

ら

れ

一

年

生

の

下

校

胤

京

お

騒

が

せ

し

ま

す

工

事

の

ご

挨

拶

公

開

入

札

密

に

談

合

冷
酒
を
酌
み
合
い
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に

宵

宮

へ

い

さ

月

は

の

ぼ

り

ぬ

振

り

仰

く

胸

の

と

き

め

き

山

の

駅

党

情

を

決

め

て

化

粧

し

直

す

合

コ

ン

を

重

ね

重

ね

て

泣

暦

に

船

長

の

眼

に

術

群

探

知

機

ヘ
リ
コ

プ

タ

ー
上

空

か

ら

の

秋

の

水

ハ

ッ

ク

逃

げ

れ

ず

ト

ム

と

豆

引

く

:
釈

時

へ

惜

空

の

あ

が

き

そ

ぞ

ろ

火

、

尻

餅

つ

い

て

照

れ

笑

い

す

る

焼
き
網
へ

H
、
げ
目
つ
け
た
る
す
る
め
烏
賊

や

ま

し

さ

し

よ

っ

て

府

は

春

梨

花

び

ら

へ

託

す

記

憶

と

忘

却

と

風

の

快

を

ゆ

ら

す

江

戸

雛

理削
指

ヰ
絞 叫 W' i'l jli 成 13 JR 政 ぷ ふと
本 上山石川 向儲必 ta111 ト

八 満 - 1111' 静宗留春別み
重附 美な

ホ f~ み子俊 子有子龍枝史子水保み一子

小
体

俊

怯
探
龍

平
成
二
十
七

4
ヒ

月

ト

日

v
J

(
文
在
日
)

司
成
二
十
七
年
九
川
二
十
四
日
尾

縦川l'重 11百満有枚史官1水保俊 l山満有枝史知
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《野
凶
野
間
述
句
会
ー
その
ニ
》

2且

『長

梅

雨

や

』

制l

長
梅
雨
や
履
き
な
れ
し
靴
悲
鳴
上
げ

源

氏

蛍

も

退

屈

な

日

々

故

郷

の

川

や

野

山

の

変

り

果

て

温

泉

街

の

容

の

疎

ら

に

干
さ
れ
た
る
魚
の
目
照
ら
す
夜
半
の
月

波

音

つ

づ

く

浜

の

さ

や

け

し

今銀
杏
散
る
遊
悶
地
に
は
椅
子
ひ
と
つ

心

弾

ま

せ

メ

ル

友

を

待

ち

肩
を
抱
く
き

っ
か
け
と
な
る
犬
自
髄

期

待

を

持

た

す

黒

い

イ

ン
ナ

i

ブ
ル

ー
ス
の
ベ
ッ
ド
に
独
り
残
さ
れ
て

一
気
呑
み
な
ど
よ
せ
ば
よ
か
っ
た

月

凍

る

声

を

か

ぎ

り

に

地

え

る

人

ニ
コ
ラ
イ
堂
で
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

肖

像

の

背

い

横

顔

飛

び

出

し

て

ピ

ル

の

上

か

ら

降

り

し

万

札

相

続

の

円

満

に

済

み

花

吹

当

ひ

ば

り

の

歌

う

空

の

真

ん

中

ナォ
パ
テ
ィ
シ
エ
を
目
指
し
ぬ
パ
リ
の
事
更
け
て

観

光

船

で

古

城

巡

り

つ

役
に
立
つ
パ

イ
リ
ン
ガ
ル
の
屯
子
辞
昨

話

題

の

映

画

誘

う

チ

ケ

ッ

ト

思
慕
の
念
暑
中
見
舞
い
に
古
き
也
ま
れ

水
Y
M
を

脱

い

で

生

し

た

め

ら

う

愛
ら
し
き
笑
窪
が
ま
さ
か
槌

読
と

は

能

法

使

い

の

却

訟

の

位

雑

草

に

埋

も

れ

し

過

疎

の

地

蔵

相

杖

を

頼

り

に

獣

道

行

く

挫
致
家
族
何
時
ま
で
待
た
す
雲
の
月

悲
前
V

覚

め

れ

ば

肌

の

先

、

々

??林
檎
剥
ぐ
仰
の
木
漏
れ
日
手
に
受
け
て

風

林

火

山

後

世

に

継

ぐ

ロ
ボ

y

ト

に

高

齢

相

会

託

さ

れ

る

入

国

の

子

は

ゲ

l

ム

三

味

花

の

夜

は

ひ

と

き

わ

醤

匂

う

街

ト

ラ一

ン

ベ

ッ

ト

に

四

月

雌

励

渡
部
辛
ホ
捌

技
部
春
木

林
之

-r
み
な
み

日
阜
市
史

崎
藤
留
美
子み留宗

ト
ψ
AI
 

保靴
げ留R

N
M
 

U
世
a

古み惚リH
 

器宇
小

志成
fIl [~ 

則 iWt

平
成
二
十
ヒ
今
ヒ
月
六
日
目

平
成
二
十
ヒ
今
ヒ
月
三
十

一
日
児

(
軒
野
山
市
市
民
主
拙
及
び
文
官
)

<A 

fEみ静則み官1春則宗静也1み春宗師自'J留み
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《京
以
俳
諾
コ
ミ
ユ

l
ン
》

歌

『パ
ス
テ
ィ

1
ユ
』

官lJ

パ
ス
テ
ィ

l
ユ
二
世
紀
を
越
え
神
の
留
守

散

る

山

茶

花

の

血

の

色

を

踏

み

え
い
ま
ま
よ
雑
兵
の
群
い
さ
ぎ
よ
く

平

鮭

に

結

ぶ

母

の

組

紐

秋
田
一一川
ち
ょ
っ
と
気
取
っ
て
月
を
待
つ

パ

イ

プ

匝

へ

て

務

鰻

捕

る

ゥ五

郎

丸

ポ

1

1
で

祈

る

萩

の

苑

定

期

入

れ

に

は

彼

を

し

の

ば

す

秘
め
を
き
し
想
ひ
お
の
づ
と
匂
ひ
た
ち

う

な

じ

に

残

す

き

ぬ

ぎ

ぬ

の

夢

月
に
遊
ぶ
ぴ
い
ど
ろ
の
盃
酌
み
交
し

髪

切

虫

を

弄

ふ

先

生

ア
ナ
キ
ス
ト
黒
い

T
シ
ャ
ツ

ベ
ル
ボ
ト
ム

カ
オ
ス
の
世
界
い
つ
コ
ス
モ
ス
に

そ

の

古

パ

チ

ン

コ

麻

徒

全

博

辿

シ

リ

ア

帰

り

に

尾

行

張

り

つ

き

九

条

の

護

持

は

か

る

や

に

花

の

蕊

春

の

行

方

と

困

の

行

方

と

衆
議
判

E
水

切

り

の

石

に

川

面

の

風

光

り

安

藤

昌

益

見

栄

で

揃

へ

た

ア
マ
ゾ
ン
で
水
木
し
げ
る
が
十
四
円

乳

房

の

挫

き

女

勇

者

に

さ
犯
の

レ
1
ニ
ン
と
ロ

l
ザ
の
迎
命
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

鮫

鍛

鍋

な

ど

企

は

せ

て

み

た

い

縮

狩

り

の

銃

音

響

く

深

き

渓

叛

乱

軍

な

り

し

か

-
一
。
-
一
六

逝
き
し
人
残
さ
れ
し
人
そ
れ
ぞ
れ
に

パ

パ

を

引

い

た

る

諜

報

の

末

検

問

所

月

を

欺

く

自

燥

テ

ロ

転
が
り
落
ち
た
レ
モ

ン
を

追
っ
て

:
四
炉
張
欲
し
お
手
玉
し
つ
つ
基
次
郎

ラ
マ
ル
セ
イ
エ
l
ズ

国
歌
と
は
何

な
け
な
し
の
財
布
は
た
い
て
義
援
金

遍

路

笠

世

く

バ

ス

停

の

椅

子

花

守

は

デ

ラ

シ

ネ

の

過

去

封

印

し

巣

立

ち

山

飛

ぶ

夕

映

え

の

空

t': 鈴 野白
押 木村 1i
能美路一

奈
路有奈 liti有路龍奈路有奈自在有路 一 子子有

zz 
十十
ノ、ヒ
4斗

十

月月
公凹 二
Mど日日

足首
「

ル
ノ
ア

ル
」

及
び
主
政

龍路能有奈有路奈有路奈有路奈有路奈飽
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《
山県
日
以
制
措
川
県
心
ー
そ
の

一》

ニ
O
一
四
年
度

卒
業
興
行

第
一
述あ

り
の
ま
、
な
ど
罰
さ
れ
ぬ
雪
の
人

う
は
ベ
の
コ

l
ト
捲
れ
た
る
白

天

空

の

長

方

形

へ

流

れ

こ

み

e
A
句

会
か

た
れ
か
の
ギ
タ

l
市

中

で

聴

〈

か
が
ん
で
は
月
を
演
じ
て
ゐ
る
子
と
も

却

を

く

す

ぐ

る

鶏

加

の

先

4ふ冬《fk 

オ
ン
座
六
句

雪

の

人
』ーー

第

辿

。。官
氷

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
叫
り
け
る

最
パ霊あ
スのな
問トた
舎アの
かプた
らニめ

ユド

型l王
古人を

へf2か
向 ニ?き
か行tま
ふ半2す

や
じ
ろ
べ
主
襟
裳
辺
り
を
叉
に
か
け

氷
菓
食
べ
頃
ま
で
フ
エ
ル
マ

l
タ

第
三
辿

[自
由
律
]

明
日
は
自
分
に
期
拍
し
て
抱
く
艇
の
子

す

べ

て

奉

納

し

て

や

る

和
歌
に
レ
ン
ガ
も
ブ
ロ

y
ク
に
馴
れ
石
も

隙

聞

に

ジ

ョ

ー

ジ

ハ

リ

ス

ン

第

2
ボ
タ
ン
が
外
れ
っ
ぱ
な
し
の
官
理
人

年

調

き

ら

ゆ

第
凶
辿

析

船

よ

は

羽

子

つ

く
音
の
騒
が
し
く

川

パ

の

縦

目

指

で

て

持

つ

君

平

成

の

夢

の

迎

ひ

路

物

組

問

古

典

単

語

を

駄

酒

落

で

悩

ゆ

か
た
こ
と
の
英
部
ス
ピ
ー
チ
花
の
冷
え

春
の
山
砕
か
ら
宇
都
の
の
た
り

立石

虫
尾
山
崎

瑛
捌

R 新;

絞

浅

間

瑛

耐
以
紫
衣
花

作
腿
四

市

山

川市
左

郁

一一川
智
南
美

崎

o 。，. キ長

糾
I:~ 

TIE 
理

樹

小

i“ 
加

藤

滞

川
本

桃

子

み
な
ま
だ
け

い

h
v

‘足。じ

4
3
1
 

る

止
胤打
抜
け
芝

川畑
山
礼
係

校
H
K-

M
柿

野
日

有

刺
練

、

'" -

自

民

烏

鈴
ト
小
日
向
子綾

州
H
南
美

楓

1作自

平
成
二
卜
ヒ
今

一
月
三
十

一
日
前

(
弘
前
日
古
田
文
芸
ラ
ウ
ン
ジ
}

士
年
-
一H
二
十
八
日
興
行
{
於
畑
任
地
域
集
会
所
)

士
年
三
月
二
十
九
日
興
行

(於
地
丘
地
城
県
会
所
)

〈エ
年
五
月

一二
日
尾
(
於
岨
丘
地
械
組
合
所
)

[国
]
部
山
辿

「円
少
の
過
ひ
聞
物
部
」
"
本
句
虫
絡
の
セ
ン
タ
目

駅

「
国
M
m
」
に
出
題
さ
れ
た
中
世
の
長
編
後
古
物
川町
。
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無
心
オ
ン
山
肥
大
旬
、
径
六
じ
し
て

「I
ハ円
」
巻
、
第
六
速
に
て
揃
日
比
.

《東
山
肌
俳
拙
川
知
心
ー
そ
の
こ》

脇
起

『
ム
ハ

オ
ン
座
六
句

愛
で
た
き

「
ハ
』
尽
し
ぞ
か
し
.

第

一
辿

，‘

文
月
や
六
日
も
常
の
夜
に
は
似
ず

依

露

を
の
せ
た
る
サ
ラ
ダ
記
念
日

ね
こ
ろ
べ
ば
け
ん
/
¥
ぱ
l
の
戸
が
し
て

U

升

進

め

ざ

す

平

社

員

な

り

耳
氷
胤
ぬ

け

る

改

札

前

の

氷

菓

子

耳

右

手

口

へ

と

つ

け

た

香

水

第
二
述

。

ア
ル
マ
l
ニ
あ
な
た
の
た
め
に
稲
て
ゐ
ま
す

り

す

べ

て

名

刺

は

旧

姓

と

な

り

屯
話
帳
し
ま
っ
た
は
ず
の
捌
の
奥

大

仏

械

に

た

ま

ふ

年

輪

ス
コ
リ
ア
の
こ
り
っ
と
発
地
い
と
わ
ろ
し

ペ件
捌
気
よ

ろ
し
雰
聞
気
だ
け
か

i.i 第
三
連
[
自
由
律
]

R

M

ム
て
の
千
カ
ラ
フ
ル
テ
ン
ト
リ
ス
パ
ン
ヘ
ド
パ
ン

耳
口

祭

の

あ

と

に

再

会

o

mv
の
そ
ら
寝
ふ
は
り
光
の
巾
へ
と
彼
は

冬

コ

ー

ト

の

府

脇

L

冬

海

岸

の

お

ほ
き
く
曲
が
る
鯨
の
肋
骨

テ

ト

ラ

ポ

ッ

ド

に

実

め

る

日
'-

第
四
述血

塗
ら
れ
た
国
歌
を
奏
で
歩
き
だ
す

月

光

の

音

第

三

京

浜

銀

色

の

備

へ

変

は

ら

ぬ

震

災

忌

ガ
ラ
ホ
を
ひ
ら
き
デ
ー
ト
干
約
を

ぬ
ぱ
た
ま
の
夜
に
ひ
と
り
垣
間
見
も
が
な

無
銭
飲
食
す
る
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん

篠
一
市
中
那

栂
阪
府
H

r

A

U

ム主

一

帆

M

空
洞
怖
樹

鈴
本
日
向
干楓

。。秋《

浅
沼

現
捌

巴型芳山曳
Aυ
他
川
唯
ハ
ク

二三三一ご-七
一州山川川鯨

山
市
友
都

凶川

底

ぬ

A
n一山

野

第
五
述

析

を

ち

こ

ち

の

団

体

様

は

笑

ひ

初

め

新

ぽ

っ

ぺ

ん

に

た

め

息

つ

め

か

へ
る

ゆ
っ
く
り
と
間
ぢ
れ
ば
日
か
ら
鱗
落
つ

基

翁

が

胤

反

町

が

犬

プ
ラ
y
ク
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
行
き
ワ
ゴ
ン

コ

ン

ゴ

批

和

聞

の

附

に

つ

く

第
六
連

冬

徒

情

の

附

子

を

世

か

ば

架

か

ら

ん

冬

天

地

左

右

を

降

り

明

か

す

雪

大
気
閉
す
こ
し
段
し
て
恒

人
へ
リ

肘
の

写
真
を
ア
ッ
ブ
ロ

ー
ド
し

階
段
の
お
ど
り
場
見
あ
げ
花
に
酔
ふ

都
の
写
真
を
ダ
ウ
ノ
ロ

1
ド
す

主

郁

抜
け
芝源

相
市
袋

持
磁

盟
肱
け
芝

抜紫at
け衣

い時芝花子宮

- 189ー

lt 

山

崎

綾

二
川
智
南
央

臨
服
山

前

例
即
紫
衣
花

川
畑
江
係

k
E拙
け
芝

イ4命

相

聴

涛

神
崎
千
佳

屈

し
V

みな
ま
だ

け

い

削
同
盟
樹

旭
晴
樹
楓

エの
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《
松
山
白
水
台
辿
句
会
》

短
歌
行

水

百|

草
』

ホ
引
草
刈
時
の
重
さ
に
た
わ
み
け
り

月

見

回

干

を

飾

る

縁

側

さ
や
け
し
と
一言
ひ
っ
つ
父
の
一一
民
り
来
て

命

能

を

税

け

ば

跳

ね

る

箆

鮒

ヲ
デ

ラ

シ

ネ

の

身

と

な

思

ひ

そ

裟

う

か

と

乗

り

た

る

朽

ち

し

竹

田

恋
の
民
気
づ
き
し
時
は
抜
け
出
せ
ず

澗

に

お

ぼ

れ

て

色

香

い

や

憎

す

死
に
体
の
ギ
リ
シ
ャ
を
救
う
神
い
ず
こ

四

よ

り

吹

け

る

生

ぬ

る

さ

風

人

混

み

を

少

し

離

れ

て

花

惜

し

む

木

漏

れ

日

散

す

噌

の

山

ら

大
西
素
之
捌

大凶
素

之

附
附
伊
勢
子

大
川

西

主

杉
山
豚

望

山
井
由
利
子四由華豚

E
遠

足

が

渡

る

二

の

橋

三

の

椅

苔

む

す

像

は

ど

こ

の

誰

や

ら

先

王

の

箆

に

在

へ

る

舞

台

劇

吉

丁

虫

の

と

ま

る

カ

ー

テ

ン

事
の

極
は
ず
っ
と
昔
に
捨
て
た
は
ず

列

手

玉

に

取

る

が

生

き

甲

斐

マ
ジ
シ
ャ
ン
は
月
を
鞄
に
入
れ
て
去
り

ピ

ー

マ

ン

切

れ

ば

中

は

か

ら

つ

ぽ

;
脳
ド

y

ク

C

T
ス
キ
ャ
ン
う
そ
寒
く

極

彩

色

の

夢

を

見

る

ら

ん

樹

民

妃

と

欝

金

の

競

ふ

花

堤

仔

猫

じ

ゃ

れ

つ

く

忘

れ

て

ん

ま

り

名
本

敦

。豚伊

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
-日
百

平
成
二
十
ヒ
年
九
月

四
日
児

(於

迫

怯
白
水
一ザ
)
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《
古
本
以
白
抗
u
歌
仙
会
》

L
ア
ウ
ン
サ
ン

。
ス
1
チ
l
に
春
は
来
る
の
か

緊

張

問

ま

る

南

ン

ナ

沖

国

民

を

耳

や

犬

に

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

器

物

損

壊

罰

金

払

え

熊

蝉

に

ぐ

る

り

聞

ま

れ

端

座

す

る

♂

且

心

居

で

も

冷

一

回

が

効

き

手

ス

ト

ロ

ー

で

蛙

の

胞

を

膨

ら

ま

そ

.

挫

に

ぶ

つ

け

り

ゃ

羽

生

結

弦

に

薄

墨

の

衣

ほ

つ

れ

て

修

行

僧

恋

に

溺

れ

て

蛇

穴

に

入

る

月

天

心

鬼

池

子

札

え

る

奈

良

の

街

hy
 

丸

瓦

破

れ

萩

こ

ぽ

る

井

戸

:
空
爆
に
キ
ャ
ラ
バ

ン
サ
ラ
イ
影
も
な
し

Y
ミ

も

よ

お

ば

け

蝶

々

の

ド

ロ

l
ン

税

る

う

つ

つ

世

の

夢

ば

か

り

な

る

肘

枕

お

伊

勢

参

り

の

土

産

赤

禍

輪

組

か

な

花

の

下

に

て

蝿

生

ま

る

彼

岸

此

岸

の

境

目

に

立

V
M
2木

柳叫
削
亜

取

菊

人

元三

イ111

衆
議
捌

子

ら

の

問

う

戸

賑

や

か

に

菊

人

形

NJ
ん

生

ん

銀

杏

拾

う

姐

=
一

様

虫

年

を

祝

う

が

こ

と

く

集

ま

り

て

大

玉

転

が

し

体

育

の

日

お

月

さ

ま

顔

を

隠

し

て

何

想

う

化

粧

落

し

て

鋭

を

覗

く

ゥ
麦

秋

や

美

人

女

優

の

許

報

開

く

防
焼
け
し
た
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
ま
ぶ
し
く

ー

を

水

柱

に

妖

精

の

舞

宮

閉

す

た

め

息

十

年

窓

辺

の

少

年

老

い

易

く

学

成

り

難

く

停

年

す

せ

め

て

ゆ

る

り

と

松

葉

酒

酌

む

月

時

々

暖

炉

の

前

は

ぬ

く

ぬ

く

と

選

び

時

ま

れ

る

山

海

珍

味

浬

繋

西

風

食

餌

療

法

一

筋

に

i
r
 

雄

子

が

道

を

渡

っ

て

行

く

よ

amね
、

2

姉

妹

ふ

と

振

り

仰

ぐ

門

の

花

受

難

節

に

は

深

紅

の

装

い

仁川 術 早 伐 会主"iJi
付刷永以怜子川

以悦恒七笈荊l
和 剛

恒悦盟七以置悦以七恒制l於 子 雄 緒 縦子

つ

*
詑
心
居
井
町
副
八
ム
間
内
に
あ
る
、
も
と
野
口
同
仙
の
鰍
れ
。

*
堕
に
ぶ
つ
け
り
ゃ
グ
リ
ム
宜
簡
「
蛙
の
王
線
」
参
附
。

平
成
二
十
七
年
十
一
月
ご
十
八
日
首
尾

(於
明
治
大
学
研
究
拙
郁

t
会
議
，F
)

lJIi以笈以恒七 TIfffll悦恒七亜和悦笈湖実相l
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《

um
山
巴
世
型
連
句
会
V

短
歌
行

雁

し

波

伊
吹
山
制
の
薬
品
咋
揺
ら
す
縦
波

L

谷

町

奥

ま

で

名

月

の

影

初

猟

は

明

日

と

準

備

に

余

念

な

く

衣

桁

に

掛

け

る

ン

ヤ

ツ

の

鈍

色

内

躍

の

池

に

大

き

な

鯉

ゆ

ら

り

出

刊

を

取

る

呑

の

探

っ

て

を

り

あ
の
日
か
ら
掴
酌
み
交
は
し
は
や
十
年

一-h
に

君

の

手

冬

枯

れ

の

中

級

降

る

寂

光

院

の

屋

恨

叩

き

肱

く

や

う

な

脇

の

的

き

声

舞

ふ

花

を

浴

び

て

旅

人

現

る

る

砂

糖

控

へ

て

刊

る

独

活

和

へ

各
務
恕
紅
捌

野
市
比
呂
美

a
S忠
粗

H
比
野
山
真
紀
子

山
間
公
仁
枝し

一ォ
縁
側
に
春
の
日
射
し
の
満
ち
溢
れ

テ
ニ
ス
ポ

l
ル
に
対
の
ラ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
フ
ア
ニ

l
の
指
輪
な
か
な
か
附
れ
ず
に

弟

す

で

に

で

き

ち

ゃ

っ

た

婚

特

売

の

チ

ラ

シ

散

ら

か

る

山

位

半

百

足

蛤

除

火

取

虫

出

で

立

の

月

浴

び

て

熱

演

野

外

側

瞬

く

う

ち

に

過

ぐ

る

人

生

2
誰

彼

に

柾

病

患

災

あ

り

得

な

く

グ

ラ

ス

に

透

け

る

群

背

の

空

初

花

を

仰

ぎ

つ

つ

ゆ

く

通

学

路

朗

ら

に

聞

こ

ゆ

脊

の

せ

せ

ら

ぎ

拠
山
ゆ比

呂
美

大
竹
忠
子

ゆ

い
実
紀
子

公
仁
枚

ゆ

い

忠

紅

平
成
ニ
イ
ヒ
年
十
月
=
一日目

平
成
二
十
ヒ
均
十
二
月
五
H
応

zp 

実
紀
子

A
W
F

、

L

U

 

忠

子

思

紅
実
紀
子

比
呂
美

公
仁
枝

恕

紅
ゆ

い
公
仁
枝

忠

子

ゆ

い

日
本
海

H
や
)

- 192ー



《
羽
曳
野
羽
曳
野
連
句
会
》

歌

星

問、

し

官I1

白

砂

利

や

抹

茶

一

服

昆

掠

し

す

れ

ち

が

ひ

様

あ

ら

燕

衣

香

長

話

い

つ

の

間

に

や

ら

夕

映

え

に

v
I
P
ク

ラ

ス

の

夜

行

パ

ス

あ

り

日

陪

や

手

に

取

る

ご

と

し

月

今

宵

秋

岡

散

ι少
傾

に

羽

風

今稲
び
か
り
犬
の
と
ほ
吠
え
闘
に
消
ゆ

イ

ケ

メ

ン

に

府

ゆ

づ

ら

れ

て

照

れ

事

に

見

る

愛

し

き

君

や

速

か

り

き

ふ
た
り
の
激
的
む
せ
か
へ
る
部
屋

惜
し
み
つ
、
見
送
る
な
か
を
雪
し
と
ど

わ

が

眼

そ

ら

す

や

初

鏡

に

て

ゲ
ゲ
ゲ
の
ゲ
お
化
け
と
共
に
酌
み
交
は
し

山

事

き

に

は

被

布

薬

入

れ

飾

帯

心

前

向

き

余

生

プ

ラ

ス

な

る

お

ぼ

ろ

月

夜

に

き

が

す

人

影

読
経
の
音
し
づ
か
に
流
る
紅
し
だ
れ

春

シ

ョ

ー

ル

巻

き

小

走

り

に

ゆ

く

E
た
ま
ゆ
ら
は
惚
け
た
と
埋
ふ
あ
る
ひ
と
日

こ

と

ば

遊

び

で

幻

想

に

酔

ひ

河
鹿
な
く
特
き
に
ひ
か
れ
岩
か
げ
へ

ク

レ

マ

チ

ス

よ

り

鉄

線

肝

み

各
国
の
ン
エ
フ
に
大
モ
テ
和
の
野
菜

三

重

サ

ミ

ッ

ト

で

海

鳥

騒

ぐ

都
々
逸
の
の
ど
を
聞
き
た
し
俳
の
衆

よ
い
し
ょ
の
嘘
を
指
か
ら
め
っ

、

史
珠
沙
輩
恋
に
も
ん

/
¥
今
日
も
咋
枯
れ

も

み

ぢ

か

つ

散

る

脳

の

片

す

み

悲

勾

に

細

月

か

、

る

伎

芸

天

河

内

源

氏

は

わ

れ

ら

の

組

先

:

文

楽

の

締

り

に

い

と

も

涙

し

て

千

人

針

に

熱

き

巴

ひ

出

ほ
ほ
ベ
に
を
縮
緬
織
に
ほ
ん
の
り
と

は
h

に
似
た
雛
笑
み
を
浮
か

べ
て

ぽ
ん
ぽ
り
の
消
え
た
る
後
の
花
ふ
ぶ
き

目

併

る

蛙

に

泡

の

噺

凶
問
山
川
人
捌

阿
盟
宏
子

岡
山
川
秀
花

和
川
澄
子

雌
本
則
子

持

花

愛

子
則

子
君

子

澄

子
リ

乙

H

H

M

3
』

澄

子
持

花

愛

子
則

子
h
q
 

霊則澄

子子子

平
成
二
十

ヒ

年

ヒ

月
五
日
門

平
成
二
十
七
年
イ

一
月
八
日
見

泣秀
砂

子 花

日1I骨

子 花

丙
川
舟

人

則

子

澄

子
持

花

泣

干
'
J
E
 

ヲ

ー

舟

人
需

花
霊

子

く

澄秀

子花

(於

中入
臥
狭
山
市
金
剛
}
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《
繍
浜
浜
風
ー
そ
の

一
》

歌

『地
球
儀
を
』

制l

地

球

儀

を

く

る

り

と

回

し

夏

隣

ベ
ー
コ
ン
エ
ァ
グ
添
へ
る
ク
レ
ソ
ン

耕

述

機

辺

り

の

景

も

鋤

き

交

ぜ

て

翁

姐

の

地

ゆ

る

ふ

る

さ

と

高

府

の

窓

よ

り

回

布

へ

苛

き

月

い

た

づ

ら

椋

自

に

立

札

を

す

る

ゥ堤

防

の

修

復

済

み

て

初

紅

葉

か

は

た

れ

時

の

胡

弓

流

る

る

ま
ん
ま
る
な
果
実
の
ご
と
き
臓
を
持
ち

姉

ひ

っ

そ

り

と

く

ぐ

る

袖

垣

薄

暗

き

イ

コ

ン

の

像

に

泡

誕

寄

土

産

物

屋

で

値

切

る

外

人

硝

月

に

地

殻

の

震

へ

針

の

告

げ

品

少

幅

乱

れ

し

棋

の

跡

よ

き

友

と

よ

き

酒

の

あ

り

草

の

家

鯉

と

他

と

が

桜

み

分

く

る

池

朝

ま

だ

き

花

の

素

顔

に

出

会

ふ

旅

石

鹸

玉

に

は

聖

を

詰

め

す

ぎ

沖
津
た
ん
ぽ
ぽ
捌

ナォ
山

斐

ふ

腿

立

の

一

際

て

ふ

捕

み

浸

食

さ

る

る

平

和

悲

法

何

hu
ぞ

繰

返

し

見

る

大

図

鑑

チ

リ

ン

チ

リ

ン

と

黍

団

子

売

り

恐

ろ

し

き

夜

附

附

い

て

大

泣

き

し

屍

負

比

丘

尼

を

包

む

寒

慌

ぽ
っ
と
出
の
都
会
の
水
に
み
が
か
れ
て

秘

的

ご

と

絡

む

縞

の

カ

ー

テ

ン

潮

騒

の

榊

の

み

の

志

士

の

街

舶

先

揚

防

軍

艦

の

旗

カ
デ
ン
ツ
ァ
の
月
の
明
り
に
位
め
き
ぬ

ま

ぼ

ろ

し

を

見

て

立

ち

あ

が

る

鹿

L
陶

工

の

箆

跡

深

き

そ

ぞ

ろ

寒

パ

y

ク

ハ

ン

ド

で

進

む

決

勝

C

M

の

新

製

品

に

微

笑

み

て

東

風

に

乗

り

来

る

子

等

の

歓

声

と
め
ど
な
く
髪
へ

一一M
へ
と
飛
花
落
花

慌

の

木

綿

の

種

子

袋

縫

ふ

沖
派
た
ん
ぽ
ぽ

金
正
夫
子

小
体
節
子

堕
M

吉

野
導

帯

-
h
抑
hf

 
m+会翠笑野

uw 単柚子T
 

耶
主節

4体波
辺

鈴
木
圭

。

平
成
二
十
ヒ
年
五
月
七
日
古

平
成
二
十
ヒ
年
六
月
四
日
尼

(於
神
奈
川
県
民
サ
ポ
!
ト
セ
ン
タ
ー
)

柚

相!ぽ里民節笑有h節実柚節笑柚 l宜野翠節笑ぽ
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《術
前
浜
風
ー
そ
の
こ
}

:lk 

イ111

『初
日
に
染
ま
る
』

穂

先

よ

り

初

日

に

染

ま

る

拾

ヶ

晶

紙

の

コ

y

プ

に

屑

酵

の

乾

杯

平

の

戸

も

紅

梅

の

香

に

浮

き

立

ち

て

翁

魁

の

ま

も

る

川

賂

春

の

月

浮

世

絵

も

ま

た

月

百

姿

し

た

り

顔

な

る

吾

輩

の

摘

。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
チ

i
フ
い
つ
も
赤

電

話

の

戸

の

少

し

震

へ

て

約

束

の

新

術

商

タ

ー

ミ

ナ

ル

両

紙

観

世

音

揺

る

る

銘

天

揚

ぼ
う
た
ん
の
は
ら
り
と
落
つ
る
淡
き
灯
に

リ

ハ

ビ

リ

の

窓

月

の

涼

し

く

海

原

を

渡

る

潮

風

ひ

と

つ

か

み

元

紫

記

号

の

一

覧

を

貼

る

焼
き
肉
の
タ
レ
に
い
ろ
い
ろ
隠
し
あ
ぢ

女

革

開

眼

で

帰

る

父

親

花

の

門

乾

門

よ

り

坂

下

門

お

ま

け

に

貨

紙

の

風

船

点、

ー
百

千

山

ア

ル

ト

ソ

プ

ラ

ノ

鋭

ひ

合

ひ

核

も

て

あ

そ

ぶ

北

の

将

軍

議

跡

に

白

磁

の

欠

片

ち

ら

ば

り

て

ゆ

る

り

の

ん

び

り

家

鴫

飼

ふ

村

消

策

図

時

十

に

掛

か

り

て

春

を

待

つ

夢

窓

国

師

の

庭

の

探

梅

且

く

動

く

視

線

の

先

の

イ

ヤ

リ

ン

グ

が
ら
に
も
な
い
が
言

っ
て
し
ま
っ
た

聞

き

な

れ

た

男

と

立

の

物

総

山

停

を

渡

し

て

時

の

船

頭

砂

町

星

奥

の

山

県

ま

で

月

射

し

て

更

に

味

濃

く

品

の

苦

瓜

L
連

動

会

招

待

席

の

則

市

長

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

風

に

こ

ろ

こ

ろ

嘉

代

を

受

け

継

ぐ

技

の

茶

懐

石

旧

街

道

は

聞

か

ぬ

馬

子

唄

花

行

脚

事

ま

ぼ

ろ

し

に

咲

き

満

ち

て

ι
刊

影

仰

雌

れ

消

明

の

渓

衆
議
判

事
~I 

子治寄干子女野 雄

渡
辺

械
合
古
口

加
雌
危

金広林嗣 '1
子桜 井林

集英1'tl敬節

夫

沖
巾
た
ん
ぽ
ぽ子笑柚翠F

 

閉
山

E 水
野
木

伊
地
知
山
荘

川
正
段
弥

議
川
山
県

る

野阻弥淳子柏甫笑一義ぽ敬生 r~ 幸節英TIì

平
成
二
十
八
年
一
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七
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《

n立
目
立
か
び
れ
}

歌

『昭
和
の
匂
ひ
』

{，IJ 

外

禁

は

昭

和

の

匂

ひ

灯

が

出

る

い
つ
の
間
に
や
ら
雪
が
ち
ら
ち
ら

卑

さ

ん

と

記

念

写

具

に

収

ま

り

て

大

工

見

習

ひ

口

笛

を

吹

く

満
月
が
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
附
ら
し
だ
し

風

に

隙

け

る

ま

す

ほ

の

世

今

年

酒

提

げ

て

凶

器

友

紡

ね

ん

と

出
世
ド
ン
さ
れ
て
恋
に
落
ち
さ
う

マ
ッ
サ
ン
と
エ
リ
ー
の
や
う
に
ハ
グ
を
し
て

黒

髪

乱

L

今

日

は

別

人

留
守
電
が
静
か

な
声
で
留

守
を
告
げ

世

界

遺

産

の

石

見

銀

山

名

物

の

部

俊

一

聞

に

主

婦

の

列

影

絵

準

備

に

月

の

掠

し

き

燥

日

ひ

に

品

似

応

の

阪

は

ひ

ぬ

百

噂

犬

は

い

つ

も

健

気

に

花

万

梁

校

長

先

生

自

転

車

で

浜

に

干

さ

る

る

若

布

と

っ

き

り

{十
布=

E
般

れ

に

背

負

ふ

も

の

な

き

啄

木

忌

省

の

為

に

パ

ン

を

取

り

世

く

滞

川

闘

を

部

に

宮

ま

せ

絵

手

紙

を

阿

川

り

継

が

る

る

河

蕗

伝

説

早

々

と

弘

、

榊

へ

し

て

泌

治

術

ポ

イ

ン

セ

チ

ア

で

窓

辺

飾

り

ぬ

五

郎

丸

選

手

の

や

う

な

彼

が

好

き

募

る

想

ひ

は

寝

て

も

覚

め

て

も

廃

柏

輔

の

駅

舎

に

傘

の

忘

れ

物

ヤ

y

ケ

嬰

が

釣

り

糸

を

垂

れ

仰
ぎ
凡
る
ピ
ル
の
あ
は
ひ
に
月
の
船

ぶ

ら

り

ぷ

う

ら

り

訳

出

の

黙

:
そ
ぞ
ろ
梨
お
地
蔵
さ
ま
は
訂
を
綜
せ

ス
マ
ホ
の
ゲ

i
ム
飽
き
も
せ
ず
し
て

何

事

も

メ
ン

テ

ナ

ン

ス

が

必

嬰

と

減

塩

食

で

め

ざ

す

一

O

O
成

ぽ
ん
ぼ
り
に
浮
き
立
つ
花
の
妖
艶
に

他

が

的

き

た

る

ま

ほ

ろ

ば

の

出

執

消
捌

大
竹
多
可
4
4
4

M
V

件

前

h
f笠
子

出
身
眠
子

川知
沖
郁
茂
前

料
品
ン

y
子弘

Y消小文4
 

多軒
H敏斐敏ンH
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ヰ
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十
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一
月
十
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日
目

(文
官
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平
成
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均
十
一

H
ニ
イ
日
時
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ー
こ
の
頃
の
キ
タ
ロ

l
少

し

春

の

風

邪

噛

む

た

め

に

あ

る

爪

と

く

ち

び

る

白

熱

の

会

織

の

後

は

飲

み

会

に

竹
輪
魁
と

言
う

け

っ

た

い

な

も

の

大
根
東
え
パ
パ
練
り
か
ら
し
お
願
い
ね

朝

日

き

ら

き

ら

氷

柱

つ

ら

つ

ら

ド
レ
ス
に
は
ス
パ
ン
コ

l
ル
を
鎮
め
て

デ
ビ
ュ

ー
で
き
る
か
ト
ラ
ン
プ
に
き
く

夕

ま

ぐ

れ

ヰ

車

の

君

に

寄

り

添

っ
て

ピ

ル

と

ヒ

ラ

リ

l
予

備

選

の

乱

か

く

れ

咲

く

濃

紫

の

山

兜

滑

り

台

か

ら

仰

ぐ

満

月

L
ユ
ニ
ク
ロ
の
ン
号
ツ
を
椅
て
い
る
拾
案
山
子

楽

天

的

な

カ

ラ

ス

か

あ

か

あ

深

海

魚

両

日

を

聞

け

て

眠

り

つ

く

お

き

げ

の

母

が

彼

岸

の

夢

に

花

の

雨

面

影

慌

に

さ

し

か

か

り

だ

れ

誘

お

か

光

る

逃

水

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十

一
日
前E

{文
古
)

平
成
二
十
八

4

一月
二
十
六

l

《東
山
人
妻
連
句
会
}

1耽

私

説

イ111

木

の

葉

散

る

墓

碑

は

男

の

私

小

説

降

る

を

ま

か

せ

て

片

時

雨

道

カ

ラ

オ

ケ

の

ひ

と

り

に

皆

唱

和

し

て

校

歌

讃

え

る

ふ

る

さ

と

の

山

と
ん
ぶ
り
の
湯
気
に
浮
か
ん
だ
月
す
す
る

港

の

町

は

拐

に

崩

れ

ゆ

く

よ
小
堂
の
地
下
で
鳴
い
て
る
く
つ
わ
虫

ヒ

ロ

シ

ヒ

ロ

シ

と

迫

る

足

音

人

事

と

ひ

と

つ

離

れ

て

観

る

映

一剛

外

人

部

隊

白

い

制

服

銀

紙

の

指

輪

を

そ

っ

と

く

す

り

ゆ

び

隅

聞

の

川

に

屋

形

船

ゆ

く

夏

の

柑

獅

子

が

肌

え

て

る

叔

父

の

背

ガ
ラ
ス
の
靴
は
捨
て
て
行
き
ま
ひ
ょ

お
土

産
は

聞

け

て

び

っ
く

り

玉

手

箱

ミ

ラ

ポ

l

椅

を

波

る

白

蝶

ひ

と

り

来

て

花

富

洞

に

袖

映

す

陽

炎

追

っ

て

消

え

る

少

年

監
印
刷
出

一

昨
思
蹴

珠

f
E
ー九八

-
miH
 

珠
4I1

、
龍珠

、
能

+
k
m
r
 

3
 

1

、
龍珠守、、

ノ能
小
企
小E

 
L
 

つ

珠八 fTii八珠 iE八珠飽八珠 龍 八 珠 龍 八 珠 龍
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《官
士
見
美
々
っ
と
連
句
会
ー
その
-
v

短
歌
行

『野

馬

追

や
』

野

鳥

追

や

戦

国

時

代

の

武

者

来

た

る

夏

空

の

下

あ

が

る

歓

声

進

本

の

豪

華

客

船

ポ

ス

タ

ー

に

金

木

犀

の

香

り

漂

う

吻抱

き

上

げ

し

幼

干

の

指

月

つ

か

み

腰

の

術

み

に

耐

え

る

や

や

感

情

報

が

遠

距

離

の

陛

乗

り

越

え

る

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

に

二

人

っ
き

り

に

朝

食

を

ベ

ッ

ド

に

巡

ぷ

旦

那

さ

ま

時

を

忘

れ

た

ぜ

ん

ま

い

時

計

無

住

寺

町

古

り

し

大

樹

の

花

枝

垂

決

宮

払

山

の

辺

の

迫

つ

成
問
淑
奨
捌紀

柿
抑
制
市

M
u

美
子

成
川
淑
美

小
池
弥
生

川
川
市
事

由

紀

祢

生
前

輩
出

紀

前

華
喜
美
子

淑

美

ー
学

生

の

気

ま

ま

こ

こ

ま

で

弥

生

尽

ま

た

も

遅

れ

る

首

都

閏

屯

車

い

つ

の

ま

に

平

均

寿

命

通

り

過

ぎ

捜

せ

ず

太

ら

ず

生

顔

絶

や

さ

ず

民
主
化
を
目
前
に
し
た
ス

l
チ
ー
さ
ん

小

都

の

hH

に

娘

、

つ

担

ぴ

秘
め
や
か
な
逸
瀬
の
梢
の
ん
晶
、
の
月

夜

明

け

を

待

た

ず

知

ら

な

い

町

へ

4
海

泌

り

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

へ

と

旅

続

く

釣

竿

な

ら

ぷ

長

き

突

堤

満

開

の

花

の

舞

い

込

む

橋

掛

か

り

域

世

に

行

て

ば

括

れ

る

陥

炎

弥

生

前

華

街

紀

弥

生
喜
美
子

淑

奨

刷

紀

前

部

弥

生
喜
美
子

淑

美

弥

生

羽
川
野
市

平 ;1'.
高 成成

十1
M 七 ヒ
宣1:31

市 よれ

土百H
'十イ
平11.八
日日日
~ J.6首

ユ

ア
イ

セ
ン

タ
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《

mLL見
美
々
っ
と
連
句
会
ー
そ
の
こ
》

省
月
花
瓶
候
式
十
八
制

秋

u
q

n

執

獄

水

辺

に

点

す

ラ

ス

ト

ラ

プ

星

の

契

り

を

偲

ぴ

暫

く

文

民

継

ぐ

と

少

年

の

瞳

の

輝

い

て

玄

関

を

出

る

新

割

の

靴

a温
品

に

浮

か

べ

て

旨

き

雪

見

据

か

さ

か

さ

胤

に

枯

麗

の

鳴

り

エ
ジ
プ
ト
の
砂
漠
に
眠
る
し
ゃ
れ
こ
う
べ

自

動

車

レ

1
ス

過

酷

躯

め

る

絵
ろ
う
そ
く
人
制
は
赤
く
強
り
つ
ぶ
し

ぽ

っ

く

り

寺

へ

詣

る

旅

立

ち

鉱
山

桂

線

を

た

お

や

か

に

し

て

腕

月

吊

り

橋

渡

り

堅

呑

干

の

旦

集

ま

れ

ば

昭

和

に

還

る

ハ

ー

モ

ニ

カ

手

も

鑑

ら

ず

に

灼

け

る

戦

地

へ

土

採

っ

て

大

村

先

生

名

を

揚

げ

る

ア

ン

ド

ロ

イ

ド

を

畳

付

般

に

鈎
山

悔

の

珍

味

を

供

え

花

相

横

桜

紅

葉

の

白

壁

に

映

ゆ

蛍

衆
議
判

仰
河
…
耐
子

成
川
淵
美

大
型
帯
野

輝

子

中
日
付
ゆ
み
子

淑

美
蝉

子

ゆ
み
子

淑

柴
輝

子

春

野

ゆ
み
子

制

問

ヱ

s

浪

美
春

野

郎

子

淑

美

ゆ
み
子

平
成
ニ
4
七
年
九
月

三
十
日
首

平
成
二
十
ヒ
年
十
月
二
十
九
日
応

- 199-
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《神
戸

ひ
よ
ど
り
辿
句
会

K
c
c
v

ー
ぶ
ら
ん
こ
の
仰
の
順
帯
じ
ゃ
ん
け
ん
で

七

つ

道

具

の

小

さ

く

mU

ま

れ

歌
舞
伎
座
の
奈
落
を
役
者
走
り
抜
け

帳

場

に

ひ

び

く

岡

持

の

戸

某

閣

の

夏

大

艇

は

よ

く

行

ち

て
ん
と
う
む
し
が
姐
抑
っ
て
飛
ぴ

捨
て
ら
れ
ぬ

L

P
盤
の
ビ
ー
ト
ル
ズ

胤

が

丘

町

髭

の

牧

童

あ
り
っ
た
け
往
き

L
想
ひ
を
渡
せ
ず
に

ふ

と

雌

が

き

し

て

悲

の

出

削

月

の

道

普

賢

荘

厳

に

導

か

れ

日

の

芸

に

新

削

「

招

舟

」

を

t
瓢

箪

の

く

び

れ

に

自

問

自

答

し
て

の

ん

ど

休

め

と

伯

を

こ

ろ

が

す

日

も

す

が

ら

ド

ン

で

遊

ぶ

防

法

組

か

つ

て

絵

怖

さ

を

志

せ

し

と

花

建

お

闘

の

峠

を

持

ち

寄

り

て

吉

兆

を

み

る

富

士

の

初

虹

衆
議
捌

子
ωA 

小
飢
草
書
保

子

盟
M

忠

久
制
湖町也平奨鮎紙

十
市

V
L

奨伊
十鮎柴恕鮎平

.. 
倒

神

FAW川

歌

『ミ

ニ
ク
l
ベ』

1，[， 

ミ

ニ

ク

ペ

一
台

秋

の

佳

人

駅

音

を

立

て

て

は

銀

杏

の

散

る

名

月

を

宇

宙

船

よ

り

霊

づ

る

ら

ん

毛

織

ひ

す

る

真

部

?

な

猫

抑

制

か

る

る

晩

餐

舎

は

庄

裂

と

父

子

相

伝

の

蕪

漬

け

込

む

9

ど

の

兇

に

も

台

悶

は

ひ

と

つ

盟

夜

劇

内

視

鏡

に

は

本

音

し

っ

か

り

楼

取

り

て

石

紙

波

る

角

隠

し

去

を

繰

り

自

作

の

民

に

名
前
よ
り
大
切
な
も
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

き

し

ん

で

聞

く

土

棋

の

扉

露

天

湯

に

掬

ふ

両

手

の

月

涼

し

赤

松

岬

に

海

ほ

た

る

採

り

忠

敬

の

地

図

に

労

苦

の

似

ば

れ

て

班

と

と

も

に

迎

ふ

聞

の

紳

花

挨

椛

み

合

ふ

耳

鼻

科

み

辛

無

口

ま

ほ

う

の

修

行

似

た

な

び

き

'H
U
川依
、
水
子

mEH

燕

山
下
一
世
子子+

E
 

t
 

w
A
 

歌附帯
以+主{

 

附
刷歌燕t

 

昭歌帯
山

本
記

山
ト
田

;:i; 
-[十
ヒt

zrdド1.1
0ζ → 

型耳I
~_ -1--1 
ffヒ五
問1'11'1 
カ1<口
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チ
ュ
ア
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{大
阪
ひ
よ
ど
り
迎
句
毎
日
》

敬

「ボ
ン
ボ
ン
と
』

官IJ

ボ
ン
ボ
ン
と
西
瓜
の
返
事
帥
聞
か
む
る

月

出

づ

る

ま

で

目

隠

し

の

子

ら

二

代

目

の

猫

の

駅

長

き

わ

や

か

に

旧

街

道

へ

怖

の

雨

だ

れ

長
生
き
は
し
た
く
な
い
と
て
ジ
ム
通
ひ

綱

渡

り

し

て

咲

け

る

鉄

線

哀

の

海

英

箆

の

せ

て

荒

れ

や

す

し

は

る

か

前

に

伯

父

の

ほ

ほ

え

み

プ

ロ

ポ

ー

ズ

広

告

塔

で

驚

か

せ

残

り

稿

な

ら

伐

に

も

脈

が

庖

先

に

減

塩

の

本

積

み

上

げ

て

ど
こ
へ
行
く
の
も
リ
ュ
ッ
ク
離
さ
ず

雪

像

の

銀

河

列

車

へ

月

あ

か

り

紙

漉

き

助

に

は

郎

で

拘

磁

を

閉

会

は

答

な

る

べ

く

暖

昧

に

ち

ょ

っ

と

こ

い

よ

と

小

綬

鶴

の

戸

短

冊

の

発

句

く

る

り

ん

花

大

樹

ス

カ

イ

ラ

イ

ン

の

霞

む

聞

け

さ

ナ
ォ
や

ど

か

り

は

天

神

崎

を

常

宿

と

双

眼

鋭

の

奥

に

楽

閣

誕

生

日

山

崎

術

師

に

ひ

た

か

く

す

新

型

肺

炎

サ

l

Z

広

が

り

か

き

氷

ぐ

に

や

り

と

曲

る

ア

ル

ミ

地

逆

転

一

打

汗

と

涙

で

靴

下

と

立

が

強

く

な

る

戦

後

夢

の

裂

け

め

に

外

な

ら

ぬ

君

市

民

麻

色

の

髪

に

囚

は

れ

抱

擁

す

世

非

平

和

を

数

学

が

説

き

ニ
ュ

l
ト
リ
ノ

今

宵

の

月

の

柴

し

く

街

り

か

た

ま

り

て

眠

る

う

り

坊

1
産

1
の

木

の

尖

に

う

た

れ

若

返

り

あ

れ

よ

あ

れ

よ

と

反

則

切

符

名

前

よ

り

帯

号

だ

け

で

呼

ば

れ

も

し

町

子

探

目

に

軽

く

あ

し

ら

ひ

姥

堂

の

姥

も

い

で

ま

せ

花

ざ

か

り

願

ひ

を

込

め

て

肱

つ

風

船

竹
下
附
子
捌

野
一
日
立
山
久
子

九
州
純
子

中
間
企
骨
子

司
令
奨
悲Z

E
 

刊
L
H
L子子純舟H

 
E
 

奨京口容山
吋袋五

回

引
tdut子容

J/i ~益
谷川

節蓉

糾
H
下
1
抑
制

平
成
二
十
ヒ
4
t
H二
十
三
日
目

平
成
ニ
f
七
均
4
1
月

八

日

足

(
於
毎
日
連
句
教
室
)
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《
神
戸

ひ
ょ
ん
の
会
》

非
慎
紙
十
六
凱

尻
取
り
抑
制

『真

顔

デ
ィ
オ
ラ
マ
の
婿
波
り
つ
つ
其
頗
な
り

鳴

り

物

入

り

で

主

役

デ

ビ

ュ

ー

す

薄

飯

山

裾

め

ぐ

る

パ

ス

待

ち

て

Z

E

む
す

E

1

2'

馳

初

終

日

長

江

腿

ラ
ラ
バ
イ
を
ジ
ャ
ズ
に
編
曲
花
は
散
り

地

割

歴

史

と

ふ

教

科

不

得

手

に

て

じ

を

は

て
‘

豆

爾

千

波

と

な

ぞ

ら

ん

窓

の

峠

の

態て
A

弟

妹

連

れ

て

か

き

氷

庖

天

体

の

観

測

趣

味

も

二

人

し

て

私

鉄

の

駅

で

見

初

め

た

る

こ

と

こ

と

さ

ら

に

別

れ

の

場

面

紙

の

月

強

き

し

鈍

の

音

露

時

間

の

野

"

の

て

ん

ノ

ノ

占

で

続

く

葡

萄

の

豊

作

に

く

に

の

批

り

が

つ

い

口

を

出

し

デ
シ
ベ
ル
を
測
っ
て
み
ん
せ
笥
が
告
ぐ

桂
ぐ
澗
の
呑
に
冴
ゆ
る
オ
ー
デ
ィ
オ

*
尻
取
り
抑
制
は
犠
旬
か
ら
絶
句
へ
鮒
扇
町
付
。

鈴
木

t見
捌

服部
問
中
美
子
{埜

鈴
木
泌
(
壁

際
本
昌
子
(
空

刊
崎
山
地
持
{
笠

抑
制
(
花

)

思
奨
子
A

雄
)

鬼
持
{
耳
)

昌
子
{
宜
)

忠
美
子
(
恋
)

泌
(
悲
}

白
子
(
月
}

山

地

持

(駄
}

決
(
駄
}

恕
美
子
(
緯
}

一品

圭

介

(冬
)

=一
本

英

治

(冬
)

平
成
二
十
七
今
回
月

-202-

白
隠
(
文
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《荷
山
国
間
狂
述
句
会
V

二
村
文
人
先
生

一
周
忌

(
六
月
十

一
日
}

十
甜i

部占

の

宿

差

入

れ

の

時

限

酒

酌

む

鮎

の

宿

青

田

の

風

を

通

す

十

畳

駅

伝

の

声

援

苅

く

弾

ま

せ

て

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

で

ず

っ

と

追

跡

J
新

発

売

D

V

D

を

手

に

月

夜

紫

苑

ま

た

の

名

鬼

の

醜

草

秋

拾

ほ

ほ

け

し

母

の

た

た

ず

ま

ひ

結

法

解

釈

世

諭

沸

臆

焼
芋
屋
は
ゃ
く
し
な
い
と
い
っ
ち
ゃ
う
よ

石

の

地

磁

が

ち

ら

り

披

見

て

い
ぬ
じ
ま
正

一
捌

文
人
先
生

地
沢
尚
子

奥
野
美
友
紀

常
山
川
妖
子

草
川
崎
叫
知
子

市

M

弘

美dvh 
t白日

い
ぬ
じ
ま
正

一

町村
干
館
子

Z
二
人
乗
る
自
転
車
さ
ら
に
灯
も
点
け
ず

学

校

一

の

美

少

女

に

恋

禿

頭

と

な

る

も

妻

と

は

友

白

髪

名

残

惜

し

み

つ

避

暑

地

離

れ

る

ぴ
っ
た
り
と
司
苗
張
り
付
く
窓
に
月

刑

山

中

の

靴

の

蹴

片

減

り

I
E
剣
士

小
手

而
胴
も
あ
ざ
や

か
に

ひ

ょ

っ

と

こ

の

舞

ふ

春

の

祭

礼

花

の

旅

思

ひ

も

掛

け

由

良

き

出

会

ひ

初

虹

か

け

て

岡

上

が

る

街

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
一
日
口
出

(
於
皇
井
町
ハ
ム
民
館
)

民 尚正英妖千侭正良 妖
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内

u
船
協
ふ
た
ば
会
ー
そ
の

一》

1且

『

4ht 

Z政

illJ 

き

わ

や

か

や

鼻

歌

背

ナ

に

パ

ス

走

る

花

野

を

分

け

て

故

郷

町

迫

月

の

影

じ

ゃ

れ

あ

う

犬

と

散

歩

し

て

泣

く

の

応

ヘ

ホ

ロ

い

に

ゆ

く

手
作
り
の
キ
ル
ト
の
バ
ッ
グ
お
気
に
入
り

形

不

備

い

と

れ

と

れ

ト

マ

ト

静

い

を

ま

あ

る

く

的

め

鰻

食

う

流

し

目

受

け

て

へ

の

へ

の

も

へ

じ

叩
く
の
は
ち
ょ

っ
と
揃
い
が
可
愛
い
の

世

き

薬

屋

の

効

か

ぬ

赤

玉

風

呂

敷

に

着

物

包

ん

で

質

屋

へ

と

き

れ

い

さ

っ

ぱ

り

断

指

離

を

す

る

薄

れ

ゆ

く

記

憶

の

奥

の

開

戦

日

稲

枯

れ

の

月

独

り

刑

酌

む

洋

館

の

窓

世

し

聞

け

ノ

ク

タ

ー

ン

川

知

紡

の

日

の

企

に

蝉

く

放

協

の

果

て

に

眺

む

る

花

符

制

を

帆

嗣

げ

れ

ば

尚

子

と

び

だ

す

剛山部
三
酔
捌

2
4少
を

述

め

舗

装

道

路

町

遍

路

笠

雨

に

耐

れ

ゆ

く

俳

盟

の

旬

開

母

の

戸

思

い

だ

し

た

る

子

司

歌

川

刊

の

こ

と

は

ほ

っ
と
い
て

よ
ね

Y

J
デ

レ

は

入

道

広

に

よ

く

似

合

う

幼

子

三

歳

腹

当

て

を

し

て

先

行

き

は

軒

と

な

れ

今

の

人

気

取

り

辺

野

古

の

沖

の

工

事

再

開

タ

風

に

大

腕

小

艇

い

ろ

制

出

せ

て

徐

々

に

始

ま

る

惚

け

と

定

除

名

月

に

芋

だ

豆

だ

と

脱

ら

ず

に

負

け

た

じ

ゃ

ん

け

ん

蛇

穴

に

入

品

1
地

芝

居

に

流

し

の

食

出

世

い

た

ま

ま

旅

の

鞄

を

締

め

て

は

聞

け

て

流
れ
た
て
の
瑚
排
を
手
に
ペ
ー
ジ
繰
る

百

名

山

に

残

る

あ

の

峰

ゆ

っ

く

り

と

疎

水

は

寄

せ

る

花

筏

病

後

に

優

し

鷲

の

戸

防

4
J
ト
h
=
J
r

ご
-4
一

登
志
子

久

子

雅

子
雅

彦

作
判
毅

三

酔

H

出
三

酔

A
q
野
雅

子

金
沢
ひ
ろ
あ
き

雌
野
雅
彦

谷川
H

久

子

録
的
肺
訴
中
晶
子

雅

彦

久

子

=
一

酔

雅

子
久

子

ひ
ろ
あ
き

相

彦

助
円

υ芯
子

雅

子

" 

桁雅久雅久 三 雅俊雅
-41 
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砂

砂
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子 子
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t
t
a吋
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」
土
二
日
v
H

V
成
二
十
t
A
q
十

一
H

八
円
出
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{
玖

都

ふ

た
ば
会
そ
の
ご
}

耽

『昨
夜
の
官
能
』

iill 
よ

ペ

秋

附

れ

て

川

夜

の

官

能

迫

々

し

野

抜

が

耐

閉

す

酒

の

昧

は

ひ

月

の

海

底

に

林

の

あ

る

さ

う

な

意
話

を
説
ん
で
子
を
寝
か
し

つ
け

手
を
添
へ
て
眼
鏡
の
拠
の
目
は
や
さ
し

ス

ケ

ー

ト

場

の

人

気

復

活

ぷ
山
し
く
く
る
く
る
持

っ
て
木
の

紫
散
る

外

つ
聞
か

ら

の

絵

は

が

き

府

き

証

ひ

た
る
エ
リ
ス
の
恋
町
制
閉
ま
は

想

ひ

静

め

て

ハ

l

プ

の

音

が

い
つ
の
日
か
来
て
も
ら
へ
る
の
来
迎
図

お

土

産

は

な

に

能

の

鵬

鵡

よ

繰

り

返

し

役

所

で

世

所

氏

名

訴

き

ゆ

H
L
H

夕

立

に

休

止

耐

袋

工

郁

舗
装
路
の
冷
め
も
や
ら
ず
に
月
経
し

ト
イ

レ

で

困

る

幣

ぎ

の
ズ
ボ

ン

花

枝

垂

れ

翁

の

句

碑

も

隠

れ

た

り

春

姉

か

そ

か

盟

山

に

鳴

き

化
山
都
府
捌

北
川
川
容
解

H

品
川
森

f
土

利

子

一以

非

典

先
立
胞
子政子典巌麻子議干子

『時
汁政典子

ydm 和春者相l純1向l舟

ー
紙

風

船

幼

の

手

か

ら

放

ち

た

る

今

も

人

気

の

さ

す

ら

ひ
の

回
'
紘

開
通
の
列
車
を
待
ち
て
カ
メ
ラ
据
ゑ

明

棚

上

が

る

豚

舎

炎

よ

初

時

間

仮

設

の

悲

し

い

つ

終

る

化

け

さ

う

な

傘

さ

し

て
ゐ
る

奴

こ
の
恋
は
浮
き
名
を
流
す
尻
尾
な
り

さ

て

こ

こ

か

ら

が

道

行

の

段

酌
み
交
は
し
抱
き
合
う
て
は
目
立
仙
境

ポ
カ
リ
ポ
カ
リ
と
容
が
浮
い
て
る

門

柱

に

柿

も

眺

む

る

初

月

夜

H
-

瓜

提

げ

亭

主

御

刑

判

珂

:
衣
被
つ
る
り
と
剥
け
て
の
っ
ペ
ら
ぼ
う

廊

下

町

端

は

風

の

泊

り

場

に
は
と
り
が
コ
コ
コ
コ
コ
コ
と
餌
を
探
す

渡

り

ゆ

く

倍

腕

な

る

谷

結

界

の

か

た

へ

明

る

き

花

陸

持

の

町

辺

に

は

蝶

々

舞

ひ

ま

ふ

" 
森繁悦事1紫

#I!苑子干苑ぞシ

峰
崎
志
津
立。

悦事l紫和春寿事l

子子苑子堺" 913子h
q
 

芯
市
立

平
成
ニ
!
七
均
九
月
ト
三
日
前

平
成
ニ
ト
ヒ
均
十
-
月

八
日
足
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《仙
台
北
杜
連
句
塾
ー
そ
の

一
》

E札

火

の
色
で
』

1111 

火

の

色

で

聞

を

罰

め

る

お

水

取

日

光

月

光

腕

げ

に

笑

む

姉

の

子

へ

嬰

は

一
揖

を

踏

み

出

し

て

チ

ャ

ン

ス

狙

っ

て

ス

マ

ホ

備

え

る

俄

雨

昨

夜

の

王

兎

は

何

処

に

ぞ

芋

併

の

跡

の

山

間

る

川

原

ゥ
寄

せ

惜

き

の

官

諜
輸
に
な
る
弘
、
隣

反

骨

過

す

泌

頼

も

し

し
な
や
か
な
指
の
裂
で
る
ラ
ブ
ソ
ン
グ

門

限

な

ど

は

消

え

て

し

ま

え

と

卵

白

を

角

立

つ

ほ

ど

に

泡

立

て

て

身

じ

ろ

ぎ

も

せ

ず

考

え

る

情

舞

踏

ま

は

氷

と

月

を

ふ

と

こ

ろ

に

村

人

集

う

貨

の

聖

堂

官

民

を

開

り

伝

え

る

ハ

ポ

ン

姓

生

中

継

に

タ

イ

ム

ラ

グ

あ

り

自

転

車

で

下

る

快

感

花

の

迫

忘

れ

霜

と

て

椅

に

う

っ

す

ら

相
野
山
晴
子
捌

ナ

ォ

岨

附

割

に

見

高

校

野

球

百

年

に

務

胡

麻

油

の

人

気

沸

勝

あ

ち

こ

ち

に

他

蹴

お

た

く

m
m中

餓

鬼

大

将

が

現

在

の

町

長

通
夜
の
席
ほ
う
た
る
ひ
と
つ
迷
い
込
み

陶

枕

の

傍

染

み

の

絵

平

子

恋

さ

ま

ざ

ま

願

い

の

晶

で

縛

る

ら

ん

と

ろ

ろ

に

前

身

を

部

と

す

後

添

い

月

光

を

ソ

ー

ラ

ー

パ

ネ

ル

持

て

余

す

木

第

山

立

を

賭

け

て

竿

振

る

隣

家

へ

平

を

よ

げ

止

め

る

村

町

パ

ス

哉

、

つ

服

に

宰

節

感

な

L

2
ほ

ほ

笑

み

の

家

族

写

真

に

淑

気

満

ち

欧

州

宛

の

初

初

出

し

た

り

平

成

へ

繋

ぐ

富

岡

製

糸

場

校

外

学

習

凶

む

語

り

部

花

盛

り

味

を

探

り

て

女

杜

氏

鍛

に

白

雲

か

か

る

森

興

洋

子
て
る
干

円

子

弓

子

政

子
洋

子
弓

子

昌

子

洋

子

康

子
て
る
干

弓

子

晶

子
洋

子
弓

子

て
る
干

昌

子

洋

子

位
打
野
山
肱
子

谷
川
部
弓
子

怯
ノ
井
洋
子

怖
間
以
昌
子

秋
川
て
る
子

時

子
弓

子

政

子
品

子
て
る
子

洋

子
弓

子

政

子

門

口

干

て
る
子

背

子

日

勺

『

十

五

子

平三l!.
成成

十 1-
ヒ七
.{I: ij 
凹 三

立川 月
前 l

四十
fE日日
~l~ l-ti口
口

コ

ュ

プ

イ

セ
ノ

タ
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《仙
台
北
社
辿
句
塾
「
抽
出
」
》

歌

『み
ち
の
く
の
』

uh 

み

ち

の

く

の

神

悦

ぱ

す

植

田

か

な

祭

太

鼓

の

響

く

村

里

忙

中

に

暑

中

見

舞

を

認

め

て

独

り

暮

ら

し

も

板

に

つ

き

た

り

渓

流

に

千

々

に

砕

け

る

今

日

の

月

乗

っ

か

っ

て

み

る

獄

の

腰

掛

ヲ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
柿
剥
く
手
つ
き
お
ぼ
つ
か
な

人

魚

の

よ

う

に

彼

女

振

舞

う

初

産

の

喪

の

寝

乱

れ

い

と

お

し

く

知

れ

ば

知

る

ほ

ど

難

き

経

済

雲

流

れ

博

物

館

仁

魯

迅

像

月

の

雫

に

氷

柱

伸

び

ゆ

く

紙
子
治
て
元
椋
の
世
を
て
く
て
く
と

ま

こ

と

し

や

か

に

忍

者

鋭

な

ど

鋲

魂

の

集

い

一

瞬

風

が

止

む

的

の

浜

に

ド

ロ

l

ン

不

時

椅

キ
ャ

ァ

y
ア
イ
妖
し
く
光
る
花
の
窓

大

好

物

の

草

餅

を

買

つ

狩
野
康
子
捌

ー

初

虹

の

欠

点

の

な

さ

弧

を

写

す

哲

学

者

め

く

伯

父

の

似

顔

絵

通
販
で
精
査
打
ち
道
具
取
り
得
せ
て

間

駄

内

抗

は

町

の

シ

ン

ボ

ル

難

民

の

山

川

の

漂

う

熱

情

夜

半

風

子

飼

う

瓦

飽

り

の

僧

イ
マ
ジ
ン
を
矢
け
て
る
影
と
聴
い
て
い
る

右

足

首

に

ア

ン

ク

レ

フ

ト

付

け

親

子

ほ

ど

年

の

差

婚

の

仲

の

良

き

呼

吸

合

せ

て

直

す

採

屋

根

月
上
げ
て
ア
ル
ハ
ン
プ
ラ
の
熱
慨
す
る

秋

を

ゆ

っ

く

り

事

く

亡

盤

1
地

芝

居

に

一

戸

口

く

大

向

う

後

生

大

事

に

出

版

の

酒

象

他

に

負

け

じ

と

長

寿

競

い

い

て

掃

除

当

番

報

せ

ポ

ス

ト

に

末

っ

干

の

い

た

す

ら

盛

り

花

蝶

り

わ

が

も

の

が

お

に

鮭

五

郎

飛

ぶ

則 紀 と芳紀政府 WJ芳と 紀 則破!Iiと紀則破
く J. <斗〈斗

子子子成子子子子成子子子子干干子子子

EM康
子

秋
梨
芳
成

n
と
く
子

刈
草
地
斗
子

芳

成

山

子

政
斗
子

と
く
干

康

子
芳

成
と
く
子

被
斗
子

芳

成
山

子

鴎
川
則
子

川
村
紀
子

と
く
子

康

子

平
成
二
十
ヒ
均
六
月
十
六
日
目

平
成
二
十
七
年
七
月
十
六
日
尾

(於
仙
台
文
字
血
)
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《仙
台
ほ
れ
ぼ
れ
座
V

h払

九

を..... 

条

官h

九

条

を

喪

山

刊

に

乗

す

や

秋

出

水

哀

歌

流

れ

て

揺

ら

す

黍

の

魁

望

降

つ

卵

白

か

た

く

泡

立

て

て

量

り

売

り

す

る

郎

の

前

け

も

の

広
告
は
イ
ン
タ
ー
不
ヅ
ト
駆
使
し
た
る

梢

く

っ

き

り

と

鰹

ぴ

ち

ぴ

ち

。少

年

は

全

身

が

夏

変

戸

期

木

地

に

彫

り

込

む

柔

ら

か

き

頗

磁
山
の
劉
陥
憾
の
お
ん
な
氷
泣
に
生
き

仙

川

保

け

ど

こ

と

ば

少

な

し

進
化
す
る
ロ
ボ

ッ
ト

い
つ
か
ヒ
ト
科
越
え

可

胴

鍋

に

液

る

粕

H

手

袋

の

ま

ま

に

指

さ

す

三

日

月

困

っ

た

時

は

神

頼

み

す

る

た

ま

さ

か

に

盤

飛

ん

だ

る

先

に

犬

ぐ
い
と
曲
が
っ
て
風
抜
け
る
路
地

花

の

街

茶

汲

人

形

茶

を

こ

ぼ

す

物

干

し

台

に

黄

粉

応

聞

く

永
間l

丹
捌

E
山

奇

の

若

き

和

尚

の

出

m
m
干

時

間

を

自

舞

い

半

世

紀

紙

ち

到
来
的
果
実
酒
の
持
の
え
も
有
え
ず

王

を

仰

ぎ

て

嶋

呼

ソ

ク

ラ

テ

ス

い
つ
の
間
に
科
理

上
手

の
夫
と
な
り

で
U

ぁ
，、
E
Z

的
j
h

額

か

ら

極

ま

で

も

霊

こ

い

添
寝
能
ち
ょ
い
と
訳
あ
る
く
ぼ
み
に
て

岬

の

能

に

へ

ば

り

つ

く

車

復

興

の

魚

河

岸

に

声

響

く

ら

ん

町

内

会

長

赤

い

長

靴

お
つ
き
さ
ま
き
ょ
う
も
あ
し
た
も
て
‘
り
し
て
よ

背

の

廠

に

飾

る

初

萩

:
白
け
鮮
が
主
役
を
閉
山
っ
た
村
芝
居

也

事

の

棚

に

車

と

お

位

牌

・I
L

C

北

上

山

地

口

け

ば

ぷ
っ

こ
み

釣
り
の
鈍
の
て
ん
ぷ
ら

闘

を

臨

時

う

一

本

桜

花

の

王

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
じ
ゃ
な
く
そ
れ
は
佐
保
脱

-208ー
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h
泌

物

角

川

町

平
成
二
十
ヒ
年
九
川
十
八
日
町

平
成
二
十
八
年

一
川
二
十
九
日
厄
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仙
台
文
学
問
)

*
I
L
c
・
イ
ン
タ
ー
ナ
ン
ヨ
ナ
ル
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
l

全
長
引
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
叩
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
町
地
下

に
盟
設
さ
れ
る
大
製
梢
研
究
施
設



《
取

が

「
窓
」
迎
句
会
》

半
歌
仙

i尤

了

花
』

沈

丁

花

生

垣

多

き

町

に

住

み

卒

業

式

も

近

き

校

庭

山

笑

ふ

新

幹

線

の

ま

た

延

び

て

真

打

ち

ど

っ

と

十

人

も

増

え

志

き

め

し

横

顔

月

消

か

米
つ
き
ば
っ
た
ピ
ン
と
飛
び
跳
ね

」
陶
り
酒
ア
ラ
ゴ
ン
の
詩
を
口
づ
き
む

フ
ェ
イ
ス
プ
ァ
ク
で
パ
リ
に
送
信

木
枯
し
が
窓
捕
ら
す
だ
け
畢
る
来
な
い

買

い

だ

過

去

を

猫

は

知

っ
て
る

ほ
ろ
苦
き
生
楽
な
れ
ど
先
か
さ
ず
に

金

魚

鉢

に

は

背

き

ふ

ち

ど

り

月

明

り

附

雌

寄

り

の

帰

り

逃

男

ふ

た

り

の

子

に

恵

ま

れ

て

性

格

差

腸

内

閣

の

し

わ

さ

と

か

モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
で
野
菜
す
く
す
く

老

い

と

い

ふ

未

知

の

日

険

花

万

朱

迷
路
パ
ズ
ル
に
、
水
き
日
の
暮
れ

古
野
陽
子
捌

中
井
淑
子

市川
三
世
子淑

野
川
敏
子

宮
骨
川
崎
子敏世陥世

鈴
本
ア
ヤ

内
川
き
ち
子陽敏みり

-209ー
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平
成
二
十
七
均
三
月
二
十
日
百

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日
尾

(
於
東
京
女
子
大
学
同
意
々
と
即
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内
日
A
M

木
都
月
辿
句
会
》

歌

良

己
'"'、』

寛

制l

転

寝

苦

に

遊

ば

ん

良

寛

忌

ほ

こ

ろ

び

初

め

し

鉢

の

紅

梅

東

風

の

中

電

動

自

転

車

軽

や

か

に

ロ

プ

ジ

の

様

な

新

居

購

入

三

毛

摘

も

仲

間

に

入

れ

て

月

の

宴

今

年

の

摘

の

寄

り

ふ

く

い

く

魅

惑

色

は

一

な

ち

碍

耳

目

舷

ま

し

年

齢

不

詳

美

肌

や

わ

肌

義

理

人

悩

秤

に

掛

け

て

恋

を

取

る

雀

の

群

れ

の

か

し

ま

し

き

こ

と

B
級

の

ご

当

地

グ

ル

メ

激

戦

に

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ン
ュ

l
ズ
足
に
馴
染
ん
で

見
慣
れ
た
る
山
は
い
つ
し
か

雪
景
色

蹴

俄

迎

え

て

夜

話

の

茶

事

古
文
性
の
謎
は
未
だ
に
解
け
ぬ
ま
ま

池

の

問

ま

で

波

紋

広

が

る

樹

木

医

に

苛

ら

れ

続

く

花

街

道

子

を

伴

い

て

知

恵

詣

へ

と

の

ー
反

戦

の

プ

ラ

カ

ー

ド

持

ち

労

働

祭

大

空

を

行

く

雲

の

白

き

ょ

憧

れ

の

宇

宙

旅

行

は

あ

き

待

ち

で

T

V

体

操

日

ご

と

欠

か

さ

ず

莱

聞

の

す

く

す

く

育

つ

野

菜

遥

や

や

大

人

び

て

髭

の

焔

省

子

お
見
合
い
は
ス
ト
ロ
ー
ハ

y
ト
の
可
愛
い
娘

ハ

ネ

ム

ー

ン

に

は

嬰

も

一

緒

に

美

術

館

巡

り

楽

し

む

巴

里

の

街

低

く

静

か

に

弥

撒

の

錯

の

音

棒

綴

の

香

月

は

優

し

く

中

天

に

思

仰

の

歌

集

読

み

ふ

け

る

秋

t
牧

閉

ざ

し

望

郷

の

停

重

ね

お

り

値

下

が

り

続

く

灯

油

ガ

ソ

リ

ン

ゆ
っ
た
り
と
水
平
線
を
行
く
タ
ン
カ
ー

声

よ

く

通

る

屋

根

替

の

人

花

叫

に

お

は

こ

一
差

し

舞

う

翁

っ

か

ず

離

れ

ず

貰

蝶

白

蝶

根
本
美
茄
子
捌

似
王
者
"加
子

片
野
弥

忠

良
巾
矢
麻
女

控
除
骨

子

弥

恵

美
茄
子

竹
un

Z
J

矢
麻
女

美
茄
子

仲

仲

山

vv

矢
麻
女

村山川

エ
J

弥

恵

美
茄
子

幻

子

美
茄
子

矢
麻
女

弥

忠

矢
麻
女

竹川引

Z
J

弥

恵

美
茄
子

掛

子

矢
麻
女

美
茄
子

詳

子

矢
麻
立

美
茄
子

明

子
弥

辺

美
那
子

矢
麻
女

r
干

美
茄
子

弥

前

官

矢
麻
女

平
成
二
f
七
均

一
月
六
日
首
尾

(於

石
神
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
}
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《仙
台
宮
城
県
辿
句
協
会
》

歌

初

茜』

官h

追

ひ

っ

け

ぬ

も

の

の

院

し

初

詣

淑

気

概

る

北

の

峠

峠

復

興

へ

世

界

会

議

の

聞

か

れ

て

同

時

通

訳

咽

を

う

る

ほ

し

月

の

尚

コ

ッ

プ

の

中

に

拠

ま

へ

む

明

日

こ

そ

は

と

英

容

ふ

く

ら

み

ぷ

布

き

ら

の

小

劇

場

に

挑

む

秋

じ

ん

わ

り

こ

く

の

で

る

五

十

代

再

会

の

男

の

胸

の

う

す

き

こ

と

こ

れ

が

最

後

と

紅

を

濃

く

し

て

普

段

着

の

ほ

ほ

ゑ

み

凶

む

家

族

葬

猟

神

様

の

つ

る

つ

る

と

阻

り

手

拍

子

で

唄

ふ

品

唄

夏

の

月

官

剖

飽

顕

の

老

舗

賑

は

ふ

ア

フ

ガ

ン

に

命

の

水

を

屈

け

た

し

悲

法

九

条

未

来

左

右

す

現

代

の

花

咲

爺

は

聴

診

器

子

供

ら

遊

ぶ

畦

の

た

ん

ぽ

ぽ

ナ
ォ
上

り

鮎

飛

沫

を

あ

げ

て

広

瀬

川

ス

マ

ホ

離

さ

ず

端

信

を

待

つ

新

境

地

聞

き

市

場

に

打

っ

て

出

る

標

準

時

に

は

一

秒

の

誤

差

老
い
た
れ
ば
日
一
視
の
昼
寝
良
い
と
い
ふ

き
ん
ち
ゃ
っ
き
り
の
手
は
ふ
と
こ
ろ
に

仲

見

世

で

心

つ

か

ん

だ

初

デ

l
ト

い

ひ

出

し

か

ね

る

街

代

の

こ

と

ミ
ン
ユ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
戦
ら
ぬ
昧

路

地

へ

と

続

く

向

き

板

塀

月

明

L
百

度

参

り

の

靴

の

昔

母

い

そ

い

そ

と

分

け

る

新

米

Z
美
術
展
レ
プ
リ
カ
も
あ
り
モ
ノ
ク
ロ
も

フ

ァ

ッ

ク

ス

わ

ん

さ

届

き

戸

惑

ふ

ゃ

う

や

く

に

最

終

使

に

間

に

合

ひ

て

廃

校

に

寄

す

思

ひ

そ

れ

ぞ

れ

青

空

を

舞

ひ

っ

く

す

よ

な

花

吹

雪

ゴ

ル

芝

生

も

穀

雨

喜

ぶ

狩
野
山
肌
子
捌

狩
野
山
肱
子

中
村
記
脱

水

湖

丹

佐
々
木
掛
子

向
山
連
雄

秋
開
て
る
干

旬
以
昌
子

谷
川
郎
官

d

子

怯
ノ
井
洋
子

秋
梨
芳
成

浜
附
則
子

高
樹
破
斗
子

車
川
恵
子

山
中
裕
子

水
閲
覧
智
子

仙

沼

地

宏

古
抑
制
州
夫

渡
辺
光
子

フ

平
成
ニ
イ
七
年
十
三
月
-
一
十
五
日
満
尾
(
文
音
)

， I '行小，U{ r~ 
村，1，;(鮫肌情

孝泰幹弘美
代

子子市九司平史子子子子

筒
井
草

山
崎
山
間

出
家
丈

附
加
竪

償
川
圭

山
間
巾
ん

本
舗

ア

佐
/}I 荒鈴川今

藤品主 ii去と
航美 く

子男子宇子イ

:r; 

- 211ー



《怯
山
芽
柳
述
句
会
V

歌

牧

の

風

制l

ど

の

声

も

牧

の

色

な

さ

風

に

乗

る

牛

の

背

中

に

秋

惜

し

む

月

仕

舞

屋

町

屋

根

に

は

ら

は

ら

散

紅

葉

力

を

込

め

て

プ

ル

ト

ッ

プ

聞

け

雌

L
船

向

か

ひ

に

座

る

老

紳

士

弧

を

揃

き

つ

つ

飛

ん

で

ゆ

く

蝉

今
日
押
杖
に
は

っ

し

と

打

た

札

夏

の

事

一
夜

の

契

り

忘

れ

ら

れ

な

い

マ
ダ
ム
笑
む

「ド
ン
ベ
リ
抜
い
て
い
い
で
せ
う
?
」

踊

り

場

の

灯

の

消

え

て

又

占

き

鍵

隠

す

妖

怪

ひ

そ

と

桜

ん

で

を

り

尖

ら

せ

て

ゐ

る

鉛

筆

の

芯

黙

々

と

月

下

に

宮

を

落

と

す

父

焼

事

先

り

の

耶

過

ぎ

ゆ

き

肱

発

の

稼

働

に

知

郁

の

ゴ

l
サ
イ
ン

ア

ド

バ

ル

ー

ン

が

主

に

傾

く

花

満

ち

て

足

も

心

も

軽

や

か

な

道

訪

ふ

翁

枇

の

ど

ら

か

大
月
凶
立
捌

ー
子

ら

集

ひ

浮

桟

慌

に

釣

る

似

張

G
P
S
を

い

つ

も

チ

ェ

ッ

ク

し

明

石

は

神

の

際

か

活

火

山

め

が

ね

加

に

掛

け

て

う

ろ

う

ろ

帯
磁
抱
へ
息
を
は
づ
ま
せ
押
す
チ
ャ
イ
ム

燃

え

尽

き

さ

う

な

炎

昼

の

キ

ス

屋
久
島
へ
「
飛
鳥
」
は
岐
を
分
け
ゆ
き
て

よ

り

と

こ

ろ

な

き

難

民

の

群

幸

せ

と

思

へ

ば

あ

れ

も

こ

れ

も

幸

衣

装

明

る

く

同

窓

会

へ

望

月

夜

お

と

き

の

世

界

広

が

り

て

桁

抑

制

押

け

て

撹

む

枝

先

Z
百

号

の

ず

ら

り

と

並

ぶ

奨

術

政

車

椅

子

押

す

孫

の

優

し

き

日

を

掴

む

太

極

拳

の

ポ

ー

ズ

あ

り

い

つ

も

民

ふ

の

は

粒

肋

聞

の

パ

ン

天
心
の
土
ま
ん
ぢ
ゅ
う
へ
と
落
花
節
々

山

郁

も

凡

せ

ず

に

小

灰

蝶

舛

ふ

大川
一由

主

山
盟
主
-奈
子

筏
肱
満
子

西

女

尚

子

柴
張
子

商

女
満

子
西

女

満

子

美
奈
子

西

京

山
本
栄
盟

十
点
附
子

締本マュ、司、

栄

且

満

子
四

女

平
成
ニ
1
ヒ
均
九
月

三
十
日
目

平
成
二
十
七
年
十

一
月
二
十
四
日
厄

*
胸
合
天
心

西

女

拍

子
マ
ユ
ミ

刀刊

Fr

f

ニ

満

子

栄

出

満

子

闘

十

字

昨
栄

型
拍

子

満

干

栄

山

中
断
川

マ
ユ
ミ

西

京

拍

子
昨昨

ヰ

執

{
於
嗣
本
邸
)
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《
京
M

夢
々
連
句
ー
その一
V

歌

『古
都
暮
る
る
』

fIIl 

か
な
か
な
の

一
途
に
鳴
い
て
古
都
詐
る
る

造

り

酒

屋

に

月

連

れ

の

客

林

検

狩

り

官

年

金

の

パ

ス

仕

立

て

一

服

レ

フ

の

カ

メ

ラ

活

蹴

意

識

し

て

海

馬

刺

激

の

大

笑

ひ

金

魚

の

動

き

じ

っ

と

追

ふ

釧

今夏

怖

を

き

り

り

と

し

め

て

荷

主

将

修

行

の

仰

と

し

の

び

進

ふ

恋

海

を

越

え

や

っ

と

こ

人

の

新

天

地

ガ
ー

デ

ニ

ン

グ

に

恕

ふ

ひ

と

と

き

受

賞

作

読

む

前

に

見

る

ネ

ッ

ト

評

お

い

て

け

楓

に

微

か

な

る

声

援

み

波

る

空

に

く

っ

き

り

仏

、

満

月

火

鉢

を

据

え

て

家

間

臨

み

解

き

鑑

定

で

銘

あ

る

太

刀

と

知

ら

さ

れ

る

格

を

波

れ

ば

回

生

み

の

日

向

歌

胞

の

モ

デ

ル

と

な

り

て

花

の

下

毛

臨

機

づ

る

風

の

や

は

ら

か

~p 

部
英
子
捌

Z
蚕

棚

桑

食

む

音

の

が

き

ご

そ

と

ヨ

ガ

教

室

で

直

す

腰

州

世

界

中

天

地

典

変

で

落

ち

つ

か

ず

記

者

会

見

に

勢

揃

ひ

し

て

町

内

は

僚

支

度

に

お

ほ

わ

ら

は

涼

し

き

部

屋

に

眠

る

老

犬

イ
ケ
メ
ン
の
検
訟
の
医
師
に
た
じ
ろ
い
で

言

葉

い

ら

ず

の

仲

に

陥

る

誇

ひ

も

身

を

寄

せ

合

へ

ば

蛍

の

味

時

を

知

ら

せ

る

教

会

の

鋭

ス
ー
パ
ー
ム

l
ン
兎
の
餅
を
拾
へ
き
う

陥

の

時

に

産

土

の

森

4
山

円

や

か

に

ス

ポ

ー

ツ

省

が

発

足

す

如

才

の

な

さ

に

人

の

集

ま

り

茶

道

部

の

左

の

お

占

前

い

た

だ

い

て

悶

悶

川

へ

と

流

す

紙

雛

花

吹

雪

カ

リ

ヨ

ン

智

く

時

刻

台

北

町

大

地

に

土

匂

ふ

頃

桜
美
子

日
忠

臣

子

後
藤
と
み
子

大
杉
澄
江

L

無
線
尚
代美ル』峰

山
町
川
町江美ル』に

ド
剛
躍誕子子山

医

。柳Jt
111 山
宏明

平
成
二
十
七

4
九
月
ヒ
日
目

平
成
ニ
卜
ヒ
年
十
月
五
日
庖(

於
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
)

宏明尚宏美明 IAl 江明美佐宏慶柴 I~J 尚桜江
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《
東

京

夢

々

迎

句

そ

の

こ
}

事;

『昭

和

の
森
」

官11

ホ

光

る

昭

和

森

の

返

り

花

毛

繕

ひ

す

る

小

春

日

の

稲

美
味
し
い
と
崎
の
麺
魁
を
民
ひ
に
来
て

弟

子

の

手

元

を

目

す

棟

梁

望

の

月

ジ

ャ

ン

ボ

機

動

く

整

備

場

歌

女

略

〈

肱

に

波

り

ゆ

く

風

今時

代

祭

若

き

主

役

に

盛

り

上

が

る

フ

ェ

イ

ス

プ

y

ク

で

公

刷

告

白

世
円
少
な
ら
ば
覚
め
ず
に
ほ
し
い
霊
の
日
々

記

念

の

耐

を

五

線

諸

に

位

〈

雅

や

か

ノ

ー

ベ

ル

賞

の

舞

踏

会

王
立
の
テ
ィ
ア
ラ
光
る
サ
フ
ァ
イ
ア

贈

ら

れ

L
H
m
焼

酎

と

月

憩

ふ

納

涼

映

岡

偲

ぶ

名

優

相

子

浮

く

透

明

人

間

や

も

し

れ

ぬ

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

の

醐

甘

く

尚

古

花

吹

雪

受

け

て

悶

児

の

列

乱

れ

経

を

納

め

る

和

皐

式

部

忌

σコ

自性

間
列

車
障
と
み
干度代江

桜
美
子
捌

ー

何

処

か

ら

か

焼

蛤

の

よ

き

匂

ひ

旧

街

道

に

こ

ぬ

か

雨

降

る

認

知

症

予

防

外

来

賑

や

か

に

物

織

を

か

も

す

過

激

発

官

銀

盤

の

羽

生

結

弦

は

次

元

越

え

人

寄

せ

付

け

品

以

の

森

恋

文

を

代

筆

す

る

う

ち

横

恋

慕

離

れ

ら

れ

な

い

仲

の

二

人

に

キ
ャ
リ
ア
捨
て
土
を
耕
す
暮
ら
し
ぶ
り

技

術

指

叫

に

ア

フ

リ

カ

の

地

へ

月

光

の

砕

け

飛

誌

と

な

る

岬

美

術

の

秋

を

踊

ふ

ポ

ス

タ

ー

3
べ

い

独

楽

町

名

人

気

取

り

腕

ま

く

る

豆

大

稿

の

貯

き

な

御

隠

居

単

純

の

対

向

車

待

つ

山

の

駅

岩

屋

探

検

奥

へ

奥

へ

と

歌

碑

巡

り

花

巡

り

し

て

古

都

の

宵

手

間

を

交

え

て

集

ひ

の

ど

ら

か

水
域

l市

nμ
川
美
子

大
杉
澄
江

北
品
明
子

柳
川
宏
子

三岡
山出

子柴γ
ム宏刑

判康美江宏附

n鹿柴工宏

平平
成 J~

十 1-
七七
.í~均
1-1 
二 月
月二

十
合ヒ七
抗日日

東足首

ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

慶尚江と江 dlj 慶 I~J 宏宏美江と
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《横
浜
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
述
句
会
ー
そ
の

-
v

歌

駅

面

正

イリl

花

冷

や

駅

正

而

の

喫

茶

応

穀

雨

門

部

り

に

信

号

の

背

プ
ロ
グ
に
は
諸
子
跳
ね
し
と
書
き
足
し
て

ク

ロ

ス

ワ

ー

ド

を

辞

典

引

き

引

き

月

今

宵

皆

既

月

食

み

な

待

て

る

市

山

憾

の

鳴

り

て

消

え

る

虫

の

音

。延

々

と

続

く

万

灯

御

命

講

同

窓

会

は

ハ

グ

に

次

ぐ

ハ

グ

ど

さ

く

さ

に

紛

れ

噺

く

老

い

の

恋

朝

帰

り

の

嘘

心

昂

る

は

し

ご

酒

愉

し

宿

泊

嵐

紘

浪

記

青

葉

匂

へ

る

哲

学

の

道

水

虫

の

業

少

な

し

貿

ひ

に

遺

る

下

駄

の

鼻

緒

の

裕

子

柄

好

き

羽

う

ち

わ

を

天

狗

か

ざ

し

て

且

望

み

児

を

神

震

と

自

慨

す

る

マ

マ

米

朝

を

惜

し

み

臓

の

月

渡

る

骨

茶

を

流

れ

て

つ

ま

む

草

餅

依

ょ
っ

義み子夫有

図
司
正
夫
捌

:
オ

ー
プ
ン
戦
出
る
に
出
ら
れ
ぬ
春
恒
峰

肥

満

の

犬

は

散

事

大

好

き

朝

市

で

賑

ふ

こ

こ

は

夢

の

巴

里

右

岸

で

飛

ば

す

赤

い

風

船

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
滑
て
干
の
手
紙
孫
に
鮫
む

窓

の

雷

と

は

省

エ

ネ

の

こ

と

過
ぎ
し
日
を
想
ひ
出
し
居
る
満
ち
し
今
日

い

く

た

び

も

研

ぐ

肥

後

之

守

殿

ラ
イ
バ
ル
を
押
し
の
け
彼
の
霊
を
仰
ん

酔

っ

た

ふ

り

し

て

し

が

み

つ

く

腕

月

斜

め

非

常

階

段

急

に

し

て

木

犀

の

香

に

む

鎖

的

る

I
芸

術

祭

書

道

展

見

て

絵

回

展

ど

こ

の

街

に

も

ユ

ニ

ク

ロ

が

あ

り

財
布
出
し
何
が
欲
し
い
と
辿
れ
に
聞
く

胤

申

る

や

か

に

頬

を

揮

で

行

く

最

果

て

の

花

に

会

は

ん

と

旅

支

度

噌

り

盛

る

庭

の

樹

々

の

間

門
川
正
夫

9
mmHH
常

義

向
山
鄭
和

刑
匂
道
代

訟
川
俊
夫

篠
山
胤
ま
ゆ
み

白
石

一

有

訟
附
ぽ
く
る俊巡る義治

相。

執

る自主み有

平
成
二
十
ヒ
年
四
月
回
目
的

平
成
二
十
ヒ
均
五
月
二
日
時

{
酔
繍
浜
市
栄
区
民
文
化
セ
ン
タ
!
)

る道義夫み義夫うつ義みうみ

-215 -



《館
情
浜
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
迎
句
会
ー
そ
の
こ》

歌

『鉄

路

の
錆
』

官h

0
帯

線

鉄

路

の

錆

や

柿

じ

ゃ

ら

し

パ

ン

タ

グ

ラ

フ

に

十

五

夜

の

月

初

猟

の

誘

ひ

の

は

が

き

ポ

ケ

y

ト

に

ひ

と

り

暮

し

の

箱

膳

に

粗

茶

迫

出

す

る

時

は

平

目

に

起

き

出

し

て

ラ

ジ

オ

体

操

紫

桜

町

陰

今
サ
ー
フ
ィ
ン
が
オ
リ
ン
ピ
ァ
ク
の
鏡
技
と
ふ

下

駄

放

り

投

げ

天

気

占

ひ

好

き

嫌

ひ

肝

き

嫌

ひ

好

き

嫌

ひ

釘

き

選

ん

だ

つ

も

り

が

選

ば

れ

た

恋

蝶

も

て

ト

ロ

イ

の
へ
レ

ン

取

り

返

し

一

角

獣

の

臨

ひ

え

び

え

悼

み

の

絵

筆

に

月

の

影

さ

し

て

ジ
ャ
ン
ジ
ヤ
ン
撒
丁
カ
ス
ト
リ
を
呑
む

附

市

に

戦

闘

仰

の

若

き

頃

り

ん

ご

の

唄

に

明

日

を

事

見

る

花

蓮

孫

と

ふ

た

り

で

席

取

り

に

う

と

う

と

す

れ

ば

蝶

の

訪

ひ

本
邸
良
子
捌

:

権

禰

泊

の

ゆ

る

き

沓

音

め

か

り

時

光

遍

く

大

屋

根

の

反

り

宇

市

よ

り

術

E
町

山

に

拠

へ

ら

れ

見

返

り

求

め

嘘

を

重

ね

て

あ
っ
ち
'
川
い
て
ホ
イ
惚
れ
た
女
子
ほ
ど
輔
さ
れ
ず

旺

り

て

知

る

喪

子

あ

る

人

水

音

に

鰯

々

と

し

て

袴

能

座

敷

蕗

は

ま

の

宝

よ

だ
う
し
て
も
わ
だ
ば
ゴ
y
ホ
に
な
る
と
一
吉
ふ

夜

行

列

車

の

隅

に

指

附

月

う

さ

ぎ

判

つ

く

様

の

削

白

く

背

松

山

は

リ

l

ド

テ

ノ

ー

ル

L
数

妹

玉

で

作

る

お

手

玉

母

申

づ

り

緋

の

稲

物

割

烹

北

川

付

け

こ

ん

に

ち

は

技

拶

軽

く

回

覧

板

家

出

し

た

犬

探

す

堤

防

大

海

へ

変

幻

自

在

花

筏

逸

の

餅

に

添

へ

る

川

町

「

文

字

子有

q
川
口
市
義

け

下

容

向
山
鄭
和代

品
川
引平副

制義中何町日義t
 

t
 

智t
 

本
Mm
良

1'1 
石

府

匂
迫

。

平
成
二
十
ヒ
司
」
l
H三
目
指
陪

{
世
横
浜
市
栄
区
民
主
化
セ
ン
タ
ー
)

義

事I有代義代相ifZ手11高代良替義砂。普和筈
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《徽
甲
山
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
迎
句
会
そ
の
一
回忌

歌

『清
浄
光
寺
』

官11

寂

寂

と

消

浄

光

寺

b

件
、
来
る

小

春

日

和

に

弾

む

足

取

跨

松

橋

逃

山

並

み

を

見

渡

し

て

老

眼

鏡

を

外

す

駐

在

弓

張

の

屋

艇

を

離

れ

て

宙

や

か

に

は

ら

り

は

ら

り

と

桐

一
葉
務
つ

旅

人

を

後

ず

さ

り

さ

せ

崎

町

音

単

身

赴

任

の

裂

に

陰

雌

最
近
は
メ
ル
の
返
事
ジ
ユ
テ

i
ム
と

時

々

止

ま

る

パ

リ

の

水

道

朗
読
の
干
の
背
ぴ
ん
と
仲
び
て
を
り

月

が

さ

や

か

と

冷

酒

傾

け

板
を
蹴
り
出
空
の
中
へ
ダ
イ
ビ
ン
グ

契

約

成

り

し

土

地

の

購

入

動

物

園

説

の

人

気

に

主

へ

ら

れ

世

の

変

巡

を

見

て

る

お

い

ど

ん

花

の

慌

浴

び

て

幼

ら

舞

ひ

蹴

る

保

何

有

郷

の

胤

の

や

は

ら

か

市1

桃
子
捌

ナ
ォ
ひ
ら

ひ

ら

と

庭

を

紋

白

紋

貨

蝶

ド
レ
ス
と
パ

γ
グ
ハ
ナ
エ
モ
リ
な
の

功
成
り
て
名
を
遂
げ
て
な
ほ
食
欲
で

自

ら

た

て

る

八

卦

卜

盤

ミ
ン
ン
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
に
片
岡
雨

T

P

P

に

農

家

底

冷

手

を

つ

な

ぐ

同

床

異

夢

の

殺

と

僕

デ

ィ

1
プ
キ

y

ス
の
下
手
な
宿
六

病

窓

を

訪

ふ

雀

け

ふ

も

ま

た

帯

で

大

豆

を

摘

ま

む

訓

練

父

の

告

の

表

装

新

た

月

今

宵

ち
ち
ろ
の
戸
の
途
切
れ
途
切
れ
に

:
武

政

野

の

野

川

捗

れ

ば

水

澄

み

て

毛

鈎

自

慢

の

同

好

の

金

作
家
住
む
タ
ワ

1
マ
ン
ン
ヨ
ン
恥
上
階

大

学

図

批

u

館

煉

瓦

造

り

で

時
を
超
え
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
花
の
笑
む

オ
ー

ル
を

立
て
て
枕
ふ
レ
ガ

y

タ

様

桃

子

牛
川

H
W川
義

秋
山
ょ
、
つ
子

川

下

柑

U

M
山
郁

和

市
伊
川
正
夫4

牛
e

" 石

TT義う和義有野義明l夫う

ヰ
成
二
十
ヒ
年
十
一
月
七
日
首
尾

(
於
櫛
浜
市
栄
臣
民
主
化
セ
ン
タ
ー
)

夫相l有 戦 うf主義和夫桃智和有うう有桃夫
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《
川
円
続
完
文
化
セ
ン
タ
ー
川
口
》

:ι 

『古

城

祉

は

』

イIh

古

域

社

は

緑

保

ち

て

梅

雨

待

て

り

栄

華

の

残

る

涼

L

公

闘

庄

の

下

湖

引

く

浜

を

ひ

た

走

る

カ

メ

ラ

に

写

す

泣

き

山

々

名

月

に

矧

豊

か

な

る

母

思

い

実

家

の

軒

に

吊

す

干

柿

今秋

の

会

年

忌

を

兼

ね

る

用

立

し

て

制

刊

進

部

し

お

清

め

の

塩

予
約
せ
し
タ
ク
ン

1
す
ぐ
に
や

っ
て
き
し

車

柿

子

抑

す

年

上

の

襲

山
茶
花
を
}
絡
に
持
ち
て
い
つ
ま
で
も

畦

道

照

ら

す

擦

の

三

日

月

旅

先

の

駅

舎

は

大

正

ロ

マ

ン

風

長

生

き

音

頭

踊

る

老

人

ふ

と

よ

ぎ

る

俳

句

宿

題

気

に
な
り
て

瑠

璃

色

の

蝶

ひ

ら

り

舞

い

朔

ち

校

門

的

花

は

今

し

も

満

開

に

部

員

が

集

う

の

ど

か

な

る

部

屋

機

悦直君布l節早治}，Jl悦 I直子可子苗子夫子迫

ー

コ
ー
ヒ
ー
に
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
楽
し
み
つ

お

し

ゃ

れ

な

庖

が

河

の

ほ

と

り

に

街
行
け
ば
小
犬
尾
を
振
り
つ
い
て
き
し

あ

れ

が

硝

の

マ

ド

ン

ナ

の

君

ど
こ
ま
で
も
こ
の
手
離
さ
ず
世
き
た
い

お

ね

だ

り

し

て

は

パ

リ

の

夏

靴

需

鳴

を

避

け

て

通

り

し

ピ

ル

谷

川

な

か

な

か

止

ま

ぬ

政

治

論

争

神

前

に

お

供

え

を

し

て

和

を

願

い

L
F

t

な

両

手

で

掬

う

光

る

白

砂

「
お
月
さ
ま
」
歌
う
親
子
に
風
吹
き
て

地

芝

居

提

て

て

削

る

宵

附

3
首

か

し

げ

別

れ

を

惜

し

む

で

の

秘

天

気

を

願

い

霊

陥

の

酒

先
り
手
よ
く
れ
い
手
も
よ
く
て
世
間
よ
し

浅

鮒

蛤

汐

の

骨

を

も

ち

垣
沿
い
に
花
の

一
ひ
ら

こ
ぼ

れ

ゆ

き

官

を

偲

ぶ

庭

の

峻

か

直
道
捌

福間目器 BEZm 
君荊l節早泊康悦直

平
成
二
十
八
均
二
月
一
目
白
尾

(
於
問
先
文
化
セ
ン
タ
ー
川
口
)

lJ!悦 i[fM栴I節早治康悦 i[君1'11節早治 !U悦
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U

主
t

《仙
台
夜
の
連
句
会
「
花
李
」
V

:/x 

厳

は..... 

糸

uh 

厳

冬

は

ま

だ

先

の

こ

と

か

ば

ね

や

み

町田副
虫

は

舞

ふ

遊

ぶ

わ

ら

す

ら

大

作

は

五

年

ば

か

り

を

費

や

し

て

石

に

刻

ん

だ

庶

民

の

訴

像

月

見

で

す

猫

と

私

と

焼

き

仇

窓

を

飾

り

し

誌

の

紅

葉

ゥ秋

深

し

隣

の

息

子

は

出

稼

さ

に

ほ

の

か

な

便

り

恋

に

気

付

か

ず

君

か

へ

す

雨

の

舗

道

を

見

送

り

ぬ

成

田

発

十

九

時

五

十

分

海

こ

え

て

時

差

ボ

ケ

つ

ら

し

摩

天

楼

や

り

と

り

楽

し

老

人

ホ

l

ム

出

た

出

た

と

満

而

笑

み

で

夏

の

月

冷

奴

に

は

若

荷

た

っ

ぷ

り

あ

の

そ

こ

の

赤

提

灯

に

て

ま

た

一
杯

閉
め
出
し
喰
っ
て
ベ
ン
チ
で
ご
ろ
寝

隅

田

川

吉

宗

手

植

ゑ

の

花

今

も

雲

雀

鳴

く

野

に

親

子

遠

足

立
場
双
魚
尾
捌

/1'伊北郷
市磁場制

小平双木

径雨尾瓜

鈴
木

お
き

信よ

成 ii'i
iI!井
阿風

新
日
美

氏
J
g
p
M

鈴
木
あ

々

顔

三

人

姉

妹

雛

の

宵

レ
ッ
ド
カ

l
ベ

ァ

ト

歩

く

夢

見
て

人

生

は

千

夜

一

夜

の

物

話

浜

の

兵

砂

も

尽

き

る

こ

と

な

し

く

し

ゃ

み

し

て

寒

花

皆

飛

び

立

た

す

う

が

ひ

手

洗

ひ

風

邪

に

用

心

石

柿

を

叩

く

も

波

ら

ぬ

銀

行

口

今

日

出

会

ひ

て

明

日

プ

ロ

ポ

ー

ズ

赤

い

糸

結

ぼ

れ

る

の

も

神

ま

か

せ

紙

ひ

か

う

き

の

屋

根

に

着

臨

む

お

am

句。

大

朝

日

岳

準

か

ら

峯

へ

月

波

る

大

針

小

針

衣

縫

ふ

夜

な

ベ

ナ
ウ
乳
色
の

牧

場

の

籾

の

議

の

海

大

古

の

ん
Z

に

弥

は

な

か

り

き

初
孫
は
で
ん
で
ん
太
鼓
に
抱
っ
こ
ヒ
モ

お

ん

ぶ

お

化

け

の

ふ

る

さ

と

訪

ね

つ
れ
立
ち
パ
品
川
叫
欄
干
花
か
す
み

し

ば

し

微

臨

む

者

草

の

上

前双阿
倫

U 1:毛々

ナ
ォ
す
ま
し

お 小 出 あ
き

雨瓜よ径 t~. 」

こ ft林

お木五f草美あ風双阿早木
き イ札
よ瓜 u雨林こ信尾々

お
き
ょ

奨凪l阿双 木 平 小
イ白

々 尾瓜 雨 径林信

平
成
-
一
十
六
年
十
一
月
十
七
日
首

平
成
二
十
七
4

二
月
十
二
日
陪

(
於
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
セ
ミ
ナ
ー
車
問
作
ア
ト
リ
エ
文
官
)
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《点
以
ラ
ピ
ロ
ス
連
句
会
》

l止

名

月

や..... 

士

". 

名

月

や

公

民

館

へ

柿

の

路

品

川

の

空

き

地

に

す

だ

く

虫

の

官

秋
茄
干
の
前
か
り
具
合
を
褒
め
あ
げ
て

吾

が

訟

は

土

の

香

に

染

む

盟

人

の

た

め

に

作

っ

た

川

両

県

場

飛

び

石

述

休

車

渋

滞

噴

水

町

放

物

線

に

見

と

れ

を

り

組

体

操

に

汗

を

流

し

て

山

口

和

生

捌

日
回
明
日
伽
捌

今
野
馬
追
の
馬
帰
り
ゆ
く
畔
.
っ
た
ひ

ご

は

ん

で

す

よ

と

母

の

呼

び

声

カ
ル
ピ
ス
を
飲
む
カ
ッ
プ
ル
の
別
世
界

さ

り

げ

な

く

触

れ

は

に

か

ん

だ

桁

金
髪
の
ヴ
ィ

ー
ナ
ス
被
ふ
秘
め
ど
こ
ろ

浪
投
あ
ふ
る
る
十
日
き
図
品
川
刊
飢

今

年

ま

た

文

学

貨

の

見

送

ら

れ

思

索

の

糸

は

毛

糸

編

む

ご

と

県

析

の

月

の

明

か

り

と

明

き

あ

ひ

ニ

帯
R

閉

じ

は

澗

熱

う

せ

よ

ニュ

1
ト
リ
ノ
夢
の
続
き
に
重
さ
あ
り

鍍

の

外

れ

て

技

ふ

風

船

手

口

問

師

の

叫

棋

を

見

破

る

花

の

下

雲

中

慌

の

戸

が

一

喜

の

中

よ

本
以

H 

日1 1.-:; 盟山
土 IYJ秋訓l

R淑日
イY tff伽悶生子

同
l臥

fiJE 
イI t; 

州
会
隆

F
希
子

小

舟

桂

安部
明

朗

岐

川

咲

ム
古
賀
王同

叫
g
之』日賢玉F

 
生徒伽

り

-220ー



:

消

明

の

山

明

け

初

め

て

安

曇

村

遺

跡

よ

り

出

る

弱

翠

勾

玉

海

彦

は

瞬

き

の

川

に

車

成

し

て

羽

衣

隠

し

知

ら

ぬ

存

ぜ

ぬ

餓

地

獄

落

ち

し

縁

の

共

白

鐙

小

さ

き

キ

y

チ

ン

覗

く

詰

終

着

の

駅

に

大

き

な

荷

を

降

ろ

し

地

球

規

模

な

る

傭

兵

の

数

都

会

に

は

桜

め

ぬ

と

消

え

た

雪

兎

脇

役

ば

か

り

附

汁

の

品

は

長

命

の

祖

父

に

丹

田

法

制

尚

ふ

忍

ぶ

惣

ひ

を

m内
阿

川

ら

ず

唇

に

微

熱

町

山

間

る

十

三

夜

先

の

粉

を

被

る

鞍

馬

火

祭

玉生岡'ft佳生咲 賢 咲 ヂ 王 師 有良

f車

ナウ
品

川

晶

漁

に

太

万

魚

光

る

船

の

上

こ

の

頃

流

行

る

ネ

ッ

ト

販

売

復
興
の
ツ
リ

l
ハ
ウ
ス
を
組
み
立
て
て

薄

茶

味

は

ふ

向

日

記
の

静

け

さ

か

る

か

ん

と

文

E
飴

と

加

舟

成

品

前

の

小

川

に

初

蛙

附

く

散
る
花
の
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
と
夕
日
か
な

車

併

を

惜

し

み

て

紘

立

ち

の

詩

一
十
ヒ
年
十
月
九
日
西
日

於

↑一
炉
締
庶
民
館
)

有生胤 1~1 ~~ " ~止淑
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合

問
竜
神
連
句
会
》

半
歌
仙

『哀
し
u、
嘘

紅

権

の

哀

し

い

峨

や

君

と

い

て

雨

水

静

か

に

自

ら

す

硝

子

戸

到

来

の

位

鰯

を

あ

ぶ

る

ら

ん

パ

イ

ク

の

止

ま

る

制

い

裏

庭

工

事

場

の

重

機

に

月

は

影

落

と

し

夢

中

に

な

っ

て

み

が

く

瓢

箪

今
秋

彼

岸

扇

忘

れ

し

例

制

あ

り

名

う

て

の

美

人

御

雌

裂

に

迎

え

こ
の
町
に
な
れ
親
し
め
ば
う
わ
さ
虫

の

ら

り

く

ら

り

と

首

相

会

見

イ

ス

ラ

ム

の

平

和

な

冬

を

祈

る

民

ネ

y

ト

で

始

め

る

株

の

取

引

月
涼
し
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

l
若
干
背
負
い

完
軌

ト

マ

ト

の

汁

を

と

ば

し

て

レ
ン
タ
ル
の
ス

l

y
ケ
l
ス
に
口
脇
楽

中

馬

街

道

雛

を

並

べ

る

今

年

ま

た

隣

の

花

で

酒

を

呑

む

初

雲

雀

附

く

向

く

低

く

に

森
山
美
耶
子
捌

ム
口

武
藤
美
恵
子

縦附
徹

夫

近
藤
と
み
子

骨
相
L徹A

ロ子L
F』文

似

" 
， 
" 

住
什
文

と文

命
川
忠
世
耶
子

川
中
イ
ス
ズ

以
木
材
拭

希徹柴

平
成
二
十
ヒ
年
二
月
十
九
日
首
尾

-222ー

(
於
屯
神
交
流
館
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《仙
台
辿
句
会
ひ
ら
め
き
》

t止

関

れ
6-

流

制l

間

流

れ

七

夕

の

竹

力

増

す

残

る

蛍

を

見

つ

け

出

す

子

帯

毘

舟

り

間

に

あ

わ

ざ

り

き

名

月

に

厨

の

窓

辺

ス

プ

ラ

ウ

ト

耐

え

山
好
き
の
山
の
切
手
を
買
い
に
行
く

日

校

野

球

百

年

の

夏

ゥ
ハ
ン
カ
チ
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
を
使
い
分
け

日

記

に

し

る

す

口

づ

け

の

こ

と

睦

言

に

時

々

混

じ

る

怨

み

ご

と

碁

石

握

れ

ば

妻

の

圧

勝

頬

杖

の

傍

ら

に

世

く

屯

子

辞

書

人

影

も

な

し

国

境

の

河

売

買

の

隊

尚

指

に

月

冴

ゆ

る

館

の

飛

び

来

る

僕

の

ふ

る

さ

と

忘

れ

物

終

日

乗

せ

て

昇

降

機

こ

れ

か

ら

興

す

被

災

術

品

尼

さ

ま

の

法

話

の

席

に

花

の

風

蛤

の

殻

模

様

さ

ま

ざ

ま

浜

江

其
智
子

康

子
三て5
 

孝

史

恵

子

邦

夫

秀

子

裕

子

正
門

γム

真
智
子

出

附

マ

寸宏夫子ヱ
』

史E
 

ι
泊
斗

狩
野
康
子
捌

E
青
い
自
の
粋
に
着

こ
な
す
春
コ

l
ト

自

動

改

札

迷

、

つ

関

取

順

調

に

見

え

た

株

価

の

乱

高

下

ノ

ー

ベ

ル

賞

の

記

事

で

溢

れ

る

蚊
に
刺
さ
れ
セ
ロ
テ
プ
貼
る
新
医
術

匂

い

袋

を

三

つ

付

け

た

り

企

あ

れ

ば

霊

は

な

く

と

も

共

枕

貸

方

看

取

っ

て

残

り

た

る

悔

い

卵

か

ら

む

へ

宇

而

へ

マ

グ

リ

ッ

ト

国

辿

す

で

に

古

希

を

迎

え

る

泣

き

灯

に

導

か

れ

つ

つ

月

の

道

菊

川

萎

れ

た

菊

を

入

れ

替

え

I
お
ん
こ
の
実
少
年
の
日
々
思
い
出
す

小

人

ひ

そ

か

に

城

を

引

っ

ぱ

り

祝
宴
は
シ
ャ
ン
パ
ン
の
泡
こ

一
緒
に

ふ

ん

わ

り

ケ

l
キ

期

間

限

定

見
上
げ
れ
ば
被
さ
る
よ
う
に
花
の
山

伏

目

が

ち

な

る

創

麟

の

ど

ら

か

執事175秀邦

符
野
康
子

川
小
裕
子

中
村
孝
史

本
主
孔
〈
智
子

情
的
邦
貴

樹

池

宏を

乙

4
V
ヲ

-1

山
岳
貯
恵
子

裕

干

椀
山
浜
江

其
智
子

康

子
宏史子夫ヱJ子

裕秀邦 !!l.孝

平
成
二
十
七
均
九
月
二
十
四
日
首

平
成
二
十
ヒ
年
卜

一
月
十
二
日
尾

(於

仙
台
市
太
白
区
市
民
セ
ン
タ
ー
)

2'3 



駒

形

や

角

暗

に

指

す

祭

箇

汗

に

き

り

り

と

ね

じ

り

鉢

巻

夢

醒

め

て

昔

き

コ

ー

ヒ

ー

一
息

に

忘

れ

た

い

こ

と

多

い

こ

の

頃

畳

月

に

飛

行

機

雲

の

消

え

残

る

つ

く

っ

く

ほ

う

し

集

う

林

間

銀
杏
散
る
中
を
マ
ラ
ソ
ン
駆
け
抜
け
て

イ

ヴ

・

モ

ノ

タ

ノ

に

悩

れ

し

頃

イ

タ

リ

ア

の

古

き

都

に

忍

ぶ

恋

ひ

と

夜

の

形

見

思

い

山

で

よ

と

特

攻

に

赴

く

湖

町

茶

碗

凶

母

鮭

の

友

に

拠

振

り

逝

く

独

り

討

つ

月

下

の

松

よ

冬

の

海

窓

辺

の

虫

樹

仮

設

住

宅

本

を

附

じ

見

上

げ

る

笠

に

天

主

堂

旅

の

愁

い

の

揚

雲

謹

聴

く

竿

を

刺

す

流

れ

は

速

し

花

筏

混

沌

と

し

て

春

は

過

ぎ

行

く

辻

芽

雄

馬
場
英
子

生以

純
器十匹

以
川
酔
彦幸英純'Y

 
英純4

苛英E
 

仏
軍幸純英

平
成
二
十
ヒ
均
ヒ
月

平
成
二
十

t
均
八
月

六五
日日
出口

{ 

文
官
) 

-224ー

辻

幸

雄

捌

《
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古
川
m

辿
句
会
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血
》

半

歌

仙

『

祭

笛



《愉
欄
浜
辿
句
会
遊
子
座
ー
そ
の
一

》

E止

1dl 

芋

ム
E
』

煮

鈍

行

の

窓

か

ら

見

え

る

芋

者

会

穂

草

乱

る

る

広

き

川

原

名

助

削

観

月

の

袖

地

味

め

に

て

平

和

も

古

稀

に

戦

速

の

く

恐

竜

の

化

石

が

今

に

詰

る

も

の

郭

公

の

鳴

く

里

の

酒

良

L

ゥ炎

帝

が

人

知

を

試

す

オ

リ

ン

ピ

ア

天

空

駆

け

る

風

も

味

方

に

介
護
し
て
ぎ
っ
く
り
腰
に
泣
け
て
く
る

あ
の
ハ
イ
ヒ

ー
ル
買
っ
た
ぽ
っ
か
り

汚
れ
て
も
こ
つ
ま
な
ん
き
ん
胸
に
ほ
れ

ク

ラ

ス

メ

ー

ト

は

み

な

恋

敵

神
秘
と
も
裳
寄
せ
つ
け
ぬ
凍
て
し
月

カ

ミ

オ

カ

ン

デ

の

山

は

限

れ

る

仏

像

の

胎

内

映

し

顕

ら

か

に

何

を

す

る

に

も

眼

鏡

か

け

替

え

政

と

し

て

恩

師

の

遺

影

花

の

中

耐

は

か

に

春

の

浜

詳

れ

る

ー

ふ

つ

ふ

つ

と

夢

膨

ら

ま

す

合

裕

子

琳

派

の

四

季

を

皆

で

味

わ

う

行

列

は

二

時

間

待

ち

の

最

後

尾

冬

山

夏

平

効

き

目

今

い

ち

セ
ラ
ピ

l
に
ハ

l
プ
の
音
色
選
ば
れ
て

野

良

の

鼎

猫

拾

う

ア

ベ

ッ

ク

向

性

婚

木

の

下

問

の

相

に

て

行

く

先

々

で

汗

の

め

く

ば

せ

夢

叶

う

陰

の

努

力

の

六

辿

剥

逆

上

が

り

出

来

得

意

気

な

孫

十
六
夜
の
土
手
で
影
踏
み
競
い
つ
つ

市

民

畑

に

生

き

る

柚

子

坊

L
菊

の

甚

ノ

ー

ベ

ル

賞

に

沸

く

日

本

万

年

候

補

ま

た

も

お

あ

ず

け

草

股

取

り

待

て

ば

海

路

の

太

聞

記

臓

の

町

を

急

さ

ゆ

く

旅

花

筏

背

鮪

で

分

け

る

沼

主

炉

の

名

械

で

歌

人

紬

和
田
忠
勝
捌

院

相
川
忠
勝

依
本
忠
重

曹

堅

苦

痛

内
海
鉄
弥

大
駒
一
誠
一

凶
本
貞
子

小
川
…
里
江
子

作
HH
久

子

門
川
レ
イ
子

製
作
啓
児

佐
藤
被
取

日
山
幸
子

五抗
生
う
め
子

辻
賢
次
郎

中
作
品
世
制

中
止
桐
子

本
子す

と

のの

A
U
F
希
子

藤
井
恵
美
子

世
俗
華
与

日
以
和
之

宵
下
祭
子

v

盟
国

子

山
本
恵
子

れ
松
歌
子

利
附
晶
子

細
川
容
子

相
川
ひ
ろ
子ろ fm与淑 ー !昨

野
見
山
フ
チ
コ

平
成
二
十
七
年
九
月
八
ヨ
ヨ

(
士
官
)

司
成
二
十
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十
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《砲
が
辿
句
会
遊
子
座
ー
そ
の
こ
V

歌

『鉦…

庫リ

言

イ111

物
の
音
の
澄
み
て
野
外
の
初
期

一吉

刷

月

下

を

走

る

長

距

離

の

パ

ス

濁
酒
酌
む
志

士

の
像
立
つ
浜
に
来
て

和

服

安

の

歴

女

姦

し

古

文

書

に

恕

戦

苦

闘

ま

だ

五

割

拾

っ

た

猫

に

貸

し

た

膝

椅

子

。琳

石

は

今

も

新

し

夏

木

陰

鉄

粂

網

に

難

民

は

泣

き

恋

仰

を

経

ず

に

一

家

の

大

柱

会
え
ば
と
き
め
く
六
十
路
マ
ド
ン
ナ

意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ

手

足
で
神
鈴
を

パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
今
や
病
み
つ
き

摩
天
楼
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
に
凍
て
る
月

社

会

鍋

に

は

な

に

が

し

か

入

れ

怖

兵

は

家

族

の

写

真

胸

に

下

げ

書

に

ま

で

見

た

メ

ッ

カ

巡

礼

ダ
ン
テ
の
詩
歌
、
つ
が
ご
と
く
花
の
散
る

か

ら

く

り

時

計

刻

む

永

日

辻

:
肋

斗

川町一
副

駆

っ

て

情

去

の

山

遊

び

マ

ウ

ス

操

り

地

球

裏

側

微

生

物

流

行

病

を

食

い

止

め

て

信

じ

て

逝

き

し

妻

の

献

身

五

線

紙

の

散

ら

か

っ
て

い

る

夏

館

シ

ャ

ワ

ー

に

ピ

l

ル

暑

い

幸

せ

ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
当
て
れ
ば
映
す
体
脂
肪

居

住

ま

い

正

す

お

見

合

い

の

席

手

料

理

は

浮

気

心

を

封

じ

込

め

生

臭

寺

町

す

が

し

割引

目

そ
の
制
に
ス
ー
パ
ー
ム

l
ン
は
で
か
く
な
い

幽

界

め

き

し

賞

務

の

街

F

ゥ
小

休

止

杖

持

つ

腕

に

赤

と

ん

は

懸

垂

な

ら

ば

十

四

は

で

き

日

韓

の

首

脳

会

談

よ

う

や

く

に

線

引

き

難

の

消

費

憎

税

花
を
追
い
花
に
追
わ
れ
し
旅
気
ま
ま

光

る

瀬

の

ほ

若

鮎

の

群

賢
次
郎
捌

辻
賢
次
郎

細
川
忠

勝

相
川
ひ
ろ
子

中
正
禍
子

大
駒
誠

一

絞
本
華

与占郎勝ろ」「づ淑勝郎ろ

勝 与 郎ろ ー 淑勝 一 ろ 与 椴郎 一 勝ろ 与 淑郎

る

与

平
成
ニ
1
七
均
九
月
八
日
目

(文
官
)

平
成
二
」
l
t
q十
一
月
七
日
尾
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{横
浜
辿
句
会
遊
子
座
ー
そ
の
三
}

!fk 

『江
戸
つ
子
も
』

f111 

江

戸

つ

子

も

狂

う

て

お

り

ぬ

阿

波

踊

実

柘

椴

裂

け

て

阿

阿

と

大

笑

宵

の

月

峠

の

道

に

行

き

暮

れ

て

県

境

越

え

波

る

吊

句

橋

久

々

の

同

窓

会

に

老

師

見

え

皆

に

乞

わ

れ

て

詩

吟

涼

し

き

4
E
保

法

噴

火

出

水

も

追

う

ご

と

く

眠
そ
う
な
自
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

寄
せ
自
主
は
気
に
な
る
人
に
く
っ
つ
け
て

こ

れ

見

よ

が

し

の

深

い

ス

リ

ッ

ト

病

練

の

面

会

時

間

賑

わ

え

る

屋

上

庭

図

友

と

連

れ

立

ち

畳

月

の

中

天

に

あ

り

聞

の

市

炉

明

り

で

酌

む

ボ

ル

ド

ー

の

赤

厚
切
り
の
ブ
ル

l
チ
ー
ズ
を
盛
り
合
わ
せ

主

人

の

ソ

フ

ァ

に

棋

と

鼎

猫

延

年

の

舞

の

翁

に

花

吹

富

句

砕

を

訪

ね

る

旅

の

長

閑

け

し

和
問
ひ
ろ
子
捌

ナォ

春

空

大

観

覧

車

み

な

笑

顔

ト

ラ

イ

決

ま

り

て

上

が

る

勝

閃

鳴

き

却

の

今

朝

は

ひ

と

き

わ

早

々

と

離

を

聞

く

衣

衣

の

袖

臨
時
、
つ
恋
マ

リ

ア

観

音

伏

し

拝

み

あ

れ

も

真

実

こ

れ

も

兵

実

先

導

の

鳳

蝶

舞

う

野

辺

送

り

D

日

過

ぎ

て

背

葉

さ

わ

め

き

一

服

レ

フ

手

入

れ

か

か

さ

ぬ

宝

物

イ

ス

ラ

ム

問

国

未

だ

き

び

し

く

平

和

の

世

願

う

民

半

月

杷

る

架

た

っ

ぷ

り

の

ロ

ケ

の

弁

当

L
柏

田

に

児

を

抱

き

仰

ぐ

軌

気

球

ニ
ュ

l

}

リ
ノ
へ
の
夢
は
川
市
て
な
き

故

郷

の

海

は

虫

に

魚

群

れ

て

腕

の

辻

を

人

曲

が

り

ゆ

く

花

の

門

咲

き

初

め

た

る

二

三

輪

名

残

の

茶

事

に

寄

る

独

活

和

畠

グコ

草主フ貞レ幸 久盛苧ろ

細
川
ひ
ろ
子

述
催
予
希
子

株
主
忠
霊

h
下
埜

子

市

W
U
H
久

子

向
山
幸
子

日
脇
昌
子

車

貞重薪 J'i!主

水
谷

野
口
比
山
フ
チ
コ子

五
d
nJ

う
め
子

門間
レ
イ
子掛霊祭久幸悶

吉
一

闘
本

貞

ろフめ

情

aR品

平
成
二
十
ヒ
今
九
月
八
日
首

平
成
二
十
ヒ
年
JL
一月

-
目
白血
(
文
苛
)
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《櫛
浜
辿
句
会
遊
子
座
ー
そ
の
四
》

歌

『流

星』

れ

1，1， 

幾

百

と

見

て

き

た

こ

と

か

流

れ

星

天

文

台

の

影

映

す

月

定
り
務
変
老
舗
は
メ
ニ
ュ
ー
昨
き
換
え
て

ス

マ

ホ

を

繰

っ

て

並

ぶ

外

人

我

も

又

早

き

進

化

を

追

い

つ

づ

け

山

路

た

ど

れ

ば

響

く

沌

音

。僚
の
干
の
古
武
士
も
ど
き
の
呪
み
合
い

恐

い

顕

し

て

プ

ロ

ポ

ー

ズ

さ

れ

現

地

妥

日

本

語

巧

み

辿

れ

帰

る

す

る

り

抜

け

出

し

次

の

ス

テ

ッ

プ

念

願

の

赤

い

新

車

を

聡

き

ょ

げ

ス

キ

l
シ

ー

ズ

ン

則

立

万

端

窓
越
し
の
ま
あ
る
き
月
を
舵
肺
拙
か
ら

「
し
ば
ら
れ
地
蔵
」
説
み
聞
か
せ
つ
つ

校
庭
へ
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
猛
ダ

y
シ
ユ

L
O
V
E
と
み
ん
な
で
判
る
人
文
字

震

災

の

地

に

も

忘

れ

ず

花

は

咲

き

屋

敷

稲

荷

の

う

ら

ら

造

容

和
田
忠
勝
捌

E
炉

を

盛

き

初

の

欧

州

夢

旅

ピ

エ

ロ

の

技

に

投

げ

銭

を

し

て

口

わ

ね

ば

の

郵

政

株

を

口

い

そ

び

れ

チ

ャ

ラ

ン

ポ

ラ

ン

の

老

後

計

岡

ほ

と

と

ぎ

す

初

鳴

き

の

空

附

れ

波

り

源

氏

の

君

が

釣

殿

に

立

つ

不

義

な

ん

て

古

い

言

紫
と
山
明
い
て

健

康

寿

命

風

前

の

燭

た
ど
た
ど
し
文
字
の
賀
状
も
ま
た
館
し

土

塀

廻

ら

す

茶

席

へ

の

追

手

作

り

の

ι
却

の

服

製

月

に

消

秋

の

夜

長

は

数

独

ス

イ

ス

イ

ー
怖

か

ら

虫

食

い

さ

さ

げ

抑

か

れ

て

尻

尾

を

止

め

て

臭

い

映

ぐ

犬

オ
フ
に
な
り
フ
ア
ツ
ン
ヨ
ン
に
凝
る
ア
ス
リ
ー
ト

都

症

の

跡

が

残

る

二

の

腕

左

見

右

見

花

の

息

吹

の

乾

川

春

風

述

ぷ

ほ

の

思

い

山

-228ー

の

思 与郎勝品美一淑 lli児和問輔 容 弥 歌 与 郎

如
仰
附
忠
勝

辻
賢
次
郎

机
町
中
小
事
与

山
本
恕
子

内
梅
鉄
弥

忠
弘
臥

中
井
啓

如
川
容
M

ヱJ輔子

向
坂
和
之

佐
藤
破

m

小
川
里
江
子

桜
井
啓
児

大
駒
誠

一

小
企
嗣
子

卯
川
品
子

桜
丘
忠
美
子市ん町勝

平
成
二
十
ヒ
年
九
月
八
日
首

平
成
二
十
七
4
」
l

二
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(
文
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《仙
台
若
笹
連
句
会
》

~fj，: 

『仏
頭
の
層
』

イ111

仏

頭

の

腐

の

伸

び

ら

か

夏

来

る

笹

散

る

路

地

に

ほ

破

風

の

円

お
宝
の
茶
碗
で
飲
む
も
ら
ち
も
な
し

清

元

節

の

枠

な

裂

声

月

間

ら

す

終

結

駅

に

降

り

た

ち

ぬ

円

十

す

ぎ

も

せ

ず

七

夕

の

竹

今

村

芝

居

立

て

女

形

い

て

詐

よ

る

目

玉

お

や

じ

の

風

呂

加

減

よ

し

復

帰

戦

不

安

払

拭

零

封

じ

探

訪

収

材

ア

ポ

取

り

が

縁

赤

い

糸

子

連

れ

同

士

を

な

ぜ

繋

ぐ

政

世

自

転

車

撤

去

張

り

紙

且

山

も

静

か

月

の

み

冴

ゆ

る

宵

襟

描

き

合

わ

せ

雪

し

ま

く

町

ア
メ
リ
カ
の
へ
イ
}
ク
ラ
イ
ム
深
刻
で

マ
l
ズ
ド
ロ

l
ン

侮

ら

ぬ

よ

う

花
の
根
に
窒
素
と
カ
リ
を
ひ
と
握
り

洗

秘

か

ご

で

仔

柿

丸

ま

る

井
上
せ
つ
捌

ナォ
暮

れ

遅

し

炊

事

の

前

の

一

人

淵

膝

た

て

そ

っ

と

剥

が

す

稲

盛

反

抗

期

も

と

は

単

純

出

る

は

妙

本

卦

還

り

に

プ

ラ

ト

ン

を

読

む

皆

揃

い

輯

椛

り

上

げ

月

も

き

た

日

焼

の

腕

に

ボ

l

ド

抱

え

て

迎
勢
は
恕
く
な
い
は
ず
み
ず
が
め
座

手

編

み

マ

フ

ラ

ー

今

は

H

日
で

然

、

ゃ

い

と

跡

に

唇

押

し

あ

て

て

右

下

が

り

の

字

鮮

は

由

ら

ず

新

小

豆

土

鍋

の

中

で

肢

が

制

れ

敬

老

祝

い

ル

ノ

ワ

ー

ル

の

絵

:
ピ
ル
街
の
窓
そ
れ
ぞ
れ
に
月
ひ
と
つ

ラ

ジ

オ

体

操

眠

気

ざ

ま

し

に

ひ
た

接

わ

れ

芥

川

賞

直

狙

う

因

数

分

解

解

け

る

ま

で

解

き

強

引

に

誘

わ

れ

き

た

が

花

に

笑

み

蒋

蝉

は

る

か

姿

な

く

鳴

く

?時 伊 u f時 )1'
本 総 斎 川 i

美 J!-，[圭せ
忠航

美圭削L美圭航英 圭 航 美 圭 厚 航 子 干干 つ

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
首

平
成
三
十
七
年
九
月
十
八
日
足

(
於
仙
台
市
生
誕
学
問
主
姫
セ
ン
タ
ー
)
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山製県運句協会

会長後藤日l彦

副会長後S警はるよ

'1'務局後議陸自筆

〒4骨骨M 叩府市上開腹町lお8

(055-235戸 1653)

歓図県連句障会

会長茂日..太

副会長高山紀子 武雄拓自

事務阿佐雌"子

干01<>-0幻6依111iIi新藤H!"'IJlfl54-11

(018-832-5722) 

鹿兜島県遭句協包会

会長前111 n 
開会長五郎九照子

事務同五郎丸照子

子897イ胤~醐さつま市加世lU

ハそニ@ー3

(餅掛 78-3':醐}

8 

京都府温句協会

会長尚弁紘一

件事長河合臥~~

〒“)6-8225jf(梅ilrt正J，¥区HI'I'門湖町

103-21随神院

(075戸781-5541)

.. 知県逗句箇会

会長杉山静子

刷会 長股fe博..矢崎 E

<11務局背A.~IU挺"

亨468-0034:}'， i!i臥市天白区久1i
1-1誕ト27-102

(052-，叡渇イ泌69)

奈良県選句憶会

会長 生'J聡

副会長近縦沼肝川) 竹，1油代一f

111務局もりともこ(蒜智子}

〒日3-0077f音作・前大耐幻4
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福岡県連句箇合

会長八木書信機

刷会長 wn薦

!jqHJ 八木容骨吸

〒8HHl931大野減市筒井3-13-12

(ω12-593→.2575) 

大分県温句協会

会 U 'l'fWnu 
llq指向糊";5::1'..支

〒 8i4~臨御附市間"町s-η佐冷水Ii

{ωη-吃24一---4IQi)

連句也会広島県支"

'k.:rdiU向憐附三

'1'務川内鎗附三

〒731-<)223広品市'ti佐北区可部111

4-5--47 

(関2-81号1914)

宮縄県遁句也会

会長 特'''0ごす
刷会民<，<村孝史 *，闘 " 

ll~~露両省"磁了

〒，.，ペ沿，201仙台市行業区双集ケ丘

2--5--12 
{ω2-宮71-<剛51

鳥取県連句儲会

合 l~ Jj.川綻iti

刷会l~ ~時"“併 r. . ;j.::杭.m町i

前'f1fi干 ，"崎1t子
市務向 111'1'史郎

〒鎚2-().102ft1ji!i間金町大島防

閥会副f教11餐日会内

(0S58~1 5--2111 . faxJ961) 

岡山県連句協会

会民禅林'"

副会民花"j八映

'1'初日米体 n
〒F冊。""凶，"市側首f2-2-1

{悌6-怨2-61i6)

マ

山賢三県連句箇会

会長内111~民舟

副会JEtE削鶴子 三浦和枝

安部英γf行

事務局内111務舟

子996べ沿351i荷リ市欽胞個r3--7[

(0233--22-1潟51

連句箇会務罵県支部

会長 1"事峻志

lJq務局伊藤健志

〒3iI-(l811前嶋ili制IJft.rシ5-37

10m-司61--2四71

茨媛県連句協会

会 長

刷会見

事務局

..江口ljJ

凶 鍵 多 "

恨〆*~術干

配〈干

〒319--1225[']jj:，Hi名桜町[-31--9

102制-51喝ω51

やまぐち連句会

会 長臼眠妨欣二

、I~/.結局中本~'"

干74&ベ);)25k'Jj何ilii~iili2-3-43 

10田4-62-1400)

静岡県遁旬脇会

会長官沢次男

湖会長久l制IlilJリ}鋭IH:lf.l/i 

胤側l石波許水 <1<似"侭

市;JI務局久保UIt~J~J

〒m咽 n加川』ド待問鈴ー1

{侭手-931-7219)

徳・'"温句也会

会長京総 1:J"!Ii 

副会長竹内側W: 梅村光リl

'1'務局京総1郎

〒770-8051徳山市沖浜町"畑589--1

(飽8-622-37，15)



， . 方 週 句 組 組

安媛県遭旬温盟

会民大関訴之

刷会見 桝 本 昨 名 本 蚊子

lItt発向民凶川伊勢干

〒791-{1I13伝Ilnti白水台

2-7-13 

(("少932-9届J)

運勾峰金石川県支"

支部民雄江紫虹

Jjf8rJ 五f刈戊

刊 2今{)327fi川県河Jヒtrtiiド幡町ι:;:IE

チ65

(076ー2泡9-421.1)

連句箇会三.県lI:舗

支渇l'丙'"符沙

:!jl.f発lJ阿川Wit

守512-{四I四日ilfili区平町37従H飽

{お93-32-:鈎31)

勾玉県連句協会

会長~ it(迫

例会j占自似"子 偏川たろを

制問金子兜太

'"飾品 ，f'j川光"

〒369-1203埼玉県k凱廓若手厨町

2年Jli5お

{().18-581ヲ9-13)

般阜県選句協会

会 n J.:Jf飽j

刷会M 栴υ己T革

d!"Ji民 u'l Aくすt久彦

副1川伊雌下12t

'JI#JfJ f.，";1己-1T
〒示JO-S415岐111市加納'1'1.1;1:r.町"

(058-:m-9479) 

6 

連句協会岩手県支部

文部長小島{隊'"

調文部長志桐Jil巳官民{多つを

l'務 ~J iWU刷千

刊骨咽.75礎凶，Iii.'i水町唱

(0197-622-7鈎71

温旬包会千葉県支部

支$f~ JI(補佐7

副支局長伊藤町干

刷川上111i兎..ト鉢i!~干

浅野黍他 脊雌ー灯

'1'務局伊藤-j't-( 

〒2刷ベ胤)6下蜘IN'，:灘区

小企'"ー12-3
{似3-233-3555)

連句.. 会..本県支穆

支館長 '1・Ii!雌符
醐支部長向井利;.1.;. 111'1'さみ

liIill川和

事務山中足雌部

〒 321ベ~32 宇都市，Iiド絵本町~38-6

(028-633一例881

富山県連句箇会

会長山本待先

副会長大丙紀夫雄縄鹿町f

'"務局野品消ifi
〒9時-0114l;{山市築制紙調f

百みぺ"

(肝-436-(677)

書川県連句協会

会 長 'hl¥ヲちた
副会長有権ti':&J'/子 阿凶滋ド

、l'務局【l'ilt*，J.!
〒761一以刷 向tt':，li-下f町357-9

(08i'鈴子'314J)



(2) m:t対照裂
(J) tn~1ltn~1昨 {正味財産明滅計算符)

2 前測により締約され、又は承2を受けた
拘鮒のほか 監却を秘告を主たる耶務所に5
年間備え寵〈とともに 定'"及ぴ会日名簿
をlたる柳:mmに備え置くものとする.
(剰余金の分配の然lヒ}

第46条出法人の剥余傘は これを切分配し

ては令らない.

U!ì;~告財磁の帰属)
第47条 出法人が附散 (合併又は舷嵐による解

散を~O したときに残存する財巌は。事窓会
の決隷を総て 公益性同法人混ぴ公益財閥w
人の~li!寄与仁附する法"第'"第m:;-に側げ
る法人又"四若し〈は姐方公共聞休じ附与す
るものとする.

I!B・附則
(仮初の'1阿t'rna)

都4M長 当法人の1"初の'"梁年度l立 当法人，.
況のHから平成26年12JJ'*日までとする.

{入会合}
第綿糸 勺法人のり体である任意間体、述句協
会の~i法人への備制提議承継の"の前日にお
ける会n(.:は、第7条の入会金の支u.tJll:め
ないものとする.

m:ll時の役n~)
領50粂 当法人の221Z時の役l!(i 次のとおり

である.
段立時律事 臼件悠治

股立時理ll~ ;f!l川)，¥，'.5
股立."理* r.il己秀凹郎

設立時代袋理事臼杵悠治
(股立時社nの氏名又は4抗体及ぴ臼折)

第'"長 設llH.l'UUの氏名及ぴ住所は次のと
おりである.

設立時社n
1 住所神様川県繍浜市U#i区

みたけ台2喬'*"
氏名臼将悠前

2 住所神奈川県繍浜市港北区

網nw51日221'..4} 
氏名和III忠勝

3 U拶} 東京第慣f1H市閃悩個flお"昨地8

J.T.:.t， 山花房四郎

{法令の準拠)

能52条 本定款にí~めのない 11~Jfil彦、すべて法
人法その他の法令に従う.

>y.!R: 25~ド 12 J] 11 r! 制誕

平成28年3n 28 H ;('0; 7/，flの年傘"額を 5T-I'J 
に改定.

rn本進句協会J剛 n役n名簿

(糊 問)'H-i'しげと機値迫 IJF太郎

(役 10
会 Jl 臼件i終'"
副会 n 1'1木秀樹狩，t!lt子品川鈴 f

tiflS*四飢 JIi傑士郎

理 事録制III.¥l.'.B

常任理lJ ~ .JLt雨泊今材州大久保胤 f
足iJ審1肝静央1"時子副似則子

生公i事揃jー
続 lJ~ ill:ilJ 現伊様WT'. I傷付光明

火山とし小川蝋!JJ小池iflO
鈴木了斎竹下附 r長崎町It.!

名本9愛子 体舷{j 除"博劇佐

官滞次リI}. '.j:n 総 V'III僻，"
波 rl>#水渡辺倒

会 ，l ~ r.:; /.~秀四郎 {厳}
監 ll~ ~ i川光男 東浦仙r

5 -



取引

131 由法人がそのE理事の附物金保証するこ

とその他理llHλタ4の官との聞における当

法人とその啓明との利益が相反する取引
{抗伐のー部免除)

~28!l:o 訟法人"，役員の法人法第1I 1~第】
現の儲慣1'tffについて‘法令に冠める要件に
滋当する地合に[;t.~霊場合の決鍵によって

賠償'"任微か句法令に定める依低Wif.限度額

を銭除してねた奮1を限度と して、免除するこ

とがでSる.
(雌1111)

第29条白叫人 に崎WIlを位〈ニとができる.

2 願附は会nの，1-から埋事会の決議を

続て会民が安眠する.

3 編開:111、舞鍬欄とする.ただし、その履

務を行うために喪する!!川の文弘をするこ

とがで怠る.阪間lは会慢を納めることを要

しない.
(胤川の喰務)

術30~ 版印:1は 会長の鴨川にJ.(iえ、会見に対

L，怠見を述べることができる.

第 5隼理司際会

{偶成}

第31~長 尚法人に理!J~会を限( .

2 ，軍事会は すべての甥'"をもって構成す

る.
(憎rm

割問32~ .['I! lJ~会は 、 次の職務を"う.
111 出法人の業務執行の決定

121 .!1mの喰務の敏行の種主将

間会長副会長理l)fWlぴ舘任理l~J~ 11)

選定aぴ解取

Hll集}

""象期)<会は原則として~I' 3闘、会長が
鮒処する.

2 会見が欠けたとき又l孟会長I~ lJf散がある

ときは、訓会長が哩llf会を仰mする.

(:111毛}
第"条 F・*会の議長"、会泌がこれに当た

る.会"に'"放があると lきは さi放理'"会に
おいて縫"を選出する.
(決縫)

郊35~ l'理事会の決議は 決繰について特別の

利諮問係をずIする理~J' を除< .t'I!lJIの過半数が

111附し その過半数をもって行う.

2 前'"の縦定にかかわらr法人法第96条

の製作を揃たしたときは 型車')<会の決訴が
あ。たものとみなす.

<:111)1") 
第，." 理'1'会の縫ミドについては、法令で定め

るとニろにより議事録を作成する.

4 

2 m~r. Lた会長及び監1111.1， li商事lの誠lJHl
{二号名又は記名押印する.

(腰'1'会脱J!I))
!1f37* JJ.1JI会に附するlJL1J'tは、法令又はこの

定紋に定めるもののほか。J:II!lJ'会において定

める理'1'会飽則による.
{常任理事会)

""条常任理'1'会" 原則として陥月仁会民
治{~!JIlする. 常任理事会に関する事項" 理

事会において定める常任属事会腿則による.

第 6寧基金

(必金の拠出)

鍛39.長 当法人は会日又"筋三宥に対し、必

金の拠出を Rめることがで怠るものとする.

{必会の募集等}

~40* J/ij訟の募集、掃さ1て及び弘込み等のT
絞については 理事会の決却を総て会長が0/

に定める都金取後い拠"によるものとする.

(過基金の拠IIJ者の惟判}
術41~ Ni金の拠出判.1， )ì~条の接金取扱い刻

仰に定める日までその泌忍を筒求することが

で舎ない。

{厳命の返還の手続}

省~W長 占年金の返還は 34i・e・会の決議に穆づ

!.. ill人法第141粂r;2.1l1に定める徒四内で

fiうものとする.

第7.It . 
(i!'ヨr，.i)戸際}

(fH3* ，'1月i.t.人の'"察当腹は、"均 1H 1日か

ら12)]311:1までの年 1州とする.

nl'察2十両aぴ収支予U)
M44~長 島法人の穆寮Z十副~IH.tぴ収支予算書l

ついては刷曙年度開酬の前日 までに会

f.b!f作成し 理事会の決操を経て総会のif<認
を受:tなければならない.これを変更する場

合も川仰とする.

2 前.，の製定にカカ わらず、やむを仰ない

J!l!111により予算が成立しないときは、会見

lふ痩11'会の決議に必づき、予算成阜の円

まで前勾伎の予'"こ概じ収入又は支iIIする

ことができる.

3i両駅の収入支出11.fi荷たに成立した予算

の収入支出とみなす.

( ll'fi鈍ital及ぴ決m
í:I'H5~ 出法人の事業fU ~''''1 ぴ決併について
{志、 lijlJ'1長年度終了後 会肢が次の l~~矧を作
成し、監'1'の監査を受けた仁で、理*会の承
惚を1.1て、定時盆会t二処111し、;r;p;.のlt~ft[ 

についてはその内野を似のし、第2サ及び第

3 -I}の曾舗については取""を受けなければな

ら会い.

川')<業鰍自



'"決柵}

第"条 待合Ult 各1網の終決織をむする.

(i.長級)
第18条 総会の決..は 法令に別段の定めがあ

る場合金除き、総会日の議決惜の過ド数を宿

する会11が山館し 州防会IIの級決陥の過1
2交をもってこれを行う.

2 i'前..の拠定にかかわらず次の決認は、

低金11の学段以上であって、総会IIの続決

槻の3分の2以上に当たる多歓をもって行

う。

(川政'"の解任

(2) ，~紘のきを吏
閉 会11の除名

川 解撒

'" その他法令で定められた事項
3 ，掬'"'の組定にかかわらず、法人法第58
a民の.，件を構たしたときは 総会の決議が

あ勺たものとみなす.

(V/1JIj.jl 
都 19~ *窓会の議事については 法令の定める

とニろにより続本uを作成しl 総会の日か勺

"年側 iたるli'務所に耐え霞く.
第4.役 員 .. 

{役目の怠包帯}

~2M'~ "i法人に、"の役目を限， . 

理1I1 3名以上35名以内

監本 2名以内
2 ~jWのうち l名念公民とし 5名以内

を刷会長 l名を理'JH毛 ".円以hを常任

調引とすることができる.

3 ζの法人の会長をiJ:人iiji のf t:J(ft.1J~と
する.

{溜任等}

~W長 男事及び重注'"は 総会の決織によって

選任する.

2 会長、副会長、 厚司I~~、及ぴ信任碑 'JII :
J'I!. )11会の決議によって刷恨の中カ均定め

る.
3 監、'"ま 当法人又はその子法人の暦lwr;

し'"使JiI人を蓑ねるζ とがで舎ない.
ιI JJ.'IIのうち理l!lq川、ずれかの l名とそ

のぬ:側y，又は 3 l!1.~内の tlUMその陸特別の
聞係にある者の合J十数1;1:， lJlJI総敏の3分

の lを..えてはならない.'t!mについて

も 川憾とする。

s 他の川ーの間体{公益法人を除'.1の
腫')1又"他JiI人である併その他これに献ず

る制Hに響綾な聞係にある脅である理'JIO)

{t;lt肢は 理市の包敬の3分の 1を趨えて

はならない.監事についても、同様とする.

{理11'の・責務権問。

m22粂会長は吋i};人を代決しその，，，.を

紙nする.

2 副会長は会長を納催し会uにポ依あると

きは あらかじめ会見がlIi:}'，した駆¥1(:でそ

の瞬務を代行する.

3 埋事長は座m会及び常任理'J<会を運営す

る.
4 常任理事は会民刷会IHtぴF理事艇を

組依し理事会の議決に必づき "i法人の業務

を楓行する.

5 前名mに柑げられた刷、ドは iij;'jl梁年I!'
怖に4か月を組九る附闘で2州以上、自己

のE貨物の執行の状況を5111会に線作しなけ

Itl!ならな，'. 

{監'1'の回初梯限)
m23.長 監事は、環恨の噴溺の執行金監貸し

iJ:、令で定めるところにより。監"徹子lを"成

する.

2 監IJII: いつでも、理事lJI11.ぴ使間人に対
して*梁の調iiivを求め tiff人の指定務及ぴ

肘"の拡兄のS割引をするζ とができる。

mJ~J) 
~Wt 理事の任期"、選任後2年以内に終了

する 'JI~年度のうち鍛終のものに附する定時
健会の終結の時までとし 柿If:を妨げ会い.

2 覧'J<の任期は 選任後4均以勾仁終了す

る 'JI~~I 度のうち 1" 終のものに附する厄時
e窓会の終結の的変で tl.. jlHf-をt!jIデ合
も、.

3 綱欠として選任:きれた.1'11.'11又は監'11の任

聞は 前任若の任期の滋γする時までとす

る.

4 役UC1、鈴任又"任期の満 f後におい

て、定1Iを欠〈 l-39た地合に{之、続たに

溜 f.f:されたおが~ff:するまでは その聴携

を行う倫利持続を引する.

(解任)

~2汚~ i:l:W主 総会のiJl:U4によ って解任する

ニとができる.
(鰍制等}

!tZ6!l1 I!Utの級制貸与その鰻の・r務執行の
対舗として当法人から受ける断面E上の利益

r;t. *窓会の決議をもって支給することができ

る.
{取引の制限}

務m給 額!JIが次に'ijげる取引をしようとする

地合は 理事会に，，，、て その取引について

1{<裂な事"を悶示し .I，'IPJI会の取認を仰なけ
れ>lな句なも、

J -

'" 自己又は第三おのためiする勺故人の

事業の都宮1に“する取引
(2) n己又lま第三符のためにする当法人の



『日本通句協会』定款

....総 則
{名件}

第"長 tniE人 " 般社凶il人日本連句協会
と体する.

(主たる'J<務所)

第2条 t'Wi人"、 主たるψ統所を神奈川県繍

浜市に抵(.

{従たる'Jq務所}

第，.， 尚法人" 理'"会の決白震を縫て .'袈
な地に従たる、"務所を置くことが出来る.

(11的}

第 '1.， 吋u人" 進旬文芸の創皐的兎腐とそ

の持及ならぴtこ巡旬'M作岳 連令J愛肝腎の内

外に必"る安泌を肉札述旬文Zの興院に計千

与することを日的とし、その日的に約するた

めユニパサルデザインの精神に必づき次

の~JU震を行う .

l 全'"大会および地h大会の日iJ1倣 Jt叩
2 会似(嗣JI)の後行

3 巡iiJ~I:隠の発行
1 ホームベ yの辺信

5 悶民文化mへの後後

6 前;lP.打、他げる~J' fiに附帝又'"畑違す

る-01の、":I! 
{公PI}

第5~ tiiJ人の公告"，主たる事務所の公取

の見やすい場所に側不する方法により行う.

"2・ 社員"ぴ会員
{入会}

第6"山w人のIJ~Jに鈴川 し 入金した者を

公11とする.

2 会11となるには、吋法人j折必の峨えによ

る'1，込みをし、会伎の'"認をj!}るむのとす

る.
3 吋法人の会11をもって 鍍社同法人及ぴ

ー般財閥法人に閣する ltj~ (以 L r法人

法jという.)Jの社11とする.

{緩慢ミ容のnmJ
M7~長 会rw..''itt人の日的を速成するた

め、それにz挺会線"を支"う.
2 会n!.t、入会金 2l1'J&ぴ 1)J1)ら12J]
までの年会内として 5r l' Jを納入しなけれ

lまならなし、

(会11のn柿自宅9，:)

省'"隆 ~?nが次の各分の に該当する場合ι
は その"防を拠4たする.
(川治会したとき.

'21 成'1後後"人又"被保佐人になったと

$. 

'lJ 化亡し、 liし〈は失隠XIT，e受け 又

は解散したとき.

川，2年以上会"を濁納したとき.

削除名されたとき.

(;"公〕
稲 9~徒 会日はいつでも辺会することができ

る.ただし、 1か11以」酬に吋法人に討して

迎会福iを後iIIする bのとする.

{除名}

第10条 当法人の会Ull'，~íit人の名脅を~lli

し、当法人の目的仁反する行aをし 会11と

しての淀務に溢反するなど俗名すべきif勺&
m!lrがあるときは‘法入試節.19a陸部2羽に定
める枇11総会の特別決線によりその会11を除

名することができる.

(会同名簿)

省j';¥H条 刀法人は、会11の氏名又は名跡IHJ'住
所をよ己被した会11名簿を作成する."3寧 役員総会
{構成)

省H2:t':l 総会は すぺての会Uをもって構成す

る.

{権限)
第13~ e:会は、次の盲;JIlJ1について決議する.

川 腰、I1段ぴ監~J'の当時 ff: 1(1.t解任

12'理'"及び監'J<の鰍刷"の飢
(3) 11'察官自及ぴ収支予算の本11
川 m;t報告及び収支ik-lXのif<II
'"冠紘の変iJ!

'"解散
l7i 会11の除r，
'81 その他総会でr必読するむのとして法令

又"この34i設で定められたも~J'瓜
(凋l慨}

節".， 吋法人の総会は 定時総会Jiぴ臨時.. 

会とし 尼崎総会" 修事業年度の鈴了後3
か11以内に鵬儲し 省略健会11，，e..~盛に必じ
て間航する.

2 前'"の健会をもって法人法tのUll*窓会
とする.

Hfi !s) 
者~15粂 総会の制集{主、別."会がこれを決議

し 会長が鮒1ねする.

2 総会のm~jj温知は 会"より 1 週間li~ ま
でに各会只に対して鎗する.

(~ l毛}
有'"条 修会の:AW式 会"がこれt二句たる.

会民に付匹敵があると会は 吋」質事窓会において

:.uを選出する.

- 2ー
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回
編

言己
圃

t長

後

「山
地
句
判
鑑
平
成
ニ
サ
八
今
版
」
を
お
印
刷
け
い
た
し
ま
す
。
協
会
の
行
郁
国
民
文
化

県

全

国

-
Oじ
グ
ル
ー
プ
の
作
品
の
記
録
で
す
。

*
を
捌
の
併
諸
に
執
州
市
を
お
願
い
し
た
こ
付
博
氏
を
紺
介
し
ま
す
。
ニ
村
氏
と
矢
羽
勝
幸
氏

と
の
共
性

『哲
治
俳
人
恒
丸
と
素
月
』
(
雌
虫
都
秋
社
)
が
平
成
一一

五
年
、
伊
町
巾

と
地
元
の
芭
蛇
翁
胤
彩
会
が
江
戸
俳
銑
に
附
す
る
似
限
れ
た
帯
住
と
し
て
文
部
科
学
大
目
立
を

受
性
し
、
氏
は
同
句
の
芭
熊
祭
で
も
講
泌
さ
れ
ま
し
た
。
辿
句

4
鑑
に
は
、

}
茶
と
も
交
流

の
あ
っ
た
恒
九
と
、
を
の
庇
泊
者
で
あ
る
双
仰
と
の
俳
請
に
つ
い
て
述
べ
て
孤
き
ま
し
た
。

*
エ
ッ
セ
イ
に
は

1
V

新
聞
で
ご
活
縦
の
俳
人
長
谷
川
椛
氏
に
谷
偵
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。
連
句

て
を
に
は
奥
に
流
れ
る
テ
!
マ
を
瓦
て
る
と
い
う
試
み
を
説
い
て
お
り
れ
ま
す
。

大
剛

U
氏
と
の
歌
仙
を
初
公
開
し
て

mき
ま
し
た
。

*
日
本
述
句
協
会
会
日
の
上
川
良
而
子
氏
は

「
ハ
イ
ジ
』
「
は
て
し
な
い
物
油
」
『
波
紋
』
(
い

ず
れ
も
岩
波
少
年
文
昨
)
な
ど
数
々
の
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
の
湖
沼
家
で
す
。
日
明

「
日
楽
」
に

つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
て

M
き
ま
し
た
。

*
作
品
は

一
ヒ
一一一
世
を
仰
向
被
い
た
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
添
付
で
の
山
怖
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
印
刷
出
川
と
の
や
り
取
り
が
正
確
且
つ
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
路
世
川
節
約
が
そ
の
日
的

で
す
。
現
夜
は
各
グ
ル
ー
プ
の
保
々
な
保
存
形
式
そ
の
ま
ま
を
受
れ
し
て
お
り
ま
す
が
、
作

付
き
や
ノ
ン
ブ
ル
付
き
は
入
制
附
に
出
す
こ
と
に
か
え
っ
て
手
間
ど

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

来

4
か
ら
は
デ
ー
タ
添
付
に
も
謀
本
的
な
川
悼
式
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
〈
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

*

「
辿
旬
年
鐙
」
の
拘
紋
形
式
は
従
米
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
現
代
仮
名
遣
い
が

}
作
品
に

出
用
し
な
い
よ
う
に
校
正
し
て
い
ま
す
。
断
り
市
き
が
無
い
場
合
は
発
句
の
仮
名
遣
い
に
倣

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
睦
史
的
仮
名
遣
い
で
あ
り
な
が
」
り

「
促
音
だ
け
は
小
さ
く
」
許
く

グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
臥
偵
の
通
り
に
校

H
し
て
い
ま
す
が
州
川
か
ち
い
え

ば
促
行
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
米

4
か
り
は
ご
山
仙
の
際
に
雌
砲
さ
せ
て
抗
お
う
と

企
回
し
て
お
り
ま
す
。
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